
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

─
ビ
セ
ー
ト
ル
館
と
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
─

大

森

弘

喜

第
一
章

ビ
セ
ー
ト
ル
館

ø
．「
善
き
貧
民
」

ù
．
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
「
病
者
」

壊
血
病

皮
膚
病

性
病

ú
．
虐
げ
ら
れ
る
「
精
神
病
者
」

û
．
犯
罪
者
と
そ
の
予
備
軍

ü
．
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
管
理
と
運
営

結
び
に
か
え
て
─
一
七
九
二
年
九
月
の
惨
劇

一
六
五
六
年
の
王
令
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
既
存
の
社
会
施
設
を
幾
つ
か
糾
合
し
た
複

合
体
だ
っ
た
。
主
な
も
の
は
、
ピ
テ
ィ
エ
館
、
シ
ピ
オ
ン
館
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
六
七
〇
年
に
は
捨
子
養
育
院
や
サ
ン
ト
・
ペ
ラ
ジ
ー
矯
正
院
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
、
さ
ら
に
一
八
世
紀
後
半
に
は
ヴ
ォ
ジ
ラ

─ø66( ø )─



ー
ル
・
オ
ス
ピ
ス
な
ど
の
関
連
施
設
が
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
管
轄
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
王
権
は
、
パ
リ
の
医
療
・
救

貧
・
福
祉
事
業
を
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
統
合
す
る
意
図
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
テ
ィ
エ
館
は
一
七
世
紀
初
め
に
マ
リ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
児
童
養
護
施
設
だ
っ
た
。
パ
リ
在
住
の
貧
困

家
庭
の
五
歳
～
一
二
歳
く
ら
い
ま
で
の
主
に
少
年
や
男
児
を
受
け
容
れ
て
、
初
等
教
育
を
施
し
、
手
職
を
仕
込
ん
だ
。
面
白
い
の

は
、
ム
ラ
ン
近
く
の
王
立
苗
木
育
成
所
に
送
っ
て
、
庭
師
の
修
業
を
仕
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。[R

ichard,p.24]

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
創
設
後
に
は
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
城
外
区
に
転
居
し
て
、
正
式
名
称
が
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
ラ
・
ピ
テ
ィ
エ
」
に

変
っ
た
。
こ
こ
の
特
徴
の
一
つ
は
館
名
の
通
り
、
宗
教
教
育
に
力
を
入
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
革
命
期
に
オ
ピ
タ
ル
改
革
を
主
導
す
る

テ
ュ
テ
イ
は
、
パ
リ
大
司
教
に
忖
度
し
て
一
日
五
時
間
も
神
学
的
教
育
を
子
ど
も
に
強
い
る
の
は
度
が
過
ぎ
て
い
る
、
と
批
判
す
る

ほ
ど
だ
っ
た
。[Tutey,p.45]

一
八
世
紀
後
半
に
は
こ
こ
に
一
三
〇
〇
人
も
の
子
ど
も
ら
が
入
所
し
て
い
た
。
そ
の
素
性
は
明
瞭
で

は
な
い
が
、
こ
こ
の
理
事
に
よ
れ
ば
、
教
区
の
厄
介
者
や
、
親
が
躾
の
た
め
に
我
が
子
を
こ
こ
に
預
け
る
試
し
が
多
か
っ
た
ら
し

い
。
初
聖
体
を
終
え
た
子
ど
も
ら
は
、
パ
リ
の
親
方
の
許
に
徒
弟
に
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
実
に
四
分
の
三
は
直
に
親
方
の
許
を
飛
び

出
し
て
、
乞
食
や
流
民
に
な
り
再
び
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
厄
介
に
な
る
と
、
テ
ュ
テ
イ
は
云
う
。[Tutey,p.45]

ピ
テ
ィ
エ
館
の
生
活
環
境
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
悪
い
換
気
、
過
密
居
住
、
着
た
き
り
雀
の
た
め
に
疥
癬
や
白

癬
な
ど
の
皮
膚
病
が
蔓
延
し
た
。
ま
た
壊
血
病
に
罹
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
革
命
前
夜
に
は
野
菜
な
ど
の
料
理
が
で
る
よ
う
に
な

り
、
幾
分
か
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。[Tutey,p.46]

一
七
世
紀
末
に
は
ピ
テ
ィ
エ
館
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
本
部
事
務
局
が

置
か
れ
、
総
務
会
が
毎
週
こ
こ
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
香
辛
料
・
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・
塩
、
衣
服
な
ど
の
倉
庫
も
造
ら
れ
て
こ
こ
か
ら

他
の
オ
ピ
タ
ル
各
館
に
配
送
さ
れ
た
。

シ
ピ
オ
ン
館
は
銀
行
家
シ
ピ
オ
ン
が
所
有
し
て
い
た
邸
宅

オ
テ
ル

だ
が
、
一
七
世
紀
初
頭
マ
リ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
所
有
と
な
り
、
そ

の
私
兵
に
路
上
の
乞
食
や
流
民
を
捕
捉
さ
せ
、
こ
こ
に
収
容
し
て
い
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
一
つ
の
原
型
が
そ
こ
に
認
め

ら
れ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
創
設
後
は
、
主
に
妊
娠
八
カ
月
以
降
の
妊
婦
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
出
産
を
す
る
ま
で
こ
こ
に

入
っ
て
い
た
。
一
六
七
五
年
以
降
は
そ
れ
ま
で
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
あ
っ
た
パ
ン
製
造
工
房
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
各
館
に
パ
ン
を
配
給
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
食
肉
や
蝋
燭
も
こ
こ
か
ら
配
給
さ

れ
た
。

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
な
か
で
最
も
大
規
模
な
も
の
で
、
高
額
寄
付
者
の
名
の
つ
い
た
マ
ザ
ラ
ン

館
や
フ
ー
ケ
館
な
ど
に
主
に
女
性
の
貧
民
や
子
ど
も
な
ど
を
収
容
し
た
。
こ
こ
の
最
大
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
行
で
身
を
持
ち

崩
し
た
女
性
」
を
矯
正
す
る
区
画
や
、
精
神
病
者
の
た
め
の
区
画
が
別
途
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
下
の
本
稿
で
は
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
代
表
す
る
ビ
セ
ー
ト
ル
館
と
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
人
々
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
を
う
け
た
の
か
を
探
り
、
こ
の
巨
大
な
施
設
の
社
会
的
役
割
と
歴
史
上
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

パ
リ
市
の
南
郊
に
位
置
す
る
ビ
セ
ー
ト
ル(ø)に
、
一
七
世
紀
半
ば
、
二
一
ha
に
も
及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
な
か
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
造

ら
れ
た
。
そ
の
起
源
は
遠
く
一
三
世
紀
半
ば
に
Ḫ
る
。
聖
ル
イ
が
、
カ
ル
ト
ジ
オ
修
道
会
の
た
め
の
施
設
、「
乞
食
の
た
め
の
穀
物

倉grange
aux

gueux

」
を
こ
こ
に
造
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
枢
機
ᷭ
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
所
有
と

な
り
、
一
五
世
紀
頃
に
は
、W

inchester

が
フ
ラ
ン
ス
語
風
にV

incestre

か
ら
更
にB

icestre,B
icêtre

へ
表
記
が
変
わ
っ
て
、

パリのオピタル・ジェネラル
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ー
ル
・
オ
ス
ピ
ス
な
ど
の
関
連
施
設
が
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
管
轄
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
王
権
は
、
パ
リ
の
医
療
・
救

貧
・
福
祉
事
業
を
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
統
合
す
る
意
図
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
テ
ィ
エ
館
は
一
七
世
紀
初
め
に
マ
リ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
児
童
養
護
施
設
だ
っ
た
。
パ
リ
在
住
の
貧
困

家
庭
の
五
歳
～
一
二
歳
く
ら
い
ま
で
の
主
に
少
年
や
男
児
を
受
け
容
れ
て
、
初
等
教
育
を
施
し
、
手
職
を
仕
込
ん
だ
。
面
白
い
の

は
、
ム
ラ
ン
近
く
の
王
立
苗
木
育
成
所
に
送
っ
て
、
庭
師
の
修
業
を
仕
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。[R

ichard,p.24]

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
創
設
後
に
は
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
城
外
区
に
転
居
し
て
、
正
式
名
称
が
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
ラ
・
ピ
テ
ィ
エ
」
に

変
っ
た
。
こ
こ
の
特
徴
の
一
つ
は
館
名
の
通
り
、
宗
教
教
育
に
力
を
入
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
革
命
期
に
オ
ピ
タ
ル
改
革
を
主
導
す
る

テ
ュ
テ
イ
は
、
パ
リ
大
司
教
に
忖
度
し
て
一
日
五
時
間
も
神
学
的
教
育
を
子
ど
も
に
強
い
る
の
は
度
が
過
ぎ
て
い
る
、
と
批
判
す
る

ほ
ど
だ
っ
た
。[Tutey,p.45]

一
八
世
紀
後
半
に
は
こ
こ
に
一
三
〇
〇
人
も
の
子
ど
も
ら
が
入
所
し
て
い
た
。
そ
の
素
性
は
明
瞭
で

は
な
い
が
、
こ
こ
の
理
事
に
よ
れ
ば
、
教
区
の
厄
介
者
や
、
親
が
躾
の
た
め
に
我
が
子
を
こ
こ
に
預
け
る
試
し
が
多
か
っ
た
ら
し

い
。
初
聖
体
を
終
え
た
子
ど
も
ら
は
、
パ
リ
の
親
方
の
許
に
徒
弟
に
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
実
に
四
分
の
三
は
直
に
親
方
の
許
を
飛
び

出
し
て
、
乞
食
や
流
民
に
な
り
再
び
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
厄
介
に
な
る
と
、
テ
ュ
テ
イ
は
云
う
。[Tutey,p.45]

ピ
テ
ィ
エ
館
の
生
活
環
境
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
悪
い
換
気
、
過
密
居
住
、
着
た
き
り
雀
の
た
め
に
疥
癬
や
白

癬
な
ど
の
皮
膚
病
が
蔓
延
し
た
。
ま
た
壊
血
病
に
罹
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
革
命
前
夜
に
は
野
菜
な
ど
の
料
理
が
で
る
よ
う
に
な

り
、
幾
分
か
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。[Tutey,p.46]

一
七
世
紀
末
に
は
ピ
テ
ィ
エ
館
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
本
部
事
務
局
が

置
か
れ
、
総
務
会
が
毎
週
こ
こ
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
香
辛
料
・
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・
塩
、
衣
服
な
ど
の
倉
庫
も
造
ら
れ
て
こ
こ
か
ら

他
の
オ
ピ
タ
ル
各
館
に
配
送
さ
れ
た
。

シ
ピ
オ
ン
館
は
銀
行
家
シ
ピ
オ
ン
が
所
有
し
て
い
た
邸
宅

オ
テ
ル

だ
が
、
一
七
世
紀
初
頭
マ
リ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
所
有
と
な
り
、
そ

の
私
兵
に
路
上
の
乞
食
や
流
民
を
捕
捉
さ
せ
、
こ
こ
に
収
容
し
て
い
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
一
つ
の
原
型
が
そ
こ
に
認
め

ら
れ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
創
設
後
は
、
主
に
妊
娠
八
カ
月
以
降
の
妊
婦
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
出
産
を
す
る
ま
で
こ
こ
に

入
っ
て
い
た
。
一
六
七
五
年
以
降
は
そ
れ
ま
で
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
あ
っ
た
パ
ン
製
造
工
房
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
各
館
に
パ
ン
を
配
給
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
食
肉
や
蝋
燭
も
こ
こ
か
ら
配
給
さ

れ
た
。

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
な
か
で
最
も
大
規
模
な
も
の
で
、
高
額
寄
付
者
の
名
の
つ
い
た
マ
ザ
ラ
ン

館
や
フ
ー
ケ
館
な
ど
に
主
に
女
性
の
貧
民
や
子
ど
も
な
ど
を
収
容
し
た
。
こ
こ
の
最
大
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
行
で
身
を
持
ち

崩
し
た
女
性
」
を
矯
正
す
る
区
画
や
、
精
神
病
者
の
た
め
の
区
画
が
別
途
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
下
の
本
稿
で
は
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
代
表
す
る
ビ
セ
ー
ト
ル
館
と
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
人
々
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
を
う
け
た
の
か
を
探
り
、
こ
の
巨
大
な
施
設
の
社
会
的
役
割
と
歴
史
上
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

パ
リ
市
の
南
郊
に
位
置
す
る
ビ
セ
ー
ト
ル(ø)に
、
一
七
世
紀
半
ば
、
二
一
ha
に
も
及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
な
か
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
造

ら
れ
た
。
そ
の
起
源
は
遠
く
一
三
世
紀
半
ば
に
Ḫ
る
。
聖
ル
イ
が
、
カ
ル
ト
ジ
オ
修
道
会
の
た
め
の
施
設
、「
乞
食
の
た
め
の
穀
物

倉grange
aux

gueux

」
を
こ
こ
に
造
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
枢
機
ᷭ
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
所
有
と

な
り
、
一
五
世
紀
頃
に
は
、W

inchester

が
フ
ラ
ン
ス
語
風
にV

incestre
か
ら
更
にB

icestre,B
icêtre

へ
表
記
が
変
わ
っ
て
、
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「
ビ
セ
ー
ト
ル
」
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
四
〇
〇
年
頃
に
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ベ
リ
ー
公
が
豪
華
な
城
を
築
い
た
が
、
後
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
荒
れ
果
て
た
所
領
地
や
城
址

に
、
日
中
は
追
剥
ぎ
や
盗
賊
が
出
没
し
、
夜
中
に
は
亡
霊
や
狼
の
恰
好
を
し
て
悪
事
を
働
く
「
狼
男loup-garou

」
が
㓢
徊
す
る
と

ᷚ
さ
れ
、
人
々
は
そ
の
名
を
聞
い
た
だ
け
で
身
震
い
す
る
、
恐
ろ
し
く
も
忌
み
嫌
わ
れ
る
場
所
と
な
っ
た
。[V

.R
adot,p.101:F.

B
rentano,p.18]

ル
イ
一
三
世
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
助
言
を
入
れ
て
こ
の
地
積
を
購
入
し
、
国
王
の
た
め
に
戦
い
負
傷
し
た
兵
士
や
没
落
貴
族
の
た

め
の
ア
ジ
ル
（
コ
マ
ン
ド
リ
・
サ
ン
・
ル
イ
）
を
造
ろ
う
と
計
画
し
た
。
一
六
三
四
年
春
に
立
派
な
チ
ャ
ペ
ル
が
で
き
、
こ
け
ら
落

と
し
が
な
さ
れ
て
入
所
が
始
ま
っ
た
が
、
一
六
四
二
年
と
そ
の
翌
年
の
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
と
ル
イ
一
三
世
の
相
次
ぐ
死
で
、
こ
の
計
画

は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
が
、
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
の
許
可
を
得
て
、
既
存
の
建

物
を
利
用
し
て
捨
子
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
が
、
ビ
セ
ー
ト
ル
の
空
気
は
子
ど
も
の
健
康
に
好
く
な
い
と
判
断
し
て
回
避
し(ù)、
サ

ン
・
ド
ニ
に
そ
の
た
め
の
施
設
を
造
っ
た
。

一
六
五
六
年
に
ル
イ
一
四
世
が
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
創
設
す
る
王
令
を
発
し
た
際
に
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
サ
ル
ペ

ト
リ
エ
ー
ル
館
と
共
に
そ
の
主
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
再
び
大
規
模
な
改
修
工
事
が
な
さ
れ
、
年
老
い
て
労
働
不
能
と

な
っ
た
貧
民
だ
け
で
は
な
く
、
実
に
多
種
多
様
な
不
幸
な
人
々
が
徐
々
に
収
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
癲テ

ン

癇カ
ン

患
者
、
精
神
障

碍
者
、
性
病
患
者
、
不
治
の
病
者
、
孤
児
、
そ
し
て
犯
罪
者
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
当
時
の
社
会
で
は
「
厄
介
者
」
と

見
な
さ
れ
て
排
除
の
対
象
と
な
り
、
こ
こ
に
長
期
監
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
『
パ
リ
の
精
神
障
碍
者
』
を
著
し
た
マ

ク
シ
ム
・
ド
・
カ
ン
は
、「
ビ
セ
ー
ト
ル
は
一
言
で
云
え
ば
ド
ブcloaque
だ
」
と
云
い
放
ち[V

.R
adot,p.102]

、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア

ン
・
メ
ル
シ
エ
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
「
政
体
の
上
に
で
き
た
恐
ろ
し
い
腫
瘍
、
根
が
深
く
血
膿
の
出
る
腫
瘍
だ
」
と
形
容
し
た
。

[F.B
rentano,p.18]

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
一
六
六
七
年
に
も
改
築
が
な
さ
れ
、
収
容
能
力
が
拡
大
し
た
。
収
容
者
数
は
当
初
の
六
〇
〇
人
か
ら
倍
増
し
、

さ
ら
に
一
八
世
紀
に
入
る
と
性
病
者
や
「
精
神
を
病
ん
だ
人
々
」
や
囚
人
な
ど
も
収
容
さ
れ
、
一
七
二
六
年
に
は
二
五
〇
〇
人
、
革

命
前
夜
に
は
凡
そ
三
六
〇
〇
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
劣
悪
な
居
住
環
境
の
な
か
で
も
、
そ
し
て
人
間
的
な
扱
い
を
受

け
ら
れ
な
く
て
も
懸
命
に
生
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
一
面
で
労
働
不
能
の
貧
民
や
孤
児
を
救
済
す
る
救
貧
施
設
だ
が
、
他
面
で
は
「
精
神
を
病
ん
だ
人
々
」
の
収
容

施
設
で
あ
り
、
ま
た
性
病
患
者
の
「
病
院
」
で
あ
り
、
犯
罪
者
を
収
容
す
る
「
監
獄
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
後
述
の
地
方

の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
、
特
別
な
「
複
合
的
社
会
施
設
」
だ
っ
た
と
云
え
る
。
収
容
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
人
数
は
、
時
代
と
共
に
変
動
す
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
主
要
な
「
住
人
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

(ø
)
ビ
セ
ー
ト
ル
は
現
在
、
オ
・
ド
・
セ
ー
ヌ
県
の
「
ク
レ
ム
ラ
ン
・
ビ
セ
ー
ト
ルLe

K
rém

lin-B
icêtre

」
と
い
う
行
政
区
に
属
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
以
降
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
「
大
学
病
院
セ
ン
タ
ー
・
ビ
セ
ー
ト
ル
Ｃ
．
Ｈ
．
Ｕ
．C

entre
H
ôpitalo-

U
niversitaire

」、
す
な
わ
ち
パ
リ
大
学
Ⅺ
の
医
学
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、
病
院
機
能
と
医
学
教
育
・
研
究
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た

パ
リ
南
部
一
帯
の
病
院
と
連
携
し
つ
つ
、
そ
の
中
核
的
オ
ピ
タ
ル
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

(ù
)
一
説
に
は
、
捨
子
ら
が
折
か
ら
の
疫
病
に
罹
り
大
半
が
死
亡
し
た
こ
と
が
転
居
の
理
由
だ
っ
た
と
も
云
う
。[D

elam
are,p.12]

と
こ

ろ
で
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
伴
い
追
い
出
さ
れ
た
傷
痍
軍
人
ら
は
、
一
六
七
〇
年
に
建
立
さ
れ
た
廃
兵
院H

ôteldesInvalides

に
新
た
な
安
住
の
地
を
見
出
し
た
。
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「
ビ
セ
ー
ト
ル
」
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
四
〇
〇
年
頃
に
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ベ
リ
ー
公
が
豪
華
な
城
を
築
い
た
が
、
後
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
荒
れ
果
て
た
所
領
地
や
城
址

に
、
日
中
は
追
剥
ぎ
や
盗
賊
が
出
没
し
、
夜
中
に
は
亡
霊
や
狼
の
恰
好
を
し
て
悪
事
を
働
く
「
狼
男loup-garou

」
が
㓢
徊
す
る
と

ᷚ
さ
れ
、
人
々
は
そ
の
名
を
聞
い
た
だ
け
で
身
震
い
す
る
、
恐
ろ
し
く
も
忌
み
嫌
わ
れ
る
場
所
と
な
っ
た
。[V

.R
adot,p.101:F.

B
rentano,p.18]

ル
イ
一
三
世
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
助
言
を
入
れ
て
こ
の
地
積
を
購
入
し
、
国
王
の
た
め
に
戦
い
負
傷
し
た
兵
士
や
没
落
貴
族
の
た

め
の
ア
ジ
ル
（
コ
マ
ン
ド
リ
・
サ
ン
・
ル
イ
）
を
造
ろ
う
と
計
画
し
た
。
一
六
三
四
年
春
に
立
派
な
チ
ャ
ペ
ル
が
で
き
、
こ
け
ら
落

と
し
が
な
さ
れ
て
入
所
が
始
ま
っ
た
が
、
一
六
四
二
年
と
そ
の
翌
年
の
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
と
ル
イ
一
三
世
の
相
次
ぐ
死
で
、
こ
の
計
画

は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
が
、
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
の
許
可
を
得
て
、
既
存
の
建

物
を
利
用
し
て
捨
子
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
が
、
ビ
セ
ー
ト
ル
の
空
気
は
子
ど
も
の
健
康
に
好
く
な
い
と
判
断
し
て
回
避
し(ù)、
サ

ン
・
ド
ニ
に
そ
の
た
め
の
施
設
を
造
っ
た
。

一
六
五
六
年
に
ル
イ
一
四
世
が
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
創
設
す
る
王
令
を
発
し
た
際
に
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
サ
ル
ペ

ト
リ
エ
ー
ル
館
と
共
に
そ
の
主
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
再
び
大
規
模
な
改
修
工
事
が
な
さ
れ
、
年
老
い
て
労
働
不
能
と

な
っ
た
貧
民
だ
け
で
は
な
く
、
実
に
多
種
多
様
な
不
幸
な
人
々
が
徐
々
に
収
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
癲テ

ン

癇カ
ン

患
者
、
精
神
障

碍
者
、
性
病
患
者
、
不
治
の
病
者
、
孤
児
、
そ
し
て
犯
罪
者
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
当
時
の
社
会
で
は
「
厄
介
者
」
と

見
な
さ
れ
て
排
除
の
対
象
と
な
り
、
こ
こ
に
長
期
監
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
『
パ
リ
の
精
神
障
碍
者
』
を
著
し
た
マ

ク
シ
ム
・
ド
・
カ
ン
は
、「
ビ
セ
ー
ト
ル
は
一
言
で
云
え
ば
ド
ブcloaque

だ
」
と
云
い
放
ち[V

.R
adot,p.102]

、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア

ン
・
メ
ル
シ
エ
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
「
政
体
の
上
に
で
き
た
恐
ろ
し
い
腫
瘍
、
根
が
深
く
血
膿
の
出
る
腫
瘍
だ
」
と
形
容
し
た
。

[F.B
rentano,p.18]

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
一
六
六
七
年
に
も
改
築
が
な
さ
れ
、
収
容
能
力
が
拡
大
し
た
。
収
容
者
数
は
当
初
の
六
〇
〇
人
か
ら
倍
増
し
、

さ
ら
に
一
八
世
紀
に
入
る
と
性
病
者
や
「
精
神
を
病
ん
だ
人
々
」
や
囚
人
な
ど
も
収
容
さ
れ
、
一
七
二
六
年
に
は
二
五
〇
〇
人
、
革

命
前
夜
に
は
凡
そ
三
六
〇
〇
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
劣
悪
な
居
住
環
境
の
な
か
で
も
、
そ
し
て
人
間
的
な
扱
い
を
受

け
ら
れ
な
く
て
も
懸
命
に
生
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
一
面
で
労
働
不
能
の
貧
民
や
孤
児
を
救
済
す
る
救
貧
施
設
だ
が
、
他
面
で
は
「
精
神
を
病
ん
だ
人
々
」
の
収
容

施
設
で
あ
り
、
ま
た
性
病
患
者
の
「
病
院
」
で
あ
り
、
犯
罪
者
を
収
容
す
る
「
監
獄
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
後
述
の
地
方

の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
、
特
別
な
「
複
合
的
社
会
施
設
」
だ
っ
た
と
云
え
る
。
収
容
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
人
数
は
、
時
代
と
共
に
変
動
す
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
主
要
な
「
住
人
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

(ø
)
ビ
セ
ー
ト
ル
は
現
在
、
オ
・
ド
・
セ
ー
ヌ
県
の
「
ク
レ
ム
ラ
ン
・
ビ
セ
ー
ト
ルLe

K
rém

lin-B
icêtre

」
と
い
う
行
政
区
に
属
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
以
降
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
「
大
学
病
院
セ
ン
タ
ー
・
ビ
セ
ー
ト
ル
Ｃ
．
Ｈ
．
Ｕ
．C

entre
H
ôpitalo-

U
niversitaire

」、
す
な
わ
ち
パ
リ
大
学
Ⅺ
の
医
学
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、
病
院
機
能
と
医
学
教
育
・
研
究
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た

パ
リ
南
部
一
帯
の
病
院
と
連
携
し
つ
つ
、
そ
の
中
核
的
オ
ピ
タ
ル
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

(ù
)
一
説
に
は
、
捨
子
ら
が
折
か
ら
の
疫
病
に
罹
り
大
半
が
死
亡
し
た
こ
と
が
転
居
の
理
由
だ
っ
た
と
も
云
う
。[D

elam
are,p.12]

と
こ

ろ
で
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
伴
い
追
い
出
さ
れ
た
傷
痍
軍
人
ら
は
、
一
六
七
〇
年
に
建
立
さ
れ
た
廃
兵
院H

ôteldesInvalides

に
新
た
な
安
住
の
地
を
見
出
し
た
。
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ø
．
｢善
き
貧
民bons

pauvres

」

一
七
世
紀
に
な
る
と
、
物
乞
い
す
る
貧
民
に
キ
リ
ス
ト
の
像
を
重
ね
る
見
方
は
廃
れ
、
貧
民
は
現
世
的
な
眼
差
し
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た(ú)。
統
治
権
力
は
、
貧
困
は
怠
惰
の
産
物
で
あ
り
、
怠
惰
は
す
べ
て
の
悪
徳
の
母
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
認
識
に
た
っ
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
開
設
し
運
営
し
た
。
そ
の
役
割
は
し
た
が
っ
て
怠
惰
の
追
放
な
い
し
矯
正
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
社
会
的
有
用
労
働
へ
の
復
帰
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
に
は
己
の
労
働
に
よ
っ
て
は
生
活
の
資
を
稼

げ
な
い
貧
民
が
大
勢
い
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
不
能
貧
民
を
ど
う
処
遇
す
べ
き
か
。
統
治
権
力
は
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
こ
れ
ら
の

貧
民
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
生
き
る
た
め
に
教
会
付
近
や
市
場

マ
ル
シ
ェ

で
物
乞
い
す

る
こ
と
を
、「
公
衆
の
安
全
」
を
脅
か
す
惧
れ
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
固
く
禁
じ
、
そ
の
代
償
と
し
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に

お
い
て
救
済
を
う
け
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る(û)。
そ
の
際
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
労
働
不
能
者
の
救
済
は
「
慈
悲

charité

」
で
あ
り
、
慈
悲
を
受
け
る
者
は
こ
れ
を
施
す
者
に
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
。
つ
ま
り
、
忍
耐
強
く
控
え
め

で
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
者
に
常
に
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
も
つ
貧
民
を
、「
善
き
貧
民
」
と
見
な
し
て
救
済
の
対
象
に
据
え
た
の

で
あ
る
。

本
来
カ
ト
リ
ッ
ク
は
個
人
の
発
意
に
よ
る
慈
悲
を
重
ん
じ
、
国
家
な
ど
集
団
的
な
慈
悲
＝
救
済
を
嫌
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン

サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
が
ル
イ
一
四
世
の
懇
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
運
営
に
参
画
し
な
か
っ
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
体
制
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ル
イ
一
四
世
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
開
設
と
運
営
に
協
力

す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ピ
タ
ル
内
で
の
「
霊
的
救
済
」
を
担
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
霊
的
救
済
は
、「
無
為
無
能
な
の

に
反
抗
的
で
悪
魔
の
言
葉
を
喋
り
、
慈
悲
を
施
す
者
に
呪
い
の
言
葉
を
投
げ
返
す
『
悪
い
貧
民
』｣
(ü
)
を
悔
悛
さ
せ
、
信
仰
心
を
涵
養

す
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
一
六
五
六
年
王
令
は
こ
の
よ
う
に
「
怠
惰
の
矯
正
」
と
「
慈
悲
に
よ
る
救
済
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
目
的
を
掲
げ

て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
右
の
統
治
観
に
た
っ
て
「
善
き
貧
民
」
の
入
所
原
則
を
つ
く
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
理
由
で

労
働
不
能
と
な
っ
た
「
男
性
」
で(6)、
パ
リ
生
ま
れ
か
、
パ
リ
に
二
年
以
上
居
住
歴
が
あ
る
六
〇
歳
以
上
の
老
齢
者
で
、
洗
礼
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
だ
っ
た
。
こ
れ
を
教
区
司
祭
に
よ
り
証
明
し
て
貰
い
、
ピ
テ
ィ
エ
館
の
本
部
事
務
所
に
申
請
し
て
許
可
を
受
け

た
者
が
入
所
で
き
た
の
で
あ
る(7)。
こ
の
基
準
に
従
っ
て
パ
リ
在
住
の
労
働
不
能
貧
民
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
た
。
開
設
直
後
の

(ú
)
フ
ー
コ
ー
は
一
七
世
紀
末
に
は
「
貧
民
は
神
の
代
理
者
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
。
神
は
も
は
や
貧
し
き
者
の
襤
褸

ボ

ロ

の
陰
に
身
を
隠
し
て

い
な
い
。」
と
云
う
。
[フ
ー
コ
ー
、1972,p.80

]

(û
)
但
し
一
六
五
六
年
王
令
は
物
乞
い
貧
民
を
ポ
リ
ス
の
観
点
か
ら
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
一
六
五
六
年
王
令
前
文
は

述
べ
る
、「
こ
れ
ら
の
物
乞
い
貧
民
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
仲
間
と
し
て
、
ま
た
国
家
の
無
益
な
仲
間
と
し
て
で
は
な
く
扱
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
か
く
も
偉
大
な
事
業
を
導
く
に
あ
た
っ
て
〈
治
安
〉
令
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、〈
慈
善
〉
と
い
う
唯

一
の
動
機
に
よ
っ
て
行
動
し
よ
う
。」
と
。
[フ
ー
コ
ー
、1972,p.567

]

(ü
)
こ
れ
は
一
六
九
三
年
に
ド
ン
・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
著
し
た
『
廃
止
さ
れ
た
乞
食
の
境
遇
』
で
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
[フ
ー
コ
ー
、

1972,p.79

]

(6
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
専
ら
男
性
の
貧
民
を
受
け
容
れ
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
女
性
の
貧
民
を
受
け
持
つ
と
い
う
分
業
関
係
だ
っ
た
。

但
し
、
性
病
患
者
や
精
神
障
碍
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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ø
．
｢善
き
貧
民bons

pauvres

」

一
七
世
紀
に
な
る
と
、
物
乞
い
す
る
貧
民
に
キ
リ
ス
ト
の
像
を
重
ね
る
見
方
は
廃
れ
、
貧
民
は
現
世
的
な
眼
差
し
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た(ú)。
統
治
権
力
は
、
貧
困
は
怠
惰
の
産
物
で
あ
り
、
怠
惰
は
す
べ
て
の
悪
徳
の
母
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
認
識
に
た
っ
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
開
設
し
運
営
し
た
。
そ
の
役
割
は
し
た
が
っ
て
怠
惰
の
追
放
な
い
し
矯
正
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
社
会
的
有
用
労
働
へ
の
復
帰
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
に
は
己
の
労
働
に
よ
っ
て
は
生
活
の
資
を
稼

げ
な
い
貧
民
が
大
勢
い
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
不
能
貧
民
を
ど
う
処
遇
す
べ
き
か
。
統
治
権
力
は
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
こ
れ
ら
の

貧
民
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
生
き
る
た
め
に
教
会
付
近
や
市
場

マ
ル
シ
ェ

で
物
乞
い
す

る
こ
と
を
、「
公
衆
の
安
全
」
を
脅
か
す
惧
れ
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
固
く
禁
じ
、
そ
の
代
償
と
し
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に

お
い
て
救
済
を
う
け
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る(û)。
そ
の
際
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
労
働
不
能
者
の
救
済
は
「
慈
悲

charité

」
で
あ
り
、
慈
悲
を
受
け
る
者
は
こ
れ
を
施
す
者
に
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
。
つ
ま
り
、
忍
耐
強
く
控
え
め

で
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
者
に
常
に
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
も
つ
貧
民
を
、「
善
き
貧
民
」
と
見
な
し
て
救
済
の
対
象
に
据
え
た
の

で
あ
る
。

本
来
カ
ト
リ
ッ
ク
は
個
人
の
発
意
に
よ
る
慈
悲
を
重
ん
じ
、
国
家
な
ど
集
団
的
な
慈
悲
＝
救
済
を
嫌
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン

サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
が
ル
イ
一
四
世
の
懇
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
運
営
に
参
画
し
な
か
っ
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
体
制
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ル
イ
一
四
世
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
開
設
と
運
営
に
協
力

す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ピ
タ
ル
内
で
の
「
霊
的
救
済
」
を
担
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
霊
的
救
済
は
、「
無
為
無
能
な
の

に
反
抗
的
で
悪
魔
の
言
葉
を
喋
り
、
慈
悲
を
施
す
者
に
呪
い
の
言
葉
を
投
げ
返
す
『
悪
い
貧
民
』｣
(ü
)
を
悔
悛
さ
せ
、
信
仰
心
を
涵
養

す
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
一
六
五
六
年
王
令
は
こ
の
よ
う
に
「
怠
惰
の
矯
正
」
と
「
慈
悲
に
よ
る
救
済
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
目
的
を
掲
げ

て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
右
の
統
治
観
に
た
っ
て
「
善
き
貧
民
」
の
入
所
原
則
を
つ
く
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
理
由
で

労
働
不
能
と
な
っ
た
「
男
性
」
で(6)、
パ
リ
生
ま
れ
か
、
パ
リ
に
二
年
以
上
居
住
歴
が
あ
る
六
〇
歳
以
上
の
老
齢
者
で
、
洗
礼
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
だ
っ
た
。
こ
れ
を
教
区
司
祭
に
よ
り
証
明
し
て
貰
い
、
ピ
テ
ィ
エ
館
の
本
部
事
務
所
に
申
請
し
て
許
可
を
受
け

た
者
が
入
所
で
き
た
の
で
あ
る(7)。
こ
の
基
準
に
従
っ
て
パ
リ
在
住
の
労
働
不
能
貧
民
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
た
。
開
設
直
後
の

(ú
)
フ
ー
コ
ー
は
一
七
世
紀
末
に
は
「
貧
民
は
神
の
代
理
者
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
。
神
は
も
は
や
貧
し
き
者
の
襤
褸

ボ

ロ

の
陰
に
身
を
隠
し
て

い
な
い
。」
と
云
う
。
[フ
ー
コ
ー
、1972,p.80

]

(û
)
但
し
一
六
五
六
年
王
令
は
物
乞
い
貧
民
を
ポ
リ
ス
の
観
点
か
ら
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
一
六
五
六
年
王
令
前
文
は

述
べ
る
、「
こ
れ
ら
の
物
乞
い
貧
民
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
仲
間
と
し
て
、
ま
た
国
家
の
無
益
な
仲
間
と
し
て
で
は
な
く
扱
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
か
く
も
偉
大
な
事
業
を
導
く
に
あ
た
っ
て
〈
治
安
〉
令
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、〈
慈
善
〉
と
い
う
唯

一
の
動
機
に
よ
っ
て
行
動
し
よ
う
。」
と
。
[フ
ー
コ
ー
、1972,p.567

]

(ü
)
こ
れ
は
一
六
九
三
年
に
ド
ン
・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
著
し
た
『
廃
止
さ
れ
た
乞
食
の
境
遇
』
で
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
[フ
ー
コ
ー
、

1972,p.79

]

(6
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
専
ら
男
性
の
貧
民
を
受
け
容
れ
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
女
性
の
貧
民
を
受
け
持
つ
と
い
う
分
業
関
係
だ
っ
た
。

但
し
、
性
病
患
者
や
精
神
障
碍
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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一
六
五
七
年
九
月
二
八
日
現
在
の
入
所
者
六
〇
〇
人
の
中
で
、「
老
齢
に
よ
る
身
体
の
具
合
の
悪
い
七
〇
歳
以
上
の
貧
民
」
は
一
三

四
人
、「
手
足
に
障
碍
の
あ
るestropié

老
齢
者
・
青
壮
年
・
子
ど
も
」
一
二
五
人
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
「
パ
リ
市
中
で
物
乞

い
を
し
て
逮
捕
連
行
さ
れ
た
者
」
は
ま
だ
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
そ
の
四
〇
年
後
に
は
事
態
に
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
一
七
〇
一
年
一
二
月
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
入
所
者
一
四
六

六
人
の
内
、「
普
通
の
乞
食
と
流
民
で
監
獄m

aison
de

force

に
入
れ
ら
れ
た
」
者
は
三
九
〇
人
、「
身
障
者
及
び
七
五
歳
か
ら
八
〇

歳
ま
で
の
老
齢
者
で
物
乞
い
を
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
」
者
は
一
七
八
人
で
あ
っ
た
。[Paultre,annex,p.600:D

elam
are,annexe,p.

142]

こ
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
貧
民
は
、
ど
ち
ら
も
「
物
乞
い
を
し
て
巡
邏
に
よ
り
捕
捉
連
行
さ
れ
た
」
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

も
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
「
善
き
貧
民
」
に
入
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一
六
五
六
年
王
令
は
貧
民
の
物
乞
い
を
厳
し
く
禁
じ
、
こ
の

禁
令
を
破
っ
て
「
施
しaum

ône
」
を
受
け
た
者
の
捕
捉
連
行
を
巡
邏
に
命
じ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
「
乞
食
狩
り
」
が
精
力
的
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
関
心
は
、
こ
の
捕
捉
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民
の
な
か
に
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
者
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
、

で
あ
る
。
一
七
〇
一
年
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
「
超
高
齢
者
」
や
身
障
者
は
ど
う
み
て
も
労
働
不
能
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
「
普
通
の
乞

食
と
流
民
で
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
」
者
の
中
に
は
、
あ
る
程
度
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
料
が
失
わ
れ
て
そ
の
実
勢
は
正
確
に
は
把

握
で
き
な
い
が
、
傍
証
的
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
」
は
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

傍
証
的
事
実
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
一
は
、
王
令
が
求
め
て
い
た
館
内
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
が
、
こ
こ
に
は
造
ら
れ
て
お

ら
ず
、
精
々
が
工
房
程
度
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
事
実
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
が
雇
う
巡
邏
の
員
数
が
、
あ
る
時
期
を
境
に

減
ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
院
内
労
働
に
つ
い
て
見
よ
う
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
幾
つ
か
の
工
房
が
開
か
れ
て
い
た
。
羊
毛
・
麻
・
綿
の
織
物
工
房

は
、
い
つ
の
時
点
か
判
然
と
し
な
い
が
、
羊
毛
の
梳
毛
・
織
布
に
は
六
〇
～
七
〇
人
、
綿
布
の
織
布
に
は
四
〇
～
五
〇
人
が
従
事
し

て
い
た
。
工
房
で
造
ら
れ
た
ラ
シ
ャ
や
サ
ー
ジ
な
ど
毛
織
物
や
、
丈
夫
な
麻
製
パ
ン
袋treillis

は
、
専
ら
自
家
消
費
用
で
あ
っ
た
。

ラ
シ
ャ
の
布
地
は
入
所
者
の
制
服
や
ベ
ッ
ド
カ
ヴ
ァ
ー
・
シ
ー
ツ
に
加
工
さ
れ
、
麻
の
パ
ン
袋
は
食
料
セ
ン
タ
ー
の
シ
ピ
オ
ン
館
で

使
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
毛
織
物
な
ど
の
製
造
に
は
紡
毛
・
梳
毛
・
織
布
な
ど
の
道
具
類
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
上
に
、
技
術
指
導
の
職
人
に

謝
礼
を
払
う
負
担
も
あ
り
、
出
費
が
嵩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
理
事
会
は
次
第
に
院
内
労
働
の
維
持
に
熱
意
を
失
い
、
つ
い
に
一
七
七

〇
年
に
ラ
シ
ャ
工
房
を
閉
鎖
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.52:D
elam

are,p.40]

こ
の
事
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
院
内

労
働
は
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
従
事
す
る
労
働
可
能
な
入
所
者
も
一
〇
〇
人
程
度
で
、
入
所
者
全
体
に
占

め
る
割
合
は
漸
次
減
少
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
七
二
四
年
王
令
は
乞
食
・
流
民
の
王
国
か
ら
の
一
掃
を
策
し
て
、「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
」
を
積
極
的
に
捕
捉
し
、

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
入
所
さ
せ
て
労
働
に
従
事
さ
せ
よ
と
命
じ
た
か
ら
、
確
か
に
そ
の
後
数
年
間
は
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

(7
)
厳
密
な
法
解
釈
で
は
、「
善
き
」
貧
民
は
こ
の
よ
う
に
「
自
ら
の
自
由
意
思
で
」
入
所
し
た
者
を
指
す
が
、
現
実
に
は
後
段
で
述
べ
る

物
乞
い
し
た
高
齢
貧
民
も
、
館
内
で
は
「
善
き
貧
民
」
の
扱
い
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
厳
し
い
処
罰
は
科
さ
れ
ず
、
自
発
的

入
所
者
と
同
じ
共
同
寝
室
に
居
住
し
、
同
じ
第
三
食
堂
で
食
事
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
を
退
院
し
た
回
復
期
の
病
者

で
カ
ネ
の
な
い
者
や
、
冬
季
だ
け
の
避
寒
を
望
む
老
齢
者
や
少
年
も
、
理
事
会
の
温
情
で
入
所
が
許
さ
れ
た
。

パリのオピタル・ジェネラル

─øü9( 8 )─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─øü8( 9 )─



一
六
五
七
年
九
月
二
八
日
現
在
の
入
所
者
六
〇
〇
人
の
中
で
、「
老
齢
に
よ
る
身
体
の
具
合
の
悪
い
七
〇
歳
以
上
の
貧
民
」
は
一
三

四
人
、「
手
足
に
障
碍
の
あ
るestropié

老
齢
者
・
青
壮
年
・
子
ど
も
」
一
二
五
人
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
「
パ
リ
市
中
で
物
乞

い
を
し
て
逮
捕
連
行
さ
れ
た
者
」
は
ま
だ
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
そ
の
四
〇
年
後
に
は
事
態
に
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
一
七
〇
一
年
一
二
月
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
入
所
者
一
四
六

六
人
の
内
、「
普
通
の
乞
食
と
流
民
で
監
獄m

aison
de

force

に
入
れ
ら
れ
た
」
者
は
三
九
〇
人
、「
身
障
者
及
び
七
五
歳
か
ら
八
〇

歳
ま
で
の
老
齢
者
で
物
乞
い
を
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
」
者
は
一
七
八
人
で
あ
っ
た
。[Paultre,annex,p.600:D

elam
are,annexe,p.

142]

こ
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
貧
民
は
、
ど
ち
ら
も
「
物
乞
い
を
し
て
巡
邏
に
よ
り
捕
捉
連
行
さ
れ
た
」
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

も
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
「
善
き
貧
民
」
に
入
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一
六
五
六
年
王
令
は
貧
民
の
物
乞
い
を
厳
し
く
禁
じ
、
こ
の

禁
令
を
破
っ
て
「
施
しaum

ône

」
を
受
け
た
者
の
捕
捉
連
行
を
巡
邏
に
命
じ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
「
乞
食
狩
り
」
が
精
力
的
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
関
心
は
、
こ
の
捕
捉
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民
の
な
か
に
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
者
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
、

で
あ
る
。
一
七
〇
一
年
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
「
超
高
齢
者
」
や
身
障
者
は
ど
う
み
て
も
労
働
不
能
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
「
普
通
の
乞

食
と
流
民
で
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
」
者
の
中
に
は
、
あ
る
程
度
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
料
が
失
わ
れ
て
そ
の
実
勢
は
正
確
に
は
把

握
で
き
な
い
が
、
傍
証
的
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
」
は
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

傍
証
的
事
実
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
一
は
、
王
令
が
求
め
て
い
た
館
内
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
が
、
こ
こ
に
は
造
ら
れ
て
お

ら
ず
、
精
々
が
工
房
程
度
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
事
実
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
が
雇
う
巡
邏
の
員
数
が
、
あ
る
時
期
を
境
に

減
ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
院
内
労
働
に
つ
い
て
見
よ
う
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
幾
つ
か
の
工
房
が
開
か
れ
て
い
た
。
羊
毛
・
麻
・
綿
の
織
物
工
房

は
、
い
つ
の
時
点
か
判
然
と
し
な
い
が
、
羊
毛
の
梳
毛
・
織
布
に
は
六
〇
～
七
〇
人
、
綿
布
の
織
布
に
は
四
〇
～
五
〇
人
が
従
事
し

て
い
た
。
工
房
で
造
ら
れ
た
ラ
シ
ャ
や
サ
ー
ジ
な
ど
毛
織
物
や
、
丈
夫
な
麻
製
パ
ン
袋treillis

は
、
専
ら
自
家
消
費
用
で
あ
っ
た
。

ラ
シ
ャ
の
布
地
は
入
所
者
の
制
服
や
ベ
ッ
ド
カ
ヴ
ァ
ー
・
シ
ー
ツ
に
加
工
さ
れ
、
麻
の
パ
ン
袋
は
食
料
セ
ン
タ
ー
の
シ
ピ
オ
ン
館
で

使
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
毛
織
物
な
ど
の
製
造
に
は
紡
毛
・
梳
毛
・
織
布
な
ど
の
道
具
類
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
上
に
、
技
術
指
導
の
職
人
に

謝
礼
を
払
う
負
担
も
あ
り
、
出
費
が
嵩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
理
事
会
は
次
第
に
院
内
労
働
の
維
持
に
熱
意
を
失
い
、
つ
い
に
一
七
七

〇
年
に
ラ
シ
ャ
工
房
を
閉
鎖
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.52:D
elam

are,p.40]

こ
の
事
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
院
内

労
働
は
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
従
事
す
る
労
働
可
能
な
入
所
者
も
一
〇
〇
人
程
度
で
、
入
所
者
全
体
に
占

め
る
割
合
は
漸
次
減
少
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
七
二
四
年
王
令
は
乞
食
・
流
民
の
王
国
か
ら
の
一
掃
を
策
し
て
、「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
」
を
積
極
的
に
捕
捉
し
、

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
入
所
さ
せ
て
労
働
に
従
事
さ
せ
よ
と
命
じ
た
か
ら
、
確
か
に
そ
の
後
数
年
間
は
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

(7
)
厳
密
な
法
解
釈
で
は
、「
善
き
」
貧
民
は
こ
の
よ
う
に
「
自
ら
の
自
由
意
思
で
」
入
所
し
た
者
を
指
す
が
、
現
実
に
は
後
段
で
述
べ
る

物
乞
い
し
た
高
齢
貧
民
も
、
館
内
で
は
「
善
き
貧
民
」
の
扱
い
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
厳
し
い
処
罰
は
科
さ
れ
ず
、
自
発
的

入
所
者
と
同
じ
共
同
寝
室
に
居
住
し
、
同
じ
第
三
食
堂
で
食
事
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
を
退
院
し
た
回
復
期
の
病
者

で
カ
ネ
の
な
い
者
や
、
冬
季
だ
け
の
避
寒
を
望
む
老
齢
者
や
少
年
も
、
理
事
会
の
温
情
で
入
所
が
許
さ
れ
た
。
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ェ
ネ
ラ
ル
で
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
貧
民
が
増
え
た
。（
後
述
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

一
時
的
で
し
か
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
論
拠
が
巡
邏
の
減
員
で
あ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
王
令
に
よ
り
「
巡
邏archer

」
を
擁
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
巡
邏
は
制
服
を
着
て
、
王
家
の
紋
章
で
あ
る
百
合
の
花
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
文
字
が
刻
ま
れ
た

銃
剣
や
戟
槍
を
も
っ
て
市
内
を
巡
回
し
、
物
乞
い
す
る
貧
民
を
逮
捕
連
行
す
る
役
目
を
帯
び
た
。
王
令
が
と
く
に
標
的
と
し
た
の

は
、
一
七
二
四
年
王
令
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
身
体
壮
健
な
乞
食
と
流
民
だ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
巡
邏
は
一
八
世
紀
初
め
に

は
八
〇
人
を
数
え
、
そ
の
後
一
七
二
四
年
王
令
施
行
の
た
め
に
最
大
百
人
ま
で
増
員
さ
れ
た
が
、
一
七
五
二
年
頃
に
は
ᷮ
か
四
〇
人

し
か
い
な
か
っ
た
し
、
七
〇
年
に
は
遂
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。[D

elam
are,p.19]

こ
の
事
実
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
壮
健
貧
民
の
捕
捉
と
労
働
に
よ
る
矯
正
に
熱
意
を
失
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
や

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、
一
言
で
云
え
ば
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
壮
健
貧
民
を
有
効
に
働
か
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

も
ス
タ
ッ
フ
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
り
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
限
ら
ず
、
地
方
の
そ
れ
で
も
同
じ
で

あ
っ
た
。（
後
述
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
限
れ
ば
、
引
き
続
き
労
働
不
能
貧
民
の
世
話
を
続
け
乍
ら
も
、
一
八
世
紀
に
は
新
た
な
「
顧

客
」
と
も
云
え
る
精
神
障
碍
者
と
性
病
患
者
の
ケ
ア
と
、
囚
人
の
受
け
容
れ
に
軸
足
を
移
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
節
で
詳

し
く
見
る
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
巡
邏
の
減
員
を
決
め
る
理
由
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
結
成
も
関
わ
っ
て
い
た
。
次
章
で
詳
し
く
み
る
が
、
一
七

二
〇
年
に
再
編
成
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
（
騎
馬
憲
兵
隊
）
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
展
開
し
、
主
に
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
乞
食
と
流

民
の
捕
捉
・
連
行
・
裁
判
に
着
手
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
附
属
の
巡
邏
が
専
ら
都
市
内
部
を
テ
リ
ト
リ
ー

に
し
た
の
と
対
照
的
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
農
村
部
や
街
道
筋
で
治
安
警
察
活
動
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
捕
ら

え
た
犯
罪
者
や
乞
食
・
流
民
を
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
は
な
く
、
別
途
造
ら
れ
る
「
乞
食
収
容
所
」
に
収
容
す
る
の
で
あ

る
。（
後
述
）

本
題
に
戻
っ
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
「
善
き
貧
民
」
の
主
力
た
る
労
働
不
能
の
身
障
者
や
老
齢
者
、
病
弱
な
少
年
ら
は
、
館
内
で

は
厳
密
に
区
別
さ
れ
ず
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
こ
こ
に
は
六
つ
の
区
画
（
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
用
語
に
従
え
ば
「em

plois

ア
ン
プ
ロ
ワ

」）
が
あ
っ
た

が
、
性
病
者
と
精
神
障
碍
者
を
除
く
と
、
そ
れ
以
外
の
貧
民
は
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
、
定
員
を
無
視
し
て
大
き
な
共
同
寝
室
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
た
め
ビ
セ
ー
ト
ル
は
い
つ
で
も
貧
民
で
ᷓ
れ
か
え
り
、
汗
牛
充
棟
の
状
態
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
定
員
一
五
〇
人
の
共
同
寝
室
に
通
常
三
〇
〇
～
四
〇
〇
人
が
押
し
込
ま
れ
、
一
つ
の
ベ
ッ
ド
を
数
人
で
共
用
す
る
こ
と

が
常
態
だ
っ
た
。
互
い
違
い
に
寝
て
一
人
の
頭
の
脇
に
別
の
人
の
足
が
出
て
い
る
と
い
っ
た
同
衾
状
態
で
あ
る(8)。
少
年
な
ど
は
さ
ら

に
悲
惨
で
、
横
二
ｍ
、
縦
一
三
五
㎝
の
大
き
め
の
ベ
ッ
ド
に
一
〇
人
も
寝
さ
せ
ら
れ
た
。
一
度
に
全
員
が
寝
ら
れ
な
い
の
で
、
交
代

制
で
半
数
は
夕
方
六
時
か
ら
真
夜
中
ま
で
、
残
り
の
半
数
が
真
夜
中
か
ら
明
け
方
ま
で
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
で
寝
ら
れ

な
い
者
は
、
床ユ

カ

の
上
に
寝
藁
を
敷
い
て
寝
た
と
い
う
。[R

ichard,p.49]

フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
「
床ユ

カ

の
上
に
寝
る
」
こ
と
は
人
間

以
下
の
屈
辱
的
な
扱
い
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
過
密
居
住
、「
す
し
詰
め
状
態prom

iscuité

」
は
入
所
者
の
不
満
の
種
で
あ
っ
た

が
、
大
革
命
ま
で
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
感
染
症
が
蔓
延
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

「
善
き
貧
民
」
は
上
下
ラ
シ
ャ
製
の
灰
色
の
制
服
と
、
毛
糸
の
靴
下
、
縁
な
し
帽
、
年
間
二
枚
の
シ
ャ
ツ
を
支
給
さ
れ
た
。
当
初

(8
)
ベ
ッ
ド
に
「
独
り
寝
」
し
た
い
者
は
、
謂
わ
ば
「
差
額
ベ
ッ
ド
代
金
」
五
〇
エ
キ
ュ
を
払
っ
て
小
さ
な
ベ
ッ
ド
を
使
用
し
た
と
い
う
。
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ェ
ネ
ラ
ル
で
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
貧
民
が
増
え
た
。（
後
述
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

一
時
的
で
し
か
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
論
拠
が
巡
邏
の
減
員
で
あ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
王
令
に
よ
り
「
巡
邏archer

」
を
擁
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
巡
邏
は
制
服
を
着
て
、
王
家
の
紋
章
で
あ
る
百
合
の
花
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
文
字
が
刻
ま
れ
た

銃
剣
や
戟
槍
を
も
っ
て
市
内
を
巡
回
し
、
物
乞
い
す
る
貧
民
を
逮
捕
連
行
す
る
役
目
を
帯
び
た
。
王
令
が
と
く
に
標
的
と
し
た
の

は
、
一
七
二
四
年
王
令
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
身
体
壮
健
な
乞
食
と
流
民
だ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
巡
邏
は
一
八
世
紀
初
め
に

は
八
〇
人
を
数
え
、
そ
の
後
一
七
二
四
年
王
令
施
行
の
た
め
に
最
大
百
人
ま
で
増
員
さ
れ
た
が
、
一
七
五
二
年
頃
に
は
ᷮ
か
四
〇
人

し
か
い
な
か
っ
た
し
、
七
〇
年
に
は
遂
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。[D

elam
are,p.19]

こ
の
事
実
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
壮
健
貧
民
の
捕
捉
と
労
働
に
よ
る
矯
正
に
熱
意
を
失
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
や

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、
一
言
で
云
え
ば
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
壮
健
貧
民
を
有
効
に
働
か
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

も
ス
タ
ッ
フ
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
り
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
限
ら
ず
、
地
方
の
そ
れ
で
も
同
じ
で

あ
っ
た
。（
後
述
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
限
れ
ば
、
引
き
続
き
労
働
不
能
貧
民
の
世
話
を
続
け
乍
ら
も
、
一
八
世
紀
に
は
新
た
な
「
顧

客
」
と
も
云
え
る
精
神
障
碍
者
と
性
病
患
者
の
ケ
ア
と
、
囚
人
の
受
け
容
れ
に
軸
足
を
移
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
節
で
詳

し
く
見
る
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
巡
邏
の
減
員
を
決
め
る
理
由
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
結
成
も
関
わ
っ
て
い
た
。
次
章
で
詳
し
く
み
る
が
、
一
七

二
〇
年
に
再
編
成
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
（
騎
馬
憲
兵
隊
）
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
展
開
し
、
主
に
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
乞
食
と
流

民
の
捕
捉
・
連
行
・
裁
判
に
着
手
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
附
属
の
巡
邏
が
専
ら
都
市
内
部
を
テ
リ
ト
リ
ー

に
し
た
の
と
対
照
的
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
農
村
部
や
街
道
筋
で
治
安
警
察
活
動
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
捕
ら

え
た
犯
罪
者
や
乞
食
・
流
民
を
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
は
な
く
、
別
途
造
ら
れ
る
「
乞
食
収
容
所
」
に
収
容
す
る
の
で
あ

る
。（
後
述
）

本
題
に
戻
っ
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
「
善
き
貧
民
」
の
主
力
た
る
労
働
不
能
の
身
障
者
や
老
齢
者
、
病
弱
な
少
年
ら
は
、
館
内
で

は
厳
密
に
区
別
さ
れ
ず
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
こ
こ
に
は
六
つ
の
区
画
（
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
用
語
に
従
え
ば
「em

plois

ア
ン
プ
ロ
ワ

」）
が
あ
っ
た

が
、
性
病
者
と
精
神
障
碍
者
を
除
く
と
、
そ
れ
以
外
の
貧
民
は
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
、
定
員
を
無
視
し
て
大
き
な
共
同
寝
室
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
た
め
ビ
セ
ー
ト
ル
は
い
つ
で
も
貧
民
で
ᷓ
れ
か
え
り
、
汗
牛
充
棟
の
状
態
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
定
員
一
五
〇
人
の
共
同
寝
室
に
通
常
三
〇
〇
～
四
〇
〇
人
が
押
し
込
ま
れ
、
一
つ
の
ベ
ッ
ド
を
数
人
で
共
用
す
る
こ
と

が
常
態
だ
っ
た
。
互
い
違
い
に
寝
て
一
人
の
頭
の
脇
に
別
の
人
の
足
が
出
て
い
る
と
い
っ
た
同
衾
状
態
で
あ
る(8)。
少
年
な
ど
は
さ
ら

に
悲
惨
で
、
横
二
ｍ
、
縦
一
三
五
㎝
の
大
き
め
の
ベ
ッ
ド
に
一
〇
人
も
寝
さ
せ
ら
れ
た
。
一
度
に
全
員
が
寝
ら
れ
な
い
の
で
、
交
代

制
で
半
数
は
夕
方
六
時
か
ら
真
夜
中
ま
で
、
残
り
の
半
数
が
真
夜
中
か
ら
明
け
方
ま
で
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
で
寝
ら
れ

な
い
者
は
、
床ユ

カ

の
上
に
寝
藁
を
敷
い
て
寝
た
と
い
う
。[R

ichard,p.49]

フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
「
床ユ

カ

の
上
に
寝
る
」
こ
と
は
人
間

以
下
の
屈
辱
的
な
扱
い
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
過
密
居
住
、「
す
し
詰
め
状
態prom

iscuité

」
は
入
所
者
の
不
満
の
種
で
あ
っ
た

が
、
大
革
命
ま
で
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
感
染
症
が
蔓
延
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

「
善
き
貧
民
」
は
上
下
ラ
シ
ャ
製
の
灰
色
の
制
服
と
、
毛
糸
の
靴
下
、
縁
な
し
帽
、
年
間
二
枚
の
シ
ャ
ツ
を
支
給
さ
れ
た
。
当
初

(8
)
ベ
ッ
ド
に
「
独
り
寝
」
し
た
い
者
は
、
謂
わ
ば
「
差
額
ベ
ッ
ド
代
金
」
五
〇
エ
キ
ュ
を
払
っ
て
小
さ
な
ベ
ッ
ド
を
使
用
し
た
と
い
う
。
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は
厳
格
な
時
間
管
理
を
と
も
な
う
院
内
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
て
脱
走
す
る
者
も
い
た
が
、
老
齢
者
ら
は
、
毎
日
の
「
ね
ぐ
ら
と
食
事

gite
etcouvert

」
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
生
活
を
「
特
別
な
計
ら
いfaveur

」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

毎
日
の
食
事
は
、
基
本
は
昼
食diner

と
夕
食souper

の
二
回
で
、
週
の
う
ち
「
肉
の
あ
る
日
」
と
「
肉
の
な
い
日
」
が
交
互

に
あ
っ
た
。
肉
の
あ
る
日
は
、
黒
パ
ン
の
ほ
か
に
鶏
肉
料
理
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
肉
の
な
い
日
は
鶏
卵
二
個
と
鱈
や
鰊
な
ど
の
魚
料
理

と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
週
末
に
は
グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
な
ど
の
チ
ー
ズ
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
パ
ン
や
肉
の
量
は
、
青
壮
年
は
当
然

な
が
ら
老
齢
者
よ
り
も
多
め
で
あ
っ
た(9)。
こ
の
ほ
か
、
朝
陽
が
昇
る
こ
ろ
に
は
ス
ー
プ
と
お
や
つ
が
出
て
、
こ
れ
は
部
屋
で
食
べ
ら

れ
た
。
特
筆
さ
る
べ
き
は
、
六
〇
歳
代
と
七
〇
歳
代
の
老
齢
者
に
は
毎
食
少
量
の
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
は
食

事
の
愉
し
み
で
あ
り
同
時
に
薬
の
代
わ
り
で
も
あ
っ
た
。

食
事
は
大
食
堂réfectoire

で
摂
る
の
だ
が
、
興
味
あ
る
こ
と
に
軍
隊
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
食
堂
が
違
っ
て
い
た
。

「
善
き
貧
民
」
は
第
三
食
堂
で
右
記
の
メ
ニ
ュ
ウ
を
摂
っ
た
。
第
一
食
堂
で
は
院
長
や
施
設
付
き
司
祭
、
上
級
の
修
道
女

シ
ス
タ
ー

、
外
科
医

ら
が
「
ご
馳
走
」
を
会
食
し
た(ø0)。
第
二
食
堂
で
は
そ
れ
以
外
の
職
員
や
店
員
、
見
習
い
の
職
人
、
雑
役
婦
な
ど
が
食
事
を
摂
っ
た
。

[R
ichard,p.50]

他
に
「
有
料
入
所
者pensionnaire

｣
(øø
)
が
数
十
人
い
て
、「
善
き
貧
民
」
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
し
た
。
寄
宿
料
は
四
段
階
に

分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
額
が
増
す
ご
と
に
肉
の
量
も
魚
の
量
も
増
え
て
ゆ
き
、
ま
た
毎
食
に
ワ
イ
ン
が
付
い
て
い
た
。
有
料
入
所
者

の
多
く
は
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る
市
民
、
多
く
は
小
口
の
金
利
生
活
者
や
元
家
事
使
用
人
の
老
齢
者
で
あ
っ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
も
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
を
設
置
す
る
試
み
は
あ
っ
た
が
、
上
手
く
ゆ
か
ず
頓
挫
し
た
よ
う
で
あ
る(øù)。
た
だ

労
働
可
能
な
入
所
者
の
内
、
性
格
の
良
い
「
善
き
貧
民
」
は
院
内
雑
務
に
使
用
さ
れ
た
。
庭
仕
事
、
洗
濯
、
厨
房
、
大
工
や
石
工
、

屎
尿
処
理
、
大
井
戸
で
の
作
業
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
特
筆
さ
れ
る
の
は
病
弱
者
の
看
護
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ご
褒
美
と

し
て
彼
ら
に
は
ᷮ
か
な
給
金
と
良
い
食
事
が
与
え
ら
れ
た
。
理
事
会
が
こ
う
し
た
措
置
を
採
っ
た
の
は
、
経
費
の
節
約
と
同
時
に
、

下
位
職
員
の
質
の
悪
さ
が
目
立
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た(øú)。
大
上
段
に
か
ざ
し
た
身
体
壮
健
貧
民
の
「
怠
惰
の
矯
正
」
は
充
分
に
は
達

(9
)
善
き
貧
民
の
肉
の
量
は
通
常
生ナ

マ

の
量
で
一
カ
ル
ト
ロ
ン
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
を
下
回
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と

い
う
。
職
員
が
「
大
鍋
の
計
算
を
間
違
え
た
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
へ
ず
り
取
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
貧
民
は
見
て
い

た
。」
と
い
う
。[Tutey,p.67]

(ø0
)
一
八
世
紀
初
め
の
第
一
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ウ
は
、
肉
の
あ
る
日
は
「
白
い
パ
ン
」
の
ほ
か
炙
り
肉
と
茹
で
肉
が
半
分
づ
つ
、
昼
食
に
は
こ

れ
に
ア
ン
ト
ル
メ
、
夕
食
に
は
サ
ラ
ダ
が
つ
い
た
。
肉
の
な
い
日
は
昼
食
に
鱈
・
鰊
・
鮭
な
ど
の
魚
料
理
と
野
菜
の
大
皿
、
夕
食
に
は
野

菜
と
、
卵
三
個
入
り
の
フ
リ
カ
セ
（
細
か
く
切
っ
た
若
鶏
・
㙽
・
仔
牛
肉
な
ど
の
煮
込
み
）、
も
ち
ろ
ん
た
っ
ぷ
り
の
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ

た
。[D

elam
are,p.31]

(øø
)
有
料
入
所
者
の
数
は
時
代
に
よ
り
変
動
す
る
が
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
凡
そ
六
〇
人
か
ら
八
〇
人
程
度
い
た
。
寄
宿
料
は
月
額
一
〇
〇

リ
ー
ヴ
ル
か
ら
三
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
で
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
年
間
一
五
千
リ
ー
ヴ
ル
の
収
益
を
も
た
ら
し
た
。[R

ichard,p.51:

D
elam

are,p.35]

こ
れ
は
赤
字
基
調
の
オ
ピ
タ
ル
に
と
っ
て
は
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

(øù
)
一
七
二
六
年
頃
に
は
、
毛
織
物
の
軍
服
を
製
造
す
る
マ
ニ
ュ
を
立
ち
上
げ
る
構
想
が
生
ま
れ
、
八
年
越
し
の
準
備
と
四
万
リ
ー
ヴ
ル
の

投
資
で
、
三
五
年
頃
に
は
軍
服
製
造
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
だ
が
す
ぐ
に
「
全
般
的
な
不
調
」
に
陥
り
、
事
業
は
失
敗
し
た
と
い
う
。

[Estienne,p.750]

し
か
し
、
ど
こ
の
部
署
の
入
所
者
が
使
用
さ
れ
た
か
、
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
失
敗
の
原
因
に
つ
い
て
も
言
及

は
な
い
。
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は
厳
格
な
時
間
管
理
を
と
も
な
う
院
内
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
て
脱
走
す
る
者
も
い
た
が
、
老
齢
者
ら
は
、
毎
日
の
「
ね
ぐ
ら
と
食
事

gite
etcouvert

」
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
生
活
を
「
特
別
な
計
ら
いfaveur

」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

毎
日
の
食
事
は
、
基
本
は
昼
食diner

と
夕
食souper

の
二
回
で
、
週
の
う
ち
「
肉
の
あ
る
日
」
と
「
肉
の
な
い
日
」
が
交
互

に
あ
っ
た
。
肉
の
あ
る
日
は
、
黒
パ
ン
の
ほ
か
に
鶏
肉
料
理
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
肉
の
な
い
日
は
鶏
卵
二
個
と
鱈
や
鰊
な
ど
の
魚
料
理

と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
週
末
に
は
グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
な
ど
の
チ
ー
ズ
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
パ
ン
や
肉
の
量
は
、
青
壮
年
は
当
然

な
が
ら
老
齢
者
よ
り
も
多
め
で
あ
っ
た(9)。
こ
の
ほ
か
、
朝
陽
が
昇
る
こ
ろ
に
は
ス
ー
プ
と
お
や
つ
が
出
て
、
こ
れ
は
部
屋
で
食
べ
ら

れ
た
。
特
筆
さ
る
べ
き
は
、
六
〇
歳
代
と
七
〇
歳
代
の
老
齢
者
に
は
毎
食
少
量
の
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
は
食

事
の
愉
し
み
で
あ
り
同
時
に
薬
の
代
わ
り
で
も
あ
っ
た
。

食
事
は
大
食
堂réfectoire

で
摂
る
の
だ
が
、
興
味
あ
る
こ
と
に
軍
隊
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
食
堂
が
違
っ
て
い
た
。

「
善
き
貧
民
」
は
第
三
食
堂
で
右
記
の
メ
ニ
ュ
ウ
を
摂
っ
た
。
第
一
食
堂
で
は
院
長
や
施
設
付
き
司
祭
、
上
級
の
修
道
女

シ
ス
タ
ー

、
外
科
医

ら
が
「
ご
馳
走
」
を
会
食
し
た(ø0)。
第
二
食
堂
で
は
そ
れ
以
外
の
職
員
や
店
員
、
見
習
い
の
職
人
、
雑
役
婦
な
ど
が
食
事
を
摂
っ
た
。

[R
ichard,p.50]

他
に
「
有
料
入
所
者pensionnaire

｣
(øø
)
が
数
十
人
い
て
、「
善
き
貧
民
」
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
し
た
。
寄
宿
料
は
四
段
階
に

分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
額
が
増
す
ご
と
に
肉
の
量
も
魚
の
量
も
増
え
て
ゆ
き
、
ま
た
毎
食
に
ワ
イ
ン
が
付
い
て
い
た
。
有
料
入
所
者

の
多
く
は
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る
市
民
、
多
く
は
小
口
の
金
利
生
活
者
や
元
家
事
使
用
人
の
老
齢
者
で
あ
っ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
も
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
を
設
置
す
る
試
み
は
あ
っ
た
が
、
上
手
く
ゆ
か
ず
頓
挫
し
た
よ
う
で
あ
る(øù)。
た
だ

労
働
可
能
な
入
所
者
の
内
、
性
格
の
良
い
「
善
き
貧
民
」
は
院
内
雑
務
に
使
用
さ
れ
た
。
庭
仕
事
、
洗
濯
、
厨
房
、
大
工
や
石
工
、

屎
尿
処
理
、
大
井
戸
で
の
作
業
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
特
筆
さ
れ
る
の
は
病
弱
者
の
看
護
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ご
褒
美
と

し
て
彼
ら
に
は
ᷮ
か
な
給
金
と
良
い
食
事
が
与
え
ら
れ
た
。
理
事
会
が
こ
う
し
た
措
置
を
採
っ
た
の
は
、
経
費
の
節
約
と
同
時
に
、

下
位
職
員
の
質
の
悪
さ
が
目
立
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た(øú)。
大
上
段
に
か
ざ
し
た
身
体
壮
健
貧
民
の
「
怠
惰
の
矯
正
」
は
充
分
に
は
達

(9
)
善
き
貧
民
の
肉
の
量
は
通
常
生ナ

マ

の
量
で
一
カ
ル
ト
ロ
ン
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
を
下
回
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と

い
う
。
職
員
が
「
大
鍋
の
計
算
を
間
違
え
た
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
へ
ず
り
取
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
貧
民
は
見
て
い

た
。」
と
い
う
。[Tutey,p.67]

(ø0
)
一
八
世
紀
初
め
の
第
一
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ウ
は
、
肉
の
あ
る
日
は
「
白
い
パ
ン
」
の
ほ
か
炙
り
肉
と
茹
で
肉
が
半
分
づ
つ
、
昼
食
に
は
こ

れ
に
ア
ン
ト
ル
メ
、
夕
食
に
は
サ
ラ
ダ
が
つ
い
た
。
肉
の
な
い
日
は
昼
食
に
鱈
・
鰊
・
鮭
な
ど
の
魚
料
理
と
野
菜
の
大
皿
、
夕
食
に
は
野

菜
と
、
卵
三
個
入
り
の
フ
リ
カ
セ
（
細
か
く
切
っ
た
若
鶏
・
㙽
・
仔
牛
肉
な
ど
の
煮
込
み
）、
も
ち
ろ
ん
た
っ
ぷ
り
の
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ

た
。[D

elam
are,p.31]

(øø
)
有
料
入
所
者
の
数
は
時
代
に
よ
り
変
動
す
る
が
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
凡
そ
六
〇
人
か
ら
八
〇
人
程
度
い
た
。
寄
宿
料
は
月
額
一
〇
〇

リ
ー
ヴ
ル
か
ら
三
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
で
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
年
間
一
五
千
リ
ー
ヴ
ル
の
収
益
を
も
た
ら
し
た
。[R

ichard,p.51:

D
elam

are,p.35]

こ
れ
は
赤
字
基
調
の
オ
ピ
タ
ル
に
と
っ
て
は
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

(øù
)
一
七
二
六
年
頃
に
は
、
毛
織
物
の
軍
服
を
製
造
す
る
マ
ニ
ュ
を
立
ち
上
げ
る
構
想
が
生
ま
れ
、
八
年
越
し
の
準
備
と
四
万
リ
ー
ヴ
ル
の

投
資
で
、
三
五
年
頃
に
は
軍
服
製
造
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
だ
が
す
ぐ
に
「
全
般
的
な
不
調
」
に
陥
り
、
事
業
は
失
敗
し
た
と
い
う
。

[Estienne,p.750]

し
か
し
、
ど
こ
の
部
署
の
入
所
者
が
使
用
さ
れ
た
か
、
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
失
敗
の
原
因
に
つ
い
て
も
言
及

は
な
い
。
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成
さ
れ
な
か
っ
た
が(øû)、
案
外
こ
う
し
た
小
さ
な
実
践
が
、「
善
き
貧
民
」
の
更
生
に
繋
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ù
．
ビ
セ
ー
ト
ル
の
「
疫
病
」

壊
血
病

ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
当
初
は
医
務
室infirm

erie

が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
病
人
は
パ
リ
都
心
に
あ
る
オ
テ

ル
・
デ
ュ
ま
で
運
ば
れ
て
治
療
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
但
し
、
一
六
五
九
年
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
交
わ
し

た
取
決
め
で
は
、
ペ
ス
ト
、
瘰
癧
、
天
然
痘
な
ど
の
伝
染
病
患
者
は
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
は
診
察
し
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の

診
察
も
当
初
は
週
一
度
金
曜
日
だ
け
だ
っ
た
し
、
カ
レ
ー
ム
（
四
旬
節
）
の
期
間
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
門
は
閉
じ
ら
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
風
土
病
化
し
て
い
た
病
気
の
一
つ
が
壊
血
病scorbut

で
あ
っ
た
。
壊
血
病
は
今
で
は
主
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

欠
乏
に
因
り
発
病
す
る
こ
と
は
常
識
だ
が
、
当
時
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
病
因
は
不
明
で
い
ろ
ん
な
説
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
れ
は
後
述
す

る
と
し
て
、
こ
の
病
気
は
開
設
後
す
ぐ
に
発
生
し
死
者
も
出
て
い
た
が
、
最
初
の
大
流
行
は
一
六
七
〇
年
に
起
っ
た
。
七
〇
年
二
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
患
者
は
急
増
し
九
〇
〇
人
を
超
え
た
。
患
者
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
二
輪
馬
車
や
担
架
で
運
ば
れ
た
。
担
架
の
運

び
手
も
老
齢
者
だ
っ
た
の
で
一
里
の
道
程
は
き
つ
く
、
途
中
休
み
休
み
し
な
が
ら
の
仕
事
な
の
で
時
間
が
か
か
り
、
着
く
前
に
死
亡

す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
い
う(øü)。[D

elam
are,p.44]

オ
テ
ル
・
デ
ュ
も
直
ぐ
に
満
杯
と
な
っ
た
の
で
、
急
遽
サ
ン
・
ル
イ
病
院
に
大
部
屋
が
用
意
さ
れ
移
送
さ
れ
た
。
サ
ン
・
ル
イ
病

院
は
一
七
世
紀
初
め
に
ペ
ス
ト
患
者
を
収
容
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
病
院
だ
っ
た
。
患
者
は
住
民
に
不
安
を
与
え
な
い
た
め
に
、

城
壁
沿
い
に
ᷖ
回
し
て
ポ
パ
ン
ク
ー
ル
の
道
か
ら
病
院
に
運
ば
れ
た
。[R

ichard,p.56]

パ
リ
大
学
医
学
部
の
内
科
医
な
ど
医
学
界
の
大
物
た
ち
が
集
い
、
そ
の
原
因
や
治
療
法
な
ど
を
探
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
視
察

し
た
内
科
医
ら
は
、
共
同
寝
室
の
過
密
居
住
と
そ
の
部
屋
に
充
満
す
る
腐
敗
し
た
空
気
、
飲
料
水
の
質
の
悪
さ
に
原
因
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
結
論
し
た
。
一
六
八
九
年
に
高
等
法
院
が
命
じ
た
改
善
措
置
は
、
患
者
に
新
鮮
な
空
気
を
供
給
す
る
た
め
に
、
新
た
に

窓
を
設
置
せ
よ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
時
壊
血
病
も
ま
た
瘴
気
（
ミ
ア
ズ
マ
）
に
よ
る
疫
病
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

半
世
紀
後
の
一
七
二
九
年
に
も
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
壊
血
病
が
流
行
し
た
。
こ
の
度
も
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
患
者
を
送
り
つ
け
よ
う
と

し
た
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
は
難
色
を
示
し
た
の
で
、
理
事
会
は
三
千
リ
ー
ヴ
ル
の
補
償
金
を
払
っ
て
五
〇
〇
人
を
受
け
容
れ
て
貰
っ

(øú
)
一
七
四
七
年
に
本
部
事
務
局
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
サ
ン
・
ポ
ー
ル
室
の
麻
痺
患
者
一
三
〇
人
は
充
分
な
看
護
を
受
け
て

い
な
い
。
そ
の
世
話
係
に
望
ま
し
い
人
物
を
選
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
収
容
者
に
些
細
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
し
た
だ
け
な

の
に
、
見
返
り
に
金
銭
を
せ
び
り
取
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。」
と
。[D

elam
are,p.33]

｢善
き
貧
民
」
の
看
護
人
は
、
当
時
の
雇
人
七
六

〇
人
の
う
ち
四
三
五
人
、
実
に
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。[R

ichard,p.52]

善
き
貧
民
は
、「
信
頼
の
切
符
」
と
い
う
名
の
外
出
許
可
証
を
貰
い
、
自
由
に
パ
リ
辺
り
ま
で
外
出
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
守
衛
は

「
畑
の
門
」
ま
で
付
き
添
い
、
夏
は
七
時
、
冬
は
四
時
ま
で
に
戻
る
よ
う
に
言
い
含
め
た
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
戻
ら
ず
退
所
し
て
仕
舞
う

も
の
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。「
閉
じ
込
めrenferm

em
ent

」
を
厳
密
な
「
監
禁
」「
拘
留
」
と
考
え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。[B

rentano,p.23]

(øû
)
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
の
処
置
に
困
っ
た
王
権
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ウ
の
時
代
に
棄
民
政
策
を
採
る
。
つ
ま
り
彼
ら
を
フ
ラ
ン
ス

の
植
民
地
で
あ
る
西
イ
ン
ド
諸
島
や
北
米
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
送
る
の
で
あ
る
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
か
ら
は
男
性
の
貧
民
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー

ル
館
か
ら
は
女
性
貧
民
が
か
の
地
に
送
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
試
み
は
失
敗
に
帰
し
た
。

(øü
)
こ
の
病
人
搬
送
は
パ
リ
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て
は
、「
奇
妙
な
一
行singuliersconvois

」
に
見
え
た
ら
し
く
、
見
世
物
に
な
っ
た
と
い
う
。

運
び
手
は
慎
重
さ
に
欠
け
て
お
り
、
患
者
に
は
ひ
ど
く
辛
い
道
程
だ
っ
た
。[D

orm
ont,p.24]
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成
さ
れ
な
か
っ
た
が(øû)、
案
外
こ
う
し
た
小
さ
な
実
践
が
、「
善
き
貧
民
」
の
更
生
に
繋
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ù
．
ビ
セ
ー
ト
ル
の
「
疫
病
」

壊
血
病

ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
当
初
は
医
務
室infirm

erie

が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
病
人
は
パ
リ
都
心
に
あ
る
オ
テ

ル
・
デ
ュ
ま
で
運
ば
れ
て
治
療
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
但
し
、
一
六
五
九
年
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
交
わ
し

た
取
決
め
で
は
、
ペ
ス
ト
、
瘰
癧
、
天
然
痘
な
ど
の
伝
染
病
患
者
は
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
は
診
察
し
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の

診
察
も
当
初
は
週
一
度
金
曜
日
だ
け
だ
っ
た
し
、
カ
レ
ー
ム
（
四
旬
節
）
の
期
間
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
門
は
閉
じ
ら
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
風
土
病
化
し
て
い
た
病
気
の
一
つ
が
壊
血
病scorbut

で
あ
っ
た
。
壊
血
病
は
今
で
は
主
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

欠
乏
に
因
り
発
病
す
る
こ
と
は
常
識
だ
が
、
当
時
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
病
因
は
不
明
で
い
ろ
ん
な
説
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
れ
は
後
述
す

る
と
し
て
、
こ
の
病
気
は
開
設
後
す
ぐ
に
発
生
し
死
者
も
出
て
い
た
が
、
最
初
の
大
流
行
は
一
六
七
〇
年
に
起
っ
た
。
七
〇
年
二
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
患
者
は
急
増
し
九
〇
〇
人
を
超
え
た
。
患
者
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
二
輪
馬
車
や
担
架
で
運
ば
れ
た
。
担
架
の
運

び
手
も
老
齢
者
だ
っ
た
の
で
一
里
の
道
程
は
き
つ
く
、
途
中
休
み
休
み
し
な
が
ら
の
仕
事
な
の
で
時
間
が
か
か
り
、
着
く
前
に
死
亡

す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
い
う(øü)。[D

elam
are,p.44]

オ
テ
ル
・
デ
ュ
も
直
ぐ
に
満
杯
と
な
っ
た
の
で
、
急
遽
サ
ン
・
ル
イ
病
院
に
大
部
屋
が
用
意
さ
れ
移
送
さ
れ
た
。
サ
ン
・
ル
イ
病

院
は
一
七
世
紀
初
め
に
ペ
ス
ト
患
者
を
収
容
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
病
院
だ
っ
た
。
患
者
は
住
民
に
不
安
を
与
え
な
い
た
め
に
、

城
壁
沿
い
に
ᷖ
回
し
て
ポ
パ
ン
ク
ー
ル
の
道
か
ら
病
院
に
運
ば
れ
た
。[R

ichard,p.56]

パ
リ
大
学
医
学
部
の
内
科
医
な
ど
医
学
界
の
大
物
た
ち
が
集
い
、
そ
の
原
因
や
治
療
法
な
ど
を
探
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
視
察

し
た
内
科
医
ら
は
、
共
同
寝
室
の
過
密
居
住
と
そ
の
部
屋
に
充
満
す
る
腐
敗
し
た
空
気
、
飲
料
水
の
質
の
悪
さ
に
原
因
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
結
論
し
た
。
一
六
八
九
年
に
高
等
法
院
が
命
じ
た
改
善
措
置
は
、
患
者
に
新
鮮
な
空
気
を
供
給
す
る
た
め
に
、
新
た
に

窓
を
設
置
せ
よ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
時
壊
血
病
も
ま
た
瘴
気
（
ミ
ア
ズ
マ
）
に
よ
る
疫
病
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

半
世
紀
後
の
一
七
二
九
年
に
も
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
壊
血
病
が
流
行
し
た
。
こ
の
度
も
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
患
者
を
送
り
つ
け
よ
う
と

し
た
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
は
難
色
を
示
し
た
の
で
、
理
事
会
は
三
千
リ
ー
ヴ
ル
の
補
償
金
を
払
っ
て
五
〇
〇
人
を
受
け
容
れ
て
貰
っ

(øú
)
一
七
四
七
年
に
本
部
事
務
局
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
サ
ン
・
ポ
ー
ル
室
の
麻
痺
患
者
一
三
〇
人
は
充
分
な
看
護
を
受
け
て

い
な
い
。
そ
の
世
話
係
に
望
ま
し
い
人
物
を
選
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
収
容
者
に
些
細
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
し
た
だ
け
な

の
に
、
見
返
り
に
金
銭
を
せ
び
り
取
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。」
と
。[D

elam
are,p.33]

｢善
き
貧
民
」
の
看
護
人
は
、
当
時
の
雇
人
七
六

〇
人
の
う
ち
四
三
五
人
、
実
に
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。[R

ichard,p.52]

善
き
貧
民
は
、「
信
頼
の
切
符
」
と
い
う
名
の
外
出
許
可
証
を
貰
い
、
自
由
に
パ
リ
辺
り
ま
で
外
出
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
守
衛
は

「
畑
の
門
」
ま
で
付
き
添
い
、
夏
は
七
時
、
冬
は
四
時
ま
で
に
戻
る
よ
う
に
言
い
含
め
た
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
戻
ら
ず
退
所
し
て
仕
舞
う

も
の
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。「
閉
じ
込
めrenferm

em
ent

」
を
厳
密
な
「
監
禁
」「
拘
留
」
と
考
え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。[B

rentano,p.23]

(øû
)
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
貧
民
の
処
置
に
困
っ
た
王
権
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ウ
の
時
代
に
棄
民
政
策
を
採
る
。
つ
ま
り
彼
ら
を
フ
ラ
ン
ス

の
植
民
地
で
あ
る
西
イ
ン
ド
諸
島
や
北
米
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
送
る
の
で
あ
る
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
か
ら
は
男
性
の
貧
民
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー

ル
館
か
ら
は
女
性
貧
民
が
か
の
地
に
送
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
試
み
は
失
敗
に
帰
し
た
。

(øü
)
こ
の
病
人
搬
送
は
パ
リ
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て
は
、「
奇
妙
な
一
行singuliersconvois

」
に
見
え
た
ら
し
く
、
見
世
物
に
な
っ
た
と
い
う
。

運
び
手
は
慎
重
さ
に
欠
け
て
お
り
、
患
者
に
は
ひ
ど
く
辛
い
道
程
だ
っ
た
。[D

orm
ont,p.24]
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た
。
さ
ら
に
一
七
五
三
年
に
も
、
こ
の
病
気
が
爆
発
的
に
流
行
し
、
一
二
〇
〇
名
の
患
者
が
発
生
し
た
の
で
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
屋
根

裏
に
一
旦
患
者
を
隔
離
し
た
後
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
サ
ン
・
ル
イ
病
院
に
分
散
し
て
患
者
を
送
り
込
ん
だ
。
こ
の
時
も
パ
リ
大
学
医

学
部
の
内
科
医
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
医
師
が
協
力
し
て
患
者
を
診
察
し
、
歯
肉
が
斑
状
に
出
血
し
、
赤
味
が
か
っ
た
膿
疱
、
黒
く
鉛

色
の
痣
な
ど
壊
血
病
に
特
徴
的
な
症
状
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
幾
つ
か
の
部
屋
の
衛
生
状
態
な
ど
を
観
察
し
、
患

者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
「
ラ
・
フ
ォ
ル
スla

Force

」
と
い
う
部
屋
な
ど
は
、
過
密
居
住
で
空
気
が
腐
敗
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
壊
血
病
の
原
因
だ
と
結
論
し
た
。[R

ichard,p.57]

こ
の
判
断
は
七
〇
年
前
の
医
師
た
ち
の
そ
れ
と
同
じ
く
、「
瘴
気
」
を
壊
血
病
の
原
因
だ
と
認
め
る
も
の
で
、
当
時
の
医
学
水
準

か
ら
す
れ
ば
や
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
壊
血
病
を
「
疫
病
」
の
一
つ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
現
代
医
学
で

は
壊
血
病
は
、「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
だ
け
の
欠
乏
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
、
カ
ロ
リ
ー
供
給
不
足
と
共
に
現
れ

る
」
と
云
わ
れ
る(ø6)。
先
に
見
た
よ
う
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
善
き
貧
民
の
食
事
は
、
パ
ン
は
充
分
な
量
だ
が
、
野
菜
や
果
物
類
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
の
摂
取
不
足
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
全
般
的
な
カ
ロ
リ
ー
不
足
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

皮
膚
病

こ
の
他
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
風
土
病
の
如
く
根
づ
い
て
い
た
の
が
、「
疥
癬galeux

」
や
「
白
癬teigneux

」
な
ど
の
皮
膚
病
で

あ
っ
た
。
疥
癬
は
ダ
ニ
の
一
種
に
よ
る
皮
膚
感
染
症
で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
う
つ
る
。
多
く
は
同
じ
ベ
ッ
ド
で
直
接
感
染
す
る
が
、

シ
ー
ツ
や
不
潔
な
着
物
か
ら
も
感
染
す
る(ø7)。
前
述
し
た
よ
う
に
同
じ
ベ
ッ
ド
に
何
人
も
が
同
衾
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
病
が
伝
播
す

る
の
は
当
然
だ
っ
た
。

白
癬
は
白
癬
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
頭
部
の
「
シ
ラ
ク
モ
」、
イ
ン
キ
ン
タ
ム
シ
、
ミ
ズ
ム
シ
な
ど
を
お
こ
す
皮
膚
病
で
あ
る
。

白
癬
が
は
び
こ
る
の
は
過
密
居
住
だ
け
で
な
く
、
入
浴
・
洗
髪
な
ど
身
体
衛
生
の
欠
如
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

居
住
環
境
に
皮
膚
病
の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
、
当
時
の
オ
ピ
タ
ル
理
事
会
は
想
い
至
ら
な
か
っ
た
。
革
命
期
に
問
題
の
所
在
が
確
認

さ
れ
る
が
、
病
人
が
一
つ
の
ベ
ッ
ド
に
「
独
り
寝
」
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
前
半
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
皮
膚
病
患
者
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
手
当
て
を
受
け
た
と
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
が
、
完
全
に
治
癒
し
た

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

性
病
（
梅
毒
）

ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
た
「
性
病
患
者vénériens

」
は
、
よ
り
正
確
に
云
え
ば
ほ
と
ん
ど
が
梅
毒syphilis

患
者
だ
っ
た
。
こ

の
感
染
症
の
起
源
に
つ
い
て
は
長
い
論
争
が
あ
る
の
だ
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
「
新
大
陸
」
の
探
検
の
さ
い
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ヒ
ス

パ
ニ
ラ
島
で
先
住
民
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
病
気
を
、
奴
隷
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
ん
だ
と
の
説
が
有
力
で
あ
る(ø8)。
そ
し
て

そ
の
百
年
後
、
一
六
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
さ
い
、
ナ
ポ
リ
に
遠
征
し
た
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
兵
士
た
ち
が
こ
の
病
に
罹
り
、
そ

の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
瞬
く
間
に
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
性
病
を
「
ナ
ポ
リ
病
」
と
呼
び
、
フ
ラ

(ø6
)
『ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』「
壊
血
病
」p.92

(ø7
)
『ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』「
疥
癬
」p.94

(ø8
)
梅
毒
起
源
説
に
つ
い
て
は
［
ケ
テ
ル
、1996

］
第
二
章
「
起
源
の
論
争
」
を
参
照
せ
よ
。
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た
。
さ
ら
に
一
七
五
三
年
に
も
、
こ
の
病
気
が
爆
発
的
に
流
行
し
、
一
二
〇
〇
名
の
患
者
が
発
生
し
た
の
で
、
ビ
セ
ー
ト
ル
は
屋
根

裏
に
一
旦
患
者
を
隔
離
し
た
後
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
サ
ン
・
ル
イ
病
院
に
分
散
し
て
患
者
を
送
り
込
ん
だ
。
こ
の
時
も
パ
リ
大
学
医

学
部
の
内
科
医
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
医
師
が
協
力
し
て
患
者
を
診
察
し
、
歯
肉
が
斑
状
に
出
血
し
、
赤
味
が
か
っ
た
膿
疱
、
黒
く
鉛

色
の
痣
な
ど
壊
血
病
に
特
徴
的
な
症
状
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
幾
つ
か
の
部
屋
の
衛
生
状
態
な
ど
を
観
察
し
、
患

者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
「
ラ
・
フ
ォ
ル
スla

Force

」
と
い
う
部
屋
な
ど
は
、
過
密
居
住
で
空
気
が
腐
敗
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
壊
血
病
の
原
因
だ
と
結
論
し
た
。[R

ichard,p.57]

こ
の
判
断
は
七
〇
年
前
の
医
師
た
ち
の
そ
れ
と
同
じ
く
、「
瘴
気
」
を
壊
血
病
の
原
因
だ
と
認
め
る
も
の
で
、
当
時
の
医
学
水
準

か
ら
す
れ
ば
や
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
壊
血
病
を
「
疫
病
」
の
一
つ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
現
代
医
学
で

は
壊
血
病
は
、「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
だ
け
の
欠
乏
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
、
カ
ロ
リ
ー
供
給
不
足
と
共
に
現
れ

る
」
と
云
わ
れ
る(ø6)。
先
に
見
た
よ
う
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
善
き
貧
民
の
食
事
は
、
パ
ン
は
充
分
な
量
だ
が
、
野
菜
や
果
物
類
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
の
摂
取
不
足
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
全
般
的
な
カ
ロ
リ
ー
不
足
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

皮
膚
病

こ
の
他
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
風
土
病
の
如
く
根
づ
い
て
い
た
の
が
、「
疥
癬galeux

」
や
「
白
癬teigneux

」
な
ど
の
皮
膚
病
で

あ
っ
た
。
疥
癬
は
ダ
ニ
の
一
種
に
よ
る
皮
膚
感
染
症
で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
う
つ
る
。
多
く
は
同
じ
ベ
ッ
ド
で
直
接
感
染
す
る
が
、

シ
ー
ツ
や
不
潔
な
着
物
か
ら
も
感
染
す
る(ø7)。
前
述
し
た
よ
う
に
同
じ
ベ
ッ
ド
に
何
人
も
が
同
衾
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
病
が
伝
播
す

る
の
は
当
然
だ
っ
た
。

白
癬
は
白
癬
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
頭
部
の
「
シ
ラ
ク
モ
」、
イ
ン
キ
ン
タ
ム
シ
、
ミ
ズ
ム
シ
な
ど
を
お
こ
す
皮
膚
病
で
あ
る
。

白
癬
が
は
び
こ
る
の
は
過
密
居
住
だ
け
で
な
く
、
入
浴
・
洗
髪
な
ど
身
体
衛
生
の
欠
如
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

居
住
環
境
に
皮
膚
病
の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
、
当
時
の
オ
ピ
タ
ル
理
事
会
は
想
い
至
ら
な
か
っ
た
。
革
命
期
に
問
題
の
所
在
が
確
認

さ
れ
る
が
、
病
人
が
一
つ
の
ベ
ッ
ド
に
「
独
り
寝
」
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
前
半
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
皮
膚
病
患
者
が
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
手
当
て
を
受
け
た
と
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
が
、
完
全
に
治
癒
し
た

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

性
病
（
梅
毒
）

ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
た
「
性
病
患
者vénériens

」
は
、
よ
り
正
確
に
云
え
ば
ほ
と
ん
ど
が
梅
毒syphilis

患
者
だ
っ
た
。
こ

の
感
染
症
の
起
源
に
つ
い
て
は
長
い
論
争
が
あ
る
の
だ
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
「
新
大
陸
」
の
探
検
の
さ
い
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ヒ
ス

パ
ニ
ラ
島
で
先
住
民
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
病
気
を
、
奴
隷
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
ん
だ
と
の
説
が
有
力
で
あ
る(ø8)。
そ
し
て

そ
の
百
年
後
、
一
六
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
さ
い
、
ナ
ポ
リ
に
遠
征
し
た
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
兵
士
た
ち
が
こ
の
病
に
罹
り
、
そ

の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
瞬
く
間
に
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
性
病
を
「
ナ
ポ
リ
病
」
と
呼
び
、
フ
ラ

(ø6
)
『ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』「
壊
血
病
」p.92

(ø7
)
『ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』「
疥
癬
」p.94

(ø8
)
梅
毒
起
源
説
に
つ
い
て
は
［
ケ
テ
ル
、1996

］
第
二
章
「
起
源
の
論
争
」
を
参
照
せ
よ
。
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ン
ス
以
外
の
諸
国
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
病
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た(ø9)。

日
ご
と
に
増
加
す
る
梅
毒
患
者
、
し
か
も
貴
賤
の
別
な
く
広
が
る
こ
の
病
に
統
治
権
力
は
恐
慌
を
き
た
し
た
。
初
め
患
者
は
オ
テ

ル
・
デ
ュ
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
こ
こ
も
満
床
と
な
っ
た
の
で
、
パ
リ
高
等
法
院
は
商
人
頭
や
大
司
教
と
諮
っ
て
、
一
四
九
六

年
に
次
の
よ
う
な
裁
決
を
発
し
た
。[R

ichard,p.62]
[D
elam

are,p.95]

[ケ
テ
ル
、p.41

]

①

よ
そ
者
は
二
四
時
間
以
内
に
町
を
出
る
こ
と
。
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
と
サ
ン
・
ド
ニ
の
門
衛
は
そ
の
者
た
ち
に
四
ソ
ル
を
与
え

よ
。

②

パ
リ
生
ま
れ
の
す
べ
て
の
患
者
は
自
ら
の
費
用
で
家
で
手
当
て
を
し
、
完
治
す
る
ま
で
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
。

③

貧
し
き
患
者
は
城
外
区
の
特
別
の
施
設
で
手
当
て
を
受
け
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
食
糧
を
配
給
す
る
。

④

本
裁
決
に
違
反
し
た
者
は
絞
首
刑
に
処
す
。

パ
リ
の
統
治
者
た
ち
や
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
外
科
医
ら
が
、
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
説
を
知
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
病
気
が
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
ヘ
う
つ
る
こ
と
は
恐
ら
く
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
で
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
な
る
べ
く
入
院
さ
せ
ず
、
別
の
場
所
に
隔
離
す
べ

き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
城
外
区
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
で
あ

っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
既
に
ハ
ン
セ
ン
病
は
衰
え
患
者
が
減
少
し
空
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
男
性
の
梅
毒
患
者
が
入
れ
ら
れ
た
。
女
性
の
患
者
に
は
サ
ン
・
ト
ノ
レ
の
オ
ピ
タ
ル
が
当
て
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
六
世
紀
半
ば
に
前
述
し
た
よ
う
に
「
パ
リ
大
貧
民
局G

rand
B
ureau

desPauvres

」
が
創
設
さ
れ
る
と
、
オ
テ
ル
・

デ
ュ
は
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
て
、
梅
毒
患
者
を
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
引
き
受
け
る
こ
と
の
不
都
合
さ
と
そ
の
負
担
軽
減
を
訴
え
た
。
パ

リ
高
等
法
院
が
裁
定
し
、
大
貧
民
局
が
折
れ
て
、
条
件
付
き
で
性
病
患
者
を
受
け
容
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
条
件
は
、
受
け
容

れ
患
者
は
週
四
人
に
制
限
す
る
こ
と
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
側
が
食
料
代
と
し
て
毎
月
二
〇
リ
ー
ヴ
ル
支
払
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
サ

ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
の
跡
地
に
、
大
貧
民
局
の
付
属
施
設
と
し
て
オ
ス
ピ
ス
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ

ン
が
造
ら
れ
、
一
五
五
九
年
頃
か
ら
梅
毒
患
者
が
こ
こ
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た(ù0)。

プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
は
毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
に
四
人
の
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
た
。
そ
の
際
、
患
者
が
何
か
「
不
都
合
な
こ

と
」
で
こ
の
病
に
罹
患
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
場
合
は
、
治
療
の
前
に
「
佃
打
ち
」
の
罰
を
受
け
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.68]

「
不
都
合
な
こ
と
」
と
は
、
妻
や
夫
以
外
の
者
と
の
性
的
交
渉
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
病
に
は
常
に

イ
ン
モ
ラ
ル
な
性
格
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
云
う
と
「
ᷕ
蕩
な
夫
の
た
め
に
善
良
な
妻
が
罹
病
し
た
り
、
破
廉
恥

(ø9
)
フ
ラ
ン
ス
人
ケ
テ
ル
の
右
の
著
作
の
原
題
も
、『
ナ
ポ
リ
病Le

m
alde

N
aples

』
で
あ
る
。
こ
の
他
、
梅
毒
は
実
に
多
く
の
名
前
で
呼

ば
れ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
瘡カ

サla
vérole

français

」「
大
き
な
瘡カ

サla
grosse

vérole

」「
ス
ペ
イ
ン
の
瘡カ

サla
vérole

espagnole

」
等
な
ど
。
最

終
的
に
「
シ
フ
ィ
リ
スsyphilis

」
梅
毒
と
名
づ
け
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
偉
大
な
医
学
者
フ
ラ
カ
ス
ト
ル
で
あ
る
。

フ
ラ
カ
ス
ト
ル
は
一
五
四
六
年
に
著
わ
し
た
『
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
と
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
病
、
な
ら
び
に
そ
の
治
療
に
つ
い
て
』
で
、
こ
の
性

病
が
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
す
な
わ
ち
直
接
接
触
に
よ
っ
て
お
こ
り
、「
同
じ
病
気
が
再
現
さ
れ
る
」
こ
と
を
説
い
た
。
病
因
医
学
の
こ
の
炯
眼

は
し
か
し
長
ら
く
軽
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
漸
く
三
〇
〇
年
後
に
、
か
れ
の
云
う
「
種sem

inaria

」
の
正
体
が
コ
ッ
ホ
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
[川
喜
田
愛
郎
、pp.187-190

]
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
「
疥
癬
」
も
ま
さ
し
く
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
病
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
が
、
右
の
著
作
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(ù0
)
オ
ス
ピ
ス
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
は
字
義
通
り
小
さ
な
家
が
散
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
性
病
患
者
、
精
神
障
碍
者
、
皮
膚
病
患
者
、
高

齢
者
な
ど
が
入
居
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
［
大
森
弘
喜
、2020,p.32

］
参
照
。
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ン
ス
以
外
の
諸
国
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
病
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た(ø9)。

日
ご
と
に
増
加
す
る
梅
毒
患
者
、
し
か
も
貴
賤
の
別
な
く
広
が
る
こ
の
病
に
統
治
権
力
は
恐
慌
を
き
た
し
た
。
初
め
患
者
は
オ
テ

ル
・
デ
ュ
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
こ
こ
も
満
床
と
な
っ
た
の
で
、
パ
リ
高
等
法
院
は
商
人
頭
や
大
司
教
と
諮
っ
て
、
一
四
九
六

年
に
次
の
よ
う
な
裁
決
を
発
し
た
。[R

ichard,p.62]
[D
elam

are,p.95]

[ケ
テ
ル
、p.41

]

①

よ
そ
者
は
二
四
時
間
以
内
に
町
を
出
る
こ
と
。
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
と
サ
ン
・
ド
ニ
の
門
衛
は
そ
の
者
た
ち
に
四
ソ
ル
を
与
え

よ
。

②

パ
リ
生
ま
れ
の
す
べ
て
の
患
者
は
自
ら
の
費
用
で
家
で
手
当
て
を
し
、
完
治
す
る
ま
で
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
。

③

貧
し
き
患
者
は
城
外
区
の
特
別
の
施
設
で
手
当
て
を
受
け
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
食
糧
を
配
給
す
る
。

④

本
裁
決
に
違
反
し
た
者
は
絞
首
刑
に
処
す
。

パ
リ
の
統
治
者
た
ち
や
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
外
科
医
ら
が
、
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
説
を
知
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
病
気
が
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
ヘ
う
つ
る
こ
と
は
恐
ら
く
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
で
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
な
る
べ
く
入
院
さ
せ
ず
、
別
の
場
所
に
隔
離
す
べ

き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
城
外
区
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
で
あ

っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
既
に
ハ
ン
セ
ン
病
は
衰
え
患
者
が
減
少
し
空
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
男
性
の
梅
毒
患
者
が
入
れ
ら
れ
た
。
女
性
の
患
者
に
は
サ
ン
・
ト
ノ
レ
の
オ
ピ
タ
ル
が
当
て
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
六
世
紀
半
ば
に
前
述
し
た
よ
う
に
「
パ
リ
大
貧
民
局G

rand
B
ureau

desPauvres

」
が
創
設
さ
れ
る
と
、
オ
テ
ル
・

デ
ュ
は
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
て
、
梅
毒
患
者
を
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
引
き
受
け
る
こ
と
の
不
都
合
さ
と
そ
の
負
担
軽
減
を
訴
え
た
。
パ

リ
高
等
法
院
が
裁
定
し
、
大
貧
民
局
が
折
れ
て
、
条
件
付
き
で
性
病
患
者
を
受
け
容
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
条
件
は
、
受
け
容

れ
患
者
は
週
四
人
に
制
限
す
る
こ
と
、
オ
テ
ル
・
デ
ュ
側
が
食
料
代
と
し
て
毎
月
二
〇
リ
ー
ヴ
ル
支
払
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
サ

ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
の
跡
地
に
、
大
貧
民
局
の
付
属
施
設
と
し
て
オ
ス
ピ
ス
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ

ン
が
造
ら
れ
、
一
五
五
九
年
頃
か
ら
梅
毒
患
者
が
こ
こ
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た(ù0)。

プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
は
毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
に
四
人
の
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
た
。
そ
の
際
、
患
者
が
何
か
「
不
都
合
な
こ

と
」
で
こ
の
病
に
罹
患
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
場
合
は
、
治
療
の
前
に
「
佃
打
ち
」
の
罰
を
受
け
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.68]

「
不
都
合
な
こ
と
」
と
は
、
妻
や
夫
以
外
の
者
と
の
性
的
交
渉
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
病
に
は
常
に

イ
ン
モ
ラ
ル
な
性
格
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
云
う
と
「
ᷕ
蕩
な
夫
の
た
め
に
善
良
な
妻
が
罹
病
し
た
り
、
破
廉
恥

(ø9
)
フ
ラ
ン
ス
人
ケ
テ
ル
の
右
の
著
作
の
原
題
も
、『
ナ
ポ
リ
病Le

m
alde

N
aples

』
で
あ
る
。
こ
の
他
、
梅
毒
は
実
に
多
く
の
名
前
で
呼

ば
れ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
瘡カ

サla
vérole

français

」「
大
き
な
瘡カ

サla
grosse

vérole

」「
ス
ペ
イ
ン
の
瘡カ

サla
vérole

espagnole

」
等
な
ど
。
最

終
的
に
「
シ
フ
ィ
リ
スsyphilis

」
梅
毒
と
名
づ
け
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
偉
大
な
医
学
者
フ
ラ
カ
ス
ト
ル
で
あ
る
。

フ
ラ
カ
ス
ト
ル
は
一
五
四
六
年
に
著
わ
し
た
『
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
と
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
病
、
な
ら
び
に
そ
の
治
療
に
つ
い
て
』
で
、
こ
の
性

病
が
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
す
な
わ
ち
直
接
接
触
に
よ
っ
て
お
こ
り
、「
同
じ
病
気
が
再
現
さ
れ
る
」
こ
と
を
説
い
た
。
病
因
医
学
の
こ
の
炯
眼

は
し
か
し
長
ら
く
軽
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
漸
く
三
〇
〇
年
後
に
、
か
れ
の
云
う
「
種sem

inaria

」
の
正
体
が
コ
ッ
ホ
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
[川
喜
田
愛
郎
、pp.187-190

]
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
「
疥
癬
」
も
ま
さ
し
く
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
病
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
が
、
右
の
著
作
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(ù0
)
オ
ス
ピ
ス
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
は
字
義
通
り
小
さ
な
家
が
散
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
性
病
患
者
、
精
神
障
碍
者
、
皮
膚
病
患
者
、
高

齢
者
な
ど
が
入
居
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
［
大
森
弘
喜
、2020,p.32

］
参
照
。
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な
妻
が
夫
に
、
乳
母
が
子
ど
も
に
、
子
ど
も
が
乳
母
に
う
つ
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
本
人
の
落
ち
度
も
な
く
こ
の
病
に
罹
っ
た
こ

と
」
が
証
明
で
き
れ
ば
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
無
料
で
入
れ
た
。
[ケ
テ
ル
、p.104

][D
elam

are,p.96]

兵
士
は
例
外
で
上

官
の
証
明
書
が
あ
れ
ば
割
引
料
金
で
こ
こ
に
入
院
で
き
た
。

こ
う
し
て
そ
の
後
一
世
紀
に
亘
り
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
が
、
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
そ
の
治
療
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
一
六
六

四
年
時
点
の
こ
の
施
設
の
療
養
者
は
百
人
を
数
え
た
。[R

ichard,p.70]

こ
の
数
は
パ
リ
の
梅
毒
患
者
全
体
に
較
べ
れ
ば
余
り
に
も

少
な
い
。
こ
こ
に
入
院
で
き
な
い
患
者
は
、
理
髪
兼
外
科
医
の
自
宅
な
ど
で
か
な
り
高
額
の
治
療
費
を
払
っ
て
手
当
て
を
う
け
た
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
創
設
さ
れ
て
も
、
暫
く
は
事
態
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
そ
の
院
内
規
則
で
、
伝

染
病
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
性
病
に
罹
っ
た
者
は
入
所
を
厳
禁
す
る
と
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
右
に
見
た
よ
う
に
、
一
六
六

四
年
に
な
っ
て
も
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
が
「
望
ま
ぬ
病
人
」
を
専
ら
受
け
容
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
潮
目
が

変
わ
っ
た
。
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
を
統
轄
す
る
大
貧
民
局
が
、
費
用
が
嵩
み
、
も
は
や
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
と
国
王

に
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

ル
イ
一
四
世
は
こ
の
申
し
立
て
を
受
け
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
性
病
患
者

の
受
け
入
れ
を
命
じ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
理
事
会
は
こ
れ
に
反
撥
を
し
た
が
結
局
は
従
う
ほ
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
も
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
、
こ
の
王
令
以
前
か
ら
性
病
患
者
は
入
所
し
て
い
た
ら
し

い
。
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
は
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
（
慈
悲
の
こ
こ
ろ
）」
と
い
う
小
部
屋
が
あ
っ
て
、
一
六
六
一
年
に
は
こ
の
性

病
に
罹
っ
た
か
も
知
れ
な
い
女
性
が
数
十
人
も
入
所
し
て
お
り
、
検
査
を
受
け
て
罹
患
が
判
明
し
た
者
は
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン

に
送
致
さ
れ
た
。[R

ichard,p.71]

さ
ら
に
一
六
七
九
年
に
は
、
同
館
の
レ
・
サ
ン
室
に
は
「
下
疳
｣
(ùø
)
の
女
性
患
者
が
四
五
〇
人
も

入
っ
て
い
た
と
の
記
述
も
あ
る
。[B

oucher,p.40]

ま
た
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
性
病
患
者
が
こ
っ
そ
り
と
入
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
送
り
つ
け
ら
れ
て
、
佃
打

ち
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
罹
患
を
隠
し
て
い
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.97]

と
も
あ
れ
こ
の
王
命
後
、
一
六
八
九
年
頃
か
ら
梅
毒
患

者
は
こ
の
二
つ
の
館
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
入
っ
た
女
性
患
者
も
、
治
療
は
ビ
セ
ー
ト
ル

館
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
は
医
療
設
備
も
ス
タ
ッ
フ
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に

は
一
七
〇
一
年
に
男
女
の
梅
毒
患
者
が
七
五
人
、
二
六
年
に
は
実
に
一
九
〇
人
、
三
〇
年
に
は
二
五
〇
人
が
入
院
し
て
い
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
治
療
を
受
け
る
に
は
、
面
倒
な
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
ず
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
主
任
外
科
医
か
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
外
科
医
の
検
査
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
罹
病
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
そ
の
診
断
書
を
も
っ
て
パ
リ
警
視

庁
に
行
き
入
院
命
令
書
を
貰
う
。
そ
れ
を
持
参
し
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
申
請
し
患
者
登
録
を
す
る
。
暫
く
待
た
さ
れ
た
後
に
漸
く
面

接
を
う
け
入
院
が
許
さ
れ
る
。
治
療
に
は
順
番
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
妊
婦
や
乳
母
、
既
婚
婦
人
、
パ
リ
の
衛
兵
、
死
期
の
近
い
患
者

ら
が
優
先
さ
れ
た(ùù)。[B

rentano,p.31]

入
院
は
五
月
雨
式
で
は
な
く
、
八
週
間
ご
と
に
男
女
の
患
者
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
人
程
度
が
入
院
し
た
。
男
性
患
者
は
サ
ン
・
テ
ュ
ス

タ
ー
シ
ュSt-Eustache

の
部
屋
に
、
女
性
患
者
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ドM

iséricorde

の
部
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。

(ùø
)
｢下
疳chancre

」
は
「
性
器
に
伝
染
性
潰
瘍
」
が
で
き
る
病
で
、
軟
性
下
疳
と
梅
毒
性
下
疳
が
あ
り
、
と
き
に
両
者
が
合
併
す
る
こ
と

も
あ
る
（
混
合
下
疳
）
と
い
う
。『
ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』、「
下
疳
」p.246

(ùù
)
職
業
柄
や
が
て
罹
る
か
も
し
れ
な
い
と
自
覚
し
た
娼
婦
の
な
か
に
は
、
早
手
回
し
に
名
前
を
登
録
し
て
お
く
者
も
い
た
と
い
う
。

[B
rentano,p.31]

[M
irabeau,p.5]
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な
妻
が
夫
に
、
乳
母
が
子
ど
も
に
、
子
ど
も
が
乳
母
に
う
つ
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
本
人
の
落
ち
度
も
な
く
こ
の
病
に
罹
っ
た
こ

と
」
が
証
明
で
き
れ
ば
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
無
料
で
入
れ
た
。
[ケ
テ
ル
、p.104

][D
elam

are,p.96]

兵
士
は
例
外
で
上

官
の
証
明
書
が
あ
れ
ば
割
引
料
金
で
こ
こ
に
入
院
で
き
た
。

こ
う
し
て
そ
の
後
一
世
紀
に
亘
り
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
が
、
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
そ
の
治
療
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
一
六
六

四
年
時
点
の
こ
の
施
設
の
療
養
者
は
百
人
を
数
え
た
。[R

ichard,p.70]

こ
の
数
は
パ
リ
の
梅
毒
患
者
全
体
に
較
べ
れ
ば
余
り
に
も

少
な
い
。
こ
こ
に
入
院
で
き
な
い
患
者
は
、
理
髪
兼
外
科
医
の
自
宅
な
ど
で
か
な
り
高
額
の
治
療
費
を
払
っ
て
手
当
て
を
う
け
た
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
創
設
さ
れ
て
も
、
暫
く
は
事
態
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
そ
の
院
内
規
則
で
、
伝

染
病
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
性
病
に
罹
っ
た
者
は
入
所
を
厳
禁
す
る
と
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
右
に
見
た
よ
う
に
、
一
六
六

四
年
に
な
っ
て
も
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
が
「
望
ま
ぬ
病
人
」
を
専
ら
受
け
容
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
潮
目
が

変
わ
っ
た
。
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
を
統
轄
す
る
大
貧
民
局
が
、
費
用
が
嵩
み
、
も
は
や
梅
毒
患
者
を
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
と
国
王

に
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

ル
イ
一
四
世
は
こ
の
申
し
立
て
を
受
け
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
性
病
患
者

の
受
け
入
れ
を
命
じ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
理
事
会
は
こ
れ
に
反
撥
を
し
た
が
結
局
は
従
う
ほ
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
も
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
、
こ
の
王
令
以
前
か
ら
性
病
患
者
は
入
所
し
て
い
た
ら
し

い
。
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
は
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
（
慈
悲
の
こ
こ
ろ
）」
と
い
う
小
部
屋
が
あ
っ
て
、
一
六
六
一
年
に
は
こ
の
性

病
に
罹
っ
た
か
も
知
れ
な
い
女
性
が
数
十
人
も
入
所
し
て
お
り
、
検
査
を
受
け
て
罹
患
が
判
明
し
た
者
は
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン

に
送
致
さ
れ
た
。[R

ichard,p.71]

さ
ら
に
一
六
七
九
年
に
は
、
同
館
の
レ
・
サ
ン
室
に
は
「
下
疳
｣
(ùø
)
の
女
性
患
者
が
四
五
〇
人
も

入
っ
て
い
た
と
の
記
述
も
あ
る
。[B

oucher,p.40]

ま
た
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
性
病
患
者
が
こ
っ
そ
り
と
入
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
送
り
つ
け
ら
れ
て
、
佃
打

ち
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
罹
患
を
隠
し
て
い
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.97]

と
も
あ
れ
こ
の
王
命
後
、
一
六
八
九
年
頃
か
ら
梅
毒
患

者
は
こ
の
二
つ
の
館
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
入
っ
た
女
性
患
者
も
、
治
療
は
ビ
セ
ー
ト
ル

館
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
は
医
療
設
備
も
ス
タ
ッ
フ
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に

は
一
七
〇
一
年
に
男
女
の
梅
毒
患
者
が
七
五
人
、
二
六
年
に
は
実
に
一
九
〇
人
、
三
〇
年
に
は
二
五
〇
人
が
入
院
し
て
い
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
治
療
を
受
け
る
に
は
、
面
倒
な
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
ず
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
主
任
外
科
医
か
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
外
科
医
の
検
査
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
罹
病
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
そ
の
診
断
書
を
も
っ
て
パ
リ
警
視

庁
に
行
き
入
院
命
令
書
を
貰
う
。
そ
れ
を
持
参
し
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
申
請
し
患
者
登
録
を
す
る
。
暫
く
待
た
さ
れ
た
後
に
漸
く
面

接
を
う
け
入
院
が
許
さ
れ
る
。
治
療
に
は
順
番
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
妊
婦
や
乳
母
、
既
婚
婦
人
、
パ
リ
の
衛
兵
、
死
期
の
近
い
患
者

ら
が
優
先
さ
れ
た(ùù)。[B

rentano,p.31]

入
院
は
五
月
雨
式
で
は
な
く
、
八
週
間
ご
と
に
男
女
の
患
者
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
人
程
度
が
入
院
し
た
。
男
性
患
者
は
サ
ン
・
テ
ュ
ス

タ
ー
シ
ュSt-Eustache

の
部
屋
に
、
女
性
患
者
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ドM

iséricorde

の
部
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。

(ùø
)
｢下
疳chancre

」
は
「
性
器
に
伝
染
性
潰
瘍
」
が
で
き
る
病
で
、
軟
性
下
疳
と
梅
毒
性
下
疳
が
あ
り
、
と
き
に
両
者
が
合
併
す
る
こ
と

も
あ
る
（
混
合
下
疳
）
と
い
う
。『
ラ
ル
ー
ス
医
学
大
事
典
』、「
下
疳
」p.246

(ùù
)
職
業
柄
や
が
て
罹
る
か
も
し
れ
な
い
と
自
覚
し
た
娼
婦
の
な
か
に
は
、
早
手
回
し
に
名
前
を
登
録
し
て
お
く
者
も
い
た
と
い
う
。

[B
rentano,p.31]

[M
irabeau,p.5]
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そ
の
処
遇
は
決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
二
〇
年
代
に
治
療
当
た
っ
て
い
た
医
師
に
よ
れ
ば
、
狭
い
部
屋
に
患
者
が

犇
め
き
合
っ
て
お
り
、
ま
た
水
銀
の
臭
い
が
充
満
し
て
、
こ
れ
を
吸
っ
た
患
者
が
喉
や
口
腔
の
病
気
に
罹
っ
て
い
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.73]

そ
の
後
い
つ
の
頃
か
判
然
と
し
な
い
が
（
多
分
一
八
世
紀
の
中
頃
だ
と
思
わ
れ
る
）、
サ
ン
・
テ
ュ
ス
タ
ー
シ
ュ

と
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
棟
に
造
り
か
え
ら
れ
た
。
性
病
患
者
が
パ
リ
に
激
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
サ
ン
・
テ
ュ
ス

タ
ー
シ
ュ
棟
は
一
階
に
大
き
な
浴
室
、
二
階
に
は
治
療
用
の
部
屋
が
二
つ
あ
り
、
計
五
六
床
を
擁
し
て
い
た
。
三
階
は
重
症
患
者
と

待
機
患
者
が
通
常
八
〇
人
近
く
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
棟
は
一
階
に
浴
室
と
医
務
室
が
、
二
階
に
は
治
療
用
の
ベ
ッ

ド
二
六
床
、
妊
婦
用
に
一
六
床
、
他
に
白
癬
患
者
の
部
屋
が
あ
っ
た
。
三
階
は
大
部
屋
で
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
か
ら
送
ら
れ
た

患
者
た
ち
六
〇
～
八
〇
名
を
含
む
待
機
組
が
、
二
〇
〇
人
以
上
押
し
合
い
へ
し
合
い
し
つ
治
療
を
待
っ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
雑
魚
寝

状
態pêle-m

êle

の
過
密
居
住
で
あ
っ
た
。

一
八
世
紀
末
に
こ
こ
を
訪
問
し
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
ニ
グ
ロ
を
詰
め
込
ん
だ
積
荷
の
よ
う
に

折
り
重
な
っ
て
い
た
。
一
室
に
ベ
ッ
ド
が
二
列
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
の
床
に
も
病
人
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
場
所
が
な
い
こ

と
も
一
因
だ
が
、
衰
弱
し
病
勢
が
す
す
ん
だ
患
者
に
は
、
不
潔
極
ま
り
な
い
ベ
ッ
ド
で
寝
る
よ
り
も
、
硬
い
床
で
寝
る
方
が
好
い
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
ら
が
呼
吸
す
る
空
気
は
腐
臭
を
放
っ
て
い
た
。」
と
。[M

irabeau,p.5]

こ
の
二
つ
の
棟
は
他
の
建
物
か
ら
離
れ
た
所
に
造
ら
れ
、
患
者
が
散
歩
を
楽
し
む
道
も
別
で
、
病
院
内
で
も
隔
離
さ
れ
て
い
た
。

食
事
は
一
日
一
回
の
み
、
黒
パ
ン
と
バ
タ
ー
、
ス
ー
プ
な
ど
で
、
肉
は
滅
多
に
出
ず
、
ワ
イ
ン
は
特
別
な
者
だ
け
に
供
さ
れ
た
。

[D
elam

are,p.98]

こ
の
当
時
、
梅
毒
の
治
療
法
は
大
別
し
て
二
つ
、
水
銀
軟
ߣ
の
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
と
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
ガ
イ
ヤ
ッ
ク

と
い
う
の
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
サ
ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
島
の
先
住
民
が
梅
毒
の
治
療
に
用
い
て
い
た
方
法
で
、
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
と
い
う
常

緑
樹
の
樹
皮
を
粉
末
状
に
し
て
、
と
ろ
火
で
Ḧ
じ
て
調
合
し
た
も
の
を
服
む
治
療
法
で
あ
っ
た
。
病
人
は
暑
い
部
屋
に
閉
じ
こ
も

り
、
節
食
し
つ
つ
、
弱
い
下
剤
を
か
け
ら
れ
て
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
汗
を
か
き
始
め
た
頃
に
こ
の
Ḧ
じ
薬
を
大
量
に
服
用
す
る
。
こ

の
療
法
を
実
に
三
〇
日
間
続
け
る
と
確
実
に
衰
弱
し
て
、「
病
根
が
引
き
抜
か
れ
る
」
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
の
療
法
は
自
ら
も
梅
毒

に
罹
っ
た
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ッ
テ
ン
が
実
施
し
、「
速
や
か
に
回
復
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。［
ケ

テ
ル
、p.49

］

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
、
水
銀
軟
ߣ
の
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
改
良
型
が
採
ら
れ
た
。「
荒
療
治grand

rem
ède

」
と
呼
称
さ
れ
た

そ
の
療
法
は
、
ま
さ
し
く
患
者
に
は
辛
く
長
い
試
練
で
あ
っ
た(ùú)。
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
患
者
は
食
事
の
量
を
減

ら
さ
れ
た
後
に
、
腕
と
足
か
ら
瀉
血
を
す
る
。
翌
日
は
「
マ
ン
ナ
」
と
い
う
ト
ネ
リ
や
カ
ラ
マ
ツ
、
ユ
ー
カ
リ
の
樹
液
で
つ
く
っ
た

下
剤
、
あ
る
い
は
旃セ

ン

那ナ

の
袋
果
か
ら
作
ら
れ
た
下
剤
を
服
用
す
る
。
併
せ
て
一
階
の
浴
室
で
長
時
間
沐
浴
を
す
る
。
朝
何
も
食
べ
ず

に
ま
ず
一
時
間
の
沐
浴
、
軽
い
食
事
の
あ
と
、
午
後
に
三
時
間
、
熱
す
ぎ
な
い
お
湯
に
漬
か
る
。
湯
か
ら
出
て
、
ル
リ
チ
ジ
ャ
、
ア

ル
カ
ン
ナ
、
チ
コ
リ
、
チ
ャ
ー
ヴ
ィ
ル
の
薬
草
の
Ḧ
じ
薬
を
一
杯
飲
む
。
そ
の
後
患
者
は
告
解
室
に
連
れ
て
行
か
れ
「
魂
の
浄
化
」

を
お
こ
な
う
。
こ
の
治
療
は
十
日
前
後
続
け
ら
れ
る
。

湯
治
の
あ
と
は
再
び
瀉
血
と
下
剤
、
こ
の
間
も
節
食
す
る
。
最
後
に
水
銀
軟
ߣ
を
塗
布
し
て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
が
あ
る
。
患
者

(ùú
)
｢荒
療
治
」
の
説
明
は
以
下
の
文
献
で
も
大
体
一
致
し
て
い
る
の
で
、
い
ち
い
ち
典
拠
を
示
さ
な
い
。[D

elam
are,1990:B

ru,1890:

B
rentano,1938:R

ichard,1889:R
adot,1947]

パリのオピタル・ジェネラル

─øûü(ùù)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─øûû(ùú)─



そ
の
処
遇
は
決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
二
〇
年
代
に
治
療
当
た
っ
て
い
た
医
師
に
よ
れ
ば
、
狭
い
部
屋
に
患
者
が

犇
め
き
合
っ
て
お
り
、
ま
た
水
銀
の
臭
い
が
充
満
し
て
、
こ
れ
を
吸
っ
た
患
者
が
喉
や
口
腔
の
病
気
に
罹
っ
て
い
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.73]

そ
の
後
い
つ
の
頃
か
判
然
と
し
な
い
が
（
多
分
一
八
世
紀
の
中
頃
だ
と
思
わ
れ
る
）、
サ
ン
・
テ
ュ
ス
タ
ー
シ
ュ

と
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
棟
に
造
り
か
え
ら
れ
た
。
性
病
患
者
が
パ
リ
に
激
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
サ
ン
・
テ
ュ
ス

タ
ー
シ
ュ
棟
は
一
階
に
大
き
な
浴
室
、
二
階
に
は
治
療
用
の
部
屋
が
二
つ
あ
り
、
計
五
六
床
を
擁
し
て
い
た
。
三
階
は
重
症
患
者
と

待
機
患
者
が
通
常
八
〇
人
近
く
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
棟
は
一
階
に
浴
室
と
医
務
室
が
、
二
階
に
は
治
療
用
の
ベ
ッ

ド
二
六
床
、
妊
婦
用
に
一
六
床
、
他
に
白
癬
患
者
の
部
屋
が
あ
っ
た
。
三
階
は
大
部
屋
で
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
か
ら
送
ら
れ
た

患
者
た
ち
六
〇
～
八
〇
名
を
含
む
待
機
組
が
、
二
〇
〇
人
以
上
押
し
合
い
へ
し
合
い
し
つ
治
療
を
待
っ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
雑
魚
寝

状
態pêle-m

êle

の
過
密
居
住
で
あ
っ
た
。

一
八
世
紀
末
に
こ
こ
を
訪
問
し
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
ニ
グ
ロ
を
詰
め
込
ん
だ
積
荷
の
よ
う
に

折
り
重
な
っ
て
い
た
。
一
室
に
ベ
ッ
ド
が
二
列
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
の
床
に
も
病
人
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
場
所
が
な
い
こ

と
も
一
因
だ
が
、
衰
弱
し
病
勢
が
す
す
ん
だ
患
者
に
は
、
不
潔
極
ま
り
な
い
ベ
ッ
ド
で
寝
る
よ
り
も
、
硬
い
床
で
寝
る
方
が
好
い
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
ら
が
呼
吸
す
る
空
気
は
腐
臭
を
放
っ
て
い
た
。」
と
。[M

irabeau,p.5]

こ
の
二
つ
の
棟
は
他
の
建
物
か
ら
離
れ
た
所
に
造
ら
れ
、
患
者
が
散
歩
を
楽
し
む
道
も
別
で
、
病
院
内
で
も
隔
離
さ
れ
て
い
た
。

食
事
は
一
日
一
回
の
み
、
黒
パ
ン
と
バ
タ
ー
、
ス
ー
プ
な
ど
で
、
肉
は
滅
多
に
出
ず
、
ワ
イ
ン
は
特
別
な
者
だ
け
に
供
さ
れ
た
。

[D
elam

are,p.98]

こ
の
当
時
、
梅
毒
の
治
療
法
は
大
別
し
て
二
つ
、
水
銀
軟
ߣ
の
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
と
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
ガ
イ
ヤ
ッ
ク

と
い
う
の
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
サ
ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
島
の
先
住
民
が
梅
毒
の
治
療
に
用
い
て
い
た
方
法
で
、
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
と
い
う
常

緑
樹
の
樹
皮
を
粉
末
状
に
し
て
、
と
ろ
火
で
Ḧ
じ
て
調
合
し
た
も
の
を
服
む
治
療
法
で
あ
っ
た
。
病
人
は
暑
い
部
屋
に
閉
じ
こ
も

り
、
節
食
し
つ
つ
、
弱
い
下
剤
を
か
け
ら
れ
て
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
汗
を
か
き
始
め
た
頃
に
こ
の
Ḧ
じ
薬
を
大
量
に
服
用
す
る
。
こ

の
療
法
を
実
に
三
〇
日
間
続
け
る
と
確
実
に
衰
弱
し
て
、「
病
根
が
引
き
抜
か
れ
る
」
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
の
療
法
は
自
ら
も
梅
毒

に
罹
っ
た
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ッ
テ
ン
が
実
施
し
、「
速
や
か
に
回
復
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。［
ケ

テ
ル
、p.49

］

ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
、
水
銀
軟
ߣ
の
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
改
良
型
が
採
ら
れ
た
。「
荒
療
治grand

rem
ède

」
と
呼
称
さ
れ
た

そ
の
療
法
は
、
ま
さ
し
く
患
者
に
は
辛
く
長
い
試
練
で
あ
っ
た(ùú)。
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
患
者
は
食
事
の
量
を
減

ら
さ
れ
た
後
に
、
腕
と
足
か
ら
瀉
血
を
す
る
。
翌
日
は
「
マ
ン
ナ
」
と
い
う
ト
ネ
リ
や
カ
ラ
マ
ツ
、
ユ
ー
カ
リ
の
樹
液
で
つ
く
っ
た

下
剤
、
あ
る
い
は
旃セ

ン

那ナ

の
袋
果
か
ら
作
ら
れ
た
下
剤
を
服
用
す
る
。
併
せ
て
一
階
の
浴
室
で
長
時
間
沐
浴
を
す
る
。
朝
何
も
食
べ
ず

に
ま
ず
一
時
間
の
沐
浴
、
軽
い
食
事
の
あ
と
、
午
後
に
三
時
間
、
熱
す
ぎ
な
い
お
湯
に
漬
か
る
。
湯
か
ら
出
て
、
ル
リ
チ
ジ
ャ
、
ア

ル
カ
ン
ナ
、
チ
コ
リ
、
チ
ャ
ー
ヴ
ィ
ル
の
薬
草
の
Ḧ
じ
薬
を
一
杯
飲
む
。
そ
の
後
患
者
は
告
解
室
に
連
れ
て
行
か
れ
「
魂
の
浄
化
」

を
お
こ
な
う
。
こ
の
治
療
は
十
日
前
後
続
け
ら
れ
る
。

湯
治
の
あ
と
は
再
び
瀉
血
と
下
剤
、
こ
の
間
も
節
食
す
る
。
最
後
に
水
銀
軟
ߣ
を
塗
布
し
て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
が
あ
る
。
患
者

(ùú
)
｢荒
療
治
」
の
説
明
は
以
下
の
文
献
で
も
大
体
一
致
し
て
い
る
の
で
、
い
ち
い
ち
典
拠
を
示
さ
な
い
。[D

elam
are,1990:B

ru,1890:

B
rentano,1938:R

ichard,1889:R
adot,1947]
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を
燃
え
さ
か
る
火
の
前
に
立
た
せ
て
、
最
初
は
何
も
塗
ら
ず
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
、
次
に
軟
ߣ
を
塗
っ
て
全
身
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
そ

の
順
序
は
ま
ず
両
脚
を
く
る
ぶ
し
か
ら
膝
ま
で
、
次
い
で
太
Ḱ
と
臀
部
、
さ
ら
に
両
腕
を
肩
か
ら
指
先
ま
で
、
最
後
に
背
中
を
擦

る
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
と
唾
液
分
泌
が
促
さ
れ
る
が
、
口
中
に
十
分
な
唾
液
が
出
た
と
き
に
は
、
タ
チ
ア
オ
イguim

auve

の
根
を
Ḧ
じ
た
液
で
口
う
が
い
を
す
る
。
瘡カ

サ

や
潰
瘍
が
深
い
と
き
は
そ
こ
に
収
斂
性
の
点
眼
薬
を
落
と
す
。
こ
の
期
間
が
最
も
長
く

二
八
日
間
続
け
ら
れ
る
。

こ
の
療
法
は
、
患
者
の
身
体
に
入
っ
た
梅
毒
の
毒
素
を
身
体
か
ら
排
出
し
、
不
調
に
な
っ
た
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
と
い

う
体
液
説
に
基
づ
い
て
い
た
。
だ
か
ら
瀉
血
を
し
て
悪
い
血
液
を
抜
き
取
り
、
下
剤
を
か
け
、
汗
を
か
か
せ
て
毒
素
を
外
に
出
す
の

で
あ
る
。
と
く
に
唾
液
分
泌
は
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
唾
液
と
共
に
毒
が
排
出
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
凡
そ
四
〇
日
間

の
荒
療
治
の
あ
と
二
週
間
ほ
ど
の
回
復
期
間
を
経
て
患
者
は
治
癒
す
る
、
と
云
わ
れ
た
。
現
代
医
学
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
患
者
に
大

き
な
負
担
が
掛
か
る
こ
の
療
法
が
果
た
し
て
効
果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
外
科
医
や
内
科
医
の
な
か
に
も
こ
れ
を
危
険
視

す
る
も
の
が
い
て
、
別
の
療
法
を
考
案
し
た
者
も
い
た
と
い
う
が
、
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
っ
た(ùû)。
一
八
世
紀
半
ば
治
療
に
当
た
っ
た

医
師
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
七
五
五
年
に
こ
こ
で
は
男
性
四
二
〇
名
、
女
性
と
子
ど
も
四
五
〇
人
が
水
銀
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法

を
受
け
た
が
、
死
者
は
ᷮ
か
三
名
だ
っ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.103]

[R
ichard,p.79]

ま
た
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
事
務
方
の
長
が

報
告
し
た
実
績
は
、
革
命
前
一
〇
年
間
で
治
療
を
受
け
た
者
は
、
男
が
三
四
〇
〇
人
、
女
が
三
〇
〇
〇
人
、
う
ち
「
治
療
前
と
治
療

中
に
亡
く
な
っ
た
者
」
は
、
男
四
四
二
人
、
女
四
四
〇
人
を
数
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
死
亡
率
は
男
が
一
三
％
、
女
が
一
五
％
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
患
者
が
本
当
に
完
治
し
た
の
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で
は
あ
る
が
、
私
は
医
学
者
で
は
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト
は

で
き
な
い(ùü)。

た
だ
一
八
世
紀
末
に
梅
毒
が
パ
リ
に
、
深
く
静
か
に
潜
行
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
、
梅
毒
に
冒
さ
れ
た
新

生
児
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
捨
子
養
育
院
の
老
女
シ
ス
タ
ー
は
一
八
世
紀
末
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
私
は
三
五
年
前
か
ら
養
育
院
の
院
長
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
生
ま
れ
つ
き
の
性
病
の
子
を
沢
山
見
た
こ
と
は
あ

(ùû
)
リ
シ
ャ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
南
仏
エ
ッ
ク
ス
の
高
等
法
院
で
執
達
吏
だ
っ
た
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
、
一
七
三
七
年
に
パ
リ
に
や
っ
て
来

て
か
れ
の
発
明
し
た
燻
蒸
装
置
を
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
実
験
を
し
た
。
そ
の
治
療
法
の
概
要
を
云
え
ば
、
患
者
の
服
を
脱
が
せ
シ
ー
ツ
な

ど
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る
、
そ
の
両
脚
の
間
に
熾
き
の
一
杯
入
っ
た
コ
ン
ロ
を
置
く
、
そ
こ
に
辰
砂
の
粉
末
を
投
げ
入
れ
る
。
辰
砂
と

い
う
の
は
水
銀
の
原
料
と
な
る
硫
化
鉱
物
で
あ
る
。
患
者
の
口
や
眼
を
布
や
バ
ン
ド
で
ṭ
い
、
鼻
の
孔
だ
け
に
こ
の
燻
蒸
し
た
煙
が
入
る

よ
う
に
す
る
。
燻
蒸
時
間
は
四
分
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
患
者
を
軽
く
温
め
た
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
て
汗
を
か
か
せ
る
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
実
験
台
に
さ
れ
た
患
者
三
七
人
の
内
六
人
が
命
を
落
と
し
た
の
で
、
こ
の
方
法
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
療
法
は
五
〇
年
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
着
任
し
た
医
師
キ
ュ
ル
リ
エC

ullerier

が
試
み
て
、
よ
い
成
績
を
お
さ
め

た
と
い
う
。[R

ichard,p.78]

キ
ュ
ル
リ
エ
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
研
修
医
と
し
て
勤
め
な
が
ら
次
の
書
物
に
著
わ
し
た
。
こ
れ
が
貴
重
な

史
料
と
な
っ
て
い
る
。（
私
は
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。）N

oteshistoriquessurleshôpitaux
établisà

Parispourtraiterla
m
aladie

vénériennne,Paris,1803

(ùü
)
｢水
銀
誘
導
体
に
は
…
抗
梅
毒
作
用
が
あ
る
が
、
毒
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
最
近
で
は
ほ
か
の
薬
物
に
置
換
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
」。
ま

た
「
水
銀
塩
を
局
所
塗
布
あ
る
い
は
注
入
さ
れ
た
ヒ
ト
に
は
皮
膚
の
水
銀
中
毒
症
状
が
現
れ
る
。」
と
も
云
わ
れ
る
。『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
事

典
』「
水
銀
」p.535

梅
毒
の
治
療
に
水
銀
や
ヒ
素
が
使
用
さ
れ
た
が
、「
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
て
き
た
の
で
、
現
在
で
は
実
際
に
は

用
い
ら
れ
な
い
。」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
同
事
典
「
梅
毒
」p.837
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を
燃
え
さ
か
る
火
の
前
に
立
た
せ
て
、
最
初
は
何
も
塗
ら
ず
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
、
次
に
軟
ߣ
を
塗
っ
て
全
身
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
そ

の
順
序
は
ま
ず
両
脚
を
く
る
ぶ
し
か
ら
膝
ま
で
、
次
い
で
太
Ḱ
と
臀
部
、
さ
ら
に
両
腕
を
肩
か
ら
指
先
ま
で
、
最
後
に
背
中
を
擦

る
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
と
唾
液
分
泌
が
促
さ
れ
る
が
、
口
中
に
十
分
な
唾
液
が
出
た
と
き
に
は
、
タ
チ
ア
オ
イguim

auve

の
根
を
Ḧ
じ
た
液
で
口
う
が
い
を
す
る
。
瘡カ

サ

や
潰
瘍
が
深
い
と
き
は
そ
こ
に
収
斂
性
の
点
眼
薬
を
落
と
す
。
こ
の
期
間
が
最
も
長
く

二
八
日
間
続
け
ら
れ
る
。

こ
の
療
法
は
、
患
者
の
身
体
に
入
っ
た
梅
毒
の
毒
素
を
身
体
か
ら
排
出
し
、
不
調
に
な
っ
た
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
と
い

う
体
液
説
に
基
づ
い
て
い
た
。
だ
か
ら
瀉
血
を
し
て
悪
い
血
液
を
抜
き
取
り
、
下
剤
を
か
け
、
汗
を
か
か
せ
て
毒
素
を
外
に
出
す
の

で
あ
る
。
と
く
に
唾
液
分
泌
は
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
唾
液
と
共
に
毒
が
排
出
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
凡
そ
四
〇
日
間

の
荒
療
治
の
あ
と
二
週
間
ほ
ど
の
回
復
期
間
を
経
て
患
者
は
治
癒
す
る
、
と
云
わ
れ
た
。
現
代
医
学
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
患
者
に
大

き
な
負
担
が
掛
か
る
こ
の
療
法
が
果
た
し
て
効
果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
外
科
医
や
内
科
医
の
な
か
に
も
こ
れ
を
危
険
視

す
る
も
の
が
い
て
、
別
の
療
法
を
考
案
し
た
者
も
い
た
と
い
う
が
、
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
っ
た(ùû)。
一
八
世
紀
半
ば
治
療
に
当
た
っ
た

医
師
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
七
五
五
年
に
こ
こ
で
は
男
性
四
二
〇
名
、
女
性
と
子
ど
も
四
五
〇
人
が
水
銀
塗
布
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法

を
受
け
た
が
、
死
者
は
ᷮ
か
三
名
だ
っ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.103]

[R
ichard,p.79]

ま
た
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
事
務
方
の
長
が

報
告
し
た
実
績
は
、
革
命
前
一
〇
年
間
で
治
療
を
受
け
た
者
は
、
男
が
三
四
〇
〇
人
、
女
が
三
〇
〇
〇
人
、
う
ち
「
治
療
前
と
治
療

中
に
亡
く
な
っ
た
者
」
は
、
男
四
四
二
人
、
女
四
四
〇
人
を
数
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
死
亡
率
は
男
が
一
三
％
、
女
が
一
五
％
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
患
者
が
本
当
に
完
治
し
た
の
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で
は
あ
る
が
、
私
は
医
学
者
で
は
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト
は

で
き
な
い(ùü)。

た
だ
一
八
世
紀
末
に
梅
毒
が
パ
リ
に
、
深
く
静
か
に
潜
行
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
、
梅
毒
に
冒
さ
れ
た
新

生
児
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
捨
子
養
育
院
の
老
女
シ
ス
タ
ー
は
一
八
世
紀
末
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
私
は
三
五
年
前
か
ら
養
育
院
の
院
長
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
生
ま
れ
つ
き
の
性
病
の
子
を
沢
山
見
た
こ
と
は
あ

(ùû
)
リ
シ
ャ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
南
仏
エ
ッ
ク
ス
の
高
等
法
院
で
執
達
吏
だ
っ
た
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
、
一
七
三
七
年
に
パ
リ
に
や
っ
て
来

て
か
れ
の
発
明
し
た
燻
蒸
装
置
を
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
実
験
を
し
た
。
そ
の
治
療
法
の
概
要
を
云
え
ば
、
患
者
の
服
を
脱
が
せ
シ
ー
ツ
な

ど
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る
、
そ
の
両
脚
の
間
に
熾
き
の
一
杯
入
っ
た
コ
ン
ロ
を
置
く
、
そ
こ
に
辰
砂
の
粉
末
を
投
げ
入
れ
る
。
辰
砂
と

い
う
の
は
水
銀
の
原
料
と
な
る
硫
化
鉱
物
で
あ
る
。
患
者
の
口
や
眼
を
布
や
バ
ン
ド
で
ṭ
い
、
鼻
の
孔
だ
け
に
こ
の
燻
蒸
し
た
煙
が
入
る

よ
う
に
す
る
。
燻
蒸
時
間
は
四
分
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
患
者
を
軽
く
温
め
た
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
て
汗
を
か
か
せ
る
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
実
験
台
に
さ
れ
た
患
者
三
七
人
の
内
六
人
が
命
を
落
と
し
た
の
で
、
こ
の
方
法
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
療
法
は
五
〇
年
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
着
任
し
た
医
師
キ
ュ
ル
リ
エC

ullerier

が
試
み
て
、
よ
い
成
績
を
お
さ
め

た
と
い
う
。[R
ichard,p.78]

キ
ュ
ル
リ
エ
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
研
修
医
と
し
て
勤
め
な
が
ら
次
の
書
物
に
著
わ
し
た
。
こ
れ
が
貴
重
な

史
料
と
な
っ
て
い
る
。（
私
は
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。）N

oteshistoriquessurleshôpitaux
établisà

Parispourtraiterla
m
aladie

vénériennne,Paris,1803

(ùü
)
｢水
銀
誘
導
体
に
は
…
抗
梅
毒
作
用
が
あ
る
が
、
毒
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
最
近
で
は
ほ
か
の
薬
物
に
置
換
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
」。
ま

た
「
水
銀
塩
を
局
所
塗
布
あ
る
い
は
注
入
さ
れ
た
ヒ
ト
に
は
皮
膚
の
水
銀
中
毒
症
状
が
現
れ
る
。」
と
も
云
わ
れ
る
。『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
事

典
』「
水
銀
」p.535

梅
毒
の
治
療
に
水
銀
や
ヒ
素
が
使
用
さ
れ
た
が
、「
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
て
き
た
の
で
、
現
在
で
は
実
際
に
は

用
い
ら
れ
な
い
。」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
同
事
典
「
梅
毒
」p.837
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り
ま
せ
ん
。
捨
子
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
性
病
の
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
。
幸・

い・

な・

こ・

と・

に・

、
こ
の
子
ら
は
一
〇
週
間
以
上
は
生
き
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
私
は
こ
の
子
ど
も
ら
の
身
体
を
洗
い
綺
麗
に
し
て
香
油
を
振
り
か
け
て
や
り
ま
す
。」
と
。[Tutey,p.51]

捨
子
養
育
院
で
生
き
残
っ
た
新
生
児
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
慣
習
的
に
地
方
の
乳
母
の
許
に
預
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
乳
母
ら
も
授

乳
に
よ
り
梅
毒
に
罹
患
す
る
の
を
恐
れ
て
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
き
た
。
先
天
梅
毒
の
乳
幼
児
を
受
け
容
れ
る
オ

ピ
タ
ル
は
パ
リ
に
も
な
い
が
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
で
は
梅
毒
患
者
の
母
親
が
入
院
す
る
と
き
に
、
一
緒
に
入
る
こ
と
は
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
こ
は
有
料
施
設
な
の
で
、
貧
し
い
家
庭
の
母
子
は
そ
れ
も
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
危
機
感
を
抱
い
た
パ
リ
警
察
長
官
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
陸
軍
監
察
医
コ
ロ
ン
ビ
エ
に
、
梅
毒
に
罹
っ
た
乳
児
と
そ

の
母
親
、
あ
る
い
は
罹
患
し
た
妊
婦
ら
を
受
け
容
れ
治
療
を
施
す
オ
ピ
タ
ル
を
設
け
る
よ
う
命
じ
た
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
が
提
示
し
た
患

者
受
け
容
れ
の
条
件
は
、

①
こ
の
病
に
罹
っ
た
妊
婦
は
七
か
月
間
無
料
で
入
院
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
後
は
我
が
子
と
別
の
も
う
一
人
の
梅
毒
乳
児
に
授
乳

す
る
こ
と
。

②
こ
の
病
に
罹
っ
た
乳
母
も
無
料
で
入
院
で
き
る
。

③
貧
し
い
両
親
の
子
で
、
パ
リ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
が
、
こ
の
病
に
罹
患
し
た
場
合
は
、
教
区
司
祭
の
貧
困
証
明
書
が
あ
れ

ば
オ
ピ
タ
ル
に
入
院
で
き
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
七
八
〇
年
に
性
病
専
門
の
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
・
オ
ス
ピ
スH

ospice
de

V
augirard

」
が
開
設
さ
れ
、
一
年
後
に
パ

リ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
管
轄
下
に
は
い
っ
た
。
三
階
建
て
の
こ
の
オ
ス
ピ
ス
で
は
、
梅
毒
に
罹
っ
た
妊
婦
や
母
親
が
先
述

の
水
銀
軟
ߣ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
沐
浴
に
よ
る
治
療
を
受
け
、
先
天
梅
毒
の
こ
ど
も
は
右
記
の
通
り
、
母
親
や
乳
母
か
ら
授
乳
し
て
貰
う

手
筈
だ
っ
た
。[B

loch,p.234]

こ
の
年
以
降
、
毎
年
梅
毒
に
罹
患
し
た
子
ど
も
が
一
五
〇
人
～
一
八
〇
人
、
妊
婦
と
乳
母
七
〇
人
～
八
〇
人
が
こ
こ
に
入
っ
た
。

一
七
八
〇
年
八
月
か
ら
九
〇
年
二
月
ま
で
の
約
一
〇
年
間
に
、
梅
毒
の
子
ど
も
患
者
一
九
五
九
人
が
こ
こ
で
介
護
さ
れ
た
が
、
内
約

八
〇
％
の
一
五
一
九
人
が
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。[R

ichard,pp.84-86]

テ
ュ
テ
イ
は
、
こ
の
高
い
死
亡
率
は
乳
母
不
足
が
原
因
で
あ
り
、
凡
そ
半
分
の
七
八
八
人
が
乳
母
の
乳
房
に
吸
い
付
く
こ
と
が
で

き
ず
、
代
わ
り
に
コ
メ
の
粥
や
パ
ン
を
与
え
ら
れ
た
と
語
る
。[Tutey,p.56]

だ
が
、
こ
の
見
方
は
皮
相
的
に
思
え
る
。
幸
運
に
も

乳
房
に
吸
い
付
く
こ
と
が
で
き
た
乳
児
で
も
、
そ
の
乳
を
く
れ
る
の
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
入
所
条
件
に
あ
る
よ
う
に
、
梅
毒
に
罹
患

し
た
母
親
や
乳
母
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の
は
、
母
親
が
妊
娠
中
に
梅
毒
に
罹
っ
た
乳
児
の
場
合
、
多
く
は

「
早
期
先
天
梅
毒
の
第
二
期
」
ま
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
皮
膚
に
病
変
が
現
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
肝
臓
も
骨
に
も

重
篤
な
病
変
が
生
じ
、
治
療
は
現
在
で
も
難
し
い
か
ら
で
あ
る(ù6)。
二
重
に
も
三
重
に
も
重
荷
を
負
わ
さ
れ
た
先
天
梅
毒
の
乳
児
が
生

き
る
望
み
は
、
と
て
つ
も
な
く
小
さ
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
も
あ
れ
一
八
世
紀
末
に
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
大
勢
の
梅
毒
患
者
が
押
し
寄
せ
、
入
院
申
請
し
、
登
録
を
済
ま
せ
て
治
療
を
待

っ
て
い
た
。
入
院
し
て
か
ら
も
治
療
を
受
け
る
に
は
半
年
も
待
た
さ
れ
、
よ
う
や
く
八
週
間
に
及
ぶ
、
瀉
血
と
下
剤
、
節
食
、
沐
浴

(ù6
)
母
親
が
妊
娠
中
に
梅
毒
に
罹
患
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
多
く
は
、「
早
期
先
天
梅
毒
」
に
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、「
一

気
に
第
二
期
梅
毒
の
病
像
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
掌
蹠
の
水
泡
性
病
変
、
バ
ラ
疹
、
丘
疹
性
皮
疹
、
こ
と
に
開
口
部
周
囲
亀
裂
を
み
る
。

肝
臓
病
変
、
骨
病
変
は
常
に
存
在
し
一
般
状
態
は
重
篤
で
治
療
は
困
難
で
あ
る
。」『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
大
事
典
』「
梅
毒
」p.837
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り
ま
せ
ん
。
捨
子
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
性
病
の
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
。
幸・

い・

な・

こ・

と・

に・

、
こ
の
子
ら
は
一
〇
週
間
以
上
は
生
き
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
私
は
こ
の
子
ど
も
ら
の
身
体
を
洗
い
綺
麗
に
し
て
香
油
を
振
り
か
け
て
や
り
ま
す
。」
と
。[Tutey,p.51]

捨
子
養
育
院
で
生
き
残
っ
た
新
生
児
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
慣
習
的
に
地
方
の
乳
母
の
許
に
預
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
乳
母
ら
も
授

乳
に
よ
り
梅
毒
に
罹
患
す
る
の
を
恐
れ
て
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
き
た
。
先
天
梅
毒
の
乳
幼
児
を
受
け
容
れ
る
オ

ピ
タ
ル
は
パ
リ
に
も
な
い
が
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
で
は
梅
毒
患
者
の
母
親
が
入
院
す
る
と
き
に
、
一
緒
に
入
る
こ
と
は
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
こ
は
有
料
施
設
な
の
で
、
貧
し
い
家
庭
の
母
子
は
そ
れ
も
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
危
機
感
を
抱
い
た
パ
リ
警
察
長
官
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
陸
軍
監
察
医
コ
ロ
ン
ビ
エ
に
、
梅
毒
に
罹
っ
た
乳
児
と
そ

の
母
親
、
あ
る
い
は
罹
患
し
た
妊
婦
ら
を
受
け
容
れ
治
療
を
施
す
オ
ピ
タ
ル
を
設
け
る
よ
う
命
じ
た
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
が
提
示
し
た
患

者
受
け
容
れ
の
条
件
は
、

①
こ
の
病
に
罹
っ
た
妊
婦
は
七
か
月
間
無
料
で
入
院
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
後
は
我
が
子
と
別
の
も
う
一
人
の
梅
毒
乳
児
に
授
乳

す
る
こ
と
。

②
こ
の
病
に
罹
っ
た
乳
母
も
無
料
で
入
院
で
き
る
。

③
貧
し
い
両
親
の
子
で
、
パ
リ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
が
、
こ
の
病
に
罹
患
し
た
場
合
は
、
教
区
司
祭
の
貧
困
証
明
書
が
あ
れ

ば
オ
ピ
タ
ル
に
入
院
で
き
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
七
八
〇
年
に
性
病
専
門
の
「
ヴ
ォ
ジ
ラ
ー
ル
・
オ
ス
ピ
スH

ospice
de

V
augirard

」
が
開
設
さ
れ
、
一
年
後
に
パ

リ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
管
轄
下
に
は
い
っ
た
。
三
階
建
て
の
こ
の
オ
ス
ピ
ス
で
は
、
梅
毒
に
罹
っ
た
妊
婦
や
母
親
が
先
述

の
水
銀
軟
ߣ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
沐
浴
に
よ
る
治
療
を
受
け
、
先
天
梅
毒
の
こ
ど
も
は
右
記
の
通
り
、
母
親
や
乳
母
か
ら
授
乳
し
て
貰
う

手
筈
だ
っ
た
。[B

loch,p.234]

こ
の
年
以
降
、
毎
年
梅
毒
に
罹
患
し
た
子
ど
も
が
一
五
〇
人
～
一
八
〇
人
、
妊
婦
と
乳
母
七
〇
人
～
八
〇
人
が
こ
こ
に
入
っ
た
。

一
七
八
〇
年
八
月
か
ら
九
〇
年
二
月
ま
で
の
約
一
〇
年
間
に
、
梅
毒
の
子
ど
も
患
者
一
九
五
九
人
が
こ
こ
で
介
護
さ
れ
た
が
、
内
約

八
〇
％
の
一
五
一
九
人
が
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。[R

ichard,pp.84-86]

テ
ュ
テ
イ
は
、
こ
の
高
い
死
亡
率
は
乳
母
不
足
が
原
因
で
あ
り
、
凡
そ
半
分
の
七
八
八
人
が
乳
母
の
乳
房
に
吸
い
付
く
こ
と
が
で

き
ず
、
代
わ
り
に
コ
メ
の
粥
や
パ
ン
を
与
え
ら
れ
た
と
語
る
。[Tutey,p.56]

だ
が
、
こ
の
見
方
は
皮
相
的
に
思
え
る
。
幸
運
に
も

乳
房
に
吸
い
付
く
こ
と
が
で
き
た
乳
児
で
も
、
そ
の
乳
を
く
れ
る
の
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
入
所
条
件
に
あ
る
よ
う
に
、
梅
毒
に
罹
患

し
た
母
親
や
乳
母
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の
は
、
母
親
が
妊
娠
中
に
梅
毒
に
罹
っ
た
乳
児
の
場
合
、
多
く
は

「
早
期
先
天
梅
毒
の
第
二
期
」
ま
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
皮
膚
に
病
変
が
現
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
肝
臓
も
骨
に
も

重
篤
な
病
変
が
生
じ
、
治
療
は
現
在
で
も
難
し
い
か
ら
で
あ
る(ù6)。
二
重
に
も
三
重
に
も
重
荷
を
負
わ
さ
れ
た
先
天
梅
毒
の
乳
児
が
生

き
る
望
み
は
、
と
て
つ
も
な
く
小
さ
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
も
あ
れ
一
八
世
紀
末
に
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
大
勢
の
梅
毒
患
者
が
押
し
寄
せ
、
入
院
申
請
し
、
登
録
を
済
ま
せ
て
治
療
を
待

っ
て
い
た
。
入
院
し
て
か
ら
も
治
療
を
受
け
る
に
は
半
年
も
待
た
さ
れ
、
よ
う
や
く
八
週
間
に
及
ぶ
、
瀉
血
と
下
剤
、
節
食
、
沐
浴

(ù6
)
母
親
が
妊
娠
中
に
梅
毒
に
罹
患
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
多
く
は
、「
早
期
先
天
梅
毒
」
に
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、「
一

気
に
第
二
期
梅
毒
の
病
像
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
掌
蹠
の
水
泡
性
病
変
、
バ
ラ
疹
、
丘
疹
性
皮
疹
、
こ
と
に
開
口
部
周
囲
亀
裂
を
み
る
。

肝
臓
病
変
、
骨
病
変
は
常
に
存
在
し
一
般
状
態
は
重
篤
で
治
療
は
困
難
で
あ
る
。」『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
大
事
典
』「
梅
毒
」p.837
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と
水
銀
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
苦
し
い
治
療
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
男
女
二
つ
の
病
舎
は
梅
毒
患
者
で
常
に
満
杯
で
、
患
者
は
折
り
重
な
る

よ
う
に
寝
起
き
し
て
い
た
。
こ
の
過
密
状
態
は
や
が
て
統
治
権
力
も
認
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
新
た
に
性
病
専
門
の
オ
ピ
タ
ル
を

建
造
す
る
必
要
が
国
王
に
進
言
さ
れ
た
。
国
王
は
セ
ー
ヌ
河
畔
の
カ
プ
チ
ン
会
修
道
院
を
買
収
し
、
そ
こ
を
改
造
し
て
オ
ピ
タ
ル
に

す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
の
が
「
オ
ピ
タ
ル
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
クH

ôpitaldu
Faubourg

St.Jacques

」
で
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
手
違
い
が
あ
っ
た
が(ù7)、
一
七
九
二
年
に
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
性
病
患
者
は
こ
こ
に
転
送
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ú
．
虐
げ
ら
れ
る
「
精
神
病
者
」

パ
リ
高
等
法
院
は
、
一
六
六
〇
年
九
月
に
裁
決
を
く
だ
し
、
精
神
病
者
を
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
彼
ら
は

そ
れ
ま
で
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
二
つ
の
部
屋
、
男
は
サ
ン
・
ル
イ
室
で
、
女
は
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
室
で
簡
単
な
治
療
を
受

け
て
い
た
。
病
者
は
シ
ャ
ワ
ー
沐
浴
、
瀉
血
と
下
剤
、
脚
へ
の
発
泡
薬
塗
布
と
い
っ
た
治
療
を
凡
そ
三
か
月
受
け
、
痛
み
を
覚
え
れ

ば
治
る
兆
し
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
改
善
し
な
い
患
者
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
男
は
ビ
セ

ー
ト
ル
館
へ
、
女
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
か
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
精
神
病
者
は
開
設
当
初
は
数
十
人
で
あ
っ
た
が
次
第
に
数
を
増
し
、
部
屋
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
一
八
世
紀

半
ば
に
は
広
大
な
区
画
が
病
者
に
用
意
さ
れ
た
。「
新
棟B

atim
entneuf

」
が
建
て
ら
れ
、「
サ
ン
・
プ
リSt.Prix

」
と
呼
称
さ
れ

た
「
区
画em

plois

」
が
精
神
病
者
に
当
て
ら
れ
た
。
新
棟
に
は
「
耄
碌
し
たgateux

」
老
齢
者
が
入
れ
ら
れ
た
。
サ
ン
・
プ
リ
区

画
は
「
小
館pavillon

」
と
一
群
の
独
房loge

か
ら
成
っ
て
お
り
、
小
館
に
は
比
較
的
温
和
な
病
者
が
入
り
、
独
房
に
は
重
篤
な
患

者
が
入
れ
ら
れ
た
。
患
者
は
ラ
シ
ャ
製
の
灰
色
の
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、
毛
糸
の
靴
下
と
帽
子
、
木
靴
を
与
え
ら
れ
、
左
程
「
譫セ

ン

妄モ
ウ

délire

」
が
激
し
く
な
い
、
凶
暴
性
も
な
い
患
者
は
、
一
七
三
〇
年
頃
ま
で
は
自
由
な
散
歩
も
楽
し
め
た
。
そ
の
後
は
自
由
な
移
動

は
禁
止
さ
れ
た
。

新
棟
に
収
容
さ
れ
た
「
耄
碌
し
た
」
老
齢
者
は
、
現
代
風
に
云
え
ば
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
な
ど
の
「
認
知
症
」
患
者
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
棟
に
は
一
緒
に
「
白
痴idiots

」
や
「
痴
愚im

béciles

」
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

現
代
な
ら
知
的
障
碍
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
白
痴
」
や
「
痴
愚
」
も
、
当
時
は
精
神
病
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る(ù8)。

さ
ら
に
注
視
さ
る
べ
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
医
学
界
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、「
て
ん
か
ん
」
を
精
神
病
と
同
等
に
扱
い
、「
て

(ù7
)
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
は
か
ね
て
よ
り
慈
善
活
動
に
熱
心
だ
っ
た
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
を
訪
問
し
、
そ
こ
の
精
神
障
碍
者
ら
の
置
か
れ

た
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
処
遇
を
憂
い
て
い
た
。
そ
こ
で
夫
の
許
し
を
得
て
、
出
来
た
ば
か
り
の
オ
ピ
タ
ル
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
に
、
サ
ル
ペ
ト

リ
エ
ー
ル
館
の
精
神
障
害
者
四
〇
〇
名
を
転
送
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

(ù8
)
知
的
障
碍
の
子
ど
も
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
教
育
可
能
性
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
一
九
世
紀
前
半
に
は
教
師
で
あ
っ
た
。
そ
の
先

駆
者
が
一
八
四
二
年
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
招
か
れ
、
子
ど
も
ら
に
「
発
音
矯
正orthophonie

」
な
ど
の
方
法
を
試
み
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

セ
ガ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
そ
こ
で
言
わ
れ
な
き
非
難
を
浴
び
、
二
年
足
ら
ず
で
こ
こ
を
辞
す
。
精
神
病
の
医
師
た
ち
は
、
白
痴

や
痴
愚
は
不
治
の
病
だ
と
い
う
信
念
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
革
命
の
勃
発
で
セ
ガ
ン
は
故
国
を
離
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

渡
る
。
か
れ
は
そ
の
地
で
も
知
的
障
碍
児
の
教
育
に
尽
力
し
高
く
評
価
さ
れ
る
の
だ
が
、
本
国
で
は
長
ら
く
忘
れ
去
ら
れ
た
。

か
れ
を
再
評
価
し
た
の
が
一
九
世
紀
末
の
医
師
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
る
デ
ジ
レ
‐
マ
グ
ロ
ワ
ー
ル
・
ブ
ル
ヌ
ヴ
ィ
ル
で
あ
る
。
か
れ

の
尽
力
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
知
的
障
碍
児
の
特
別
区
画
が
で
き
、
医
学
的
・
教
育
的
な
観
点
か
ら
そ
の
処
遇
の
改
善
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。[D

orm
ant,p.25:G

âteaux-M
ennecier,pp.29-37]
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と
水
銀
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
苦
し
い
治
療
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
男
女
二
つ
の
病
舎
は
梅
毒
患
者
で
常
に
満
杯
で
、
患
者
は
折
り
重
な
る

よ
う
に
寝
起
き
し
て
い
た
。
こ
の
過
密
状
態
は
や
が
て
統
治
権
力
も
認
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
新
た
に
性
病
専
門
の
オ
ピ
タ
ル
を

建
造
す
る
必
要
が
国
王
に
進
言
さ
れ
た
。
国
王
は
セ
ー
ヌ
河
畔
の
カ
プ
チ
ン
会
修
道
院
を
買
収
し
、
そ
こ
を
改
造
し
て
オ
ピ
タ
ル
に

す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
の
が
「
オ
ピ
タ
ル
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
クH

ôpitaldu
Faubourg

St.Jacques

」
で
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
手
違
い
が
あ
っ
た
が(ù7)、
一
七
九
二
年
に
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
性
病
患
者
は
こ
こ
に
転
送
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ú
．
虐
げ
ら
れ
る
「
精
神
病
者
」

パ
リ
高
等
法
院
は
、
一
六
六
〇
年
九
月
に
裁
決
を
く
だ
し
、
精
神
病
者
を
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
彼
ら
は

そ
れ
ま
で
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
二
つ
の
部
屋
、
男
は
サ
ン
・
ル
イ
室
で
、
女
は
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
室
で
簡
単
な
治
療
を
受

け
て
い
た
。
病
者
は
シ
ャ
ワ
ー
沐
浴
、
瀉
血
と
下
剤
、
脚
へ
の
発
泡
薬
塗
布
と
い
っ
た
治
療
を
凡
そ
三
か
月
受
け
、
痛
み
を
覚
え
れ

ば
治
る
兆
し
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
改
善
し
な
い
患
者
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
男
は
ビ
セ

ー
ト
ル
館
へ
、
女
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
か
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
精
神
病
者
は
開
設
当
初
は
数
十
人
で
あ
っ
た
が
次
第
に
数
を
増
し
、
部
屋
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
一
八
世
紀

半
ば
に
は
広
大
な
区
画
が
病
者
に
用
意
さ
れ
た
。「
新
棟B

atim
entneuf

」
が
建
て
ら
れ
、「
サ
ン
・
プ
リSt.Prix

」
と
呼
称
さ
れ

た
「
区
画em

plois

」
が
精
神
病
者
に
当
て
ら
れ
た
。
新
棟
に
は
「
耄
碌
し
たgateux

」
老
齢
者
が
入
れ
ら
れ
た
。
サ
ン
・
プ
リ
区

画
は
「
小
館pavillon

」
と
一
群
の
独
房loge

か
ら
成
っ
て
お
り
、
小
館
に
は
比
較
的
温
和
な
病
者
が
入
り
、
独
房
に
は
重
篤
な
患

者
が
入
れ
ら
れ
た
。
患
者
は
ラ
シ
ャ
製
の
灰
色
の
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、
毛
糸
の
靴
下
と
帽
子
、
木
靴
を
与
え
ら
れ
、
左
程
「
譫セ

ン

妄モ
ウ

délire

」
が
激
し
く
な
い
、
凶
暴
性
も
な
い
患
者
は
、
一
七
三
〇
年
頃
ま
で
は
自
由
な
散
歩
も
楽
し
め
た
。
そ
の
後
は
自
由
な
移
動

は
禁
止
さ
れ
た
。

新
棟
に
収
容
さ
れ
た
「
耄
碌
し
た
」
老
齢
者
は
、
現
代
風
に
云
え
ば
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
な
ど
の
「
認
知
症
」
患
者
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
棟
に
は
一
緒
に
「
白
痴idiots

」
や
「
痴
愚im

béciles

」
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

現
代
な
ら
知
的
障
碍
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
白
痴
」
や
「
痴
愚
」
も
、
当
時
は
精
神
病
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る(ù8)。

さ
ら
に
注
視
さ
る
べ
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
医
学
界
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、「
て
ん
か
ん
」
を
精
神
病
と
同
等
に
扱
い
、「
て

(ù7
)
ネ
ッ
ケ
ル
夫
人
は
か
ね
て
よ
り
慈
善
活
動
に
熱
心
だ
っ
た
が
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
を
訪
問
し
、
そ
こ
の
精
神
障
碍
者
ら
の
置
か
れ

た
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
処
遇
を
憂
い
て
い
た
。
そ
こ
で
夫
の
許
し
を
得
て
、
出
来
た
ば
か
り
の
オ
ピ
タ
ル
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
に
、
サ
ル
ペ
ト

リ
エ
ー
ル
館
の
精
神
障
害
者
四
〇
〇
名
を
転
送
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

(ù8
)
知
的
障
碍
の
子
ど
も
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
教
育
可
能
性
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
一
九
世
紀
前
半
に
は
教
師
で
あ
っ
た
。
そ
の
先

駆
者
が
一
八
四
二
年
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
招
か
れ
、
子
ど
も
ら
に
「
発
音
矯
正orthophonie

」
な
ど
の
方
法
を
試
み
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

セ
ガ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
そ
こ
で
言
わ
れ
な
き
非
難
を
浴
び
、
二
年
足
ら
ず
で
こ
こ
を
辞
す
。
精
神
病
の
医
師
た
ち
は
、
白
痴

や
痴
愚
は
不
治
の
病
だ
と
い
う
信
念
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
革
命
の
勃
発
で
セ
ガ
ン
は
故
国
を
離
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

渡
る
。
か
れ
は
そ
の
地
で
も
知
的
障
碍
児
の
教
育
に
尽
力
し
高
く
評
価
さ
れ
る
の
だ
が
、
本
国
で
は
長
ら
く
忘
れ
去
ら
れ
た
。

か
れ
を
再
評
価
し
た
の
が
一
九
世
紀
末
の
医
師
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
る
デ
ジ
レ
‐
マ
グ
ロ
ワ
ー
ル
・
ブ
ル
ヌ
ヴ
ィ
ル
で
あ
る
。
か
れ

の
尽
力
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
知
的
障
碍
児
の
特
別
区
画
が
で
き
、
医
学
的
・
教
育
的
な
観
点
か
ら
そ
の
処
遇
の
改
善
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。[D

orm
ant,p.25:G

âteaux-M
ennecier,pp.29-37]
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ん
か
ん
（
癲
癇
）
患
者épileptiques

」
を
新
棟
に
入
所
さ
せ
た
の
で
あ
る
。「
て
ん
か
ん
」
は
大
脳
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
一
過
性
的

興
奮
に
よ
り
起
こ
る
発
作
で
あ
り(ù9)、
現
代
医
学
で
は
精
神
病
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
勿
論
入
ら
な
い
。
こ
の
頃
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
臨
床
医
家
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ス
が
、
て
ん
か
ん
は
脳
と
神
経
に
因
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
た
が
、
恐
ら
く
フ
ラ
ン
ス
医
学

界
に
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
発
作
を
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
に
根
強
く
残
る
「
憑
き
も
の
」
あ
る
い
は
「
悪
魔
な
ど
の
神

業
」
に
因
る
も
の
と
考
え
た
に
違
い
な
い(ú0)。
そ
し
て
時
折
発
作
を
起
こ
す
て
ん
か
ん
患
者
を
、
精
神
障
碍
と
見
な
し
て
ビ
セ
ー
ト
ル

館
に
隔
離
し
た
と
思
わ
れ
る(úø)。

当
時
、「
狂
気folie
」
は
恐
る
べ
き
災
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
、「
狂
人
」
は
で
き
る
だ
け
世
間
の
目
の
届
か
な
い
所
に
隔

離
し
、
公
衆
の
ẍ
笑
、
愚
弄
、
好
奇
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
人
間
的
な
扱
い
だ
と
信
じ
ら
れ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
院
し
た
精
神

病
者
の
多
く
は
、
親
ま
た
は
親
族
の
願
い
出
に
由
る
も
の
だ
っ
た
。
国
王
宛
て
の
申
請
書
は
、
家
族
の
署
名
だ
け
で
な
く
隣
人
や
友

人
の
副
署
や
教
区
司
祭
の
証
明
も
添
え
ら
れ
て
、
実
際
に
は
パ
リ
警
察
長
官
に
提
出
さ
れ
た
。
事
実
関
係
が
調
査
さ
れ
た
後
、
王
の

封
印
状
が
出
る
と
、
オ
ピ
タ
ル
で
本
人
確
認
が
な
さ
れ
て
閉
じ
込
め
が
執
行
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
は
、
警
察
や
裁
判
所
の
申
請
に
基

づ
く
王
令
に
よ
る
収
容
も
あ
っ
た
。

サ
ン
・
プ
リ
区
画
に
あ
る
「
独
房
」
は
、
建
物
内
と
戸
外
に
独
立
し
た
小
舎
に
分
か
れ
て
存
在
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
数
は
文
献
に

よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
凡
そ
一
七
〇
な
い
し
二
五
〇
を
数
え
た
。[R

ichard,p.108]
[B
rentano,p.26]

独
房
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

精
神
病
者
が
す
べ
て
重
度
の
精
神
障
碍
を
も
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
大
革
命
の
さ
な
か
に
こ
こ
を
訪
問
し
た
か
の
乞
食
委
員
会
の

ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
・
リ
ア
ン
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
二
七
〇
人
の
う
ち
ᷮ
か
一
〇
人
程
度
が
「
凶
暴
な
狂
人fous

furieux

」
だ
っ
た
と

い
う(úù)。[R

ichard,p.109]

(ù9
)
て
ん
か
ん
発
作
に
は
、
全
般
的
発
作
、
小
発
作
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
型
発
作
、
そ
の
他
の
局
在
的
発
作
、
て
ん
か
ん
発
作
重
積
状
態
な
ど
が

あ
る
。
重
篤
な
の
は
全
般
的
発
作
と
、
命
の
危
険
が
伴
う
「
て
ん
か
ん
発
作
重
積
状
態
」
で
あ
る
。『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
大
事
典
』「
て
ん
か

ん
」p.722

(ú0
)
て
ん
か
ん
の
医
学
史
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
せ
よ
。［
川
喜
田
愛
郎
、pp.60,227,314,332

]
ウ
ィ
リ
ス
は
そ
の
著
『
脳
の
解
剖

学
』（
一
六
六
四
）
で
初
め
て
神
経
病
学
を
唱
え
た
。

(úø
)
て
ん
か
ん
患
者
は
一
六
六
二
年
に
は
三
五
名
、
一
七
〇
二
年
に
は
四
二
名
、
一
七
二
六
年
に
は
七
六
名
を
数
え
た
。
ま
た
、
精
神
病
者

は
一
六
六
二
年
に
一
〇
名
（faibles

d’esprit

）
だ
っ
た
が
、
一
七
〇
一
年
に
六
五
名
、
二
六
年
に
一
三
二
名
、
革
命
勃
発
の
八
九
年
に
は

一
八
七
名
と
着
実
に
増
え
て
い
る
。[R

ichard,pp.142-146]

尚
、
フ
ラ
ン
ス
の
史
料
や
文
献
で
は
精
神
病
者
は
実
に
多
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。fou,folle

（
気
違
い
、
狂
人
）、aliéné

（
狂
人
）、

insensé

（「
気
の
狂
っ
た
、
理
性
を
失
っ
た
」）、faibles

d’esprit

（「
知
能
が
劣
る
、
頭
が
悪
い
」）、idiot

（
白
痴
）、im

bécile

（
痴
愚
、

低
能
）、dém

ence

（
精
神
異
常
、
痴
呆
）、dérèglem

ent

（
精
神
錯
乱
）、dérangem

ent

（
精
神
錯
乱
）
な
ど
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
事
実
を
フ
ー
コ
ー
は
「
狂
気
に
対
す
る
人
々
の
感
受
性
は
こ
の
よ
う
に
非
理
性
の
細
分
化
＝
差
異
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。」
し
か

も
「
き
ち
ん
と
定
義
さ
れ
ず
に
な
し
崩
し
的
に
そ
の
領
域
を
拡
大
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
も
肯
ず
る
。
但
し
、
か
れ
が

「
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
は
人
口
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
の
に
、
監
禁
人
口
が
不
思
議
に
も
安
定
し
て
い
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。」
と

云
う
の
は
事
実
に
反
す
る
。［
フ
ー
コ
ー
、p.411,406

］
上
に
見
た
よ
う
に
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
（
そ
し
て
後
述
す
る
サ
ル
ペ
ト
リ
エ

ー
ル
館
で
も
）、
こ
の
間
精
神
病
者
の
数
は
三
倍
に
増
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(úù
)
加
え
て
リ
ア
ン
ク
ー
ル
は
、
内
五
〇
人
は
「
狂
人
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。[R

ichard,p.109]
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ん
か
ん
（
癲
癇
）
患
者épileptiques

」
を
新
棟
に
入
所
さ
せ
た
の
で
あ
る
。「
て
ん
か
ん
」
は
大
脳
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
一
過
性
的

興
奮
に
よ
り
起
こ
る
発
作
で
あ
り(ù9)、
現
代
医
学
で
は
精
神
病
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
勿
論
入
ら
な
い
。
こ
の
頃
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
臨
床
医
家
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ス
が
、
て
ん
か
ん
は
脳
と
神
経
に
因
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
た
が
、
恐
ら
く
フ
ラ
ン
ス
医
学

界
に
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
発
作
を
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
に
根
強
く
残
る
「
憑
き
も
の
」
あ
る
い
は
「
悪
魔
な
ど
の
神

業
」
に
因
る
も
の
と
考
え
た
に
違
い
な
い(ú0)。
そ
し
て
時
折
発
作
を
起
こ
す
て
ん
か
ん
患
者
を
、
精
神
障
碍
と
見
な
し
て
ビ
セ
ー
ト
ル

館
に
隔
離
し
た
と
思
わ
れ
る(úø)。

当
時
、「
狂
気folie

」
は
恐
る
べ
き
災
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
、「
狂
人
」
は
で
き
る
だ
け
世
間
の
目
の
届
か
な
い
所
に
隔

離
し
、
公
衆
の
ẍ
笑
、
愚
弄
、
好
奇
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
人
間
的
な
扱
い
だ
と
信
じ
ら
れ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
院
し
た
精
神

病
者
の
多
く
は
、
親
ま
た
は
親
族
の
願
い
出
に
由
る
も
の
だ
っ
た
。
国
王
宛
て
の
申
請
書
は
、
家
族
の
署
名
だ
け
で
な
く
隣
人
や
友

人
の
副
署
や
教
区
司
祭
の
証
明
も
添
え
ら
れ
て
、
実
際
に
は
パ
リ
警
察
長
官
に
提
出
さ
れ
た
。
事
実
関
係
が
調
査
さ
れ
た
後
、
王
の

封
印
状
が
出
る
と
、
オ
ピ
タ
ル
で
本
人
確
認
が
な
さ
れ
て
閉
じ
込
め
が
執
行
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
は
、
警
察
や
裁
判
所
の
申
請
に
基

づ
く
王
令
に
よ
る
収
容
も
あ
っ
た
。

サ
ン
・
プ
リ
区
画
に
あ
る
「
独
房
」
は
、
建
物
内
と
戸
外
に
独
立
し
た
小
舎
に
分
か
れ
て
存
在
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
数
は
文
献
に

よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
凡
そ
一
七
〇
な
い
し
二
五
〇
を
数
え
た
。[R

ichard,p.108]
[B
rentano,p.26]

独
房
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

精
神
病
者
が
す
べ
て
重
度
の
精
神
障
碍
を
も
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
大
革
命
の
さ
な
か
に
こ
こ
を
訪
問
し
た
か
の
乞
食
委
員
会
の

ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
・
リ
ア
ン
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
二
七
〇
人
の
う
ち
ᷮ
か
一
〇
人
程
度
が
「
凶
暴
な
狂
人fous

furieux

」
だ
っ
た
と

い
う(úù)。[R

ichard,p.109]

(ù9
)
て
ん
か
ん
発
作
に
は
、
全
般
的
発
作
、
小
発
作
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
型
発
作
、
そ
の
他
の
局
在
的
発
作
、
て
ん
か
ん
発
作
重
積
状
態
な
ど
が

あ
る
。
重
篤
な
の
は
全
般
的
発
作
と
、
命
の
危
険
が
伴
う
「
て
ん
か
ん
発
作
重
積
状
態
」
で
あ
る
。『
ラ
ル
ッ
ス
医
学
大
事
典
』「
て
ん
か

ん
」p.722

(ú0
)
て
ん
か
ん
の
医
学
史
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
せ
よ
。［
川
喜
田
愛
郎
、pp.60,227,314,332

]
ウ
ィ
リ
ス
は
そ
の
著
『
脳
の
解
剖

学
』（
一
六
六
四
）
で
初
め
て
神
経
病
学
を
唱
え
た
。

(úø
)
て
ん
か
ん
患
者
は
一
六
六
二
年
に
は
三
五
名
、
一
七
〇
二
年
に
は
四
二
名
、
一
七
二
六
年
に
は
七
六
名
を
数
え
た
。
ま
た
、
精
神
病
者

は
一
六
六
二
年
に
一
〇
名
（faibles

d’esprit

）
だ
っ
た
が
、
一
七
〇
一
年
に
六
五
名
、
二
六
年
に
一
三
二
名
、
革
命
勃
発
の
八
九
年
に
は

一
八
七
名
と
着
実
に
増
え
て
い
る
。[R

ichard,pp.142-146]

尚
、
フ
ラ
ン
ス
の
史
料
や
文
献
で
は
精
神
病
者
は
実
に
多
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。fou,folle

（
気
違
い
、
狂
人
）、aliéné

（
狂
人
）、

insensé

（「
気
の
狂
っ
た
、
理
性
を
失
っ
た
」）、faibles

d’esprit

（「
知
能
が
劣
る
、
頭
が
悪
い
」）、idiot

（
白
痴
）、im

bécile

（
痴
愚
、

低
能
）、dém

ence

（
精
神
異
常
、
痴
呆
）、dérèglem

ent

（
精
神
錯
乱
）、dérangem

ent

（
精
神
錯
乱
）
な
ど
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
事
実
を
フ
ー
コ
ー
は
「
狂
気
に
対
す
る
人
々
の
感
受
性
は
こ
の
よ
う
に
非
理
性
の
細
分
化
＝
差
異
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。」
し
か

も
「
き
ち
ん
と
定
義
さ
れ
ず
に
な
し
崩
し
的
に
そ
の
領
域
を
拡
大
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
も
肯
ず
る
。
但
し
、
か
れ
が

「
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
は
人
口
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
の
に
、
監
禁
人
口
が
不
思
議
に
も
安
定
し
て
い
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。」
と

云
う
の
は
事
実
に
反
す
る
。［
フ
ー
コ
ー
、p.411,406

］
上
に
見
た
よ
う
に
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
（
そ
し
て
後
述
す
る
サ
ル
ペ
ト
リ
エ

ー
ル
館
で
も
）、
こ
の
間
精
神
病
者
の
数
は
三
倍
に
増
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(úù
)
加
え
て
リ
ア
ン
ク
ー
ル
は
、
内
五
〇
人
は
「
狂
人
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。[R

ichard,p.109]
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独
房
に
入
れ
ら
れ
た
二
七
〇
人
も
の
精
神
病
者
を
、「
統
括
者gouverneur

」
一
人
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
一
三
人
の
少
年
が
監
視

に
当
た
っ
て
い
た
。
毎
夕
食
後
に
、
統
括
者
が
二
人
の
補
佐
を
連
れ
て
独
房
の
見
回
り
を
し
て
、
ベ
ッ
ド
に
何
か
危
険
な
物
が
隠
さ

れ
て
い
な
い
か
を
点
検
し
た
。
夜
に
は
夜
勤
番
が
角
灯
を
も
っ
て
巡
回
し
た
。
内
科
医
は
一
人
常
駐
し
て
い
た
が
、
特
別
な
治
療
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
自
然
治
癒
す
る
の
を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
リ
ア
ン
ク
ー
ル
は
「
自
然
に
理
性
を
取
り
戻
す
者
が
毎

年
平
均
五
〇
人
ほ
ど
い
る
。
そ
の
大
半
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
以
前
に
治
療
を
受
け
た
者
だ
。」
と
い
う
。
し
か
し
、
不
衛
生
極
ま
り

な
い
環
境
で
、
し
か
も
ひ
ど
い
処
遇
を
受
け
て
い
な
が
ら
自
然
に
治
癒
し
た
と
は
、
私
に
は
と
て
も
思
え
な
い
。

独
房
は
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
む
さ
苦
し
い
部
屋
で
、
窓
は
な
く
換
気
は
ド
ア
か
ら
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
ド
ア
は
木
製
で
、
閂
が
下

ろ
さ
れ
外
か
ら
施
錠
さ
れ
て
い
た
。
ド
ア
に
は
小
さ
な
開
口
部
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
食
事
が
差
し
入
れ
ら
れ
た
。
食
事
は
一
日
一
回

で
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、
エ
ン
ド
ウ
豆
か
隠
元
豆
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
週
三
日
は
骨
を
抜
き
取
っ
た
炙
り
肉
が
出
さ
れ
た
。
部
屋
は
暗

く
湿
気
が
あ
り
壁
に
は
水
が
し
た
た
り
落
ち
る
程
付
い
た
。
暖
房
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
部
屋
の
ベ
ッ
ド
は
床
に
固
定
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
が
、
多
く
は
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
幅
七
〇
㎝
の
狭
い
ベ
ッ
ド
は
ま
る
で
「
豚
の
㕒
箱
」
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
に
ラ
イ
麦
の
藁
二
束
分
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
部
屋
の
湿
気
で
す
ぐ
に
腐
食
し
て
し
ま
う
。
上
掛
け
は
毛
布
二
枚
が
与
え
ら
れ

た
。
時
に
は
そ
こ
に
二
人
の
患
者
が
入
れ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
喧
嘩
に
な
る
の
で
大
概
は
一
人
が
占
有
し
た
。
各
部
屋
に
は
バ
ケ
ツ

が
二
つ
用
意
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
飲
用
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
排
泄
用
だ
っ
た
。[D

elam
are,p.48]

さ
ら
に
度
し
難
い
の
は
、
監
視
員
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
精
神
病
者
を
見
世
物
に
す
る
者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
革
命
前
に
こ
こ

を
見
学
し
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
、
こ
の
悲
惨
な
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
野
蛮
な
牢
番
は
一
日
二
〇
回
も
ド
ア
を
開
け
て
、
狂

人
が
痙
攣
す
る
さ
ま
を
、
見
物
人
に
見
飽
き
る
ま
で
見
せ
た
。
牢
番
は
こ
れ
ら
不
幸
な
狂
人
を
不
快
に
さ
せ
、
怒
ら
せ
、
凶
暴
さ
を

引
き
出
し
て
見
物
人
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
…
こ
ん
な
む
ご
た
ら
し
く
、
野
蛮
な
娯
し
み
が
文
明
国
で
な
さ
れ
て
い
る
と
は
、

容
易
に
信
じ
ら
れ
な
い
。」[M

irabeau,p.9]

見
物
料
は
ひ
と
り
六
リ
ヤ
ー
ル
で
、
夏
の
天
気
の
好
い
日
曜
日
に
は
二
千
人
も
の
見

物
人
が
押
し
寄
せ
た
。
こ
う
し
た
蛮
行
を
理
事
た
ち
も
知
っ
て
い
た
が
、
寛
容
さ
か
ら
こ
の
慣
行
を
黙
認
し
て
い
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.106]

日
頃
か
ら
凶
暴
さ
を
発
揮
す
る
者
に
は
、
頸
や
手
足
に
鎖
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
先
に
引
用
し
た
リ
ア
ン
ク
ー
ル
の
「
凶
暴
な
狂

人
」
は
こ
れ
で
あ
る
。
一
七
九
〇
年
に
は
あ
る
絨
毯
職
人
が
拘
束
着
を
発
明
し
た
。
そ
れ
は
丈
夫
な
布
で
造
っ
た
袖
の
長
い
胴
衣

gilet

で
、
袖
は
背
中
の
後
ろ
で
結
ぶ
、
つ
ま
り
手
の
自
由
が
利
か
な
い
造
り
で
、
人
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
の
あ
る
精
神
病
者
に

着
せ
ら
れ
た
。[B

rentano,p.26]

だ
が
、
大
半
の
精
神
病
者
は
平
素
は
温
和
で
あ
り
、
中
庭
や
棟
の
周
り
の
散
歩
を
楽
し
み
、
と
き
に
は
ア
ル
ク
ァ
ー
ユ
か
ら
引
い

た
水
で
湯
浴
み
も
で
き
た
。
こ
こ
ろ
の
病
気
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
変
化
や
人
の
行
動
に
敏
感
に
反
応
す
る
。「
誰

か
に
殺
さ
れ
る
と
思
い
込
ん
だ
あ
る
男
は
、
見
知
ら
ぬ
人
が
独
房
に
入
っ
て
く
る
と
、
途
端
に
名
状
し
が
た
い
断
末
魔
の
苦
し
み
に

陥
っ
た
。」
と
い
う
。[M

irabeau,p.7]

さ
ら
に
夜
に
な
る
と
景
色
は
一
変
し
た
よ
う
で
、
こ
の
界
隈
か
ら
は
恐
ろ
し
げ
な
声
が
響

い
た
。「
歌
声
、
泣
き
声
、
笑
い
声
、
誓
い
を
唱
え
る
声
、
予
言
を
す
る
声
、
喧
嘩
の
声
、
踊
る
者
の
声
な
ど
、
そ
こ
に
は
永
遠
の

『
不
条
理déraisonnem

ent

』
が
あ
る
。」[B

rentano,p.26] (úú
)

こ
の
よ
う
な
抑
圧
的
な
処
遇
と
不
衛
生
な
居
住
環
境
で
も
、
リ
ア
ン
ク
ー
ル
や
事
務
長
の
ア
ニ
ャ
ン
は
、
正
常
な
理
性
を
取
り
戻

(úú
)
原
典
はM

em
oire

sur
Bicetre,novenbre

1760,A
rchives

N
ationales,F.15

パリのオピタル・ジェネラル

─øúü(úù)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─øúû(úú)─



独
房
に
入
れ
ら
れ
た
二
七
〇
人
も
の
精
神
病
者
を
、「
統
括
者gouverneur

」
一
人
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
一
三
人
の
少
年
が
監
視

に
当
た
っ
て
い
た
。
毎
夕
食
後
に
、
統
括
者
が
二
人
の
補
佐
を
連
れ
て
独
房
の
見
回
り
を
し
て
、
ベ
ッ
ド
に
何
か
危
険
な
物
が
隠
さ

れ
て
い
な
い
か
を
点
検
し
た
。
夜
に
は
夜
勤
番
が
角
灯
を
も
っ
て
巡
回
し
た
。
内
科
医
は
一
人
常
駐
し
て
い
た
が
、
特
別
な
治
療
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
自
然
治
癒
す
る
の
を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
リ
ア
ン
ク
ー
ル
は
「
自
然
に
理
性
を
取
り
戻
す
者
が
毎

年
平
均
五
〇
人
ほ
ど
い
る
。
そ
の
大
半
は
オ
テ
ル
・
デ
ュ
で
以
前
に
治
療
を
受
け
た
者
だ
。」
と
い
う
。
し
か
し
、
不
衛
生
極
ま
り

な
い
環
境
で
、
し
か
も
ひ
ど
い
処
遇
を
受
け
て
い
な
が
ら
自
然
に
治
癒
し
た
と
は
、
私
に
は
と
て
も
思
え
な
い
。

独
房
は
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
む
さ
苦
し
い
部
屋
で
、
窓
は
な
く
換
気
は
ド
ア
か
ら
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
ド
ア
は
木
製
で
、
閂
が
下

ろ
さ
れ
外
か
ら
施
錠
さ
れ
て
い
た
。
ド
ア
に
は
小
さ
な
開
口
部
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
食
事
が
差
し
入
れ
ら
れ
た
。
食
事
は
一
日
一
回

で
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、
エ
ン
ド
ウ
豆
か
隠
元
豆
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
週
三
日
は
骨
を
抜
き
取
っ
た
炙
り
肉
が
出
さ
れ
た
。
部
屋
は
暗

く
湿
気
が
あ
り
壁
に
は
水
が
し
た
た
り
落
ち
る
程
付
い
た
。
暖
房
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
部
屋
の
ベ
ッ
ド
は
床
に
固
定
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
が
、
多
く
は
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
幅
七
〇
㎝
の
狭
い
ベ
ッ
ド
は
ま
る
で
「
豚
の
㕒
箱
」
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
に
ラ
イ
麦
の
藁
二
束
分
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
部
屋
の
湿
気
で
す
ぐ
に
腐
食
し
て
し
ま
う
。
上
掛
け
は
毛
布
二
枚
が
与
え
ら
れ

た
。
時
に
は
そ
こ
に
二
人
の
患
者
が
入
れ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
喧
嘩
に
な
る
の
で
大
概
は
一
人
が
占
有
し
た
。
各
部
屋
に
は
バ
ケ
ツ

が
二
つ
用
意
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
飲
用
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
排
泄
用
だ
っ
た
。[D

elam
are,p.48]

さ
ら
に
度
し
難
い
の
は
、
監
視
員
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
精
神
病
者
を
見
世
物
に
す
る
者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
革
命
前
に
こ
こ

を
見
学
し
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
、
こ
の
悲
惨
な
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
野
蛮
な
牢
番
は
一
日
二
〇
回
も
ド
ア
を
開
け
て
、
狂

人
が
痙
攣
す
る
さ
ま
を
、
見
物
人
に
見
飽
き
る
ま
で
見
せ
た
。
牢
番
は
こ
れ
ら
不
幸
な
狂
人
を
不
快
に
さ
せ
、
怒
ら
せ
、
凶
暴
さ
を

引
き
出
し
て
見
物
人
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
…
こ
ん
な
む
ご
た
ら
し
く
、
野
蛮
な
娯
し
み
が
文
明
国
で
な
さ
れ
て
い
る
と
は
、

容
易
に
信
じ
ら
れ
な
い
。」[M

irabeau,p.9]

見
物
料
は
ひ
と
り
六
リ
ヤ
ー
ル
で
、
夏
の
天
気
の
好
い
日
曜
日
に
は
二
千
人
も
の
見

物
人
が
押
し
寄
せ
た
。
こ
う
し
た
蛮
行
を
理
事
た
ち
も
知
っ
て
い
た
が
、
寛
容
さ
か
ら
こ
の
慣
行
を
黙
認
し
て
い
た
と
い
う
。

[R
ichard,p.106]

日
頃
か
ら
凶
暴
さ
を
発
揮
す
る
者
に
は
、
頸
や
手
足
に
鎖
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
先
に
引
用
し
た
リ
ア
ン
ク
ー
ル
の
「
凶
暴
な
狂

人
」
は
こ
れ
で
あ
る
。
一
七
九
〇
年
に
は
あ
る
絨
毯
職
人
が
拘
束
着
を
発
明
し
た
。
そ
れ
は
丈
夫
な
布
で
造
っ
た
袖
の
長
い
胴
衣

gilet

で
、
袖
は
背
中
の
後
ろ
で
結
ぶ
、
つ
ま
り
手
の
自
由
が
利
か
な
い
造
り
で
、
人
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
の
あ
る
精
神
病
者
に

着
せ
ら
れ
た
。[B

rentano,p.26]

だ
が
、
大
半
の
精
神
病
者
は
平
素
は
温
和
で
あ
り
、
中
庭
や
棟
の
周
り
の
散
歩
を
楽
し
み
、
と
き
に
は
ア
ル
ク
ァ
ー
ユ
か
ら
引
い

た
水
で
湯
浴
み
も
で
き
た
。
こ
こ
ろ
の
病
気
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
変
化
や
人
の
行
動
に
敏
感
に
反
応
す
る
。「
誰

か
に
殺
さ
れ
る
と
思
い
込
ん
だ
あ
る
男
は
、
見
知
ら
ぬ
人
が
独
房
に
入
っ
て
く
る
と
、
途
端
に
名
状
し
が
た
い
断
末
魔
の
苦
し
み
に

陥
っ
た
。」
と
い
う
。[M

irabeau,p.7]

さ
ら
に
夜
に
な
る
と
景
色
は
一
変
し
た
よ
う
で
、
こ
の
界
隈
か
ら
は
恐
ろ
し
げ
な
声
が
響

い
た
。「
歌
声
、
泣
き
声
、
笑
い
声
、
誓
い
を
唱
え
る
声
、
予
言
を
す
る
声
、
喧
嘩
の
声
、
踊
る
者
の
声
な
ど
、
そ
こ
に
は
永
遠
の

『
不
条
理déraisonnem

ent

』
が
あ
る
。」[B

rentano,p.26] (úú
)

こ
の
よ
う
な
抑
圧
的
な
処
遇
と
不
衛
生
な
居
住
環
境
で
も
、
リ
ア
ン
ク
ー
ル
や
事
務
長
の
ア
ニ
ャ
ン
は
、
正
常
な
理
性
を
取
り
戻
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し
て
自
宅
に
戻
っ
た
者
が
か
な
り
の
数
に
昇
っ
た
と
云
う
の
だ
が
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
ア
ニ
ャ
ン

が
、
一
七
八
四
年
に
は
入
所
者
一
一
〇
人
の
内
五
七
人
が
、
八
八
年
に
は
一
五
一
人
中
九
五
人
が
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
と
記
し
て
い

る
か
ら
だ
。[D

elam
are,p.52:Postel,p.243]

つ
ま
り
入
所
者
の
五
〇
～
六
〇
％
が
こ
こ
で
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原

因
は
、
恐
ら
く
右
に
述
べ
た
居
住
環
境
と
惨
め
な
食
事
な
ど
処
遇
の
劣
悪
さ
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
神
経
過
敏
な
患
者
が
見

世
物
に
晒
さ
れ
れ
ば
、
症
状
は
い
っ
そ
う
悪
化
す
る
の
は
眼
に
見
え
て
い
る
。

こ
の
ひ
ど
い
処
遇
が
変
る
転
機
は
大
革
命
と
ピ
ネ
ル
の
赴
任
で
あ
っ
た
。
革
命
で
一
七
九
一
年
四
月
に
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
は
活
動
を
停
止
し
、
各
館
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
組
織
と
な
り
、
翌
九
二
年
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
体
制
は
一
三
六
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
監
視
員
だ
っ
た
ピ
ュ
サ
ン
は
、
精
神
病
者
へ
の
強
圧
的
な
処
遇
に
疑
問
を

抱
い
た
。
か
れ
自
身
実
は
結
核
性
腺
炎
に
罹
っ
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
て
い
た
の
だ
が
、
治
癒
し
て
こ
こ
の
監
視
員
に
登
用
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
頭
脳
明
晰
な
ピ
ュ
サ
ン
は
試
み
に
「
凶
暴
な
狂
人
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
あ
る
患
者
の
鉄
鎖
を
外
し
、
優
し
く
接

し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
か
れ
は
お
と
な
し
く
な
っ
た
と
い
う
。[D

orm
ont,p.25]

一
七
九
三
年
九
月
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
赴
任
し
、
精
神
病
者
の
区
画
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
か

れ
は
ピ
ュ
サ
ン
が
鎖
を
外
し
た
患
者
に
穏
や
か
に
接
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
く
と
同
時
に
、
か
れ
の
や
り
方
に
賛
同

し
踏
襲
し
よ
う
と
決
め
た
。
そ
し
て
革
命
政
府
の
統
括
部
署
に
、
精
神
病
者
へ
の
打
擲
や
鉄
鎖
装
着
の
廃
止
を
提
案
し
た
。
革
命
政

府
は
こ
れ
を
危
惧
し
、
係
官
を
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
派
遣
し
調
査
に
当
た
ら
せ
た
。
係
官
は
「
凶
暴
な
狂
人
」
の
姿
と
そ
の
処
遇
の
ひ

ど
さ
に
驚
嘆
し
、
ピ
ネ
ル
の
提
案
を
た
め
ら
い
つ
つ
も
認
め
て
政
府
に
報
告
し
、
革
命
政
府
も
し
ぶ
し
ぶ
諒
承
し
た
の
で
あ
る
。

ピ
ネ
ル
は
ピ
ュ
サ
ン
の
協
力
を
得
て
一
二
人
の
鉄
鎖
を
外
し
、
同
時
に
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
に
従
わ
せ
よ
う
と
図
っ
た
。

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
早
朝
、
夏
は
五
時
、
冬
は
七
時
半
に
ド
ア
の
開
放
、
一
一
時
に
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
パ
ン
の
昼
食
、
四
時
か

ら
五
時
に
軽
い
夕
食
、
晩
鐘
と
共
に
ド
ア
閉
鎖
。
こ
う
し
て
精
神
病
者
は
外
気
を
吸
い
、
陽
光
に
当
た
り
散
歩
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た(úû)。

ピ
ネ
ル
は
医
師
や
看
護
人
に
、
患
者
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
彼
ら
が
精
神
の
平
静

さ
を
保
持
す
る
よ
う
に
、
常
に
好
意
を
も
っ
て
話
し
か
け
、
と
き
に
慰
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
説
い
た
。
と
同
時
に
ピ
ネ
ル
は
食
㕒

療
法
と
運
動
療
法
を
試
し
た(úü)。
か
れ
は
先
に
述
べ
た
精
神
病
者
の
高
い
死
亡
率
に
は
栄
養
失
調
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
あ
る(ú6)。
そ
れ
で
も
時
に
発
作
や
感
情
の
爆
発
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
前
触
れ
が
見
え
た
と
き
に
は
Ḧ
じ
た
チ
コ

リ
に
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
少
量
を
加
え
て
与
え
る
と
効
果
が
あ
る
と
唱
え
た
。

こ
の
食
㕒
と
運
動
療
法
で
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
精
神
病
者
一
二
八
人
の
内
、
共
和
歴
二
（
一
七
九
四
）
年
だ
け
で
、
一
二
人
が
治

癒
し
た
と
ピ
ネ
ル
は
得
意
げ
に
語
っ
た
。[D

elam
are,p.55]

ピ
ネ
ル
の
革
新
的
な
と
こ
ろ
は
、
独
断
的
な
偏
見
か
ら
自
由
で
あ
り
、

病
者
が
あ
り
得
な
い
こ
と
を
話
し
て
も
逆
ら
わ
ず
、
辛
抱
強
く
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
記
録
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
患
者
の
こ

こ
ろ
の
内
を
探
り
、
治
療
に
活
か
し
た(ú7)。
こ
こ
に
パ
リ
学
派
の
特
徴
で
あ
る
臨
床
医
学
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
医
学
史
の

論
考
で
は
な
い
の
で
深
入
り
は
し
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
「
社
会
の
外
に
逐
わ
れ
て
医
療
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
精
神
病

者
」
[川
喜
田
愛
郎
、p.557

]
が
、
ピ
ネ
ル
に
よ
っ
て
医
療
の
対
象
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
狂
気
は
決
し
て
理
性
や
知
性
、
意
思

の
喪
失
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
常
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
可
能
で
は
な
い
、
と
の
卓
見
は
ま
さ
し
く
革
命
的
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
う
ま
れ
た
こ
と
は
、
ポ
ス
テ
ル
の
云
う
よ
う

に
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
主
義
の
賜
物
か
も
し
れ
な
い
。[Postel,p.45]

だ
が
、
ピ
ネ
ル
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
滞
在
は
二
年
足
ら
ず
で
終

パリのオピタル・ジェネラル
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し
て
自
宅
に
戻
っ
た
者
が
か
な
り
の
数
に
昇
っ
た
と
云
う
の
だ
が
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
ア
ニ
ャ
ン

が
、
一
七
八
四
年
に
は
入
所
者
一
一
〇
人
の
内
五
七
人
が
、
八
八
年
に
は
一
五
一
人
中
九
五
人
が
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
と
記
し
て
い

る
か
ら
だ
。[D

elam
are,p.52:Postel,p.243]

つ
ま
り
入
所
者
の
五
〇
～
六
〇
％
が
こ
こ
で
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原

因
は
、
恐
ら
く
右
に
述
べ
た
居
住
環
境
と
惨
め
な
食
事
な
ど
処
遇
の
劣
悪
さ
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
神
経
過
敏
な
患
者
が
見

世
物
に
晒
さ
れ
れ
ば
、
症
状
は
い
っ
そ
う
悪
化
す
る
の
は
眼
に
見
え
て
い
る
。

こ
の
ひ
ど
い
処
遇
が
変
る
転
機
は
大
革
命
と
ピ
ネ
ル
の
赴
任
で
あ
っ
た
。
革
命
で
一
七
九
一
年
四
月
に
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
は
活
動
を
停
止
し
、
各
館
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
組
織
と
な
り
、
翌
九
二
年
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
体
制
は
一
三
六
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
監
視
員
だ
っ
た
ピ
ュ
サ
ン
は
、
精
神
病
者
へ
の
強
圧
的
な
処
遇
に
疑
問
を

抱
い
た
。
か
れ
自
身
実
は
結
核
性
腺
炎
に
罹
っ
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
入
所
し
て
い
た
の
だ
が
、
治
癒
し
て
こ
こ
の
監
視
員
に
登
用
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
頭
脳
明
晰
な
ピ
ュ
サ
ン
は
試
み
に
「
凶
暴
な
狂
人
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
あ
る
患
者
の
鉄
鎖
を
外
し
、
優
し
く
接

し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
か
れ
は
お
と
な
し
く
な
っ
た
と
い
う
。[D

orm
ont,p.25]

一
七
九
三
年
九
月
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
赴
任
し
、
精
神
病
者
の
区
画
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
か

れ
は
ピ
ュ
サ
ン
が
鎖
を
外
し
た
患
者
に
穏
や
か
に
接
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
く
と
同
時
に
、
か
れ
の
や
り
方
に
賛
同

し
踏
襲
し
よ
う
と
決
め
た
。
そ
し
て
革
命
政
府
の
統
括
部
署
に
、
精
神
病
者
へ
の
打
擲
や
鉄
鎖
装
着
の
廃
止
を
提
案
し
た
。
革
命
政

府
は
こ
れ
を
危
惧
し
、
係
官
を
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
派
遣
し
調
査
に
当
た
ら
せ
た
。
係
官
は
「
凶
暴
な
狂
人
」
の
姿
と
そ
の
処
遇
の
ひ

ど
さ
に
驚
嘆
し
、
ピ
ネ
ル
の
提
案
を
た
め
ら
い
つ
つ
も
認
め
て
政
府
に
報
告
し
、
革
命
政
府
も
し
ぶ
し
ぶ
諒
承
し
た
の
で
あ
る
。

ピ
ネ
ル
は
ピ
ュ
サ
ン
の
協
力
を
得
て
一
二
人
の
鉄
鎖
を
外
し
、
同
時
に
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
に
従
わ
せ
よ
う
と
図
っ
た
。

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
早
朝
、
夏
は
五
時
、
冬
は
七
時
半
に
ド
ア
の
開
放
、
一
一
時
に
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
パ
ン
の
昼
食
、
四
時
か

ら
五
時
に
軽
い
夕
食
、
晩
鐘
と
共
に
ド
ア
閉
鎖
。
こ
う
し
て
精
神
病
者
は
外
気
を
吸
い
、
陽
光
に
当
た
り
散
歩
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た(úû)。

ピ
ネ
ル
は
医
師
や
看
護
人
に
、
患
者
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
彼
ら
が
精
神
の
平
静

さ
を
保
持
す
る
よ
う
に
、
常
に
好
意
を
も
っ
て
話
し
か
け
、
と
き
に
慰
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
説
い
た
。
と
同
時
に
ピ
ネ
ル
は
食
㕒

療
法
と
運
動
療
法
を
試
し
た(úü)。
か
れ
は
先
に
述
べ
た
精
神
病
者
の
高
い
死
亡
率
に
は
栄
養
失
調
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か

ら
で
あ
る(ú6)。
そ
れ
で
も
時
に
発
作
や
感
情
の
爆
発
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
前
触
れ
が
見
え
た
と
き
に
は
Ḧ
じ
た
チ
コ

リ
に
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
少
量
を
加
え
て
与
え
る
と
効
果
が
あ
る
と
唱
え
た
。

こ
の
食
㕒
と
運
動
療
法
で
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
精
神
病
者
一
二
八
人
の
内
、
共
和
歴
二
（
一
七
九
四
）
年
だ
け
で
、
一
二
人
が
治

癒
し
た
と
ピ
ネ
ル
は
得
意
げ
に
語
っ
た
。[D

elam
are,p.55]

ピ
ネ
ル
の
革
新
的
な
と
こ
ろ
は
、
独
断
的
な
偏
見
か
ら
自
由
で
あ
り
、

病
者
が
あ
り
得
な
い
こ
と
を
話
し
て
も
逆
ら
わ
ず
、
辛
抱
強
く
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
記
録
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
患
者
の
こ

こ
ろ
の
内
を
探
り
、
治
療
に
活
か
し
た(ú7)。
こ
こ
に
パ
リ
学
派
の
特
徴
で
あ
る
臨
床
医
学
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
医
学
史
の

論
考
で
は
な
い
の
で
深
入
り
は
し
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
「
社
会
の
外
に
逐
わ
れ
て
医
療
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
精
神
病

者
」
[川
喜
田
愛
郎
、p.557

]
が
、
ピ
ネ
ル
に
よ
っ
て
医
療
の
対
象
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
狂
気
は
決
し
て
理
性
や
知
性
、
意
思

の
喪
失
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
常
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
可
能
で
は
な
い
、
と
の
卓
見
は
ま
さ
し
く
革
命
的
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
う
ま
れ
た
こ
と
は
、
ポ
ス
テ
ル
の
云
う
よ
う

に
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
主
義
の
賜
物
か
も
し
れ
な
い
。[Postel,p.45]

だ
が
、
ピ
ネ
ル
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
滞
在
は
二
年
足
ら
ず
で
終
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わ
り
、
一
七
九
五
年
四
月
に
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
転
任
す
る
。
そ
こ
で
は
、
今
度
は
女
性
の
精
神
病
者
の
処
遇
改
善
と
治
療

に
専
念
す
る
の
で
あ
る(ú8)。

û
．
犯
罪
者
と
そ
の
予
備
軍

パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
「
善
き
貧
民
」
の
ア
ジ
ル
で
あ
り
、
他
方
で
性
病
患
者
の
病
院
で
あ
り
、
精
神
病
者
の
隔
離

(úû
)
ピ
ネ
ル
の
子
息
が
書
い
た
父
親
の
伝
記
に
は
そ
の
時
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
リ
シ
ャ
ー
ル
は
そ
の
筆
致
は
褒
め
す
ぎ
で
誇
張
が
あ

る
と
批
判
的
だ
が
、
参
考
ま
で
に
引
用
し
た
い
。

｢ピ
ネ
ル
が
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
こ
の
苦
難
の
場
所
の
最
古
参
の
病
者
だ
っ
た
。
か
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
船
長
で
四
年
前
か
ら
鎖
に
繋

が
れ
て
お
り
、
全
て
の
病
者
の
な
か
で
最
も
凶
暴
な
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
看
守
が
か
れ
の
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
手

錠
で
か
れ
の
頭
を
叩
き
即
死
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ピ
ネ
ル
は
か
れ
の
独
房
に
入
り
、
声
を
か
け
た
。
―
船
長
、
も
し
私

が
あ
な
た
の
鉄
鎖
を
外
し
、
自
由
に
中
庭
を
散
歩
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
、
理
性
的
に
な
り
他
人
に
害
を
及
ぼ
さ
な
い
と
約
束
し
て
く
れ

ま
す
か
。
─
約
束
す
る
。
だ
が
君
は
私
を
馬
鹿
に
し
て
い
な
い
か
。
─
私
を
信
じ
て
下
さ
い
。
信
用
し
て
素
直
に
な
っ
て
下
さ
い
。
も
し

あ
な
た
が
鉄
鎖
の
代
わ
り
に
こ
の
拘
束
胴
衣
を
着
て
く
れ
る
な
ら
自
由
を
与
え
ま
す
。
船
長
は
喜
ん
で
求
め
に
応
じ
た
の
で
鉄
鎖
は
外
さ

れ
た
。
ピ
ネ
ル
は
そ
の
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
そ
こ
か
ら
出
た
。

船
長
は
上
半
身
を
起
こ
し
て
は
何
度
も
倒
れ
た
。
長
い
間
座
り
続
け
て
い
た
の
で
脚
の
使
い
方
を
失
っ
て
い
た
。
漸
く
立
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
薄
暗
い
独
房
の
奥
か
ら
よ
ろ
め
き
な
が
ら
ド
ア
に
近
づ
い
た
。
か
れ
の
最
初
の
行
動
は
空
を
見
上
げ
る
こ
と

だ
っ
た
。
恍
惚
と
し
て
叫
ん
だ
。
─
何
と
美
し
い
こ
と
か
！

か
れ
は
そ
の
日
一
日
中
歩
き
回
り
階
段
を
上
り
下
り
し
な
が
ら
過
ご
し

た
。「
何
と
美
し
い
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
」
と
云
い
な
が
ら
。
夜
に
な
り
か
れ
は
ひ
と
り
で
部
屋
に
戻
り
、
用
意
さ
れ
た
上
質
の
ベ
ッ

ド
で
健
や
か
に
眠
っ
た
。
そ
の
後
か
れ
は
二
年
間
ビ
セ
ー
ト
ル
で
過
ご
し
た
が
、
凶
暴
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
狂
人
の
な
か
で

権
威
を
も
つ
監
督
者
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
。[B

rentano,p.28]

ピ
ネ
ル
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
や
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
で
精
神
病
者
の
鉄
鎖
を
外
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
校
の
教
科
書

に
も
載
り
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
リ
シ
ャ
ー
ル
が
云
う
よ
う
に
過
褒
・
美
化
さ
れ
た
面
も
あ
り
、
脱
神
話
化
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
詳
し
く
は[Postel,pp.35-46]

参
照
。

(úü
)
症
状
の
改
善
し
た
回
復
期
の
精
神
病
者
に
は
軽
い
労
働
を
与
え
た
。
院
内
の
雑
務
的
な
仕
事
や
戸
外
の
園
芸
的
な
仕
事
で
あ
る
。
ピ
ネ

ル
の
後
継
者
た
ち
は
さ
ら
に
進
ん
で
農
園
の
経
営
、
さ
ら
に
は
ア
ト
リ
エ
で
古
着
の
修
繕
、
ハ
ン
チ
ン
グ
造
り
、
建
物
の
修
繕
仕
事
を
用

意
し
た
。
こ
れ
が
作
業
療
法
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(ú6
)
だ
が
食
事
の
改
善
は
容
易
に
は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
革
命
政
府
の
当
局
は
一
八
九
二
年
に
、
パ
ン
の
量
を
二
リ
ー
ヴ
ル
に
増
や

し
、
朝
夕
に
配
給
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。[Postel,p.243]

だ
が
、
一
八
〇
四
年
に
な
っ
て
漸
く
パ
ン
の
量
は
一
・
七
五
リ
ー
ヴ
ル

（
約
九
〇
〇
ｇ
）
に
な
り
、
ラ
イ
麦
パ
ン
が
小
麦
の
白
い
パ
ン
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
患
者
同
士
の
会
食
が
始
ま
る
の
は
一
八
三
四
年
で
あ

り
、
そ
の
時
に
は
銘
々
に
陶
器
の
皿
、
先
の
丸
い
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
、
錫
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
た
。
食
事
の
中
身
が
充
実
す
る

の
は
第
三
共
和
政
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

(ú7
)
ピ
ネ
ル
は
一
七
九
四
年
霜
月

フ
リ
メ
ー
ル

に
当
局
宛
の
手
紙
に
添
え
て
、『
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
狂
人
の
総
括
表Tableau

général
des

fous
de

B
icêtre

』
を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
精
神
病
の
原
因
、
発
作
の
類
型
と
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
門
外
漢
の
私

に
は
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
が
、
狂
気
の
原
因
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
れ
ば
、「
家
庭
内
の
悩
み
」
二
七
件
、「
愛
情
」
一
三
件
、「
信
仰
や

狂
信
」
一
八
件
、「
革
命
の
諸
事
件
」
二
七
件
で
あ
る
。[Postel,p.243]

ド
ラ
マ
ー
ル
の
論
文
で
は
項
目
は
同
じ
だ
が
、
件
数
が
微
妙

に
異
な
っ
て
い
る
。[D

elam
are,p.55]
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わ
り
、
一
七
九
五
年
四
月
に
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
転
任
す
る
。
そ
こ
で
は
、
今
度
は
女
性
の
精
神
病
者
の
処
遇
改
善
と
治
療

に
専
念
す
る
の
で
あ
る(ú8)。

û
．
犯
罪
者
と
そ
の
予
備
軍

パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
「
善
き
貧
民
」
の
ア
ジ
ル
で
あ
り
、
他
方
で
性
病
患
者
の
病
院
で
あ
り
、
精
神
病
者
の
隔
離

(úû
)
ピ
ネ
ル
の
子
息
が
書
い
た
父
親
の
伝
記
に
は
そ
の
時
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
リ
シ
ャ
ー
ル
は
そ
の
筆
致
は
褒
め
す
ぎ
で
誇
張
が
あ

る
と
批
判
的
だ
が
、
参
考
ま
で
に
引
用
し
た
い
。

｢ピ
ネ
ル
が
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
こ
の
苦
難
の
場
所
の
最
古
参
の
病
者
だ
っ
た
。
か
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
船
長
で
四
年
前
か
ら
鎖
に
繋

が
れ
て
お
り
、
全
て
の
病
者
の
な
か
で
最
も
凶
暴
な
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
看
守
が
か
れ
の
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
手

錠
で
か
れ
の
頭
を
叩
き
即
死
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ピ
ネ
ル
は
か
れ
の
独
房
に
入
り
、
声
を
か
け
た
。
―
船
長
、
も
し
私

が
あ
な
た
の
鉄
鎖
を
外
し
、
自
由
に
中
庭
を
散
歩
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
、
理
性
的
に
な
り
他
人
に
害
を
及
ぼ
さ
な
い
と
約
束
し
て
く
れ

ま
す
か
。
─
約
束
す
る
。
だ
が
君
は
私
を
馬
鹿
に
し
て
い
な
い
か
。
─
私
を
信
じ
て
下
さ
い
。
信
用
し
て
素
直
に
な
っ
て
下
さ
い
。
も
し

あ
な
た
が
鉄
鎖
の
代
わ
り
に
こ
の
拘
束
胴
衣
を
着
て
く
れ
る
な
ら
自
由
を
与
え
ま
す
。
船
長
は
喜
ん
で
求
め
に
応
じ
た
の
で
鉄
鎖
は
外
さ

れ
た
。
ピ
ネ
ル
は
そ
の
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
そ
こ
か
ら
出
た
。

船
長
は
上
半
身
を
起
こ
し
て
は
何
度
も
倒
れ
た
。
長
い
間
座
り
続
け
て
い
た
の
で
脚
の
使
い
方
を
失
っ
て
い
た
。
漸
く
立
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
薄
暗
い
独
房
の
奥
か
ら
よ
ろ
め
き
な
が
ら
ド
ア
に
近
づ
い
た
。
か
れ
の
最
初
の
行
動
は
空
を
見
上
げ
る
こ
と

だ
っ
た
。
恍
惚
と
し
て
叫
ん
だ
。
─
何
と
美
し
い
こ
と
か
！

か
れ
は
そ
の
日
一
日
中
歩
き
回
り
階
段
を
上
り
下
り
し
な
が
ら
過
ご
し

た
。「
何
と
美
し
い
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
」
と
云
い
な
が
ら
。
夜
に
な
り
か
れ
は
ひ
と
り
で
部
屋
に
戻
り
、
用
意
さ
れ
た
上
質
の
ベ
ッ

ド
で
健
や
か
に
眠
っ
た
。
そ
の
後
か
れ
は
二
年
間
ビ
セ
ー
ト
ル
で
過
ご
し
た
が
、
凶
暴
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
狂
人
の
な
か
で

権
威
を
も
つ
監
督
者
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
。[B

rentano,p.28]

ピ
ネ
ル
が
ビ
セ
ー
ト
ル
館
や
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
で
精
神
病
者
の
鉄
鎖
を
外
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
校
の
教
科
書

に
も
載
り
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
リ
シ
ャ
ー
ル
が
云
う
よ
う
に
過
褒
・
美
化
さ
れ
た
面
も
あ
り
、
脱
神
話
化
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
詳
し
く
は[Postel,pp.35-46]

参
照
。

(úü
)
症
状
の
改
善
し
た
回
復
期
の
精
神
病
者
に
は
軽
い
労
働
を
与
え
た
。
院
内
の
雑
務
的
な
仕
事
や
戸
外
の
園
芸
的
な
仕
事
で
あ
る
。
ピ
ネ

ル
の
後
継
者
た
ち
は
さ
ら
に
進
ん
で
農
園
の
経
営
、
さ
ら
に
は
ア
ト
リ
エ
で
古
着
の
修
繕
、
ハ
ン
チ
ン
グ
造
り
、
建
物
の
修
繕
仕
事
を
用

意
し
た
。
こ
れ
が
作
業
療
法
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(ú6
)
だ
が
食
事
の
改
善
は
容
易
に
は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
革
命
政
府
の
当
局
は
一
八
九
二
年
に
、
パ
ン
の
量
を
二
リ
ー
ヴ
ル
に
増
や

し
、
朝
夕
に
配
給
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。[Postel,p.243]

だ
が
、
一
八
〇
四
年
に
な
っ
て
漸
く
パ
ン
の
量
は
一
・
七
五
リ
ー
ヴ
ル

（
約
九
〇
〇
ｇ
）
に
な
り
、
ラ
イ
麦
パ
ン
が
小
麦
の
白
い
パ
ン
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
患
者
同
士
の
会
食
が
始
ま
る
の
は
一
八
三
四
年
で
あ

り
、
そ
の
時
に
は
銘
々
に
陶
器
の
皿
、
先
の
丸
い
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
、
錫
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
た
。
食
事
の
中
身
が
充
実
す
る

の
は
第
三
共
和
政
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

(ú7
)
ピ
ネ
ル
は
一
七
九
四
年
霜
月

フ
リ
メ
ー
ル

に
当
局
宛
の
手
紙
に
添
え
て
、『
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
狂
人
の
総
括
表Tableau

général
des

fous
de

B
icêtre

』
を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
精
神
病
の
原
因
、
発
作
の
類
型
と
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
門
外
漢
の
私

に
は
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
が
、
狂
気
の
原
因
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
れ
ば
、「
家
庭
内
の
悩
み
」
二
七
件
、「
愛
情
」
一
三
件
、「
信
仰
や

狂
信
」
一
八
件
、「
革
命
の
諸
事
件
」
二
七
件
で
あ
る
。[Postel,p.243]
ド
ラ
マ
ー
ル
の
論
文
で
は
項
目
は
同
じ
だ
が
、
件
数
が
微
妙

に
異
な
っ
て
い
る
。[D

elam
are,p.55]
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施
設
で
も
あ
っ
た
が
、
加
え
て
犯
罪
者
と
そ
の
予
備
軍
を
収
容
す
る
監
獄
で
も
あ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
一
八
世
紀
初
め
頃

に
、
そ
の
た
め
の
四
つ
の
囚
人
施
設
が
造
ら
れ
た
。「
ラ
・
フ
ォ
ル
スLa
Force

」、「
カ
バ
ノ
ン
（
独
房
）C

abanons

」、「
地
下
牢

C
achots

」、「
矯
正
棟La

C
orrection

」
で
あ
る
。

「
力
、
武
力
、
権
力
」
の
意
味
の
「
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
」
に
は
、
王
令
に
違
反
し
た
乞
食
や
流
民
、
窃
盗
犯
、
性
犯
罪
者
、
脱
走
兵

な
ど
が
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
国
王
の
各
級
裁
判
所
や
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
所
、
警
察
長
官
な
ど
に
裁
か
れ

て
有
罪
と
な
っ
た
罪
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
棟
に
は
三
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
一
部
屋
は
縦
五
ト
ワ
ー
ズ
（
一
〇
ｍ
）、
横
六
ト
ワ
ー
ズ
（
一
二
ｍ
）
の
大
き
さ
で
入
り
口

は
施
錠
さ
れ
、
窓
に
は
鉄
格
子
が
嵌
ま
っ
て
い
た
。
部
屋
に
は
巨
大
な
野
営
用
の
麦
藁
入
り
の
ベ
ッ
ド
が
二
つ
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
最
大
七
〇
人
の
囚
人
が
寝
起
き
し
た
。
彼
ら
は
灰
色
と
黒
の
制
服
を
着
せ
ら
れ
、
食
事
は

一
日
二
回
、
ラ
イ
麦
パ
ン
と
ᷮ
か
な
肉
料
理
、
エ
ン
ド
ウ
豆
や
そ
ら
豆
の
粗
食
が
供
さ
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
司
祭
を
務
め
て
い
た
レ
ス
テ
ィ
フ
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ル
ト
ン
ヌ
は
、
こ
の
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
の
囚
人
の
惨
状
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る(ú9)。「
こ
こ
の
不
運
な
連
中
は
す
べ
て
の
自
然
を
奪
わ
れ
放
棄
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
扱
い
は
動
物
以
下
だ
。
ち

ょ
っ
と
で
も
不
穏
な
動
き
が
あ
れ
ば
野
蛮
な
衛
士
ら
は
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
彼
ら
を
虐
待
し
た
。
彼
ら
の
不
満
や
苦

情
に
は
耳
を
貸
さ
ず
た
だ
笑
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
な
ん
と
恐
ろ
し
い
運
命
だ
。〈
中
略
〉
こ
の
唾
棄
す
べ
き
場
所
は
ま
る
で
地
獄

だ
。
互
い
に
折
り
重
な
り
、
叫
び
声
を
上
げ
、
口
汚
く
の
の
し
り
合
い
、
蚤
や
虱
に
ᷰ
わ
れ
、
恐
ろ
し
げ
な
音
を
立
て
て
い
る
。

〈
中
略
〉
彼
ら
の
吸
う
悪
臭
に
満
ち
た
空
気
は
千
も
の
病
気
を
も
た
ら
す
。
彼
ら
の
吐
き
だ
す
悪
い
空
気
は
身
体
と
魂
を
攻
撃
し
腐

敗
さ
せ
る
。」[D

elam
are,p.160] (û0

)

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
囚
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
課
し
て
い
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
右
に
述
べ
た

惨
状
を
ひ
と
と
き
で
も
忘
れ
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ま
ず
院
内
の
雑
務
労
働
で
あ
る
。
食
事
時
に
ラ
ン
プ
を
灯
す
よ
う
に
仲
間
に
指
示
し
た
り
、
部
屋
で
起
き
た
こ
と
の
報
告
、
地
下

牢
に
い
る
囚
人
の
鉄
鎖
着
脱
、
毎
日
午
後
三
時
に
部
屋
を
巡
回
し
、
鉄
格
子
の
状
態
や
麦
藁
ベ
ッ
ド
に
武
器
な
ど
が
隠
さ
れ
て
い
な

(ú8
)
ピ
ネ
ル
の
去
っ
た
後
、
反
動
が
起
こ
り
、
凶
暴
な
狂
人
に
は
再
び
鉄
鎖
が
付
け
ら
れ
、
自
由
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
。
ピ
ネ
ル
の
理
論
と

療
法
が
真
に
理
解
さ
れ
実
践
さ
れ
る
の
は
王
政
復
古
期
以
降
で
あ
る
。
な
お
ピ
ネ
ル
の
医
学
史
に
お
け
る
貢
献
は
［
川
喜
田
愛
郎
、p.

555

］「
近
代
精
神
医
学
の
出
発
─
ピ
ネ
ル
と
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
」
を
参
照
。
一
九
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
界
を
リ
ー
ド
し
た
パ
リ
学

派
は
、
ピ
ネ
ル
を
も
っ
て
そ
の
始
祖
と
す
る
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
か
れ
が
実
践
し
た
臨
床
所
見
の
重
視
で
あ
り
、
こ
こ
に
臨
床
医

学
、
病
院
医
学
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

(ú9
)
ブ
ル
ト
ン
ヌ
は
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
の
司
祭
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
半
ば
の
宗
派
対
立
の
犠
牲
と
な
り
そ
の
職
を
解
任
さ
れ
た
。
こ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
間
対
立
と
人
事
を
巡
る
争
い
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(û0
)
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
囚
人
た
ち
も
、
そ
の
処
遇
を
告
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
囚
人
は
国
民
議
会
の

議
員
宛
て
に
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
き
送
っ
た
。（
日
付
は
一
七
九
〇
年
四
月
五
日
）「
…
我
々
四
〇
〇
名
全
員
は
酷
い
専
横
に
よ
り
抑

圧
さ
れ
て
い
ま
す
。
牢
番
や
看
守
、
事
務
長
な
ど
の
お
偉
い
さ
ん
は
、
我
々
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
ど
こ
ろ
か
倍
増
さ
せ
て
い
ま
す
。
我
々

は
常
に
銃
や
棒
で
殺
さ
れ
る
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
に
大
き
く
て
短
い
鎖
を
つ
け
ら
れ
、
手
や
足
に
鉄
鎖
を
つ
け
ら
れ
、
恐
ろ
し

い
地
下
牢
に
入
れ
ら
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。〈
中
略
〉
こ
れ
ら
意
地
の
悪
い
人
は
こ
れ
ま
で
は
与
え
ら
れ
て
い
た
靴
下
、
短
靴
、
胴

衣
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
必
要
な
食
物
を
与
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
誰
も
、
院
内
規
則
を
我
々
に
見
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
我
々
に
与
え
る
べ
き
食
物
の
量
と
質
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。（
以
下
略
）」[Tutey,p.228]
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施
設
で
も
あ
っ
た
が
、
加
え
て
犯
罪
者
と
そ
の
予
備
軍
を
収
容
す
る
監
獄
で
も
あ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
一
八
世
紀
初
め
頃

に
、
そ
の
た
め
の
四
つ
の
囚
人
施
設
が
造
ら
れ
た
。「
ラ
・
フ
ォ
ル
スLa

Force

」、「
カ
バ
ノ
ン
（
独
房
）C

abanons

」、「
地
下
牢

C
achots

」、「
矯
正
棟La

C
orrection

」
で
あ
る
。

「
力
、
武
力
、
権
力
」
の
意
味
の
「
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
」
に
は
、
王
令
に
違
反
し
た
乞
食
や
流
民
、
窃
盗
犯
、
性
犯
罪
者
、
脱
走
兵

な
ど
が
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
国
王
の
各
級
裁
判
所
や
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
所
、
警
察
長
官
な
ど
に
裁
か
れ

て
有
罪
と
な
っ
た
罪
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
棟
に
は
三
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
一
部
屋
は
縦
五
ト
ワ
ー
ズ
（
一
〇
ｍ
）、
横
六
ト
ワ
ー
ズ
（
一
二
ｍ
）
の
大
き
さ
で
入
り
口

は
施
錠
さ
れ
、
窓
に
は
鉄
格
子
が
嵌
ま
っ
て
い
た
。
部
屋
に
は
巨
大
な
野
営
用
の
麦
藁
入
り
の
ベ
ッ
ド
が
二
つ
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
最
大
七
〇
人
の
囚
人
が
寝
起
き
し
た
。
彼
ら
は
灰
色
と
黒
の
制
服
を
着
せ
ら
れ
、
食
事
は

一
日
二
回
、
ラ
イ
麦
パ
ン
と
ᷮ
か
な
肉
料
理
、
エ
ン
ド
ウ
豆
や
そ
ら
豆
の
粗
食
が
供
さ
れ
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
司
祭
を
務
め
て
い
た
レ
ス
テ
ィ
フ
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ル
ト
ン
ヌ
は
、
こ
の
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
の
囚
人
の
惨
状
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る(ú9)。「
こ
こ
の
不
運
な
連
中
は
す
べ
て
の
自
然
を
奪
わ
れ
放
棄
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
扱
い
は
動
物
以
下
だ
。
ち

ょ
っ
と
で
も
不
穏
な
動
き
が
あ
れ
ば
野
蛮
な
衛
士
ら
は
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
彼
ら
を
虐
待
し
た
。
彼
ら
の
不
満
や
苦

情
に
は
耳
を
貸
さ
ず
た
だ
笑
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
な
ん
と
恐
ろ
し
い
運
命
だ
。〈
中
略
〉
こ
の
唾
棄
す
べ
き
場
所
は
ま
る
で
地
獄

だ
。
互
い
に
折
り
重
な
り
、
叫
び
声
を
上
げ
、
口
汚
く
の
の
し
り
合
い
、
蚤
や
虱
に
ᷰ
わ
れ
、
恐
ろ
し
げ
な
音
を
立
て
て
い
る
。

〈
中
略
〉
彼
ら
の
吸
う
悪
臭
に
満
ち
た
空
気
は
千
も
の
病
気
を
も
た
ら
す
。
彼
ら
の
吐
き
だ
す
悪
い
空
気
は
身
体
と
魂
を
攻
撃
し
腐

敗
さ
せ
る
。」[D

elam
are,p.160] (û0

)

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
囚
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
課
し
て
い
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
右
に
述
べ
た

惨
状
を
ひ
と
と
き
で
も
忘
れ
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

ま
ず
院
内
の
雑
務
労
働
で
あ
る
。
食
事
時
に
ラ
ン
プ
を
灯
す
よ
う
に
仲
間
に
指
示
し
た
り
、
部
屋
で
起
き
た
こ
と
の
報
告
、
地
下

牢
に
い
る
囚
人
の
鉄
鎖
着
脱
、
毎
日
午
後
三
時
に
部
屋
を
巡
回
し
、
鉄
格
子
の
状
態
や
麦
藁
ベ
ッ
ド
に
武
器
な
ど
が
隠
さ
れ
て
い
な

(ú8
)
ピ
ネ
ル
の
去
っ
た
後
、
反
動
が
起
こ
り
、
凶
暴
な
狂
人
に
は
再
び
鉄
鎖
が
付
け
ら
れ
、
自
由
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
。
ピ
ネ
ル
の
理
論
と

療
法
が
真
に
理
解
さ
れ
実
践
さ
れ
る
の
は
王
政
復
古
期
以
降
で
あ
る
。
な
お
ピ
ネ
ル
の
医
学
史
に
お
け
る
貢
献
は
［
川
喜
田
愛
郎
、p.

555

］「
近
代
精
神
医
学
の
出
発
─
ピ
ネ
ル
と
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
」
を
参
照
。
一
九
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
界
を
リ
ー
ド
し
た
パ
リ
学

派
は
、
ピ
ネ
ル
を
も
っ
て
そ
の
始
祖
と
す
る
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
か
れ
が
実
践
し
た
臨
床
所
見
の
重
視
で
あ
り
、
こ
こ
に
臨
床
医

学
、
病
院
医
学
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

(ú9
)
ブ
ル
ト
ン
ヌ
は
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
の
司
祭
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
半
ば
の
宗
派
対
立
の
犠
牲
と
な
り
そ
の
職
を
解
任
さ
れ
た
。
こ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
間
対
立
と
人
事
を
巡
る
争
い
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(û0
)
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
囚
人
た
ち
も
、
そ
の
処
遇
を
告
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
囚
人
は
国
民
議
会
の

議
員
宛
て
に
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
き
送
っ
た
。（
日
付
は
一
七
九
〇
年
四
月
五
日
）「
…
我
々
四
〇
〇
名
全
員
は
酷
い
専
横
に
よ
り
抑

圧
さ
れ
て
い
ま
す
。
牢
番
や
看
守
、
事
務
長
な
ど
の
お
偉
い
さ
ん
は
、
我
々
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
ど
こ
ろ
か
倍
増
さ
せ
て
い
ま
す
。
我
々

は
常
に
銃
や
棒
で
殺
さ
れ
る
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
に
大
き
く
て
短
い
鎖
を
つ
け
ら
れ
、
手
や
足
に
鉄
鎖
を
つ
け
ら
れ
、
恐
ろ
し

い
地
下
牢
に
入
れ
ら
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。〈
中
略
〉
こ
れ
ら
意
地
の
悪
い
人
は
こ
れ
ま
で
は
与
え
ら
れ
て
い
た
靴
下
、
短
靴
、
胴

衣
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
必
要
な
食
物
を
与
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
誰
も
、
院
内
規
則
を
我
々
に
見
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
我
々
に
与
え
る
べ
き
食
物
の
量
と
質
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。（
以
下
略
）」[Tutey,p.228]
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い
か
の
点
検
、
と
き
に
は
「
矯
正
棟
」
に
い
る
少
年
へ
の
佃
打
ち
仕
事
も
与
え
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
ガ
ラ
ス
研
磨
の
作
業
で
あ

る
。
警
察
長
官
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
提
案
で
設
け
ら
れ
た
こ
の
仕
事
は
、
城
外
区
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
か
ら
仕
入
れ
た
ガ
ラ
ス

を
、
古
参
の
囚
人
か
ら
選
抜
さ
れ
た
者
が
研
磨
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
夏
は
朝
五
時
か
ら
八
時
ま
で
、
冬
は
日
の
出
か
ら
日
没

ま
で
働
き
、
工
賃
は
オ
ピ
タ
ル
と
本
人
が
折
半
し
た
。
こ
う
し
て
王
令
の
趣
旨
で
あ
る
「
怠
惰
の
矯
正
」
を
果
た
す
と
同
時
に
、
オ

ピ
タ
ル
も
収
入
確
保
の
一
助
に
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
想
定
し
た
程
に
は
Ṷ
け
が
少
な
く
、
革
命
前
に
は
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

[D
elam

are,p.76]
ま
た
粉
Ṣ
仕
事
も
あ
っ
た
。
足
踏
み
式
製
粉
機
を
四
人
の
囚
人
が
腕
と
足
の
力
で
動
か
し
、
製
粉
す
る
の
で
あ

る
。
作
業
中
に
囚
人
が
Ἢ
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
銃
を
も
っ
た
歩
ḗ
と
見
張
り
が
監
視
し
て
い
た
。[R

ichard,p.92]

何
と
い
っ
て
も
大
仕
事
は
大
井
戸
の
揚
水
労
働
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
井
戸
は
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
ボ
フ
ァ
ン
が
設
計
し
、
一
七
三
三
年

か
ら
二
年
が
か
り
で
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
、
直
径
五
ｍ
、
石
組
み
部
分
だ
け
で
三
〇
ｍ
、
深
さ
五
八
ｍ
に
も
及
ぶ
巨
大
な
井
戸
だ
っ

た
。
地
下
水
を
得
る
に
は
セ
ー
ヌ
河
の
水
位
ま
で
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
容
積
二
七
〇
リ
ッ
ト
ル
の
桶
を
幾
つ

も
引
き
上
げ
る
の
は
当
初
は
馬
力
だ
っ
た
。
つ
ま
り
一
二
頭
の
馬
が
交
代
で
、
四
頭
づ
つ
軛ク

ビ
キ

に
繋
が
れ
て
、
井
戸
の
周
り
を
周
回

し
揚
水
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
こ
の
仕
事
が
馬
に
代
わ
っ
て
囚
人
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
七
二
人
の
囚
人
を
三
組
に
分

け
、
一
組
二
四
人
が
一
時
間
交
替
で
揚
水
装
置
を
稼
働
さ
せ
た
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
革
命
前
夜
に
は
こ
の
重
労
働
の
揚

水
作
業
を
精
神
障
碍
者
や
て
ん
か
ん
患
者
に
や
ら
せ
た
の
で
あ
る(ûø)。[B

rentano,p.6]

こ
う
し
た
囚
人
へ
の
処
遇
が
反
感
や
不
満
を

醸
成
し
、
と
き
に
は
暴
動
や
脱
走
事
件
を
惹
き
起
こ
す
の
だ
が
こ
れ
は
後
述
す
る
。

二
番
目
の
「
カ
バ
ノ
ン
（
独
房
）C

abanons

」
に
は
、
重
罪
を
犯
し
た
終
身
刑
や
無
期
懲
役
刑
の
囚
人
が
入
れ
ら
れ
た
。
彼
ら
は

二
つ
の
棟
の
最
上
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
、
比
較
的
若
い
有
料
入
所
者
が
無
視
で
き

な
い
数
い
た
こ
と
で
あ
る
。
邪
な
本
性
で
、
放
置
す
れ
ば
重
大
な
罪
を
犯
し
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
に
な
る
か
、
絞
首
刑
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
と
案
じ
た
親
や
家
族
が
、
高
等
法
院
や
警
察
長
官
に
願
い
出
て
、
王
の
封
印
状
を
得
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
己
の
子
ど
も
を

入
れ
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
。
寄
宿
料
は
主
に
食
事
内
容
の
違
い
で
、
一
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
二
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
だ

っ
た
。
決
し
て
安
く
は
な
い
寄
宿
料
を
払
え
る
裕
福
な
貴
族
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
、
で
き
の
悪
い
子
弟
を
矯
正
し
て
貰
う
た
め
に
入
れ

た
と
考
え
ら
れ
る(ûù)。

独
房
は
四
階
建
て
の
建
物
二
つ
に
、
全
部
で
二
五
〇
な
い
し
二
九
〇
室
あ
っ
た(ûú)。
長
い
廊
下
の
両
側
に
び
っ
し
り
と
設
け
ら
れ
た

独
房
は
、
八
ピ
エ
（
二
・
四
ｍ
）
四
方
の
広
さ
で
、
中
に
枠
に
ベ
ル
ト
を
張
っ
た
簡
易
ベ
ッ
ド
が
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
他
に
テ

ー
ブ
ル
と
椅
子
、
排
泄
用
の
バ
ケ
ツ
が
ひ
と
つ
置
か
れ
て
い
た
。
ド
ア
は
頑
丈
に
施
錠
さ
れ
、
小
さ
な
覗
き
窓
が
ἥ
た
れ
て
お
り
、

(ûø
)
こ
の
懲
罰
的
揚
水
労
働
が
一
五
馬
力
の
ポ
ン
プ
に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
第
二
帝
政
期
で
あ
る
。

(ûù
)
一
七
八
九
年
の
革
命
時
に
こ
れ
ら
有
料
入
所
者
は
三
五
名
、
そ
れ
以
外
の
独
房
入
所
者
は
八
九
名
を
数
え
た
。[R

ichard,p.100]

食

事
内
容
は
寄
宿
料
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
寄
宿
料
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
食
事
は
施
設
付
き
司
祭
や
事
務
長
と
同
じ
で
、

第
一
食
堂
で
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
肉
の
あ
る
日
は
パ
ン
、
ス
ー
プ
の
他
に
昼
は
一
切
れ
の
茹
で
肉
と
ア
ン
ト
レ
、
夕
食
に
炙
り
肉
と

ワ
イ
ン
、
肉
の
な
い
日
は
昼
に
鱈
、
卵
、
野
菜
、
夕
に
卵
、
野
菜
、
チ
ー
ズ
な
ど
が
供
さ
れ
た
。[D

elam
are,p.71]

ラ
・
フ
ォ
ル
ス
の

囚
人
た
ち
の
食
事
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
と
っ
て
、
有
料
入
所
者
は
収
入
確
保
の
一
手
段
で
あ
っ
た
。

(ûú
)
ブ
ル
ト
ン
ヌ
の
回
想
録
で
は
建
物
は
六
階
建
て
で
、
独
房
の
広
さ
も
奥
行
き
六
ピ
エ
、
幅
九
ピ
エ
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
世
紀
後
半
に

増
築
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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い
か
の
点
検
、
と
き
に
は
「
矯
正
棟
」
に
い
る
少
年
へ
の
佃
打
ち
仕
事
も
与
え
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
ガ
ラ
ス
研
磨
の
作
業
で
あ

る
。
警
察
長
官
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
提
案
で
設
け
ら
れ
た
こ
の
仕
事
は
、
城
外
区
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
か
ら
仕
入
れ
た
ガ
ラ
ス

を
、
古
参
の
囚
人
か
ら
選
抜
さ
れ
た
者
が
研
磨
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
夏
は
朝
五
時
か
ら
八
時
ま
で
、
冬
は
日
の
出
か
ら
日
没

ま
で
働
き
、
工
賃
は
オ
ピ
タ
ル
と
本
人
が
折
半
し
た
。
こ
う
し
て
王
令
の
趣
旨
で
あ
る
「
怠
惰
の
矯
正
」
を
果
た
す
と
同
時
に
、
オ

ピ
タ
ル
も
収
入
確
保
の
一
助
に
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
想
定
し
た
程
に
は
Ṷ
け
が
少
な
く
、
革
命
前
に
は
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

[D
elam

are,p.76]

ま
た
粉
Ṣ
仕
事
も
あ
っ
た
。
足
踏
み
式
製
粉
機
を
四
人
の
囚
人
が
腕
と
足
の
力
で
動
か
し
、
製
粉
す
る
の
で
あ

る
。
作
業
中
に
囚
人
が
Ἢ
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
銃
を
も
っ
た
歩
ḗ
と
見
張
り
が
監
視
し
て
い
た
。[R

ichard,p.92]

何
と
い
っ
て
も
大
仕
事
は
大
井
戸
の
揚
水
労
働
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
井
戸
は
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
ボ
フ
ァ
ン
が
設
計
し
、
一
七
三
三
年

か
ら
二
年
が
か
り
で
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
、
直
径
五
ｍ
、
石
組
み
部
分
だ
け
で
三
〇
ｍ
、
深
さ
五
八
ｍ
に
も
及
ぶ
巨
大
な
井
戸
だ
っ

た
。
地
下
水
を
得
る
に
は
セ
ー
ヌ
河
の
水
位
ま
で
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
容
積
二
七
〇
リ
ッ
ト
ル
の
桶
を
幾
つ

も
引
き
上
げ
る
の
は
当
初
は
馬
力
だ
っ
た
。
つ
ま
り
一
二
頭
の
馬
が
交
代
で
、
四
頭
づ
つ
軛ク

ビ
キ

に
繋
が
れ
て
、
井
戸
の
周
り
を
周
回

し
揚
水
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
こ
の
仕
事
が
馬
に
代
わ
っ
て
囚
人
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
七
二
人
の
囚
人
を
三
組
に
分

け
、
一
組
二
四
人
が
一
時
間
交
替
で
揚
水
装
置
を
稼
働
さ
せ
た
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
革
命
前
夜
に
は
こ
の
重
労
働
の
揚

水
作
業
を
精
神
障
碍
者
や
て
ん
か
ん
患
者
に
や
ら
せ
た
の
で
あ
る(ûø)。[B

rentano,p.6]

こ
う
し
た
囚
人
へ
の
処
遇
が
反
感
や
不
満
を

醸
成
し
、
と
き
に
は
暴
動
や
脱
走
事
件
を
惹
き
起
こ
す
の
だ
が
こ
れ
は
後
述
す
る
。

二
番
目
の
「
カ
バ
ノ
ン
（
独
房
）C

abanons

」
に
は
、
重
罪
を
犯
し
た
終
身
刑
や
無
期
懲
役
刑
の
囚
人
が
入
れ
ら
れ
た
。
彼
ら
は

二
つ
の
棟
の
最
上
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
、
比
較
的
若
い
有
料
入
所
者
が
無
視
で
き

な
い
数
い
た
こ
と
で
あ
る
。
邪
な
本
性
で
、
放
置
す
れ
ば
重
大
な
罪
を
犯
し
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
に
な
る
か
、
絞
首
刑
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
と
案
じ
た
親
や
家
族
が
、
高
等
法
院
や
警
察
長
官
に
願
い
出
て
、
王
の
封
印
状
を
得
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
己
の
子
ど
も
を

入
れ
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
。
寄
宿
料
は
主
に
食
事
内
容
の
違
い
で
、
一
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
二
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
だ

っ
た
。
決
し
て
安
く
は
な
い
寄
宿
料
を
払
え
る
裕
福
な
貴
族
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
、
で
き
の
悪
い
子
弟
を
矯
正
し
て
貰
う
た
め
に
入
れ

た
と
考
え
ら
れ
る(ûù)。

独
房
は
四
階
建
て
の
建
物
二
つ
に
、
全
部
で
二
五
〇
な
い
し
二
九
〇
室
あ
っ
た(ûú)。
長
い
廊
下
の
両
側
に
び
っ
し
り
と
設
け
ら
れ
た

独
房
は
、
八
ピ
エ
（
二
・
四
ｍ
）
四
方
の
広
さ
で
、
中
に
枠
に
ベ
ル
ト
を
張
っ
た
簡
易
ベ
ッ
ド
が
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
他
に
テ

ー
ブ
ル
と
椅
子
、
排
泄
用
の
バ
ケ
ツ
が
ひ
と
つ
置
か
れ
て
い
た
。
ド
ア
は
頑
丈
に
施
錠
さ
れ
、
小
さ
な
覗
き
窓
が
ἥ
た
れ
て
お
り
、

(ûø
)
こ
の
懲
罰
的
揚
水
労
働
が
一
五
馬
力
の
ポ
ン
プ
に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
第
二
帝
政
期
で
あ
る
。

(ûù
)
一
七
八
九
年
の
革
命
時
に
こ
れ
ら
有
料
入
所
者
は
三
五
名
、
そ
れ
以
外
の
独
房
入
所
者
は
八
九
名
を
数
え
た
。[R

ichard,p.100]

食

事
内
容
は
寄
宿
料
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
寄
宿
料
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
食
事
は
施
設
付
き
司
祭
や
事
務
長
と
同
じ
で
、

第
一
食
堂
で
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
肉
の
あ
る
日
は
パ
ン
、
ス
ー
プ
の
他
に
昼
は
一
切
れ
の
茹
で
肉
と
ア
ン
ト
レ
、
夕
食
に
炙
り
肉
と

ワ
イ
ン
、
肉
の
な
い
日
は
昼
に
鱈
、
卵
、
野
菜
、
夕
に
卵
、
野
菜
、
チ
ー
ズ
な
ど
が
供
さ
れ
た
。[D

elam
are,p.71]

ラ
・
フ
ォ
ル
ス
の

囚
人
た
ち
の
食
事
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
と
っ
て
、
有
料
入
所
者
は
収
入
確
保
の
一
手
段
で
あ
っ
た
。

(ûú
)
ブ
ル
ト
ン
ヌ
の
回
想
録
で
は
建
物
は
六
階
建
て
で
、
独
房
の
広
さ
も
奥
行
き
六
ピ
エ
、
幅
九
ピ
エ
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
世
紀
後
半
に

増
築
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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食
事
の
出
し
入
れ
に
も
使
わ
れ
た
。
鉄
格
子
の
嵌
ま
っ
た
窓
か
ら
は
光
も
空
気
も
よ
く
入
っ
た
。
但
し
、
囚
人
は
滅
多
に
外
出
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
日
曜
日
と
祭
日
の
ミ
サ
に
館
内
の
チ
ャ
ペ
ル
に
行
く
こ
と
と
、
月
に
一
度
の
髭
剃
り
の
際
に
廊
下
に
出
る
こ
と
く

ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
日
二
時
間
ἥ
た
れ
た
窓
や
覗
き
窓
か
ら
、
同
じ
階
の
仲
間
と
大
声
で
話
す
こ
と
や
、
字
の
読
め
る
、
声

の
大
き
な
囚
人
が
、
頭
を
格
子
窓
に
出
し
て
、
仲
間
に
新
聞
を
読
ん
で
や
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
た
。[D

elam
are,p.70]

面
会
は
警
察
の
許
可
を
得
て
、
事
務
室
で
衛
士
が
付
添
っ
て
一
五
分
間
の
み
、
手
紙
や
持
ち
物
は
厳
重
な
検
査
後
に
渡
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
由
は
極
度
に
制
限
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
聖
務
日
課
に
従
っ
て
「
魂
の
浄
化
」
が
実
践
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
曜
日
の

ミ
サ
だ
け
で
は
な
く
、
毎
日
の
祈
り
の
時
間
に
は
覗
き
窓
が
開
け
ら
れ
、
共
に
朗
唱
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
し
、
告
解
は
、
聖
母
マ

リ
ア
像
が
設
え
ら
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
で
衛
士
を
伴
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ
た
。

し
か
し
内
発
的
で
は
な
い
「
魂
の
浄
化

ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル

」
が
功
を
奏
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
歴
史
家
の
な
か
に
は
、
独
房
や
ラ
・
フ
ォ
ル

ス
が
悪
い
意
味
で
の
「
感
化
院
」
に
な
っ
た
、
つ
ま
り
初
犯
者
が
ど
っ
ぷ
り
と
悪
行
に
染
ま
っ
た
者
に
感
化
さ
れ
る
惧
れ
が
あ
っ

た
、
と
云
う
者
も
い
る
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。「
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
」
の
過
密
居
住
と
き
つ
い
囚
人

労
働
、
粗
末
な
食
事
、「
独
房
」
棟
の
徹
底
的
な
「
閉
じ
込
め
」
に
よ
る
孤
絶
状
況
、
強
制
的
な
「
魂
の
浄
化
」
が
、
囚
人
を
反
抗

的
に
さ
せ
て
、
脱
走
や
暴
動
を
誘
発
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

事
件
は
し
ば
し
ば
起
き
た
。
あ
る
時
は
髭
剃
り
を
し
て
く
れ
る
少
年
理
髪
師
を
、
独
房
棟
の
囚
人
が
ナ
イ
フ
で
殺
傷
す
る
事
件
が

起
き
、
一
七
一
三
年
に
は
一
二
人
の
囚
人
が
脱
走
す
る
事
件
も
起
き
た
。
一
七
五
二
年
二
月
一
日
、
晩
課vêpres

の
際
に
は
暴
動

が
発
生
し
た
。
囚
人
が
ド
ア
を
蹴
破
り
衛
士
の
詰
め
所
に
押
し
入
り
、
武
器
を
奪
っ
て
激
し
い
闘
い
と
な
り
、
衛
士
二
人
と
囚
人
一

四
人
が
死
亡
し
、
多
く
が
脱
走
し
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
食
事
の
量
が
減
ら
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。[R

ichard,p.93]

六
一
年
に
は

四
九
人
が
集
団
脱
走
し
た
。

革
命
が
勃
発
す
る
と
、
囚
人
た
ち
も
人
権
を
主
張
し
、
不
服
従
の
意
思
を
強
く
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
。
不
穏
な
空
気
を
察
知
し

た
館
長
は
、
革
命
政
府
に
囚
人
を
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
や
サ
ン
・
ド
ニ
の
監
獄
に
移
送
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
八
九

年
一
二
月
と
翌
年
二
月
に
、
壁
を
打
ち
破
っ
て
脱
走
す
る
事
件
が
相
次
い
で
生
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
「
一
七
九

二
年
の
虐
殺
事
件
」
が
、
こ
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
番
目
の
囚
人
施
設
は
「
地
下
牢
」
で
あ
る
。
中
央
広
場
の
地
下
に
縦
横
二
四
〇
プ
ー
ス
（
六
五
ｍ
）
の
巨
大
な
地
下
牢
が
造
ら

れ
た
。
支
柱
の
間
に
あ
る
二
二
段
の
細
い
階
段
が
地
下
に
通
じ
て
い
た
。
地
下
牢
は
坑
道
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
四
室
が
設
け
ら
れ
、

ド
ア
は
二
重
扉
、
石
の
壁
に
は
罪
人
装
着
用
の
鉄
鎖
が
三
本
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
当
初
、
地
下
牢
は
二
階
建
て
の
構
造
で
、
光

も
差
し
込
ま
な
い
下
層
階
─
そ
れ
ゆ
え
「
暗
黒
の
地
下
牢cachotnoir

」
と
呼
ば
れ
た
─
に
は
、
い
わ
く
つ
き
の
罪
人
が
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
た
が
、
ル
イ
一
六
世
が
即
位
す
る
と
、
こ
こ
の
埋
め
戻
し
を
命
じ
て
廃
用
と
な
っ
た
。[R

ichard,p.100]

『タ
ブ
ロ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
の
作
者
は
、「
ビ
セ
ー
ト
ル
の
『
暗
黒
の
地
下
牢
』
の
中
で
さ
え
人
は
生
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。
大
気

を
奪
わ
れ
、
光
を
奪
わ
れ
た
人
間
が
、
孤
独
と
᷺
怠
と
暗
黒
の
苦
痛
に
耐
え
て
い
る
。」
と
記
し
た
。
[メ
ル
シ
エ
、
下
、p.294

]

地
下
牢
は
一
五
㎡
と
狭
小
で
、
周
囲
を
厚
い
壁
で
ṭ
わ
れ
て
い
た
。
隣
室
の
囚
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
壁
を
叩
い

て
お
こ
な
う
く
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
二
階
部
分
の
上
階
の
独
房
に
は
壁
の
上
部
、
床
か
ら
一
〇
ピ
エ
（
三
・
二
ｍ
）
の
と
こ

ろ
に
鉄
格
子
の
窓
が
あ
っ
て
空
気
と
光
が
入
る
の
だ
が
、
─
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
は
「
白
の
地
下
牢cachotblanc

」
と
呼
ば
れ
た
─
、

同
時
に
雨
も
雪
も
寒
風
も
入
っ
て
く
る
の
で
、
厳
冬
期
は
耐
え
難
い
寒
さ
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
暖
房
装
置
は
な
く
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
制

服
だ
け
で
凌
ぐ
他
な
く
、
凍
死
す
る
者
も
い
た
。
加
え
て
下
水
管
か
ら
の
臭
気
が
襲
っ
て
き
て
、
息
が
詰
ま
り
そ
う
だ
っ
た
と
い
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食
事
の
出
し
入
れ
に
も
使
わ
れ
た
。
鉄
格
子
の
嵌
ま
っ
た
窓
か
ら
は
光
も
空
気
も
よ
く
入
っ
た
。
但
し
、
囚
人
は
滅
多
に
外
出
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
日
曜
日
と
祭
日
の
ミ
サ
に
館
内
の
チ
ャ
ペ
ル
に
行
く
こ
と
と
、
月
に
一
度
の
髭
剃
り
の
際
に
廊
下
に
出
る
こ
と
く

ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
日
二
時
間
ἥ
た
れ
た
窓
や
覗
き
窓
か
ら
、
同
じ
階
の
仲
間
と
大
声
で
話
す
こ
と
や
、
字
の
読
め
る
、
声

の
大
き
な
囚
人
が
、
頭
を
格
子
窓
に
出
し
て
、
仲
間
に
新
聞
を
読
ん
で
や
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
た
。[D

elam
are,p.70]

面
会
は
警
察
の
許
可
を
得
て
、
事
務
室
で
衛
士
が
付
添
っ
て
一
五
分
間
の
み
、
手
紙
や
持
ち
物
は
厳
重
な
検
査
後
に
渡
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
由
は
極
度
に
制
限
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
聖
務
日
課
に
従
っ
て
「
魂
の
浄
化
」
が
実
践
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
曜
日
の

ミ
サ
だ
け
で
は
な
く
、
毎
日
の
祈
り
の
時
間
に
は
覗
き
窓
が
開
け
ら
れ
、
共
に
朗
唱
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
し
、
告
解
は
、
聖
母
マ

リ
ア
像
が
設
え
ら
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
で
衛
士
を
伴
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ
た
。

し
か
し
内
発
的
で
は
な
い
「
魂
の
浄
化

ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル

」
が
功
を
奏
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
歴
史
家
の
な
か
に
は
、
独
房
や
ラ
・
フ
ォ
ル

ス
が
悪
い
意
味
で
の
「
感
化
院
」
に
な
っ
た
、
つ
ま
り
初
犯
者
が
ど
っ
ぷ
り
と
悪
行
に
染
ま
っ
た
者
に
感
化
さ
れ
る
惧
れ
が
あ
っ

た
、
と
云
う
者
も
い
る
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。「
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
」
の
過
密
居
住
と
き
つ
い
囚
人

労
働
、
粗
末
な
食
事
、「
独
房
」
棟
の
徹
底
的
な
「
閉
じ
込
め
」
に
よ
る
孤
絶
状
況
、
強
制
的
な
「
魂
の
浄
化
」
が
、
囚
人
を
反
抗

的
に
さ
せ
て
、
脱
走
や
暴
動
を
誘
発
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

事
件
は
し
ば
し
ば
起
き
た
。
あ
る
時
は
髭
剃
り
を
し
て
く
れ
る
少
年
理
髪
師
を
、
独
房
棟
の
囚
人
が
ナ
イ
フ
で
殺
傷
す
る
事
件
が

起
き
、
一
七
一
三
年
に
は
一
二
人
の
囚
人
が
脱
走
す
る
事
件
も
起
き
た
。
一
七
五
二
年
二
月
一
日
、
晩
課vêpres

の
際
に
は
暴
動

が
発
生
し
た
。
囚
人
が
ド
ア
を
蹴
破
り
衛
士
の
詰
め
所
に
押
し
入
り
、
武
器
を
奪
っ
て
激
し
い
闘
い
と
な
り
、
衛
士
二
人
と
囚
人
一

四
人
が
死
亡
し
、
多
く
が
脱
走
し
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
食
事
の
量
が
減
ら
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。[R

ichard,p.93]

六
一
年
に
は

四
九
人
が
集
団
脱
走
し
た
。

革
命
が
勃
発
す
る
と
、
囚
人
た
ち
も
人
権
を
主
張
し
、
不
服
従
の
意
思
を
強
く
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
。
不
穏
な
空
気
を
察
知
し

た
館
長
は
、
革
命
政
府
に
囚
人
を
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
や
サ
ン
・
ド
ニ
の
監
獄
に
移
送
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
八
九

年
一
二
月
と
翌
年
二
月
に
、
壁
を
打
ち
破
っ
て
脱
走
す
る
事
件
が
相
次
い
で
生
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
「
一
七
九

二
年
の
虐
殺
事
件
」
が
、
こ
の
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
番
目
の
囚
人
施
設
は
「
地
下
牢
」
で
あ
る
。
中
央
広
場
の
地
下
に
縦
横
二
四
〇
プ
ー
ス
（
六
五
ｍ
）
の
巨
大
な
地
下
牢
が
造
ら

れ
た
。
支
柱
の
間
に
あ
る
二
二
段
の
細
い
階
段
が
地
下
に
通
じ
て
い
た
。
地
下
牢
は
坑
道
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
四
室
が
設
け
ら
れ
、

ド
ア
は
二
重
扉
、
石
の
壁
に
は
罪
人
装
着
用
の
鉄
鎖
が
三
本
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
当
初
、
地
下
牢
は
二
階
建
て
の
構
造
で
、
光

も
差
し
込
ま
な
い
下
層
階
─
そ
れ
ゆ
え
「
暗
黒
の
地
下
牢cachotnoir

」
と
呼
ば
れ
た
─
に
は
、
い
わ
く
つ
き
の
罪
人
が
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
た
が
、
ル
イ
一
六
世
が
即
位
す
る
と
、
こ
こ
の
埋
め
戻
し
を
命
じ
て
廃
用
と
な
っ
た
。[R

ichard,p.100]

『タ
ブ
ロ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
の
作
者
は
、「
ビ
セ
ー
ト
ル
の
『
暗
黒
の
地
下
牢
』
の
中
で
さ
え
人
は
生
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。
大
気

を
奪
わ
れ
、
光
を
奪
わ
れ
た
人
間
が
、
孤
独
と
᷺
怠
と
暗
黒
の
苦
痛
に
耐
え
て
い
る
。」
と
記
し
た
。
[メ
ル
シ
エ
、
下
、p.294

]

地
下
牢
は
一
五
㎡
と
狭
小
で
、
周
囲
を
厚
い
壁
で
ṭ
わ
れ
て
い
た
。
隣
室
の
囚
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
壁
を
叩
い

て
お
こ
な
う
く
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
二
階
部
分
の
上
階
の
独
房
に
は
壁
の
上
部
、
床
か
ら
一
〇
ピ
エ
（
三
・
二
ｍ
）
の
と
こ

ろ
に
鉄
格
子
の
窓
が
あ
っ
て
空
気
と
光
が
入
る
の
だ
が
、
─
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
は
「
白
の
地
下
牢cachotblanc

」
と
呼
ば
れ
た
─
、

同
時
に
雨
も
雪
も
寒
風
も
入
っ
て
く
る
の
で
、
厳
冬
期
は
耐
え
難
い
寒
さ
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
暖
房
装
置
は
な
く
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
制

服
だ
け
で
凌
ぐ
他
な
く
、
凍
死
す
る
者
も
い
た
。
加
え
て
下
水
管
か
ら
の
臭
気
が
襲
っ
て
き
て
、
息
が
詰
ま
り
そ
う
だ
っ
た
と
い
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う
。[D

elam
are,pp.77-80]

牢
番
や
衛
士
で
す
ら
怖
気
づ
く
程
の
地
下
牢
に
は
、
義
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
残
党
な
ど
死
刑
囚
や

無
期
懲
役
囚
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(ûû)。

最
後
に
「
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
矯
正
棟
）」
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
犯
罪
者
収
容
施
設
で
は
な
く
、
パ
リ
在
住
の
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
や
職
人
な
ど
が
、
我
が
子
の
盗
癖
や
「
自
由
気
儘
な
行
動
＝
放
蕩libertinage

」
を
案
じ
て
、
教
区
司
祭
の
助
け
を
借
り
て
パ

リ
警
察
長
官
に
願
い
出
て
、
国
王
封
印
状
を
得
て
入
所
さ
せ
て
い
た
。
年
齢
二
五
歳
ま
で
の
青
少
年
た
ち
、
凡
そ
五
〇
～
六
〇
人
が

サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
室
で
生
活
し
た
。
彼
ら
に
規
則
正
し
い
生
活
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
教
え
込
む
た
め
に
、
毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
事
細
か
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

起
床
は
夏
は
五
時
半
、
冬
は
六
時
半
、
そ
の
直
後
に
工
房
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
祈
り
と
讃
美
歌
を
歌
い
な
が
ら
の
労
働
、
主
に

紐
造
り
仕
事
、
八
時
朝
食
、
九
時
か
ら
一
一
時
ま
で
部
屋
に
戻
っ
て
読
み
方
学
習
、
一
一
時
に
パ
ン
一
欠
片
の
お
や
つ
、
そ
の
後
一

時
間
の
休
憩
、
一
二
時
か
ら
二
時
ま
で
仕
事
、
祈
り
と
休
憩
の
後
、
書
き
方
の
勉
強
、
五
時
夕
食
、
六
時
か
ら
七
時
ま
で
仕
事
、
就

寝
、
夏
は
八
時
、
冬
は
七
時
、
年
長
者
は
独
房
で
、
年
少
者
は
共
同
寝
室
で
寝
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
修
道
院
的

生
活
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
教
理
問
答
形
式
の
読
み
書
き
の
学
習
と
、「
魂
の
救
済
」
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
叩
き
込
ま
れ
た
。

日
曜
・
祭
日
は
教
会
の
ミ
サ
に
参
列
し
、
一
年
に
五
回
聖
体
拝
領
の
式
が
催
さ
れ
た
。
少
年
ら
を
指
導
す
る
の
は
オ
ピ
タ
ル
付
き
の

司
祭
や
教
師
、
あ
る
い
は
「
統
括
官gouverneur

」
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
パ
リ
に
は
、
こ
う
し
た
躾
け
と
敬
神
を
教
え
込
む
私

営
の
矯
正
院
が
幾
つ
も
あ
っ
た
が(ûü)、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
や
後
述
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
の
矯
正
棟
は
、
そ
の
代
表
的
な
公
的
矯
正
施

設
だ
っ
た
と
云
え
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
囚
人
部
署
を
監
視
・
保
護
す
る
た
め
に
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
「
衛
士
隊C

om
pagnie

des
G
ardes

」
を

設
け
、
隊
員
に
給
金
の
ほ
か
、
食
事
と
ね
ぐ
ら
を
提
供
し
た
。
隊
員
の
多
く
は
元
兵
士
で
一
八
世
紀
半
ば
に
は
そ
の
数
八
六
名
を
数

え
た
。
退
職
後
に
は
望
め
ば
、
こ
こ
に
残
り
「
善
き
貧
民
」
と
し
て
余
生
を
送
れ
る
特
典
も
与
え
ら
れ
た
。[R

ichard,p.103]

ü
．
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
管
理
と
運
営

近
世
初
期
に
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
で
管
理
運
営
権
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
専
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
大
司
教
の
権
威

の
下
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会chapitre

が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
な
ど
の
オ
ピ
タ
ル
を
管
理
運
営
し
、
貧
民
の
身
体
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
当

た
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
末
期
に
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
抬
頭
し
て
そ
の
領
域
に
侵
入
す
る
。
加
え
て
政
治
的
権
力
を
集
中
し
始

め
た
王
権
が
、
オ
ピ
タ
ル
運
営
の
不
正
な
ど
を
理
由
に
こ
の
領
域
に
介
入
し
て
く
る
。
一
七
世
紀
後
半
に
叢
生
す
る
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

(ûû
)
こ
こ
を
訪
れ
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
、
義
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
残
党
の
一
人
が
、
仲
間
の
情
報
を
聴
き
だ
す
た
め
に
一
九
年
間
こ
こ
に
入

れ
ら
れ
て
い
た
揚
句
、
そ
の
裏
切
り
行
為
に
苛
ま
れ
て
、
も
が
き
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
と
聞
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
司
法
と
懲
罰
の
あ
り

方
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。[M

irabeau,p.12]

こ
の
地
下
牢
に
は
軍
港
に
送
ら
れ
る
前
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
者
も
、
一
時
的
に
入
れ

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
メ
ル
シ
エ
は
、
法
で
は
裁
け
な
い
「
偏
執
狂
、
狂
人
、
乱
暴
で
軽
は
ず
み
な
男
た
ち
」
が
「
家
族
の
決
定
」

を
受
け
て
投
獄
さ
れ
て
い
る
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
[メ
ル
シ
エ
、
下
、p.295

]

(ûü
)
一
六
七
四
年
に
領
主
裁
判
権
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
パ
リ
の
領
主
は
そ
れ
ぞ
れ
監
獄
を
所
有
し
て
い
た
し
、
商
人
頭
や
聖
職
者
も
修
道

院
付
属
の
監
獄
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
私
営
の
監
獄
、
実
は
矯
正
施
設
な
の
だ
が
、
幾
つ
も
存
在
し
た
。
サ
ン
ト
・
ペ
ラ
ジ
ー
矯

正
院
、
マ
ド
ゥ
ロ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
有
名
だ
が
、
い
ず
れ
も
両
親
が
願
い
出
て
、
寄
宿
料
を
払
っ
て
、
己
の
男
子
や
女
子
に
躾
教
育
を
し
て

貰
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
パ
リ
歴
史
事
典
』「
監
獄
」p.129

以
下
を
参
照
せ
よ
。
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う
。[D

elam
are,pp.77-80]

牢
番
や
衛
士
で
す
ら
怖
気
づ
く
程
の
地
下
牢
に
は
、
義
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
残
党
な
ど
死
刑
囚
や

無
期
懲
役
囚
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(ûû)。

最
後
に
「
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
矯
正
棟
）」
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
犯
罪
者
収
容
施
設
で
は
な
く
、
パ
リ
在
住
の
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
や
職
人
な
ど
が
、
我
が
子
の
盗
癖
や
「
自
由
気
儘
な
行
動
＝
放
蕩libertinage

」
を
案
じ
て
、
教
区
司
祭
の
助
け
を
借
り
て
パ

リ
警
察
長
官
に
願
い
出
て
、
国
王
封
印
状
を
得
て
入
所
さ
せ
て
い
た
。
年
齢
二
五
歳
ま
で
の
青
少
年
た
ち
、
凡
そ
五
〇
～
六
〇
人
が

サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
室
で
生
活
し
た
。
彼
ら
に
規
則
正
し
い
生
活
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
教
え
込
む
た
め
に
、
毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
事
細
か
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

起
床
は
夏
は
五
時
半
、
冬
は
六
時
半
、
そ
の
直
後
に
工
房
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
祈
り
と
讃
美
歌
を
歌
い
な
が
ら
の
労
働
、
主
に

紐
造
り
仕
事
、
八
時
朝
食
、
九
時
か
ら
一
一
時
ま
で
部
屋
に
戻
っ
て
読
み
方
学
習
、
一
一
時
に
パ
ン
一
欠
片
の
お
や
つ
、
そ
の
後
一

時
間
の
休
憩
、
一
二
時
か
ら
二
時
ま
で
仕
事
、
祈
り
と
休
憩
の
後
、
書
き
方
の
勉
強
、
五
時
夕
食
、
六
時
か
ら
七
時
ま
で
仕
事
、
就

寝
、
夏
は
八
時
、
冬
は
七
時
、
年
長
者
は
独
房
で
、
年
少
者
は
共
同
寝
室
で
寝
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
修
道
院
的

生
活
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
教
理
問
答
形
式
の
読
み
書
き
の
学
習
と
、「
魂
の
救
済
」
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
叩
き
込
ま
れ
た
。

日
曜
・
祭
日
は
教
会
の
ミ
サ
に
参
列
し
、
一
年
に
五
回
聖
体
拝
領
の
式
が
催
さ
れ
た
。
少
年
ら
を
指
導
す
る
の
は
オ
ピ
タ
ル
付
き
の

司
祭
や
教
師
、
あ
る
い
は
「
統
括
官gouverneur

」
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
パ
リ
に
は
、
こ
う
し
た
躾
け
と
敬
神
を
教
え
込
む
私

営
の
矯
正
院
が
幾
つ
も
あ
っ
た
が(ûü)、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
や
後
述
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
の
矯
正
棟
は
、
そ
の
代
表
的
な
公
的
矯
正
施

設
だ
っ
た
と
云
え
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
囚
人
部
署
を
監
視
・
保
護
す
る
た
め
に
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
「
衛
士
隊C

om
pagnie

des
G
ardes

」
を

設
け
、
隊
員
に
給
金
の
ほ
か
、
食
事
と
ね
ぐ
ら
を
提
供
し
た
。
隊
員
の
多
く
は
元
兵
士
で
一
八
世
紀
半
ば
に
は
そ
の
数
八
六
名
を
数

え
た
。
退
職
後
に
は
望
め
ば
、
こ
こ
に
残
り
「
善
き
貧
民
」
と
し
て
余
生
を
送
れ
る
特
典
も
与
え
ら
れ
た
。[R

ichard,p.103]
ü
．
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
管
理
と
運
営

近
世
初
期
に
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
で
管
理
運
営
権
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
専
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
大
司
教
の
権
威

の
下
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会chapitre

が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
な
ど
の
オ
ピ
タ
ル
を
管
理
運
営
し
、
貧
民
の
身
体
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
当

た
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
末
期
に
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
抬
頭
し
て
そ
の
領
域
に
侵
入
す
る
。
加
え
て
政
治
的
権
力
を
集
中
し
始

め
た
王
権
が
、
オ
ピ
タ
ル
運
営
の
不
正
な
ど
を
理
由
に
こ
の
領
域
に
介
入
し
て
く
る
。
一
七
世
紀
後
半
に
叢
生
す
る
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

(ûû
)
こ
こ
を
訪
れ
た
ミ
ラ
ボ
ー
伯
は
、
義
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
残
党
の
一
人
が
、
仲
間
の
情
報
を
聴
き
だ
す
た
め
に
一
九
年
間
こ
こ
に
入

れ
ら
れ
て
い
た
揚
句
、
そ
の
裏
切
り
行
為
に
苛
ま
れ
て
、
も
が
き
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
と
聞
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
司
法
と
懲
罰
の
あ
り

方
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。[M

irabeau,p.12]
こ
の
地
下
牢
に
は
軍
港
に
送
ら
れ
る
前
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
者
も
、
一
時
的
に
入
れ

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
メ
ル
シ
エ
は
、
法
で
は
裁
け
な
い
「
偏
執
狂
、
狂
人
、
乱
暴
で
軽
は
ず
み
な
男
た
ち
」
が
「
家
族
の
決
定
」

を
受
け
て
投
獄
さ
れ
て
い
る
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
[メ
ル
シ
エ
、
下
、p.295

]

(ûü
)
一
六
七
四
年
に
領
主
裁
判
権
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
パ
リ
の
領
主
は
そ
れ
ぞ
れ
監
獄
を
所
有
し
て
い
た
し
、
商
人
頭
や
聖
職
者
も
修
道

院
付
属
の
監
獄
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
私
営
の
監
獄
、
実
は
矯
正
施
設
な
の
だ
が
、
幾
つ
も
存
在
し
た
。
サ
ン
ト
・
ペ
ラ
ジ
ー
矯

正
院
、
マ
ド
ゥ
ロ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
有
名
だ
が
、
い
ず
れ
も
両
親
が
願
い
出
て
、
寄
宿
料
を
払
っ
て
、
己
の
男
子
や
女
子
に
躾
教
育
を
し
て

貰
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
パ
リ
歴
史
事
典
』「
監
獄
」p.129

以
下
を
参
照
せ
よ
。
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ェ
ネ
ラ
ル
で
は
、
こ
の
三
者
─
聖
職
者
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
王
権
の
代
表
─
が
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
も
、
協
力
し
て
そ
の
運
営
に
当

た
る
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
。[B

loch,p.63]
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
云
え
ば
、
ル
イ
一
四
世
は
当
初
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
創
設
に
尽
力
し
た
高

等
法
院
第
一
議
長
ポ
ン
ポ
ン
ヌ
・
ド
・
ベ
リ
エ
ー
ヴ
ル
と
、
高
等
法
院
主
席
検
事
ニ
コ
ラ
・
フ
ー
ケ
に
そ
の
運
営
を
委
ね
た
。
そ
の

後
、
一
六
七
三
年
に
は
パ
リ
大
司
教
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ル
レ
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
九
〇
年
に
は
会
計
法
院
の
議
長
、
租
税
法

院
の
議
長
、
パ
リ
商
人
頭
（
市
長
）
と
警
察
長
官
が
加
わ
り
、
こ
こ
に
「
最
高
幹
部
会chefs

de
la
direction

」
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
上
級
機
関
が
、
そ
の
後
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
及
び
そ
の
附
属
機
関
を
監
督
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
最
高

幹
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
下
部
の
通
常
の
会
議
に
は
滅
多
に
顔
を
出
す
こ
と
は
せ
ず
、
重
大
な
問
題
が
発
生
し
た
り
、
多
額
の
寄
付
を

仰
ぐ
よ
う
な
場
合
に
は
出
席
し
政
治
力
を
発
揮
し
た
。

最
高
幹
部
会
の
下
に
「
理
事directeur,adm

inistrateur

」
が
選
出
さ
れ
、
理
事
会
を
構
成
し
た
。
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
理
事
は
一

二
名
だ
が
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
は
二
六
名
と
決
め
ら
れ
、「
総
務
会B

ureaux
généraux

」
を
構
成
し
た
。
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
複
数
の
オ
ピ
タ
ル
と
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
な
ど
一
〇
の
付

属
機
関
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
理
事
の
人
数
も
オ
テ
ル
・
デ
ュ
よ
り
多
め
の
定
数
で
あ
り
、
調
整
機
関
と
し
て
の
総
務
会
が
必
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

総
務
会
で
は
こ
れ
ら
の
機
関
全
体
に
関
わ
る
問
題
が
討
議
さ
れ
方
針
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
下
で
各
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理

事
が
機
能
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ピ
タ
ル
を
担
当
す
る
理
事
は
「
コ
ミ
セ
ー
ルcom

m
issaire

」
と
呼
ば
れ
、

二
六
人
の
理
事
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
。
担
当
理
事
は
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
七
名
、
ピ
テ
ィ
エ
館
は
九
名
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館

は
六
名
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
個
別
事
務
局bureau

particulier

」
会
議
を
開
い
て
、
各
館
の
抱
え
る
問
題
を
討
議
し
、
そ

の
内
容
を
総
務
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

総
務
会
は
当
初
は
週
二
回
ほ
ど
、
ピ
テ
ィ
エ
館
と
大
司
教
宅
で
交
互
に
開
催
さ
れ
、
各
館
の
幹
部
職
員
の
人
事
、
食
糧
事
情
、
新

築
や
大
規
模
修
繕
の
有
無
、
寄
附
や
遺
贈
金
の
受
入
れ
、
借
入
金
や
係
争
裁
判
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
だ
が
、

一
六
九
〇
年
代
以
降
は
大
司
教
宅
で
の
総
務
会
は
次
第
に
開
か
れ
な
く
な
っ
た
。[Estienne,p.387]

そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な

い
。
専
ら
ピ
テ
ィ
エ
館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
云
う
な
ら
、
理
事
の
欠
員
補
充
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
理
事
職
は
任
期

の
な
い
終
身
職inam

ovibilité

で
あ
り
、
誰
か
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
理
事
会
が
適
任
者
を
選
ん
で
補
充
す
る
慣
例
だ
っ
た
。

実
際
に
は
病
気
な
ど
健
康
上
の
理
由
や
、
業
務
多
忙
の
理
由
で
辞
任
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
補
充
さ
れ
な
か
っ

た
。
当
初
は
二
六
名
い
た
理
事
が
一
七
二
〇
年
頃
に
は
二
二
名
に
減
っ
た
と
い
う(û6)。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
総
務
会
の
役
割
が

減
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
事
務
局
会
議
が
自
立
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

当
初
の
理
事
の
顔
ぶ
れ
は
大
別
す
れ
ば
、
政
治
権
力
の
中
枢
を
担
う
高
位
高
官
と
、
パ
リ
の
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
か
ら
成
っ
て

い
た
。
前
者
は
、
会
計
法
院
や
租
税
法
院
の
評
議
員conseiller

、
国
王
の
司
厨
長
、
国
務
会
議
の
評
議
員
、
高
等
法
院
の
弁
護
士

な
ど
で
あ
り
、
後
者
は
大
商
人
な
ど
の
実
業
家
、
市
参
事
会
員
な
ど
で
、
誠
実
、
正
直
と
評
判
の
高
い
者
が
選
ば
れ
た
。[B

oucher,

(û6
)
こ
の
数
は[C

arrez,p.46]

に
拠
る
の
だ
が
、[Estienne,p.385]

で
は
一
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
三
館
の

担
当
理
事
を
併
せ
る
と
丁
度
二
二
名
に
な
る
の
で
、
疑
問
で
あ
る
。
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ェ
ネ
ラ
ル
で
は
、
こ
の
三
者
─
聖
職
者
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
王
権
の
代
表
─
が
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
も
、
協
力
し
て
そ
の
運
営
に
当

た
る
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
。[B

loch,p.63]

パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
云
え
ば
、
ル
イ
一
四
世
は
当
初
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
創
設
に
尽
力
し
た
高

等
法
院
第
一
議
長
ポ
ン
ポ
ン
ヌ
・
ド
・
ベ
リ
エ
ー
ヴ
ル
と
、
高
等
法
院
主
席
検
事
ニ
コ
ラ
・
フ
ー
ケ
に
そ
の
運
営
を
委
ね
た
。
そ
の

後
、
一
六
七
三
年
に
は
パ
リ
大
司
教
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ル
レ
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
九
〇
年
に
は
会
計
法
院
の
議
長
、
租
税
法

院
の
議
長
、
パ
リ
商
人
頭
（
市
長
）
と
警
察
長
官
が
加
わ
り
、
こ
こ
に
「
最
高
幹
部
会chefs

de
la
direction

」
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
上
級
機
関
が
、
そ
の
後
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
及
び
そ
の
附
属
機
関
を
監
督
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
最
高

幹
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
下
部
の
通
常
の
会
議
に
は
滅
多
に
顔
を
出
す
こ
と
は
せ
ず
、
重
大
な
問
題
が
発
生
し
た
り
、
多
額
の
寄
付
を

仰
ぐ
よ
う
な
場
合
に
は
出
席
し
政
治
力
を
発
揮
し
た
。

最
高
幹
部
会
の
下
に
「
理
事directeur,adm

inistrateur

」
が
選
出
さ
れ
、
理
事
会
を
構
成
し
た
。
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
理
事
は
一

二
名
だ
が
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
は
二
六
名
と
決
め
ら
れ
、「
総
務
会B

ureaux
généraux

」
を
構
成
し
た
。
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
複
数
の
オ
ピ
タ
ル
と
、
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
メ
ゾ
ン
な
ど
一
〇
の
付

属
機
関
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
理
事
の
人
数
も
オ
テ
ル
・
デ
ュ
よ
り
多
め
の
定
数
で
あ
り
、
調
整
機
関
と
し
て
の
総
務
会
が
必
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

総
務
会
で
は
こ
れ
ら
の
機
関
全
体
に
関
わ
る
問
題
が
討
議
さ
れ
方
針
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
下
で
各
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理

事
が
機
能
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ピ
タ
ル
を
担
当
す
る
理
事
は
「
コ
ミ
セ
ー
ルcom

m
issaire

」
と
呼
ば
れ
、

二
六
人
の
理
事
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
。
担
当
理
事
は
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
は
七
名
、
ピ
テ
ィ
エ
館
は
九
名
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館

は
六
名
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
個
別
事
務
局bureau

particulier

」
会
議
を
開
い
て
、
各
館
の
抱
え
る
問
題
を
討
議
し
、
そ

の
内
容
を
総
務
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

総
務
会
は
当
初
は
週
二
回
ほ
ど
、
ピ
テ
ィ
エ
館
と
大
司
教
宅
で
交
互
に
開
催
さ
れ
、
各
館
の
幹
部
職
員
の
人
事
、
食
糧
事
情
、
新

築
や
大
規
模
修
繕
の
有
無
、
寄
附
や
遺
贈
金
の
受
入
れ
、
借
入
金
や
係
争
裁
判
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
だ
が
、

一
六
九
〇
年
代
以
降
は
大
司
教
宅
で
の
総
務
会
は
次
第
に
開
か
れ
な
く
な
っ
た
。[Estienne,p.387]

そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な

い
。
専
ら
ピ
テ
ィ
エ
館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
云
う
な
ら
、
理
事
の
欠
員
補
充
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
理
事
職
は
任
期

の
な
い
終
身
職inam

ovibilité
で
あ
り
、
誰
か
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
理
事
会
が
適
任
者
を
選
ん
で
補
充
す
る
慣
例
だ
っ
た
。

実
際
に
は
病
気
な
ど
健
康
上
の
理
由
や
、
業
務
多
忙
の
理
由
で
辞
任
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
補
充
さ
れ
な
か
っ

た
。
当
初
は
二
六
名
い
た
理
事
が
一
七
二
〇
年
頃
に
は
二
二
名
に
減
っ
た
と
い
う(û6)。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
総
務
会
の
役
割
が

減
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
事
務
局
会
議
が
自
立
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

当
初
の
理
事
の
顔
ぶ
れ
は
大
別
す
れ
ば
、
政
治
権
力
の
中
枢
を
担
う
高
位
高
官
と
、
パ
リ
の
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
か
ら
成
っ
て

い
た
。
前
者
は
、
会
計
法
院
や
租
税
法
院
の
評
議
員conseiller

、
国
王
の
司
厨
長
、
国
務
会
議
の
評
議
員
、
高
等
法
院
の
弁
護
士

な
ど
で
あ
り
、
後
者
は
大
商
人
な
ど
の
実
業
家
、
市
参
事
会
員
な
ど
で
、
誠
実
、
正
直
と
評
判
の
高
い
者
が
選
ば
れ
た
。[B

oucher,

(û6
)
こ
の
数
は[C

arrez,p.46]

に
拠
る
の
だ
が
、[Estienne,p.385]

で
は
一
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
三
館
の

担
当
理
事
を
併
せ
る
と
丁
度
二
二
名
に
な
る
の
で
、
疑
問
で
あ
る
。
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p.95]

そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
創
設
に
尽
力
し
た
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
信
心
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一

一
人
も
い
た
こ
と
で
あ
る[V

essier,p.56] (û7
)
他
は
、
す
べ
て
世
俗
信
徒
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

理
事
会
は
一
六
五
六
年
王
令
で
絶
大
な
権
限
と
特
権
を
賦
与
さ
れ
た
。
パ
リ
の
乞
食
に
対
し
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
入

所
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、「
監
視
し
認
知
し
、
取
り
締
ま
り
、
裁
判
し
た
う
え
で
矯
正
し
処
罰
す
る
権
限
」
を
有
し
た
。

こ
の
た
め
武
器
を
携
行
す
る
巡
邏
を
擁
す
る
こ
と
や
、
拘
留
し
た
乞
食
・
流
民
、
犯
罪
者
や
凶
暴
な
精
神
病
者
に
、
拷
問
や
体
罰
を

科
す
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
、
晒
台
、
鉄
製
の
足
枷
や
鉄
球
、
首
枷
、
地
下
牢
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
宏
大

な
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
、
警
察
権
と
裁
判
権
、
懲
罰
権
を
も
ち
石
塀
で
囲
わ
れ
た
、
さ

な
が
ら
パ
リ
の
中
に
あ
る
一
つ
の
「
都
市cité

」
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
権
限
は
王
権
で
も
容
易
に
容
喙
で
き
な
い
聖
域
で
あ
っ

た
。理

事
は
名
誉
職
で
あ
り
無
報
酬
だ
っ
た
が
、
そ
の
見
返
り
に
、
兵
士
へ
の
宿
提
供
の
免
除
、
後
見
や
財
産
管
理
の
免
除
、
夜
警
や

歩
ḗ
義
務
の
免
除
な
ど
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
自
体
も
、
夜
警
・
守
衛
・
城
壁
修
理
や
道
路
舗
装

な
ど
の
義
務
を
免
除
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
免
税
特
権
も
享
受
で
き
た
。
主
な
も
の
で
は
、
オ
ピ
タ
ル
が
消
費
す
る
す
べ
て
の
食
糧
・

日
用
品
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
手
段
で
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
入
市
税
を
免
れ
た
。
但
し
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
は
自
家
消
費
分
千

ミ
ュ
イ
（
約
二
七
〇
㎘
）
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
免
税
特
権
の
対
象
外
だ
っ
た
。
ま
た
、
塩
も
自
家
消
費

分
四
ミ
ュ
イ
（
七
四
八
〇
ℓ
）
ま
で
は
免
税
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
保
有
す
る
領
地
に
係
る
補
償
金
や
償
却
へ
の
税
金
や
、
工
房
に

係
る
地
租
、
関
税
、
消
費
税
も
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。[Estienne,p.743]

[B
oucher,p.97]

[C
arrez,p.50]

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
理
事
た
ち
は
毎
週
金
曜
日
に
会
議
を
開
い
て
、
入
所
者
名
簿registre

を
点
検
し
、
事
務
長
の
報
告
を
聞
い
た

が
、
実
質
的
に
館
の
切
り
盛
り
を
し
た
の
は
事
務
長
で
あ
っ
た
。
事
務
長
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
「
エ
コ
ノ
ムéconom

e
」
と
呼
ば

れ
た
が(û8)、
か
れ
も
ま
た
無
報
酬
で
、
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
か
地
元
の
富
裕
な
名
望
家
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。

事
務
長
は
、
食
糧
な
ど
物
資
の
購
入
と
支
払
い
、
財
産
の
管
理
、
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
監
督
、
工
房
で
の
資
材
購
入
や
作
業
管
理
な
ど

幅
広
い
業
務
を
、
補
佐
役
二
人
を
使
っ
て
担
っ
た
。

事
務
長
と
並
ん
で
大
き
な
権
限
を
も
っ
た
の
が
、「
女
性
院
長la

supérieure
des

officières

」
で
あ
っ
た
。
当
初
は
サ
ル
ペ
ト
リ

エ
ー
ル
館
に
在
籍
す
る
女
性
院
長
が
ピ
テ
ィ
エ
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
三
館
す
べ
て
を
独
り
で
統
轄
し
て
い
た
が
、
一
七
二
三
年

頃
に
各
館
そ
れ
ぞ
れ
に
女
性
院
長
が
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
院
長
は
す
べ
て
の
入
所
者
と
女
性
職
員
を
監
督
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
購
入
物
資
と
く
に
食
糧
の
細
々
と
し
た
材
料
や
用
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
な
か
で
入
所
者
の
世
話
に
当
た
る
女
性
は
、
軍
隊
風
に
「
士
官officière

」、「
下
士
官sous-officière

」
と
い
う
呼

称
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
下
位
職
員
と
し
て
「
監
視
役
家
政
婦gouvernante

」
や
雑
役
婦
が
い
た
。「
士
官
シ
ス
タ
ー
」
に
選
ば
れ

る
条
件
は
、
入
所
時
に
二
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
独
身
女
性
か
、
子
ど
も
一
人
Ἤ
の
寡
婦
で
、
読
み
書
き
計
算
の
で
き
る
健
康
で

「
悪
い
ᷚ
」
の
な
い
女
性
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
二
〇
名
ほ
ど
の
士
官
シ
ス
タ
ー
が
い
た
が
、
そ
の
人
事
権
を

も
っ
て
い
た
の
は
女
性
院
長
で
、
下
士
官
シ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
、
右
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、
自
分
の
眼
鏡
に
叶
う
も
の
を
選
び
、

(û7
)
一
七
二
〇
年
現
在
の
理
事
二
二
名
の
社
会
的
属
性
を
見
る
と
、
パ
リ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
伸
張
が
窺
え
る
。
金
融
業
者
四
名
、
弁
護
士
五

名
、
総
徴
税
請
負
人
二
名
で
あ
り
、
控
訴
院
な
ど
の
検
事
は
四
名
だ
っ
た
。[C

arrez,p.46]

(û8
)
｢エ
コ
ノ
ムéconom

e

」
と
い
う
の
は
他
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
「
会
計
係
、
出
納
係
」
を
指
し
た
が
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
「
事
務
方
の

長
」
を
指
し
た
。
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p.95]

そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
創
設
に
尽
力
し
た
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
信
心
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一

一
人
も
い
た
こ
と
で
あ
る[V

essier,p.56] (û7
)
他
は
、
す
べ
て
世
俗
信
徒
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

理
事
会
は
一
六
五
六
年
王
令
で
絶
大
な
権
限
と
特
権
を
賦
与
さ
れ
た
。
パ
リ
の
乞
食
に
対
し
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
入

所
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、「
監
視
し
認
知
し
、
取
り
締
ま
り
、
裁
判
し
た
う
え
で
矯
正
し
処
罰
す
る
権
限
」
を
有
し
た
。

こ
の
た
め
武
器
を
携
行
す
る
巡
邏
を
擁
す
る
こ
と
や
、
拘
留
し
た
乞
食
・
流
民
、
犯
罪
者
や
凶
暴
な
精
神
病
者
に
、
拷
問
や
体
罰
を

科
す
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
、
晒
台
、
鉄
製
の
足
枷
や
鉄
球
、
首
枷
、
地
下
牢
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
宏
大

な
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
、
警
察
権
と
裁
判
権
、
懲
罰
権
を
も
ち
石
塀
で
囲
わ
れ
た
、
さ

な
が
ら
パ
リ
の
中
に
あ
る
一
つ
の
「
都
市cité

」
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
権
限
は
王
権
で
も
容
易
に
容
喙
で
き
な
い
聖
域
で
あ
っ

た
。理

事
は
名
誉
職
で
あ
り
無
報
酬
だ
っ
た
が
、
そ
の
見
返
り
に
、
兵
士
へ
の
宿
提
供
の
免
除
、
後
見
や
財
産
管
理
の
免
除
、
夜
警
や

歩
ḗ
義
務
の
免
除
な
ど
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
自
体
も
、
夜
警
・
守
衛
・
城
壁
修
理
や
道
路
舗
装

な
ど
の
義
務
を
免
除
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
免
税
特
権
も
享
受
で
き
た
。
主
な
も
の
で
は
、
オ
ピ
タ
ル
が
消
費
す
る
す
べ
て
の
食
糧
・

日
用
品
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
手
段
で
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
入
市
税
を
免
れ
た
。
但
し
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
は
自
家
消
費
分
千

ミ
ュ
イ
（
約
二
七
〇
㎘
）
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
免
税
特
権
の
対
象
外
だ
っ
た
。
ま
た
、
塩
も
自
家
消
費

分
四
ミ
ュ
イ
（
七
四
八
〇
ℓ
）
ま
で
は
免
税
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
保
有
す
る
領
地
に
係
る
補
償
金
や
償
却
へ
の
税
金
や
、
工
房
に

係
る
地
租
、
関
税
、
消
費
税
も
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。[Estienne,p.743]

[B
oucher,p.97]

[C
arrez,p.50]

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
理
事
た
ち
は
毎
週
金
曜
日
に
会
議
を
開
い
て
、
入
所
者
名
簿registre

を
点
検
し
、
事
務
長
の
報
告
を
聞
い
た

が
、
実
質
的
に
館
の
切
り
盛
り
を
し
た
の
は
事
務
長
で
あ
っ
た
。
事
務
長
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
「
エ
コ
ノ
ムéconom

e

」
と
呼
ば

れ
た
が(û8)、
か
れ
も
ま
た
無
報
酬
で
、
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
か
地
元
の
富
裕
な
名
望
家
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。

事
務
長
は
、
食
糧
な
ど
物
資
の
購
入
と
支
払
い
、
財
産
の
管
理
、
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
監
督
、
工
房
で
の
資
材
購
入
や
作
業
管
理
な
ど

幅
広
い
業
務
を
、
補
佐
役
二
人
を
使
っ
て
担
っ
た
。

事
務
長
と
並
ん
で
大
き
な
権
限
を
も
っ
た
の
が
、「
女
性
院
長la

supérieure
des

officières

」
で
あ
っ
た
。
当
初
は
サ
ル
ペ
ト
リ

エ
ー
ル
館
に
在
籍
す
る
女
性
院
長
が
ピ
テ
ィ
エ
館
や
ビ
セ
ー
ト
ル
館
な
ど
三
館
す
べ
て
を
独
り
で
統
轄
し
て
い
た
が
、
一
七
二
三
年

頃
に
各
館
そ
れ
ぞ
れ
に
女
性
院
長
が
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
院
長
は
す
べ
て
の
入
所
者
と
女
性
職
員
を
監
督
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
購
入
物
資
と
く
に
食
糧
の
細
々
と
し
た
材
料
や
用
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
な
か
で
入
所
者
の
世
話
に
当
た
る
女
性
は
、
軍
隊
風
に
「
士
官officière

」、「
下
士
官sous-officière

」
と
い
う
呼

称
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
下
位
職
員
と
し
て
「
監
視
役
家
政
婦gouvernante

」
や
雑
役
婦
が
い
た
。「
士
官
シ
ス
タ
ー
」
に
選
ば
れ

る
条
件
は
、
入
所
時
に
二
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
独
身
女
性
か
、
子
ど
も
一
人
Ἤ
の
寡
婦
で
、
読
み
書
き
計
算
の
で
き
る
健
康
で

「
悪
い
ᷚ
」
の
な
い
女
性
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
二
〇
名
ほ
ど
の
士
官
シ
ス
タ
ー
が
い
た
が
、
そ
の
人
事
権
を

も
っ
て
い
た
の
は
女
性
院
長
で
、
下
士
官
シ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
、
右
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、
自
分
の
眼
鏡
に
叶
う
も
の
を
選
び
、

(û7
)
一
七
二
〇
年
現
在
の
理
事
二
二
名
の
社
会
的
属
性
を
見
る
と
、
パ
リ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
伸
張
が
窺
え
る
。
金
融
業
者
四
名
、
弁
護
士
五

名
、
総
徴
税
請
負
人
二
名
で
あ
り
、
控
訴
院
な
ど
の
検
事
は
四
名
だ
っ
た
。[C

arrez,p.46]

(û8
)
｢エ
コ
ノ
ムéconom

e

」
と
い
う
の
は
他
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
「
会
計
係
、
出
納
係
」
を
指
し
た
が
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
は
「
事
務
方
の

長
」
を
指
し
た
。
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三
か
月
の
試
用
期
間
を
経
て
士
官
シ
ス
タ
ー
に
選
任
し
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
殆
ど
が
叩
き
上
げ
だ
っ
た
。
彼
女
ら
は

す
べ
て
黒
の
ラ
シ
ャ
地
の
制
服
を
着
て
い
た
が
、
一
目
で
ク
ラ
ス
が
判
る
よ
う
に
、
士
官
シ
ス
タ
ー
は
黒
い
縁
な
し
帽
を
、
下
士
官

シ
ス
タ
ー
は
白
の
「
紐
付
き
の
帽
子béguin

」
を
被
っ
た
。

士
官
シ
ス
タ
ー
は
館
内
に
個
室
を
与
え
ら
れ
た
が
、
毎
朝
五
時
半
に
院
長
室
に
集
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
昨
日
起
き
た
事

ど
も
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
昼
食
と
夕
食
後
に
も
同
じ
く
こ
こ
に
戻
り
、
逐
次
報
告
し
た
。
食
事
も
第
一
食

堂
で
、
院
長
ら
と
特
別
な
メ
ニ
ュ
を
会
食
す
る
待
遇
を
得
た
。
つ
ま
り
彼
女
た
ち
は
上
級
管
理
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.

41]
[D
elam

are,p.33]

注
意
す
べ
き
は
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
士
官
シ
ス
タ
ー
や
下
士
官
シ
ス
タ
ー
は
、
通
常
は
「
シ
ス
タ
ー
（
修
道

女
）soeur

」
と
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
修
道
女
会
に
属
す
る
聖
職
者
で
は
な
く
、
世
俗
信
徒
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
敬
伲

な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
っ
た
か
ら
、
と
き
に
不
幸
な
入
所
者
た
ち
に
霊
的
救
済
を
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
施
設
付
き

司
祭
（
チ
ャ
プ
レ
ンchaplain

）
と
の
間
に
軋
轢
や
不
和
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。（
後
述
）

彼
女
た
ち
の
下
に
入
所
者
の
世
話
に
当
た
る
「
監
視
役
家
政
婦
」
や
雑
役
婦
（
夫
）
が
い
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
六
～
七
の
区
画

em
plois

に
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
時
代
と
共
に
変
動
す
る
の
だ
が
、
革
命
前
夜
に
は
凡
そ
三
〇
〇
人
だ
っ
た(û9)。
そ
の
時
点
で
の

収
容
者
は
約
三
千
人
だ
か
ら
決
し
て
多
い
と
は
云
え
な
い
。
彼
ら
も
住
み
込
み
で
食
事
と
ベ
ッ
ド
を
与
え
ら
れ
た
が
、
給
金
は
ᷮ
か

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
か
、
前
述
の
よ
う
に
仕
事
に
精
勤
し
な
い
者
が
目
立
ち
、
中
に
は
入
所
者
の
食
事
を
巧
に
へ
ず
っ
て
は
転
売
し

た
り
、
逆
に
多
め
に
食
事
を
盛
っ
て
袖
の
下
を
貰
う
不
心
得
者
も
い
た
。

余
談
だ
が
、
下
位
職
員
の
な
か
に
は
「
虱
取
り
」
と
か
皮
膚
病
患
者
の
「
軟
ߣ
塗
り
」
な
ど
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
い
た
。「
軟
ߣ

塗
り
」
は
毎
日
三
〇
人
か
ら
五
〇
人
の
患
者
を
擦
っ
て
や
る
の
で
へ
と
へ
と
に
消
耗
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
一
八
世
紀
末
に
は
給
金

が
四
八
リ
ー
ヴ
ル
か
ら
七
二
リ
ー
ヴ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
第
二
食
堂
で
の
食
事
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.34]

専
門
職
と
し
て
の
医
師
と
聖
職
者
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
病
院
で
は
な
い
と
い
う
建
前

か
ら
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。
一
六
五
六
年
王
令
は
、
街
の
外
科
医
ギ
ル
ド
と
薬
剤
師
ギ
ル
ド
に
対
し
て
、
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
無
償
で
弟
子
の
徒
弟
を
送
っ
て
世
話
を
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
こ
れ
を
促
す
た
め
に
、
オ
ピ
タ
ル
で
こ
の

徒
弟
ら
が
六
年
間
修
業
を
積
め
ば
、
親
方
試
験
と
多
額
の
受
験
料
を
免
除
し
て
親
方
資
格
を
与
え
る
と
の
特
典
を
約
束
し
て
奨
励
し

た
。[Im

bert,p.180]

当
初
は
こ
れ
に
応
ず
る
ギ
ル
ド
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
入
所
者
が
急
病
に
罹
っ
た

と
き
は
、
担
架
や
荷
馬
車
で
病
人
を
街
中
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
運
ん
で
手
当
を
し
て
貰
っ
た
。
し
か
し
運
搬
人
も
年
寄
り
だ
っ
た

り
、
サ
ボ
リ
癖
の
あ
る
も
の
だ
と
途
中
で
休
む
こ
と
が
あ
り
、
病
状
が
悪
化
し
て
亡
く
な
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
パ
リ
の
貧
民
医
療
に
ご
く
ᷮ
か
だ
が
改
善
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
パ
リ
大
学
医
学
部
の
教
授
兼
医
師

た
ち
が
、
市
内
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
そ
の
附
属
機
関
に
、
医
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
一
手
に
派
遣

す
る
特
権
と
義
務
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.115]

医
師
は
当
初
は
年
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
後
に
千
リ
ー
ヴ
ル
の
報

(û9
)
前
述
の
精
神
障
害
者
を
収
容
す
る
「
新
棟
」
サ
ン
・
プ
リ
区
画
に
は
収
容
者
五
四
二
人
に
対
し
職
員
は
四
二
人
で
あ
り
、
性
病
患
者
を

擁
す
る
「
サ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
」
の
区
画
に
は
患
者
七
五
五
人
に
対
し
職
員
は
四
七
名
だ
っ
た
。[B

ru,p.368]

と
こ
ろ
で
、
歴
史
家
に
よ

り
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
区
画
）
の
名
前
と
数
が
一
致
し
な
い
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
増
改
築
が
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
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三
か
月
の
試
用
期
間
を
経
て
士
官
シ
ス
タ
ー
に
選
任
し
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
殆
ど
が
叩
き
上
げ
だ
っ
た
。
彼
女
ら
は

す
べ
て
黒
の
ラ
シ
ャ
地
の
制
服
を
着
て
い
た
が
、
一
目
で
ク
ラ
ス
が
判
る
よ
う
に
、
士
官
シ
ス
タ
ー
は
黒
い
縁
な
し
帽
を
、
下
士
官

シ
ス
タ
ー
は
白
の
「
紐
付
き
の
帽
子béguin

」
を
被
っ
た
。

士
官
シ
ス
タ
ー
は
館
内
に
個
室
を
与
え
ら
れ
た
が
、
毎
朝
五
時
半
に
院
長
室
に
集
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
昨
日
起
き
た
事

ど
も
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
昼
食
と
夕
食
後
に
も
同
じ
く
こ
こ
に
戻
り
、
逐
次
報
告
し
た
。
食
事
も
第
一
食

堂
で
、
院
長
ら
と
特
別
な
メ
ニ
ュ
を
会
食
す
る
待
遇
を
得
た
。
つ
ま
り
彼
女
た
ち
は
上
級
管
理
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.

41]
[D
elam

are,p.33]

注
意
す
べ
き
は
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
士
官
シ
ス
タ
ー
や
下
士
官
シ
ス
タ
ー
は
、
通
常
は
「
シ
ス
タ
ー
（
修
道

女
）soeur

」
と
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
修
道
女
会
に
属
す
る
聖
職
者
で
は
な
く
、
世
俗
信
徒
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
敬
伲

な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
っ
た
か
ら
、
と
き
に
不
幸
な
入
所
者
た
ち
に
霊
的
救
済
を
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
施
設
付
き

司
祭
（
チ
ャ
プ
レ
ンchaplain

）
と
の
間
に
軋
轢
や
不
和
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。（
後
述
）

彼
女
た
ち
の
下
に
入
所
者
の
世
話
に
当
た
る
「
監
視
役
家
政
婦
」
や
雑
役
婦
（
夫
）
が
い
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
六
～
七
の
区
画

em
plois

に
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
時
代
と
共
に
変
動
す
る
の
だ
が
、
革
命
前
夜
に
は
凡
そ
三
〇
〇
人
だ
っ
た(û9)。
そ
の
時
点
で
の

収
容
者
は
約
三
千
人
だ
か
ら
決
し
て
多
い
と
は
云
え
な
い
。
彼
ら
も
住
み
込
み
で
食
事
と
ベ
ッ
ド
を
与
え
ら
れ
た
が
、
給
金
は
ᷮ
か

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
か
、
前
述
の
よ
う
に
仕
事
に
精
勤
し
な
い
者
が
目
立
ち
、
中
に
は
入
所
者
の
食
事
を
巧
に
へ
ず
っ
て
は
転
売
し

た
り
、
逆
に
多
め
に
食
事
を
盛
っ
て
袖
の
下
を
貰
う
不
心
得
者
も
い
た
。

余
談
だ
が
、
下
位
職
員
の
な
か
に
は
「
虱
取
り
」
と
か
皮
膚
病
患
者
の
「
軟
ߣ
塗
り
」
な
ど
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
い
た
。「
軟
ߣ

塗
り
」
は
毎
日
三
〇
人
か
ら
五
〇
人
の
患
者
を
擦
っ
て
や
る
の
で
へ
と
へ
と
に
消
耗
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
一
八
世
紀
末
に
は
給
金

が
四
八
リ
ー
ヴ
ル
か
ら
七
二
リ
ー
ヴ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
第
二
食
堂
で
の
食
事
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.34]

専
門
職
と
し
て
の
医
師
と
聖
職
者
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
病
院
で
は
な
い
と
い
う
建
前

か
ら
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。
一
六
五
六
年
王
令
は
、
街
の
外
科
医
ギ
ル
ド
と
薬
剤
師
ギ
ル
ド
に
対
し
て
、
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
無
償
で
弟
子
の
徒
弟
を
送
っ
て
世
話
を
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
こ
れ
を
促
す
た
め
に
、
オ
ピ
タ
ル
で
こ
の

徒
弟
ら
が
六
年
間
修
業
を
積
め
ば
、
親
方
試
験
と
多
額
の
受
験
料
を
免
除
し
て
親
方
資
格
を
与
え
る
と
の
特
典
を
約
束
し
て
奨
励
し

た
。[Im

bert,p.180]

当
初
は
こ
れ
に
応
ず
る
ギ
ル
ド
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
入
所
者
が
急
病
に
罹
っ
た

と
き
は
、
担
架
や
荷
馬
車
で
病
人
を
街
中
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
運
ん
で
手
当
を
し
て
貰
っ
た
。
し
か
し
運
搬
人
も
年
寄
り
だ
っ
た

り
、
サ
ボ
リ
癖
の
あ
る
も
の
だ
と
途
中
で
休
む
こ
と
が
あ
り
、
病
状
が
悪
化
し
て
亡
く
な
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
パ
リ
の
貧
民
医
療
に
ご
く
ᷮ
か
だ
が
改
善
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
パ
リ
大
学
医
学
部
の
教
授
兼
医
師

た
ち
が
、
市
内
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
そ
の
附
属
機
関
に
、
医
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
一
手
に
派
遣

す
る
特
権
と
義
務
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。[R

ichard,p.115]

医
師
は
当
初
は
年
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
後
に
千
リ
ー
ヴ
ル
の
報

(û9
)
前
述
の
精
神
障
害
者
を
収
容
す
る
「
新
棟
」
サ
ン
・
プ
リ
区
画
に
は
収
容
者
五
四
二
人
に
対
し
職
員
は
四
二
人
で
あ
り
、
性
病
患
者
を

擁
す
る
「
サ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
」
の
区
画
に
は
患
者
七
五
五
人
に
対
し
職
員
は
四
七
名
だ
っ
た
。[B

ru,p.368]

と
こ
ろ
で
、
歴
史
家
に
よ

り
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
区
画
）
の
名
前
と
数
が
一
致
し
な
い
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
増
改
築
が
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
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酬
を
受
け
取
り
、
週
二
回
各
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
回
診
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
市
内
か
ら
遠
い
の

で
馬
車
の
利
用
も
許
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ル
ー
ル
通
り
に
施
行
さ
れ
た
と
は
云
え
な
い
よ
う
だ
。
件
の
教
授
兼
内
科
医
は
オ
ピ

タ
ル
で
の
貧
民
医
療
よ
り
も
、
パ
リ
市
内
に
い
る
自
分
の
顧
客
の
往
診
に
熱
心
だ
っ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.108]

こ
れ
と
は
別
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
住
み
込
み
の
外
科
医
研
修
医
と
数
名
の
医
学
生
と
見
習
い
が
い
た
。
外

科
医
研
修
医
は
俸
給
を
年
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
第
一
食
堂
で
食
事
を
摂
れ
る
特
権
を
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
俸
給
は
実
は
か
れ
の
馬

車
馬
の
㕒
料
に
消
え
た
か
ら
、
か
れ
も
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
診
察
を
大
急
ぎ
で
終
え
て
毎
日
パ
リ
市
内
の
自
分
の
顧
客
の
往

診
に
馬
車
で
出
か
け
た
と
い
う
。[R

ichard,p.123]

本
当
に
患
者
を
診
察
し
医
療
ケ
ア
を
行
う
医
師
は
ピ
ネ
ル
を
も
っ
て
そ
の
嚆

矢
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
お
い
て
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
入
所
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
は

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
云
え
る
。

次
に
聖
職
者
に
つ
い
て
。
一
六
五
六
年
王
令
は
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
信
心
会
の
考
え
を
尊
重
し
て
、
入
所
者
の
霊
的
救
済
を
殊
の

外
重
視
し
、
そ
の
任
務
を
聖
職
者
に
託
し
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
、
一
六
六
八
年
に
は
高
名
な
建
築
家
ル
ヴ
ォ
ー
に
よ
る
立
派
な

教
会
が
建
立
さ
れ
、
さ
ら
に
各
区
画
に
は
チ
ャ
ペ
ル
が
造
ら
れ
た
。
そ
こ
に
各
々
一
人
の
司
祭
が
配
属
さ
れ
て
、
教
会
の
傍
ら
に
建

て
ら
れ
た
専
門
の
館
に
居
住
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
半
ば
に
は
六
名
の
司
祭
が
、
聖
務
日
課
表
に
従
い
、
朝
夕
の
決
ま
っ
た
時
間
の

祈
り
、
午
前
と
午
後
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
ミ
サ
、
日
曜
・
祭
日
の
大
ミ
サ
や
説
教
な
ど
に
入
所
者
を
誘イ

ザ
ナ

っ
た
。
病
気
で
起
き
上
が
れ

な
い
入
所
者
も
日
曜
日
の
ミ
サ
と
晩
課
に
は
、
介
護
者
の
付
き
添
い
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
旬
節

カ
レ
ー
ム

や
待
降
節
に
は
パ
リ

か
ら
高
名
な
聖
職
者
を
招
い
て
祈
り
と
祭
事
を
お
こ
な
っ
た
。[R

ichard,p.44]

司
祭
の
重
視
す
る
務
め
は
告
解
と
秘
蹟
だ
っ
た
。
罪
を
犯
し
た
囚
人
た
ち
に
、
罪
の
悔
い
改
め
を
促
す
告
解
は
と
く
に
重
視
さ
れ

た
。
幾
つ
か
あ
る
秘
蹟
の
な
か
で
は
、「
終
油
」
つ
ま
り
「
病
者
の
塗
油onction

」
が
大
事
な
聖
務
だ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
で
は
ど
こ
も
そ
う
だ
が
、「
善
き
貧
民
」
の
大
部
分
は
病
弱
な
高
齢
者
で
亡
く
な
る
者
も
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
入

所
者
や
囚
人
が
亡
く
な
る
と
そ
の
埋
葬
を
お
こ
な
い
、
と
き
に
は
彼
ら
の
遺
言
書
作
り
な
ど
公
証
人
の
仕
事
も
し
た
。
併
せ
て
、
教

理
問
答
形
式
に
よ
る
子
ど
も
ら
へ
の
初
等
教
育
を
施
し
、
ま
た
矯
正
棟
に
い
る
少
年
の
中
か
ら
優
秀
な
者
二
〇
人
を
選
ん
で
少
年
聖

歌
隊
を
編
成
し
、
宗
教
儀
式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
六
名
の
司
祭
た
ち
束
ね
る
の
は
「
主
任
司
祭recteur

」
で
、
初
め
は
女
性
院
長
と
同
じ
く
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ

ー
ル
館
に
在
籍
す
る
一
人
の
主
任
司
祭
が
、
ピ
テ
ィ
エ
館
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
含
む
三
館
を
統
べ
て
い
た
の
だ
が
、
一
八
世
紀
の
あ

る
時
点
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
一
人
の
主
任
司
祭
が
配
属
さ
れ
た
。
主
任
司
祭
を
選
任
す
る
権
限
は
規
則
の
上
で
は
総
務
会
に
あ

り
、
こ
れ
を
パ
リ
大
司
教
が
追
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
力
関
係
が
逆
転
し
て
い
た
。
つ
ま
り
パ
リ
大
司
教
が
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
聖
職
者
に
絶
大
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
。
だ
か
ら
現
場
で
は
日
頃
か
ら
司
祭
と
理
事
会
の
折
り
合
い
は

好
く
な
か
っ
た
。
理
事
会
メ
ン
バ
ー
が
世
俗
信
徒
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
一
半
の
理
由
だ
が
、
こ
こ
に
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派

対
立
が
絡
ん
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

一
七
四
八
年
頃
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
聖
職
者
と
「
監
視
役
家
政
婦
」
た
ち
と
の
間
で
争
い
が
生
じ
た
。
司
祭
は
彼
女
た
ち
が
ジ
ャ

ン
セ
ニ
ス
ト
だ
と
し
て
館
か
ら
追
放
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
聖
歌
隊
を
指
導
す
る
主
任
司
祭
の
人
選
に
大
司
教
が
介
入
し
、
こ

れ
ま
で
の
司
祭
を
更
迭
し
、
腹
心
の
司
祭
を
送
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
家
政
婦
と
同
じ
理
由
、
つ

ま
り
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
一
七
四
九
年
に
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館

の
女
性
院
長
の
人
事
を
巡
っ
て
、
大
司
教
と
理
事
会
、
高
等
法
院
、
国
王
を
巻
き
込
む
事
件
が
起
こ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
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酬
を
受
け
取
り
、
週
二
回
各
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
回
診
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
市
内
か
ら
遠
い
の

で
馬
車
の
利
用
も
許
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ル
ー
ル
通
り
に
施
行
さ
れ
た
と
は
云
え
な
い
よ
う
だ
。
件
の
教
授
兼
内
科
医
は
オ
ピ

タ
ル
で
の
貧
民
医
療
よ
り
も
、
パ
リ
市
内
に
い
る
自
分
の
顧
客
の
往
診
に
熱
心
だ
っ
た
と
い
う
。[D

elam
are,p.108]

こ
れ
と
は
別
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
住
み
込
み
の
外
科
医
研
修
医
と
数
名
の
医
学
生
と
見
習
い
が
い
た
。
外

科
医
研
修
医
は
俸
給
を
年
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
第
一
食
堂
で
食
事
を
摂
れ
る
特
権
を
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
俸
給
は
実
は
か
れ
の
馬

車
馬
の
㕒
料
に
消
え
た
か
ら
、
か
れ
も
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
診
察
を
大
急
ぎ
で
終
え
て
毎
日
パ
リ
市
内
の
自
分
の
顧
客
の
往

診
に
馬
車
で
出
か
け
た
と
い
う
。[R

ichard,p.123]

本
当
に
患
者
を
診
察
し
医
療
ケ
ア
を
行
う
医
師
は
ピ
ネ
ル
を
も
っ
て
そ
の
嚆

矢
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
お
い
て
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
入
所
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
は

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
云
え
る
。

次
に
聖
職
者
に
つ
い
て
。
一
六
五
六
年
王
令
は
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
信
心
会
の
考
え
を
尊
重
し
て
、
入
所
者
の
霊
的
救
済
を
殊
の

外
重
視
し
、
そ
の
任
務
を
聖
職
者
に
託
し
た
。
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
は
、
一
六
六
八
年
に
は
高
名
な
建
築
家
ル
ヴ
ォ
ー
に
よ
る
立
派
な

教
会
が
建
立
さ
れ
、
さ
ら
に
各
区
画
に
は
チ
ャ
ペ
ル
が
造
ら
れ
た
。
そ
こ
に
各
々
一
人
の
司
祭
が
配
属
さ
れ
て
、
教
会
の
傍
ら
に
建

て
ら
れ
た
専
門
の
館
に
居
住
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
半
ば
に
は
六
名
の
司
祭
が
、
聖
務
日
課
表
に
従
い
、
朝
夕
の
決
ま
っ
た
時
間
の

祈
り
、
午
前
と
午
後
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
ミ
サ
、
日
曜
・
祭
日
の
大
ミ
サ
や
説
教
な
ど
に
入
所
者
を
誘イ

ザ
ナ

っ
た
。
病
気
で
起
き
上
が
れ

な
い
入
所
者
も
日
曜
日
の
ミ
サ
と
晩
課
に
は
、
介
護
者
の
付
き
添
い
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
旬
節

カ
レ
ー
ム

や
待
降
節
に
は
パ
リ

か
ら
高
名
な
聖
職
者
を
招
い
て
祈
り
と
祭
事
を
お
こ
な
っ
た
。[R

ichard,p.44]

司
祭
の
重
視
す
る
務
め
は
告
解
と
秘
蹟
だ
っ
た
。
罪
を
犯
し
た
囚
人
た
ち
に
、
罪
の
悔
い
改
め
を
促
す
告
解
は
と
く
に
重
視
さ
れ

た
。
幾
つ
か
あ
る
秘
蹟
の
な
か
で
は
、「
終
油
」
つ
ま
り
「
病
者
の
塗
油onction

」
が
大
事
な
聖
務
だ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
で
は
ど
こ
も
そ
う
だ
が
、「
善
き
貧
民
」
の
大
部
分
は
病
弱
な
高
齢
者
で
亡
く
な
る
者
も
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
入

所
者
や
囚
人
が
亡
く
な
る
と
そ
の
埋
葬
を
お
こ
な
い
、
と
き
に
は
彼
ら
の
遺
言
書
作
り
な
ど
公
証
人
の
仕
事
も
し
た
。
併
せ
て
、
教

理
問
答
形
式
に
よ
る
子
ど
も
ら
へ
の
初
等
教
育
を
施
し
、
ま
た
矯
正
棟
に
い
る
少
年
の
中
か
ら
優
秀
な
者
二
〇
人
を
選
ん
で
少
年
聖

歌
隊
を
編
成
し
、
宗
教
儀
式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
六
名
の
司
祭
た
ち
束
ね
る
の
は
「
主
任
司
祭recteur

」
で
、
初
め
は
女
性
院
長
と
同
じ
く
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ

ー
ル
館
に
在
籍
す
る
一
人
の
主
任
司
祭
が
、
ピ
テ
ィ
エ
館
と
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
含
む
三
館
を
統
べ
て
い
た
の
だ
が
、
一
八
世
紀
の
あ

る
時
点
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
一
人
の
主
任
司
祭
が
配
属
さ
れ
た
。
主
任
司
祭
を
選
任
す
る
権
限
は
規
則
の
上
で
は
総
務
会
に
あ

り
、
こ
れ
を
パ
リ
大
司
教
が
追
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
力
関
係
が
逆
転
し
て
い
た
。
つ
ま
り
パ
リ
大
司
教
が
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
聖
職
者
に
絶
大
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
。
だ
か
ら
現
場
で
は
日
頃
か
ら
司
祭
と
理
事
会
の
折
り
合
い
は

好
く
な
か
っ
た
。
理
事
会
メ
ン
バ
ー
が
世
俗
信
徒
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
一
半
の
理
由
だ
が
、
こ
こ
に
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派

対
立
が
絡
ん
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

一
七
四
八
年
頃
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
聖
職
者
と
「
監
視
役
家
政
婦
」
た
ち
と
の
間
で
争
い
が
生
じ
た
。
司
祭
は
彼
女
た
ち
が
ジ
ャ

ン
セ
ニ
ス
ト
だ
と
し
て
館
か
ら
追
放
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
聖
歌
隊
を
指
導
す
る
主
任
司
祭
の
人
選
に
大
司
教
が
介
入
し
、
こ

れ
ま
で
の
司
祭
を
更
迭
し
、
腹
心
の
司
祭
を
送
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
家
政
婦
と
同
じ
理
由
、
つ

ま
り
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
一
七
四
九
年
に
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館

の
女
性
院
長
の
人
事
を
巡
っ
て
、
大
司
教
と
理
事
会
、
高
等
法
院
、
国
王
を
巻
き
込
む
事
件
が
起
こ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

パリのオピタル・ジェネラル

─øøü(üù)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─øøû(üú)─



次
章
で
詳
述
す
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
云
え
ば
、
こ
の
間
、
高
等
法
院
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
た
ち
の
間
に
抜
き
が

た
い
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
と
、
こ
れ
を
排
除
し
た
い
パ
リ
大
司
教
と
国
王
が
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
の
院
長
人

事
で
対
立
し
、
大
司
教
と
国
王
の
意
思
が
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
余
波
を
受
け
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
の
司
祭

ブ
リ
エ
ン
ヌ
と
そ
の
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
が
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
だ
が
、
誠
に
残
念
な
が
ら
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
史
料
は
だ
い
ぶ
失

わ
れ
て
お
り
、
歴
史
研
究
者
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
で
い
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
ど
こ
で
も
、
原
則
と
し
て
自
主
財
源
に

よ
る
運
営
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
王
権
か
ら
も
教
会
権
力
か
ら
も
自
由
で
、
高
い
自
律
性
を
保
持
で
き
た
の
だ
の
だ
が
、
反
面
ど
こ
で

も
財
政
は
ṧ
迫
し
て
い
た
。
主
な
自
主
財
源
は
、
篤
信
家
の
高
位
高
官
、
貴
族
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
等
の
寄
附
や
遺
贈
金
だ
っ
た
。
古
い

起
源
を
も
つ
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
違
っ
て
、
一
七
世
紀
半
ば
に
創
設
さ
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
土
地
や
建
物
な
ど

の
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
運
用
益
た
る
地
代
や
地
租
、
貢
納
な
ど
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
王
権
は

恒
常
的
な
財
政
支
援
を
し
な
か
っ
た
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
賦
与
し
て
援
護
し
た
。
オ
ピ
タ
ル
が
購
入
す
る
物
品
に

は
入
市
税
を
免
除
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
一
部
を
与
え
て
い
た(ü0)。
ま
た
四
旬
節
の
期
間
オ
ピ
タ
ル
は
特
別
に
市
民
へ
の
食
肉
販
売

を
許
さ
れ
た
。
他
に
は
観
劇
税
や
馬
車
税
が
あ
る
。
一
六
九
九
年
か
ら
一
七
〇
一
年
に
か
け
て
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
な
ど
の
劇
場
の
観

覧
席
料
金
の
六
分
の
一
を
オ
ピ
タ
ル
へ
配
分
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
⁋
馬
車
や
貸
馬
車
一
台
当
た
り
三
ソ
ル
の
徴
収
分
、
さ
ら
に
富

籤
の
収
益
の
一
部
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
回
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
自
身
も
収
入
確
保
に
尽
力
し
た
。
王
令
で
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
有
料
入
所
者pensionnaires

」

を
可
能
な
限
り
入
所
さ
せ
た
し
、
館
内
に
酒
類
売
店cantine

を
設
け
て
、
ワ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
入
所
者
に
販
売
し
た
。
年
間

販
売
量
や
個
人
の
購
入
量
は
も
ち
ろ
ん
制
限
が
あ
っ
た
が
。
さ
ら
に
総
徴
税
請
負
人
に
も
館
内
に
煙
草
店
を
開
く
権
利
を
与
え
た
。

そ
こ
で
は
煙
草
の
他
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
市
価
よ
り
安
く
売
ら
れ
大
き
な
利
益
を
あ
げ
、
そ
の
一
部
は
オ
ピ
タ
ル
に
納
め
ら

れ
た
。
こ
れ
で
雑
役
婦
（
夫
）
た
ち
の
給
金
を
賄
っ
た
と
い
う
。
[Richard,p.

ûú]

と
こ
ろ
で
、
王
権
や
理
事
会
は
、
館
内
の
ア

ト
リ
エ
で
安
価
に
造
っ
た
繊
維
製
品
な
ど
を
販
売
し
て
何
ほ
ど
か
の
収
入
を
得
る
目
論
見
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
先
述
し
た
通
り
果
た

せ
な
か
っ
た
。
入
所
者
の
制
服
用
布
地
に
使
用
す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
。
経
費
の
観
点
か
ら
云
え
ば
、
む
し
ろ
赤
字
要
因
で

あ
っ
た
。

ル
イ
一
五
世
は
、
一
七
二
四
年
王
令
で
乞
食
・
流
民
の
王
国
か
ら
の
一
掃
と
、
そ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
閉
じ
込
め
と

半
強
制
的
な
労
働
を
命
じ
、
そ
の
た
め
に
多
額
の
財
政
出
動
を
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
後
段
で
扱
う
の
だ
が
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
、
い
か
ほ
ど
の
下
賜
金
を
受
け
取
っ
た
か
は
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

(ü0
)
ア
ン
ベ
ー
ル
は
「
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
存
続
で
き
た
の
は
、
こ
の
入
市
税
の
お
蔭
で
あ
る
」
と
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
確
か
に
入
市
税
免
除
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
入
市
税
の
一
部
配
分
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
ワ
イ

ン
に
係
る
入
市
税
か
ら
、
一
ミ
ュ
イ
当
り
三
〇
ソ
ル
が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
折
半
配
分
さ
れ
た
と
い
う
が
、
余

り
に
も
断
片
的
で
何
と
も
評
価
で
き
な
い
。
入
市
税
配
分
の
規
定
が
不
明
だ
し
、
実
績
も
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。[Im

bert,pp.

37,273]
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次
章
で
詳
述
す
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
云
え
ば
、
こ
の
間
、
高
等
法
院
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
た
ち
の
間
に
抜
き
が

た
い
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
と
、
こ
れ
を
排
除
し
た
い
パ
リ
大
司
教
と
国
王
が
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
の
院
長
人

事
で
対
立
し
、
大
司
教
と
国
王
の
意
思
が
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
余
波
を
受
け
て
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
の
司
祭

ブ
リ
エ
ン
ヌ
と
そ
の
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
が
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
だ
が
、
誠
に
残
念
な
が
ら
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
史
料
は
だ
い
ぶ
失

わ
れ
て
お
り
、
歴
史
研
究
者
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
で
い
る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
ど
こ
で
も
、
原
則
と
し
て
自
主
財
源
に

よ
る
運
営
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
王
権
か
ら
も
教
会
権
力
か
ら
も
自
由
で
、
高
い
自
律
性
を
保
持
で
き
た
の
だ
の
だ
が
、
反
面
ど
こ
で

も
財
政
は
ṧ
迫
し
て
い
た
。
主
な
自
主
財
源
は
、
篤
信
家
の
高
位
高
官
、
貴
族
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
等
の
寄
附
や
遺
贈
金
だ
っ
た
。
古
い

起
源
を
も
つ
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
違
っ
て
、
一
七
世
紀
半
ば
に
創
設
さ
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
土
地
や
建
物
な
ど

の
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
運
用
益
た
る
地
代
や
地
租
、
貢
納
な
ど
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
王
権
は

恒
常
的
な
財
政
支
援
を
し
な
か
っ
た
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
賦
与
し
て
援
護
し
た
。
オ
ピ
タ
ル
が
購
入
す
る
物
品
に

は
入
市
税
を
免
除
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
一
部
を
与
え
て
い
た(ü0)。
ま
た
四
旬
節
の
期
間
オ
ピ
タ
ル
は
特
別
に
市
民
へ
の
食
肉
販
売

を
許
さ
れ
た
。
他
に
は
観
劇
税
や
馬
車
税
が
あ
る
。
一
六
九
九
年
か
ら
一
七
〇
一
年
に
か
け
て
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
な
ど
の
劇
場
の
観

覧
席
料
金
の
六
分
の
一
を
オ
ピ
タ
ル
へ
配
分
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
⁋
馬
車
や
貸
馬
車
一
台
当
た
り
三
ソ
ル
の
徴
収
分
、
さ
ら
に
富

籤
の
収
益
の
一
部
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
回
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
自
身
も
収
入
確
保
に
尽
力
し
た
。
王
令
で
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
有
料
入
所
者pensionnaires

」

を
可
能
な
限
り
入
所
さ
せ
た
し
、
館
内
に
酒
類
売
店cantine

を
設
け
て
、
ワ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
入
所
者
に
販
売
し
た
。
年
間

販
売
量
や
個
人
の
購
入
量
は
も
ち
ろ
ん
制
限
が
あ
っ
た
が
。
さ
ら
に
総
徴
税
請
負
人
に
も
館
内
に
煙
草
店
を
開
く
権
利
を
与
え
た
。

そ
こ
で
は
煙
草
の
他
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
市
価
よ
り
安
く
売
ら
れ
大
き
な
利
益
を
あ
げ
、
そ
の
一
部
は
オ
ピ
タ
ル
に
納
め
ら

れ
た
。
こ
れ
で
雑
役
婦
（
夫
）
た
ち
の
給
金
を
賄
っ
た
と
い
う
。
[Richard,p.

ûú]

と
こ
ろ
で
、
王
権
や
理
事
会
は
、
館
内
の
ア

ト
リ
エ
で
安
価
に
造
っ
た
繊
維
製
品
な
ど
を
販
売
し
て
何
ほ
ど
か
の
収
入
を
得
る
目
論
見
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
先
述
し
た
通
り
果
た

せ
な
か
っ
た
。
入
所
者
の
制
服
用
布
地
に
使
用
す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
。
経
費
の
観
点
か
ら
云
え
ば
、
む
し
ろ
赤
字
要
因
で

あ
っ
た
。

ル
イ
一
五
世
は
、
一
七
二
四
年
王
令
で
乞
食
・
流
民
の
王
国
か
ら
の
一
掃
と
、
そ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
閉
じ
込
め
と

半
強
制
的
な
労
働
を
命
じ
、
そ
の
た
め
に
多
額
の
財
政
出
動
を
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
後
段
で
扱
う
の
だ
が
、
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
、
い
か
ほ
ど
の
下
賜
金
を
受
け
取
っ
た
か
は
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

(ü0
)
ア
ン
ベ
ー
ル
は
「
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
存
続
で
き
た
の
は
、
こ
の
入
市
税
の
お
蔭
で
あ
る
」
と
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
確
か
に
入
市
税
免
除
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
入
市
税
の
一
部
配
分
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
ワ
イ

ン
に
係
る
入
市
税
か
ら
、
一
ミ
ュ
イ
当
り
三
〇
ソ
ル
が
オ
テ
ル
・
デ
ュ
と
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
折
半
配
分
さ
れ
た
と
い
う
が
、
余

り
に
も
断
片
的
で
何
と
も
評
価
で
き
な
い
。
入
市
税
配
分
の
規
定
が
不
明
だ
し
、
実
績
も
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。[Im

bert,pp.

37,273]

パリのオピタル・ジェネラル

─øøú(üû)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─øøù(üü)─



結
び
に
か
え
て
─
一
七
九
二
年
九
月
の
惨
劇

本
稿
の
主
題
か
ら
は
逸
れ
る
が
、
最
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
革
命
時
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
惨
劇
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
こ

う(üø)。一
七
九
二
年
九
月
三
日
早
朝
、
一
五
〇
〇
人
か
ら
二
千
人
の
群
衆
が
手
に
手
に
佁
や
Ḋ
び
た
剣
、
旧
式
の
銃
を
も
っ
て
、
パ
リ
市

内
か
ら
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
押
し
寄
せ
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
男
数
人
が
、
監
獄
の
衛
士
の
詰
め
所
に
押
し
入
り
、
衛
士
を
脅
し
て

受
刑
者
記
録
簿
を
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
監
獄
棟
と
教
会
の
間
の
中
庭
に
、
急
ご
し
ら
え
の
革
命
裁
判
所
を
つ
く
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト

ル
館
の
他
の
区
画
の
住
人
た
ち
、
精
神
病
者
や
「
善
き
貧
民
」
は
居
場
所
か
ら
外
に
出
る
こ
と
や
窓
辺
に
寄
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ

た
。こ

の
人
民
裁
判
の
法
廷
に
、
囚
人
が
一
人
づ
つ
召
集
さ
れ
て
裁
決
が
下
さ
れ
た
。「
無
罪
放
免
」「
釈
放
」
と
宣
告
さ
れ
た
者
は

「
革
命
万
歳
、
国
民
万
歳
」
と
叫
ぶ
よ
う
に
云
わ
れ
た
。
他
方
、「
修
道
院
へA

l’A
bbaye

」
と
の
判
決
は
死
刑
宣
告
の
意
味
だ
っ

た
。
こ
れ
を
申
し
渡
さ
れ
た
囚
人
は
中
庭
に
引
き
出
さ
れ
、
背
中
に
チ
ョ
ー
ク
で
十
字
を
印
さ
れ
、
獰
猛
な
男
た
ち
に
楡
の
棍
棒
で

殴
り
殺
さ
れ
た
。
楡
の
木
は
血
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
た
。

犠
牲
者
の
断
末
魔
の
叫
び
声
は
、
裁
き
を
待
っ
て
い
る
者
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ
た
。
そ
の
た
め
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
返
事
を

返
す
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
す
る
と
囚
人
の
な
か
で
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
の
は
こ
の
男
だ
と
、
殺
戮
者
に
告
げ
口
す
る
も
の
が

い
た
。
殺
戮
者
た
ち
は
、
恐
怖
で
一
歩
も
歩
け
な
い
こ
の
囚
人
を
槍
で
追
い
立
て
、
中
庭
に
引
き
ず
り
だ
し
棍
棒
で
殴
殺
し
た
。
そ

の
後
殺
人
者
た
ち
は
競
っ
て
囚
人
を
叩
い
た
。
こ
の
処
刑
が
済
む
と
彼
ら
は
死
体
を
鉤
で
引
き
ず
り
隅
に
片
づ
け
た
。

こ
の
殺
戮
を
指
揮
し
命
令
を
下
し
て
い
る
の
は
、
六
〇
歳
く
ら
い
の
サ
ン
・
ル
イ
の
十
字
架
を
つ
け
た
男
だ
っ
た
。
残
り
の
者
は

ま
る
で
こ
の
仕
事
で
ル
イ
金
貨
を
稼
げ
る
か
の
よ
う
に
熱
心
に
働
い
た
。
す
べ
て
の
貧
民
は
共
同
寝
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
こ
の
収
容
者
の
一
人
が
、
死
刑
執
行
人
の
中
に
父
親
似
の
男
が
い
た
の
で
走
り
出
て
き
た
。
殺
人
者
ら
は
囚
人
が
逃
げ
た
と

思
い
、
こ
の
貧
民
を
槍
で
刺
し
殺
し
た
。
だ
が
か
れ
が
囚
人
で
は
な
く
閉
じ
込
め
ら
れ
た
貧
民
だ
と
分
か
り
、
医
務
室
に
運
ん
だ
が

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

殺
人
者
ら
は
さ
ら
に
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
や
独
房
棟

カ
バ
ノ
ン

に
囚
人
を
捜
し
ま
わ
っ
た
。
初
め
は
矯
正
棟
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
少
年
に
は

想
到
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
の
教
師
Ｂ
が
殺
人
者
た
ち
と
遭
遇
し
、
一
緒
に
矯
正
棟
に
戻
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
自
ら
告
発

者
と
裁
判
官
の
役
回
り
を
引
き
受
け
た
。
殺
人
者
と
示
し
合
わ
せ
て
、
尋
問
中
に
教
師
が
口
に
指
を
置
け
ば
、
そ
の
少
年
は
死
に
値

す
る
と
い
う
合
図
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
五
五
人
の
少
年
の
内
、
実
に
三
三
人
が
処
刑
さ
れ
た
。

日
が
暮
れ
る
と
殺
人
者
た
ち
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
夜
を
過
ご
し
た
。
空
腹
を
覚
え
た
彼
ら
は
食
料
貯
蔵
庫
を
荒
し
、
家
禽
飼
育
場

で
羊
を
殺
し
、
厨
房
で
そ
れ
を
調
理
さ
せ
て
食
べ
た
。
地
下
の
カ
ー
ヴ
に
あ
る
ワ
イ
ン
を
自
由
に
飲
み
干
し
て
そ
の
夜
は
宴
会
が
催

さ
れ
た
。
衛
士
隊
の
隊
長
は
部
下
の
二
人
と
夜
中
に
逃
げ
出
し
た
が
、
翌
日
イ
ヴ
リ
ィ
の
平
原
で
見
つ
か
り
、
連
れ
戻
さ
れ
た
。

(üø
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
虐
殺
に
つ
い
て
は
、
当
館
に
記
帳
係
と
し
て
勤
務
し
て
虐
殺
を
目
撃
し
た
リ
シ
ャ
ー
ルpère

R
ichard

の
目
撃
証
言

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。Souvenirs

historiques
du
Père

Richarad,

私
は
未
見
な
の
で
、[D

elam
are,pp.40-42,86-91]

[B
ru,pp.77-

88]

に
採
録
さ
れ
て
い
る
目
撃
譚
を
要
約
す
る
。
次
の
文
献
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
記
述
で
あ
る
。[R

ichard,p.94]
[B
rentano,p.42]

な

お
、
ブ
リ
ュ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
家
の
記
述
は
犠
牲
者
を
過
大
評
価
し
て
い
る
と
云
う
。
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結
び
に
か
え
て
─
一
七
九
二
年
九
月
の
惨
劇

本
稿
の
主
題
か
ら
は
逸
れ
る
が
、
最
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
革
命
時
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
惨
劇
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
こ

う(üø)。一
七
九
二
年
九
月
三
日
早
朝
、
一
五
〇
〇
人
か
ら
二
千
人
の
群
衆
が
手
に
手
に
佁
や
Ḋ
び
た
剣
、
旧
式
の
銃
を
も
っ
て
、
パ
リ
市

内
か
ら
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
押
し
寄
せ
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
男
数
人
が
、
監
獄
の
衛
士
の
詰
め
所
に
押
し
入
り
、
衛
士
を
脅
し
て

受
刑
者
記
録
簿
を
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
監
獄
棟
と
教
会
の
間
の
中
庭
に
、
急
ご
し
ら
え
の
革
命
裁
判
所
を
つ
く
っ
た
。
ビ
セ
ー
ト

ル
館
の
他
の
区
画
の
住
人
た
ち
、
精
神
病
者
や
「
善
き
貧
民
」
は
居
場
所
か
ら
外
に
出
る
こ
と
や
窓
辺
に
寄
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ

た
。こ

の
人
民
裁
判
の
法
廷
に
、
囚
人
が
一
人
づ
つ
召
集
さ
れ
て
裁
決
が
下
さ
れ
た
。「
無
罪
放
免
」「
釈
放
」
と
宣
告
さ
れ
た
者
は

「
革
命
万
歳
、
国
民
万
歳
」
と
叫
ぶ
よ
う
に
云
わ
れ
た
。
他
方
、「
修
道
院
へA

l’A
bbaye

」
と
の
判
決
は
死
刑
宣
告
の
意
味
だ
っ

た
。
こ
れ
を
申
し
渡
さ
れ
た
囚
人
は
中
庭
に
引
き
出
さ
れ
、
背
中
に
チ
ョ
ー
ク
で
十
字
を
印
さ
れ
、
獰
猛
な
男
た
ち
に
楡
の
棍
棒
で

殴
り
殺
さ
れ
た
。
楡
の
木
は
血
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
た
。

犠
牲
者
の
断
末
魔
の
叫
び
声
は
、
裁
き
を
待
っ
て
い
る
者
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ
た
。
そ
の
た
め
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
返
事
を

返
す
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
す
る
と
囚
人
の
な
か
で
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
の
は
こ
の
男
だ
と
、
殺
戮
者
に
告
げ
口
す
る
も
の
が

い
た
。
殺
戮
者
た
ち
は
、
恐
怖
で
一
歩
も
歩
け
な
い
こ
の
囚
人
を
槍
で
追
い
立
て
、
中
庭
に
引
き
ず
り
だ
し
棍
棒
で
殴
殺
し
た
。
そ

の
後
殺
人
者
た
ち
は
競
っ
て
囚
人
を
叩
い
た
。
こ
の
処
刑
が
済
む
と
彼
ら
は
死
体
を
鉤
で
引
き
ず
り
隅
に
片
づ
け
た
。

こ
の
殺
戮
を
指
揮
し
命
令
を
下
し
て
い
る
の
は
、
六
〇
歳
く
ら
い
の
サ
ン
・
ル
イ
の
十
字
架
を
つ
け
た
男
だ
っ
た
。
残
り
の
者
は

ま
る
で
こ
の
仕
事
で
ル
イ
金
貨
を
稼
げ
る
か
の
よ
う
に
熱
心
に
働
い
た
。
す
べ
て
の
貧
民
は
共
同
寝
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
こ
の
収
容
者
の
一
人
が
、
死
刑
執
行
人
の
中
に
父
親
似
の
男
が
い
た
の
で
走
り
出
て
き
た
。
殺
人
者
ら
は
囚
人
が
逃
げ
た
と

思
い
、
こ
の
貧
民
を
槍
で
刺
し
殺
し
た
。
だ
が
か
れ
が
囚
人
で
は
な
く
閉
じ
込
め
ら
れ
た
貧
民
だ
と
分
か
り
、
医
務
室
に
運
ん
だ
が

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

殺
人
者
ら
は
さ
ら
に
ラ
・
フ
ォ
ル
ス
や
独
房
棟

カ
バ
ノ
ン

に
囚
人
を
捜
し
ま
わ
っ
た
。
初
め
は
矯
正
棟
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
少
年
に
は

想
到
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
の
教
師
Ｂ
が
殺
人
者
た
ち
と
遭
遇
し
、
一
緒
に
矯
正
棟
に
戻
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
自
ら
告
発

者
と
裁
判
官
の
役
回
り
を
引
き
受
け
た
。
殺
人
者
と
示
し
合
わ
せ
て
、
尋
問
中
に
教
師
が
口
に
指
を
置
け
ば
、
そ
の
少
年
は
死
に
値

す
る
と
い
う
合
図
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
五
五
人
の
少
年
の
内
、
実
に
三
三
人
が
処
刑
さ
れ
た
。

日
が
暮
れ
る
と
殺
人
者
た
ち
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
夜
を
過
ご
し
た
。
空
腹
を
覚
え
た
彼
ら
は
食
料
貯
蔵
庫
を
荒
し
、
家
禽
飼
育
場

で
羊
を
殺
し
、
厨
房
で
そ
れ
を
調
理
さ
せ
て
食
べ
た
。
地
下
の
カ
ー
ヴ
に
あ
る
ワ
イ
ン
を
自
由
に
飲
み
干
し
て
そ
の
夜
は
宴
会
が
催

さ
れ
た
。
衛
士
隊
の
隊
長
は
部
下
の
二
人
と
夜
中
に
逃
げ
出
し
た
が
、
翌
日
イ
ヴ
リ
ィ
の
平
原
で
見
つ
か
り
、
連
れ
戻
さ
れ
た
。

(üø
)
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
虐
殺
に
つ
い
て
は
、
当
館
に
記
帳
係
と
し
て
勤
務
し
て
虐
殺
を
目
撃
し
た
リ
シ
ャ
ー
ルpère

R
ichard

の
目
撃
証
言

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。Souvenirs

historiques
du
Père

Richarad,
私
は
未
見
な
の
で
、[D

elam
are,pp.40-42,86-91]

[B
ru,pp.77-

88]

に
採
録
さ
れ
て
い
る
目
撃
譚
を
要
約
す
る
。
次
の
文
献
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
記
述
で
あ
る
。[R

ichard,p.94]
[B
rentano,p.42]

な

お
、
ブ
リ
ュ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
家
の
記
述
は
犠
牲
者
を
過
大
評
価
し
て
い
る
と
云
う
。
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九
月
四
日
の
朝
、
ジ
ャ
ン
テ
ィ
の
民
兵
士
官
Ｍ
氏
が
死
体
埋
葬
の
指
揮
を
頼
ま
れ
た
。
こ
の
目
撃
者
も
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
が
、

代
わ
り
に
同
僚
を
や
っ
た
。
市
の
役
人
を
伴
っ
た
死
体
埋
葬
班
は
、
チ
ャ
ペ
ル
の
壁
際
に
山
積
み
に
な
っ
た
一
三
二
人
の
遺
体
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
宝
石
類
や
着
て
い
る
着
物
を
書
き
留
め
る
作
業
を
し
た
。
作
業
中
に
少
し
で
も
何
か
を
掠
め
取
れ
ば
死
刑
に
す
る
と
脅

さ
れ
た
。

遺
体
は
す
で
に
腐
敗
し
硬
直
し
て
い
た
の
で
、
衣
服
を
は
ぎ
取
る
の
は
難
儀
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
か
な
り
の
宝
石
類
と
絹
の
靴
下

を
囚
人
か
ら
は
ぎ
取
っ
た
。
着
衣
を
は
ぎ
取
ら
れ
た
遺
体
は
馬
車
に
積
ま
れ
、
墓
地
に
掘
っ
た
深
い
穴
に
投
げ
込
ま
れ
た
。

殺
人
者
た
ち
は
こ
の
目
撃
者
を
捜
し
に
来
て
、
矯
正
棟
の
少
年
ら
の
名
簿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
中
庭
の
一
隅
に
三

三
人
の
子
ど
も
の
遺
体
が
積
ま
れ
て
い
た
。
皆
顔
が
醜
く
変
形
し
、
痣
が
付
い
て
お
り
、
激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。
殺
人

者
ら
は
子
ど
も
を
あ
の
世
に
送
る
の
は
大
人
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
と
う
そ
ぶ
い
た
。
そ
の
な
か
に
漸
く
一
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

少
年
が
い
て
、
沢
山
の
亡
骸
の
上
で
眠
る
天
使
の
よ
う
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
着
衣
も
カ
ネ
や
宝
石
同
様
に
は
ぎ
取
ら
れ
、
目
録

が
作
ら
れ
た
。
こ
の
着
物
も
市
庁
舎
に
運
ば
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
パ
リ
か
ら
伍
長
が
や
っ
て
来
た
。
だ
が
、
か
れ
は
届
け
ず

に
着
服
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
三
三
人
の
子
ど
も
ら
の
遺
体
も
、
他
の
囚
人
と
同
じ
よ
う
に
深
い
穴
に
三
層
に
重
ね
て
捨
て
ら

れ
、
そ
の
上
に
生
石
灰
が
撒
か
れ
た
。

こ
の
間
も
殺
人
者
ら
は
囚
人
た
ち
を
検
分
し
、
身
体
に
佃
打
ち
刑
や
焼
き
鏝
の
烙
印
が
な
い
か
を
丹
念
に
調
べ
た
。
あ
れ
ば
死
刑

に
処
刑
す
る
腹
だ
っ
た
。
な
け
れ
ば
釈
放
す
る
手
続
き
を
採
っ
た
。

九
月
四
日
の
朝
、
こ
の
殺
人
者
た
ち
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
出
て
行
っ
た
。
食
糧
貯
蔵
庫
の
パ
ン
は
二
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
蝋
燭
も

六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
が
失
く
な
っ
て
い
た
。
殺
人
者
の
一
行
が
帰
る
と
き
、
並
木
道
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
貧
民
に
出
会
っ
た
。
か
れ
は

殺
人
者
の
来
襲
を
我
々
に
告
げ
た
者
だ
っ
た
が
、
死
体
か
ら
絹
の
靴
下
を
盗
ん
だ
と
非
難
さ
れ
ピ
ス
ト
ル
で
銃
殺
さ
れ
た
。

こ
の
後
殺
人
者
ら
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
出
向
き
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
と
同
じ
よ
う
に
人
民
裁
判
を
や
っ
た
。
こ
う
し
て
三
七

人
の
女
た
ち
が
彼
ら
の
狂
気
の
犠
牲
と
な
っ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
夜
、
極
悪
人
ど
も
は
こ
の
館
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
悪
行
の
娘
た

ち
」
と
乱
痴
気
騒
ぎ
を
し
た
。
こ
の
遠
征
の
あ
と
、
彼
ら
は
市
庁
舎
に
戻
り
大
働
き
の
四
日
間
の
賃
銀
を
要
求
し
た
。

こ
れ
が
一
七
九
二
年
九
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
虐
殺
の
目
撃
談
の
あ
ら
ま
し
で
あ

る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
四
つ
の
部
署
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
犯
罪
者
名
簿
を
詳
し
く
調
べ
た
ブ
リ
ュ
に
よ
れ
ば
、
そ
の

時
そ
こ
に
留
置
さ
れ
て
い
た
犯
罪
者
は
四
四
三
人
で
、
内
こ
の
惨
劇
で
殺
さ
れ
た
も
の
は
一
七
〇
人
に
昇
っ
た
と
い
う
。
内
訳
は
、

二
〇
歳
以
下
の
青
少
年
が
六
六
人
、
二
一
歳
以
上
の
成
人
が
一
〇
四
人
だ
っ
た
と
い
う
。
釈
放
さ
れ
た
囚
人
は
五
一
人
、
監
獄
に
留

め
ら
れ
た
者
は
二
二
一
人
だ
っ
た
。
六
千
人
が
虐
殺
さ
れ
た
と
の
神
話
は
、
王
党
派
の
歴
史
家
た
ち
の
創
作
だ
と
述
べ
て
い
る
。

[B
ru,p.84]

し
か
し
、
処
刑
さ
れ
た
囚
人
た
ち
が
本
当
に
重
罪
を
犯
し
た
犯
人
だ
っ
た
の
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
と
り
わ
け
矯
正
棟
の
少

年
た
ち
三
三
人
が
死
に
値
す
る
ほ
ど
の
犯
罪
者
だ
っ
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
救
貧
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
梅
毒
の
病
院
で
あ
り
、
精
神
病
者
の
隔
離
施
設
で

あ
り
、
な
お
且
つ
犯
罪
者
の
監
獄
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
大
き
く
異
な
る
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
特
有
な
性
格
だ
っ
た
。
こ
の
特
異
性
は
次
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
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九
月
四
日
の
朝
、
ジ
ャ
ン
テ
ィ
の
民
兵
士
官
Ｍ
氏
が
死
体
埋
葬
の
指
揮
を
頼
ま
れ
た
。
こ
の
目
撃
者
も
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
が
、

代
わ
り
に
同
僚
を
や
っ
た
。
市
の
役
人
を
伴
っ
た
死
体
埋
葬
班
は
、
チ
ャ
ペ
ル
の
壁
際
に
山
積
み
に
な
っ
た
一
三
二
人
の
遺
体
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
宝
石
類
や
着
て
い
る
着
物
を
書
き
留
め
る
作
業
を
し
た
。
作
業
中
に
少
し
で
も
何
か
を
掠
め
取
れ
ば
死
刑
に
す
る
と
脅

さ
れ
た
。

遺
体
は
す
で
に
腐
敗
し
硬
直
し
て
い
た
の
で
、
衣
服
を
は
ぎ
取
る
の
は
難
儀
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
か
な
り
の
宝
石
類
と
絹
の
靴
下

を
囚
人
か
ら
は
ぎ
取
っ
た
。
着
衣
を
は
ぎ
取
ら
れ
た
遺
体
は
馬
車
に
積
ま
れ
、
墓
地
に
掘
っ
た
深
い
穴
に
投
げ
込
ま
れ
た
。

殺
人
者
た
ち
は
こ
の
目
撃
者
を
捜
し
に
来
て
、
矯
正
棟
の
少
年
ら
の
名
簿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
中
庭
の
一
隅
に
三

三
人
の
子
ど
も
の
遺
体
が
積
ま
れ
て
い
た
。
皆
顔
が
醜
く
変
形
し
、
痣
が
付
い
て
お
り
、
激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。
殺
人

者
ら
は
子
ど
も
を
あ
の
世
に
送
る
の
は
大
人
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
と
う
そ
ぶ
い
た
。
そ
の
な
か
に
漸
く
一
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

少
年
が
い
て
、
沢
山
の
亡
骸
の
上
で
眠
る
天
使
の
よ
う
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
着
衣
も
カ
ネ
や
宝
石
同
様
に
は
ぎ
取
ら
れ
、
目
録

が
作
ら
れ
た
。
こ
の
着
物
も
市
庁
舎
に
運
ば
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
パ
リ
か
ら
伍
長
が
や
っ
て
来
た
。
だ
が
、
か
れ
は
届
け
ず

に
着
服
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
三
三
人
の
子
ど
も
ら
の
遺
体
も
、
他
の
囚
人
と
同
じ
よ
う
に
深
い
穴
に
三
層
に
重
ね
て
捨
て
ら

れ
、
そ
の
上
に
生
石
灰
が
撒
か
れ
た
。

こ
の
間
も
殺
人
者
ら
は
囚
人
た
ち
を
検
分
し
、
身
体
に
佃
打
ち
刑
や
焼
き
鏝
の
烙
印
が
な
い
か
を
丹
念
に
調
べ
た
。
あ
れ
ば
死
刑

に
処
刑
す
る
腹
だ
っ
た
。
な
け
れ
ば
釈
放
す
る
手
続
き
を
採
っ
た
。

九
月
四
日
の
朝
、
こ
の
殺
人
者
た
ち
は
ビ
セ
ー
ト
ル
館
を
出
て
行
っ
た
。
食
糧
貯
蔵
庫
の
パ
ン
は
二
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
蝋
燭
も

六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
が
失
く
な
っ
て
い
た
。
殺
人
者
の
一
行
が
帰
る
と
き
、
並
木
道
で
ビ
セ
ー
ト
ル
館
の
貧
民
に
出
会
っ
た
。
か
れ
は

殺
人
者
の
来
襲
を
我
々
に
告
げ
た
者
だ
っ
た
が
、
死
体
か
ら
絹
の
靴
下
を
盗
ん
だ
と
非
難
さ
れ
ピ
ス
ト
ル
で
銃
殺
さ
れ
た
。

こ
の
後
殺
人
者
ら
は
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
出
向
き
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
と
同
じ
よ
う
に
人
民
裁
判
を
や
っ
た
。
こ
う
し
て
三
七

人
の
女
た
ち
が
彼
ら
の
狂
気
の
犠
牲
と
な
っ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
夜
、
極
悪
人
ど
も
は
こ
の
館
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
悪
行
の
娘
た

ち
」
と
乱
痴
気
騒
ぎ
を
し
た
。
こ
の
遠
征
の
あ
と
、
彼
ら
は
市
庁
舎
に
戻
り
大
働
き
の
四
日
間
の
賃
銀
を
要
求
し
た
。

こ
れ
が
一
七
九
二
年
九
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
虐
殺
の
目
撃
談
の
あ
ら
ま
し
で
あ

る
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
四
つ
の
部
署
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
犯
罪
者
名
簿
を
詳
し
く
調
べ
た
ブ
リ
ュ
に
よ
れ
ば
、
そ
の

時
そ
こ
に
留
置
さ
れ
て
い
た
犯
罪
者
は
四
四
三
人
で
、
内
こ
の
惨
劇
で
殺
さ
れ
た
も
の
は
一
七
〇
人
に
昇
っ
た
と
い
う
。
内
訳
は
、

二
〇
歳
以
下
の
青
少
年
が
六
六
人
、
二
一
歳
以
上
の
成
人
が
一
〇
四
人
だ
っ
た
と
い
う
。
釈
放
さ
れ
た
囚
人
は
五
一
人
、
監
獄
に
留

め
ら
れ
た
者
は
二
二
一
人
だ
っ
た
。
六
千
人
が
虐
殺
さ
れ
た
と
の
神
話
は
、
王
党
派
の
歴
史
家
た
ち
の
創
作
だ
と
述
べ
て
い
る
。

[B
ru,p.84]

し
か
し
、
処
刑
さ
れ
た
囚
人
た
ち
が
本
当
に
重
罪
を
犯
し
た
犯
人
だ
っ
た
の
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
と
り
わ
け
矯
正
棟
の
少

年
た
ち
三
三
人
が
死
に
値
す
る
ほ
ど
の
犯
罪
者
だ
っ
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。

ビ
セ
ー
ト
ル
館
は
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
救
貧
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
梅
毒
の
病
院
で
あ
り
、
精
神
病
者
の
隔
離
施
設
で

あ
り
、
な
お
且
つ
犯
罪
者
の
監
獄
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
大
き
く
異
な
る
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
特
有
な
性
格
だ
っ
た
。
こ
の
特
異
性
は
次
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

パリのオピタル・ジェネラル

─ø09(ü8)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø08(ü9)─



§
本
稿
執
筆
に
利
用
し
た
文
献

Ⅰ

概
説
史
・
社
会
保
障
の
通
史

Jules
Siegfried,Q

uelques
m
ots

sur
la
m
isère,son

histoire,ses
causes

etses
rem

èdes,Le
H
avre,1877

Em
ile

C
hevalier,D

e
l’Assistance

dans
les

cam
pagnes:

indigence,prévoyance,assistance,Paris,1889

PaulStrauss,Assistance
sociale;

Pauvres
etM

endiants,Paris,1901

M
ichelG

uillaum
e
(ed),La

sécurité
sociale:

son
histoire

à
travers

les
textes,3

vols,Paris,1994

M
arcelLecoq,L’Assistance

par
le
travailetles

jardins
ouvirières,Pa ris,1906

R
obin

B
riggs,Early

M
odern

France
1560-1715,O

xford
U
niversity

Press,1977

P.J.C
oveney,France

in
crisis

1620-1675,London,1977

F.B
raudel&

E.Labrousse
(dir.)H

istoire
économ

ique
etsociale

de
la
France,tom

e
II,D

es
derniers

tem
ps
de
l’âge

seigneurialaux

préludes
de
l’âge

industriel(1660-1789),P.U
.F.1970

G
eorge

Lefebvre,La
G
rande

Peur
de
1789,Paris,1932

A
rthur-A

uguste
M
allebay

du
C
luseau

d’Echérac,L’Assistance
publique;

ce
qu’elle

fut,ce
qu’ elle

est,Paris,1909

ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
・
ソ
ヴ
ィ
ニ
ー
著
／
鹿
島
茂
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
講
談
社

二
〇
一
九

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
著
／
丸
山
熊
雄
訳
『
ル
イ
十
四
世
の
世
紀
』
全
四
冊

岩
波
文
庫

二
〇
〇
一

ユ
ベ
ー
ル
・
メ
チ
ヴ
ィ
エ
著
／
前
川
貞
次
郎
訳
『
ル
イ
十
四
世
』
白
水
社

一
九
九
五

二
宮
宏
之
『
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
論
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
七

二
宮
宏
之
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社

一
九
八
六

二
宮
宏
之
・
阿
河
雄
二
郎
編
『
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
国
家
と
社
会
』
山
川
出
版
社

二
〇
〇
三

林
信
明
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
事
業
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
九

ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ス
テ
ル
著
／
前
川
真
行
訳
『
社
会
問
題
の
変
容
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

二
〇
一
二

柴
田
三
千
雄
ほ
か
編
『
世
界
歴
史
大
系

フ
ラ
ン
ス
史
ù
』
所
収
の
第
一
章
（
服
部
春
彦
）、
第
四
章
（
阿
河
雄
二
郎
）、
第
五
章
（
林
田
伸

一
）、
第
六
章
（
二
宮
宏
之
・
柴
田
三
千
雄
）、
第
七
章
（
長
谷
川
輝
夫
）
論
文

山
川
出
版
社

一
九
九
六

林
田
伸
一
『
ル
イ
一
四
世
と
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』
山
川
出
版
社

二
〇
一
六

イ
ヴ
・
マ
リ
ー
・
ベ
ル
セ
著
／
阿
河
雄
二
郎
ほ
か
訳
『
真
実
の
ル
イ
一
四
世
』
昭
和
堂

二
〇
〇
八

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
著
／
田
村
俶
訳
『
狂
気
の
歴
史
─
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
─
』
新
潮
社

一
九
七
五

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
著
／
田
村
俶
訳
『
監
獄
の
誕
生
─
監
視
と
処
罰
─
』
新
潮
社

一
九
七
七

Ｊ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
著
／
森
田
伸
子
ほ
か
訳
『
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
─
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
親
族
・
家
・
性
─
』
勁
草
書
房

一
九
九
三

西
迫
大
祐
『
感
染
症
と
法
の
社
会
史
』
新
曜
社

二
〇
一
八

長
谷
川
貴
彦
『
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
歴
史
的
源
流
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
一
四

吉
尾
清
『
社
会
保
障
の
原
点
を
求
め
て
：
イ
ギ
リ
ス
救
貧
法
・
貧
民
問
題
の
研
究
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会

二
〇
〇
八

長
谷
川
ま
ゆ
帆
「
女
・
男
・
子
ど
も
の
関
係
史
｣
谷
川
稔
・
渡
辺
和
行
編
著
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
〇
六

喜
安
朗
『
パ
リ
─
都
市
統
治
の
近
代
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
九

ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ゲ
著
／
井
上
泰
男
訳
『
中
世
の
道
』
白
水
社

一
九
九
一

大
森
弘
喜
「
一
九
世
紀
末
農
業
恐
慌
と
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
構
造
変
化
｣
横
浜
国
大
『
エ
コ
ノ
ミ
ア
』
第
五
五
号

五
七
-一
一
二
頁

一
九
七

五
メ
ル
シ
エ
著
／
原
宏
編
訳
『
一
八
世
紀
パ
リ
生
活
誌
』
上
下

岩
波
文
庫

一
九
八
九

パリのオピタル・ジェネラル

─ø07(60)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø06(6ø)─



§
本
稿
執
筆
に
利
用
し
た
文
献

Ⅰ

概
説
史
・
社
会
保
障
の
通
史

Jules
Siegfried,Q

uelques
m
ots

sur
la
m
isère,son

histoire,ses
causes

etses
rem

èdes,Le
H
avre,1877

Em
ile

C
hevalier,D

e
l’Assistance

dans
les

cam
pagnes:

indigence,prévoyance,assistance,Paris,1889

PaulStrauss,Assistance
sociale;

Pauvres
etM

endiants,Paris,1901

M
ichelG

uillaum
e
(ed),La

sécurité
sociale:

son
histoire

à
travers

les
textes,3

vols,Paris,1994

M
arcelLecoq,L’Assistance

par
le
travailetles

jardins
ouvirières,Paris,1906

R
obin

B
riggs,Early

M
odern

France
1560-1715,O

xford
U
niversity

Press,1977

P.J.C
oveney,France

in
crisis

1620-1675,London,1977

F.B
raudel&

E.Labrousse
(dir.)H

istoire
économ

ique
etsociale

de
la
France,tom

e
II,D

es
derniers

tem
ps
de
l’âge

seigneurialaux

préludes
de
l’âge

industriel(1660-1789),P.U
.F.1970

G
eorge

Lefebvre,La
G
rande

Peur
de
1789,Paris,1932

A
rthur-A

uguste
M
allebay

du
C
luseau

d’Echérac,L’Assistance
publique;

ce
qu’elle

fut,ce
qu’elle

est,Paris,1909

ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
・
ソ
ヴ
ィ
ニ
ー
著
／
鹿
島
茂
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
講
談
社

二
〇
一
九

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
著
／
丸
山
熊
雄
訳
『
ル
イ
十
四
世
の
世
紀
』
全
四
冊

岩
波
文
庫

二
〇
〇
一

ユ
ベ
ー
ル
・
メ
チ
ヴ
ィ
エ
著
／
前
川
貞
次
郎
訳
『
ル
イ
十
四
世
』
白
水
社

一
九
九
五

二
宮
宏
之
『
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
論
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
七

二
宮
宏
之
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社

一
九
八
六

二
宮
宏
之
・
阿
河
雄
二
郎
編
『
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
国
家
と
社
会
』
山
川
出
版
社

二
〇
〇
三

林
信
明
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
事
業
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
九

ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ス
テ
ル
著
／
前
川
真
行
訳
『
社
会
問
題
の
変
容
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

二
〇
一
二

柴
田
三
千
雄
ほ
か
編
『
世
界
歴
史
大
系

フ
ラ
ン
ス
史
ù
』
所
収
の
第
一
章
（
服
部
春
彦
）、
第
四
章
（
阿
河
雄
二
郎
）、
第
五
章
（
林
田
伸

一
）、
第
六
章
（
二
宮
宏
之
・
柴
田
三
千
雄
）、
第
七
章
（
長
谷
川
輝
夫
）
論
文

山
川
出
版
社

一
九
九
六

林
田
伸
一
『
ル
イ
一
四
世
と
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』
山
川
出
版
社

二
〇
一
六

イ
ヴ
・
マ
リ
ー
・
ベ
ル
セ
著
／
阿
河
雄
二
郎
ほ
か
訳
『
真
実
の
ル
イ
一
四
世
』
昭
和
堂

二
〇
〇
八

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
著
／
田
村
俶
訳
『
狂
気
の
歴
史
─
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
─
』
新
潮
社

一
九
七
五

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
著
／
田
村
俶
訳
『
監
獄
の
誕
生
─
監
視
と
処
罰
─
』
新
潮
社

一
九
七
七

Ｊ
・
Ｌ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
著
／
森
田
伸
子
ほ
か
訳
『
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
─
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
親
族
・
家
・
性
─
』
勁
草
書
房

一
九
九
三

西
迫
大
祐
『
感
染
症
と
法
の
社
会
史
』
新
曜
社

二
〇
一
八

長
谷
川
貴
彦
『
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
歴
史
的
源
流
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
一
四

吉
尾
清
『
社
会
保
障
の
原
点
を
求
め
て
：
イ
ギ
リ
ス
救
貧
法
・
貧
民
問
題
の
研
究
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会

二
〇
〇
八

長
谷
川
ま
ゆ
帆
「
女
・
男
・
子
ど
も
の
関
係
史
｣
谷
川
稔
・
渡
辺
和
行
編
著
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
〇
六

喜
安
朗
『
パ
リ
─
都
市
統
治
の
近
代
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
九

ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ゲ
著
／
井
上
泰
男
訳
『
中
世
の
道
』
白
水
社

一
九
九
一

大
森
弘
喜
「
一
九
世
紀
末
農
業
恐
慌
と
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
構
造
変
化
｣
横
浜
国
大
『
エ
コ
ノ
ミ
ア
』
第
五
五
号

五
七
-一
一
二
頁

一
九
七

五
メ
ル
シ
エ
著
／
原
宏
編
訳
『
一
八
世
紀
パ
リ
生
活
誌
』
上
下

岩
波
文
庫

一
九
八
九

パリのオピタル・ジェネラル

─ø07(60)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø06(6ø)─



福
井
憲
彦
『
物
語

パ
リ
の
歴
史
』
中
公
新
書

二
〇
二
一

Ⅱ

疫
病
・
病
院
史

R
obertV

ial,H
istoire

deshôpitaux
de
Parisen

quatre
centsdates,Lesblousesblanchesde

C
harlem

agne
à
JacquesC

hirac,Paris,1999

Françoise
Salaun

R
am

ahlo,L’A
ssisitance

etle
soin,U

n
m
usée

hospitalier
à
Paris,Le

M
usée

de
l’A

P-H
P,Paris,2008

H
enriSauval,H

istoire
etrecherche

des
antiquités

de
la
Ville

de
Paris,Paris,1724

Pierre
V
allery-R

adot,D
eux

siècles
d’histoire

hospitalière
de
H
enriIV

à
Louis-Philippe,(1602-1836),Pa ris,1947

Jean
Im
bert,H

istoire
des

H
ôpitaux

en
France,Paris,1982

Jean
Im
bert,Le

droithospitalier
de
l’Ancien

Régim
e,PU

F,1993

A
ndré

Pecker
(ed),La

M
édecine

à
Paris

du
XVIIIe

au
XXe

siècle,Paris,1990

M
arie-C

laude
D
inet-Le

C
om

te
&
PascalM

ontaubin,Les
H
ôpitaux

de
Picardie

du
M
oyen

Âge
à
la
Révolution,A

m
iens,2014

Jean-C
h.Sournia

etFrançois
V
ial,H

istoire
des

grands
hôpitaux

parisiens,A
ndré

Pecker(ed.)La
m
édecine

à
Paris

du
XIIIe

au
XXe

siècle,p.117-130,Par is,1984

Sophie
R
iche

&
Sylvain

R
iquier,D

es
hôpitaux

à
Paris,Etatdes

fonds
des

Archives
de
l’AP-H

P,XIIe-XXe
siècles,Paris,2000

John
H
ow

ard,Etatdes
prisons,des

hôpitaux
etdes

m
aisons

de
force,traduitde

l’anglais,Paris,1788

M
usée

de
l’A

ssistance
Publique,H

ôpitaux
de
Paris

depuis
100

ans;
La

société,l’hôpitaletles
pauvres,Paris,1996

Françoise
B
ériac,H

istoire
des

lépreux
au
M
oyen

Âge,U
ne
société

des
d’exclus,Paris,1988

Le
M
usée

de
l’A

P-H
P,U

n
m
usée

hosp italier
à
Paris,Paris,2008

J.P.M
artineaud,Les

ordres
religieux

dans
les

hôpitaux
de
Paris,2002

嵩
井
里
恵
子
「
一
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
改
革
｣
東
京
女
子
大
『
史
論
』
五
六

九
五
-一
一
三
頁

Ｗ
・
Ｈ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
著
／
佐
々
木
昭
夫
訳
『
疾
病
と
世
界
史
』
上
下

中
公
文
庫

二
〇
〇
七

川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』
上
下

岩
波
書
店

一
九
七
七

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
パ
ー
カ
ー
著
／
千
葉
喜
久
枝
訳
『
医
療
の
歴
史
─
ἥ
孔
開
頭
術
か
ら
幹
細
胞
治
療
ま
で
の
一
万
二
千
年
史
』
創
元
社

二
〇

一
六

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
ラ
ン
著
／
高
橋
清
徳
訳
『
排
出
す
る
都
市
パ
リ
』［
一
八
九
〇
]
悠
書
館

二
〇
〇
七

岡
田
晴
恵
『
感
染
症
は
世
界
史
を
う
ご
か
す
』
筑
摩
書
房

二
〇
〇
六

蔵
持
不
三
也
『
ペ
ス
ト
の
文
化
誌
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
文
化
と
疫
病
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
五

モ
ニ
ク
・
リ
ュ
ス
ネ
著
／
宮
崎
揚
弘
・
工
藤
則
光
訳
『
ペ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ス
史
』
同
文
館

一
九
九
八

ケ
テ
ル
著
／
寺
田
光
徳
訳
『
梅
毒
の
歴
史
』
藤
原
書
店

一
九
九
六

Ⅲ

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

C
om

te
de

M
irabeau,O

bservations
d’un

voyageur
anglais,sur

la
M
aison

de
Force

appellée
Bicêtre,Paris,1788

H
enry

Légier-D
esgranges,H

ospitaliers
d’autrefois,H

ôpitalG
énéralde

Paris
1656-1790,Paris

1952

N
icolas

Sainte
Fare

G
arnot,L’H

ôpitalG
énéralde

Paris,Institution
d’assistance,de

police,ou
de

soins
?

H
istoire,Econom

ie
etSociété,1984

3
e
année,no.4,pp.535-542

B
ourneville,H

istoire
de
Bicêtre:

histoire,organisation,budget,statistique,Paris,1893

R
ichard

F.Elm
ore,The

origins
ofthe

H
ospitalG

eneralofParis,1975

Louis
B
oucher,La

Salpêtrière,son
histoire

de
1656

à
1790,Paris,1883

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ü(6ù)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø0û(6ú)─



福
井
憲
彦
『
物
語

パ
リ
の
歴
史
』
中
公
新
書

二
〇
二
一

Ⅱ

疫
病
・
病
院
史

R
obertV

ial,H
istoire

deshôpitaux
de
Parisen

quatre
centsdates,Lesblousesblanchesde

C
harlem

agne
à
JacquesC

hirac,Paris,1999

Françoise
Salaun

R
am

ahlo,L’A
ssisitance

etle
soin,U

n
m
usée

hospitalier
à
Paris,Le

M
usée

de
l’A

P-H
P,Paris,2008

H
enriSauval,H

istoire
etrecherche

des
antiquités

de
la
Ville

de
Paris,Paris,1724

Pierre
V
allery-R

adot,D
eux

siècles
d’histoire

hospitalière
de
H
enriIV

à
Louis-Philippe,(1602-1836),Paris,1947

Jean
Im
bert,H

istoire
des

H
ôpitaux

en
France,Paris,1982

Jean
Im
bert,Le

droithospitalier
de
l’Ancien

Régim
e,PU

F,1993

A
ndré

Pecker
(ed),La

M
édecine

à
Paris

du
XVIIIe

au
XXe

siècle,Paris,1990

M
arie-C

laude
D
inet-Le

C
om

te
&
PascalM

ontaubin,Les
H
ôpitaux

de
Picardie

du
M
oyen

Âge
à
la
Révolution,A

m
iens,2014

Jean-C
h.Sournia

etFrançois
V
ial,H

istoire
des

grands
hôpitaux

parisiens,A
ndré

Pecker(ed.)La
m
édecine

à
Paris

du
XIIIe

au
XXe

siècle,p.117-130,Paris,1984

Sophie
R
iche

&
Sylvain

R
iquier,D

es
hôpitaux

à
Paris,Etatdes

fonds
des

Archives
de
l’AP-H

P,XIIe-XXe
siècles,Paris,2000

John
H
ow

ard,Etatdes
prisons,des

hôpitaux
etdes

m
aisons

de
force,traduitde

l’anglais,Paris,1788

M
usée

de
l’A

ssistance
Publique,H

ôpitaux
de
Paris

depuis
100

ans;
La

société,l’hôpitaletles
pauvres,Paris,1996

Françoise
B
ériac,H

istoire
des

lépreux
au
M
oyen

Âge,U
ne
société

des
d’exclus,Paris,1988

Le
M
usée

de
l’A

P-H
P,U

n
m
usée

hospitalier
à
Paris,Paris,2008

J.P.M
artineaud,Les

ordres
religieux

dans
les

hôpitaux
de
Paris,2002

嵩
井
里
恵
子
「
一
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
改
革
｣
東
京
女
子
大
『
史
論
』
五
六

九
五
-一
一
三
頁

Ｗ
・
Ｈ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
著
／
佐
々
木
昭
夫
訳
『
疾
病
と
世
界
史
』
上
下

中
公
文
庫

二
〇
〇
七

川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』
上
下

岩
波
書
店

一
九
七
七

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
パ
ー
カ
ー
著
／
千
葉
喜
久
枝
訳
『
医
療
の
歴
史
─
ἥ
孔
開
頭
術
か
ら
幹
細
胞
治
療
ま
で
の
一
万
二
千
年
史
』
創
元
社

二
〇

一
六

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
ラ
ン
著
／
高
橋
清
徳
訳
『
排
出
す
る
都
市
パ
リ
』［
一
八
九
〇
]
悠
書
館

二
〇
〇
七

岡
田
晴
恵
『
感
染
症
は
世
界
史
を
う
ご
か
す
』
筑
摩
書
房

二
〇
〇
六

蔵
持
不
三
也
『
ペ
ス
ト
の
文
化
誌
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
文
化
と
疫
病
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
五

モ
ニ
ク
・
リ
ュ
ス
ネ
著
／
宮
崎
揚
弘
・
工
藤
則
光
訳
『
ペ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ス
史
』
同
文
館

一
九
九
八

ケ
テ
ル
著
／
寺
田
光
徳
訳
『
梅
毒
の
歴
史
』
藤
原
書
店

一
九
九
六

Ⅲ

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

C
om

te
de

M
irabeau,O

bservations
d’un

voyageur
anglais,sur

la
M
aison

de
Force

appellée
Bicêtre,Paris,1788

H
enry

Légier-D
esgranges,H

ospitaliers
d’autrefois,H

ôpitalG
énéralde

Paris
1656-1790,Paris

1952

N
icolas

Sainte
Fare

G
arnot,L’H

ôpitalG
énéralde

Paris,Institution
d’assistance,de

police,ou
de

soins
?

H
istoire,Econom

ie
etSociété,1984

3
e
année,no.4,pp.535-542

B
ourneville,H

istoire
de
Bicêtre:

histoire,organisation,budget,statistique,Paris,1893

R
ichard

F.Elm
ore,The

origins
ofthe

H
ospitalG

eneralofParis ,1975

Louis
B
oucher,La

Salpêtrière,son
histoire

de
1656

à
1790,Paris,1883

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ü(6ù)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø0û(6ú)─



Jean-Pierre
C
arrez,Fem

m
es
opprim

ées
à
la
Salpêtrière

de
Paris,(1656-1791),Paris,2005

Joseph
Estienne,L’H

ôpitalG
énéraldes

Pauvres
de

Paris
aux

X
V
IIe

etX
V
IIIe

siècles,Revue
de
l’Assistance

publique
à
Paris,1953,

no.22,p.255-287;no.23,p.383-396;no.24,p.519-540;no.25,p.737-754

R
enée

D
uval,U

ne
Institution

royale:L’H
ôpitalG

énéralde
Paris,son

organisation
etson

rôle
social,m

ém
oire

de
la
m
aitrise,Paris,

1956

Jean
C
outeaux,H

istoire
de

la
Salpêtr ière,La

Revue
hospitalière

de
France,m

ai-juin,1944,pp.106-127,216-242

A
lexandre

Tutey,L’Assistance
publique

à
Paris

pendantla
Révolution,I.Les

H
ôpitaux

etH
ospices,1789-1791,Paris,1895

M
axim

ilien
V
essier,La

Pitié-Salpêtrière:
Q
uatre

siècles
d’histoire

etd’histoires,Paris,1999

R
aoulA

llier,La
«
C
abale

des
D
évots

»
1627-1666,Paris,1902

P.B
ru,H

istoire
de
Bicêtre

(hospice,prison,asile),Paris,1890

Jean
D
elam

are
&
Thérèse

D
elam

are-R
iche,Le

G
rand

Renferm
em
ent;

H
istoire

de
l’hospice

de
Bicêtre

1657-1974,Paris,1990

Em
ile

R
ichard,H

istoire
de
l’H
ôpitalde

Bicêtre
(1250-1791);

U
ne
des

m
aisons

de
l’H
ôpitalG

énéralde
Paris,Paris,1889

M
aurice

C
apul,Infirm

ité
etH

érésie

–Les
enfants

placés
sous

l’Ancien
Régim

e,Paris,1990

B
ernard

B
ellande,L’Ancien

H
ôpitalG

énérald’Issoire:H
istoire

institutionelle
etsociale

de
1674

à
la
Révolution,M

ontpellier,1961

B
.B

olotte,Les
H
ôpitaux

etl’assistance
dans

l a
province

de
Bourgogne

au
dernier

siècle
de
l’Ancien

Régim
e,D

ijon,1968

A
lphonse

M
artin,H

istoire
de
L’H

ôpitalG
énéraldu

H
avre

etde
Pré-de-Santé

de
SaintRoch,Frécam

p,1879

François
H
ue,H

istoire
de
l’H
ospice-généralde

Rouen,1602-1840,R
ouen,1903

M
ichelV

ovelle,Le
G
rand

R
enferm

em
enten

Provence,Provence
historique,t.32,pp.261-282,1982

François-PaulB
lanc,La

R
épression

de
la
m
endicité

etl’H
ôpitalG

énéralde
la
C
harité

de
M
arseille

au
X
V
IIe

etX
V
IIIe

s iècles,Artset

Livres
de
Provence,no.75,pp.95-136,1970

Pierre
V
allery-R

adot,L’H
ôpitalde

Bicêtre,La
Presse

M
édicale,no.38,«chroniques»,pp.557-558,1945

Jean
D
orm

ont,B
icêtre,Bulletin,Société

française
d’histoire

des
hôpitaux

(specialcollection)
vol.55

pp.23-27,1987

B
rierre

de
B
oim

ont,M
ém
oire

pour
l’Etablissem

entd’un
hospice

d’aliénés,Paris,1836

Philippe
A
uzépy-Elie

M
ajdalani,La

vie
quotidienne

à
l’H
ôpitalde

Bicêtre
au
XXe

siècle,Paris,1999

Jacquline
G
ateaux-M

ennecier,Bourneville
etl’enfance

aliéné,Paris,1989

N
adine

Sim
on,La

Pitié-Salpêtrière,St-B
enoît-la-Fôret,1986

Jacque
Postel,G

enèse
de

la
Psychiatre,les

prem
iers

écrits
psychiatriques

de
Pinel,Le

Sycom
ore,pp.35-71,215-254,Paris,1981

田
村
初
穂
「
パ
リ
総
救
貧
院
に
関
す
る
一
考
察
｣
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
論
文

二
〇
一
三

府
中
望
「
一
七
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
の
総
合
救
貧
院
制
度
─
マ
ル
セ
イ
ユ
の
愛
徳
総
合
救
貧
院
の
事
例
を
通
し
て
─
｣
『西
洋
史
研
究
』
二
〇

〇
六

室
由
佳
子
「
旧
体
制
下
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
統
治
に
お
け
る
権
力
と
慈
善
─
ボ
ル
ド
ー
地
方
エ
リ
ー
ト
の
救
貧
へ
の
関
り
｣
『史
学
雑
誌
』
一

二
五
-二

二
〇
一
六

Ⅳ

乞
食
・
流
民
・
捨
子
な
ど
の
処
遇
、
マ
レ
シ
ョ
セ

Paul-M
.B

ondois,La
disette

de
1662,Revue

d’H
istoire

économ
ique

etsociale,V
ol.12-1,1913

,pp.53-118

Jean-Pierre
G
utton,La

société
etles

pauvres,l’éxam
ple

de
la
G
énéralité

de
Lyon,Paris,1971

Jean-Pierre
G
utton,L’Etatetla

m
endicité

dansla
prem

ière
m
oitié

du
XVIIIe

siècle,Auvergne,Beaujolais,Forez,Lyonnais,Lyon,1973

Jean-Pierre
G
utton,L’enferm

em
entà

l’âge
classique,Jean

Im
bert(ed.),H

istoire
des

hôpitaux
en
France,Paris,1982

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ú(6û)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø0ù(6ü)─



Jean-Pierre
C
arrez,Fem

m
es
opprim

ées
à
la
Salpêtrière

de
Paris,(1656-1791),Paris,2005

Joseph
Estienne,L’H

ôpitalG
énéraldes

Pauvres
de

Paris
aux

X
V
IIe

etX
V
IIIe

siècles,Revue
de
l’Assistance

publique
à
Paris,1953,

no.22,p.255-287;no.23,p.383-396;no.24,p.519-540;no.25,p.737-754

R
enée

D
uval,U

ne
Institution

royale:L’H
ôpitalG

énéralde
Paris,son

organisation
etson

rôle
social,m

ém
oire

de
la
m
aitrise,Paris,

1956

Jean
C
outeaux,H

istoire
de

la
Salpêtrière,La

Revue
hospitalière

de
France,m

ai-juin,1944,pp.106-127,216-242

A
lexandre

Tutey,L’Assistance
publique

à
Paris

pendantla
Révolution,I.Les

H
ôpitaux

etH
ospices,1789-1791,Paris,1895

M
axim

ilien
V
essier,La

Pitié-Salpêtrière:
Q
uatre

siècles
d’histoire

etd’histoires,Paris,1999

R
aoulA

llier,La
«
C
abale

des
D
évots

»
1627-1666,Paris,1902

P.B
ru,H

istoire
de
Bicêtre

(hospice,prison,asile),Paris,1890

Jean
D
elam

are
&
Thérèse

D
elam

are-R
iche,Le

G
rand

Renferm
em
ent;

H
istoire

de
l’hospice

de
Bicêtre

1657-1974,Paris,1990

Em
ile

R
ichard,H

istoire
de
l’H
ôpitalde

Bicêtre
(1250-1791);

U
ne
des

m
aisons

de
l’H
ôpitalG

énéralde
Paris,Paris,1889

M
aurice

C
apul,Infirm

ité
etH

érésie

–Les
enfants

placés
sous

l’Ancien
Régim

e,Paris,1990

B
ernard

B
ellande,L’Ancien

H
ôpitalG

énérald’Issoire:H
istoire

institutionelle
etsociale

de
1674

à
la
Révolution,M

ontpellier,1961

B
.B

olotte,Les
H
ôpitaux

etl’assistance
dans

la
province

de
Bourgogne

au
dernier

siècle
de
l’Ancien

Régim
e,D

ijon,1968

A
lphonse

M
artin,H

istoire
de
L’H

ôpitalG
énéraldu

H
avre

etde
Pré-de-Santé

de
SaintRoch,Frécam

p,1879

François
H
ue,H

istoire
de
l’H
ospice-généralde

Rouen,1602-1840,R
ouen,1903

M
ichelV

ovelle,Le
G
rand

R
enferm

em
enten

Provence,Provence
historique,t.32,pp.261-282,1982

François-PaulB
lanc,La

R
épression

de
la
m
endicité

etl’H
ôpitalG

énéralde
la
C
harité

de
M
arseille

au
X
V
IIe

etX
V
IIIe

siècles,Artset

Livres
de
Provence,no.75,pp.95-136,1970

Pierre
V
allery-R

adot,L’H
ôpitalde

Bicêtre,La
Presse

M
édicale,no.38,«chroniques»,pp.557-558,1945

Jean
D
orm

ont,B
icêtre,Bulletin,Société

française
d’histoire

des
hôpitaux

(specialcollection)
vol.55

pp.23-27,1987

B
rierre

de
B
oim

ont,M
ém
oire

pour
l’Etablissem

entd’un
hospice

d’aliénés,Paris,1836

Philippe
A
uzépy-Elie

M
ajdalani,La

vie
quotidienne

à
l’H
ôpitalde

Bicêtre
au
XXe

siècle,Paris,1999

Jacquline
G
ateaux-M

ennecier,Bourneville
etl’enfance

aliéné,Paris,1989

N
adine

Sim
on,La

Pitié-Salpêtrière,St-B
enoît-la-Fôret,1986

Jacque
Postel,G

enèse
de

la
Psychiatre,les

prem
iers

écrits
psychiatriques

de
Pinel,Le

Sycom
ore,pp.35-71,215-254,Paris,1981

田
村
初
穂
「
パ
リ
総
救
貧
院
に
関
す
る
一
考
察
｣
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
論
文

二
〇
一
三

府
中
望
「
一
七
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
の
総
合
救
貧
院
制
度
─
マ
ル
セ
イ
ユ
の
愛
徳
総
合
救
貧
院
の
事
例
を
通
し
て
─
｣
『西
洋
史
研
究
』
二
〇

〇
六

室
由
佳
子
「
旧
体
制
下
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
統
治
に
お
け
る
権
力
と
慈
善
─
ボ
ル
ド
ー
地
方
エ
リ
ー
ト
の
救
貧
へ
の
関
り
｣
『史
学
雑
誌
』
一

二
五
-二

二
〇
一
六

Ⅳ

乞
食
・
流
民
・
捨
子
な
ど
の
処
遇
、
マ
レ
シ
ョ
セ

Paul-M
.B

ondois,La
disette

de
1662,Revue

d’H
istoire

économ
ique

etsociale,V
ol.12-1,1913

,pp.53-118

Jean-Pierre
G
utton,La

société
etles

pauvres,l’éxam
ple

de
la
G
énéralité

de
Lyon,Paris,1971

Jean-Pierre
G
utton,L’Etatetla

m
endicité

dansla
prem

ière
m
oitié

du
XVIIIe

siècle,Auvergne,Beaujolais,Forez,Lyonnais,Lyon,1973

Jean-Pierre
G
utton,L’enferm

em
entà

l’âge
classique,Jean

Im
bert(ed.),H

istoire
des

hôpitaux
en
France,Paris,1982

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ú(6û)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø0ù(6ü)─



Léon
C
ahen,Le

G
rand

Bureau
des

Pauvres
de
Paris

au
m
ilieu

du
XVIIIe

siècle,Paris,1904

C
am

ille
B
loch,L’Assitsance

etl’Etaten
France

à
la
veille

de
la
Révolution,G

énéralitésde
Paris,Rouen,Alençon,O

rléans,Soissons,

Am
iens,Paris,Paris,1908

A
bbé

O
rcini,H

istoire
de
SaintVincentde

Paul,Paris
,1852

L.-M
.M

oreau-C
hristophe,D

u
problèm

e
de
la
M
isère,Paris,1851

Léon
Lallem

and,H
istoire

de
la
C
hariré,tom

e
4;Les

tem
ps
m
odernes,16e-19e

siècle,Paris,1910

Léon
Lallem

and,H
istoire

des
Enfants

abandonnés
etdélaissés,Paris,1885

Louis
R
ivière,M

endiants
etVagabonds,Paris,1902

C
hristian

Paultre,D
e
la
répression

de
la
m
endicité

etdu
vagabondage

en
France

sous
l’Ancien

Régim
e,Paris,1906

PaulC
ottin,Rapports

inédits
du
Lieutenantde

Police,René
d’Argençon,Paris,1841

Louis
Parturier,L’Assistance

à
Paris

sous
l’Ancien

Régim
e
etpendantla

Révolution,Paris,1897

C
hristine

C
hapalain-N

ougaret,M
isère

etAssistanc e
dans

le
pays

de
Rennes

au
XVIIIe

siècle,N
antes,1989

G
uy

Thuillier,Aux
origines

de
l’adm

inistration
sociale:

Le
Rapportsur

la
m
endicité

de
Lom

énie
de
Brienne

en
1775,Paris,2003

G
uy

Thuillier,U
n
observateur

des
m
isères

sociales:Leclerc
de

M
onlinot,Bulletin

d’H
istoire

de
la
Sécurité

sociale,no.19,pp.7-55

Leclerc
de

M
onlinot,Essaisur

la
M
endicité,Paris,1786

Leclerc
de

M
onlinot,Etatactuelde

la
M
aison

de
Travailde

la
G
énéralité

de
Soissons,1781

J.F.Trosn e,M
ém
oire

sur
les

vagabonds
etsur

les
m
endiants,Paris,1764

C
.R

om
an,Le

m
onde

des
pauvres

à
Paris

au
18

e
siècle,Annales,Econom

ies,Sociétés,C
ivilisations,1982,104,pp.729-763

C
.R

om
an,M

endiants
etpoliciers

à
Paris

au
18

e
siècle,H

istoire
énom

om
ique

etSociété,1982,pp.259-295

A
rlette

Farge,Le
m
endiant,un

m
arginal?-Lesrésistancesaux

archersde
l’H

ôpitaldansParisdu
X
V
IIIe

siècle,Farge
(ed.),M

arginaux

etexculsifs
de
l’histoire,C

ahiers,Jussieu
no.5,Paris,U

G
E
1979,pp.312-328

M
arie

V
incent-C

assy,Prison
etchatim

entsà
la
fin

du
M
oyen

Â
ge,Farge(ed.),M

arginaux
etexculsifsde

l’histoire,C
ahiers,Jussieu

no.

5,Paris,U
G
E
1979,pp.262-274

M
icheline

B
aulant,G

roupes
m
obiles

dans
une

société
sédentaire;la

société
rurale

autourde
M
eaux

au
X
V
IIe

etX
V
IIIe

siècles,Farge

(ed.),M
arginaux

etexculsifs
de
l’histoire,C

ahiers,Jussieu
no.5,Paris,U

G
E
1979,pp.78-120

A
lan

Forrest,French
Revolution

&
the

Poor,O
xford,1981

Thom
as

M
cstay

A
dam

s,Bureaucrats
and

Beggars:
French

socialpolicy
in
the

Age
ofEnlightenm

ent,O
xford,1990

O
lw
en

H
ufton,The

poor
ofthe

Eighteenth-
century

France,1750-1789,O
xford,1974

O
lw
en

H
ufton,B

egging,V
agrancy,V

agabondage
and

the
Law

,A
n
aspectofthe

problem
ofpoverty

in
Eighteenth-century

France,

European
Studies

Review
,1972,pp.97-123

G
.V

alran,M
isère

etcharité
en
Provence

au
XVIIIe

siècle,Paris,1899

G
.Saunois

de
C
hevert,L’Indigence

etl’Assistance
dans

les
cam

pagnes,Paris,1889

H
enriSauval,H

istoire
etRecherche

des
antiquités

de
la
Ville

de
Paris,3

vols,Paris,1724

Jean
Sandrin,Enfants

trouvés,enfants
ouvriers

17e-19e
siècle,Paris,1982

A
ntoinette

C
ham

oux,Enfants
illégitim

es
etenfants

trouvés,Annales
de
D
ém
ographie

historique,1973,pp.422-429

Jean-Pierre
B
ardet,Enfantsabandonnésetenfantsassistésà

R
ouen

dansla
seconde

m
oitié

du
X
V
IIIe

siècle,Annalesde
D
ém
ographie

historique,1973,H
om

m
age

à
M
arcelR

einhard,pp.19-47

Jean-C
laude

Peyrronet,
Les

enfants
abandonnés

et
leurs

nourrices
à
Lim

oges
au

X
V
IIIe

siècle,
Revue

d’histoire
m
oderne

et

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ø(66)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø00(67)─



Léon
C
ahen,Le

G
rand

Bureau
des

Pauvres
de
Paris

au
m
ilieu

du
XVIIIe

siècle,Paris,1904

C
am

ille
B
loch,L’Assitsance

etl’Etaten
France

à
la
veille

de
la
Révolution,G

énéralitésde
Paris,Rouen,Alençon,O

rléans,Soissons,

Am
iens,Paris,Paris,1908

A
bbé

O
rcini,H

istoire
de
SaintVincentde

Paul,Paris
,1852

L.-M
.M

oreau-C
hristophe,D

u
problèm

e
de
la
M
isère,Paris,1851

Léon
Lallem

and,H
istoire

de
la
C
hariré,tom

e
4;Les

tem
ps
m
odernes,16e-19e

siècle,Paris,1910

Léon
Lallem

and,H
istoire

des
Enfants

abandonnés
etdélaissés,Paris,1885

Louis
R
ivière,M

endiants
etVagabonds,Paris,1902

C
hristian

Paultre,D
e
la
répression

de
la
m
endicité

etdu
vagabondage

en
France

sous
l’Ancien

Régim
e,Paris,1906

PaulC
ottin,Rapports

inédits
du
Lieutenantde

Police,René
d’Argençon,Paris,1841

Louis
Parturier,L’Assistance

à
Paris

sous
l’Ancien

Régim
e
etpendantla

Révolution,Paris,1897

C
hristine

C
hapalain-N

ougaret,M
isère

etAssistance
dans

le
pays

de
Rennes

au
XVIIIe

siècle,N
antes,1989

G
uy

Thuillier,Aux
origines

de
l’adm

inistration
sociale:

Le
Rapportsur

la
m
endicité

de
Lom

énie
de
Brienne

en
1775,Paris,2003

G
uy

Thuillier,U
n
observateur

des
m
isères

sociales:Leclerc
de

M
onlinot,Bulletin

d’H
istoire

de
la
Sécurité

sociale,no.19,pp.7-55

Leclerc
de

M
onlinot,Essaisur

la
M
endicité,Paris,1786

Leclerc
de

M
onlinot,Etatactuelde

la
M
aison

de
Travailde

la
G
énéralité

de
Soissons,1781

J.F.Trosne,M
ém
oire

sur
les

vagabonds
etsur

les
m
endiants,Paris,1764

C
.R

om
an,Le

m
onde

des
pauvres

à
Paris

au
18

e
siècle,Annales,Econom

ies,Sociétés,C
ivilisations,1982,104,pp.729-763

C
.R

om
an,M

endiants
etpoliciers

à
Paris

au
18

e
siècle,H

istoire
énom

om
ique

etSociété,1982,pp.259-295

A
rlette

Farge,Le
m
endiant,un

m
arginal?-Lesrésistancesaux

archersde
l’H

ôpitaldansParisdu
X
V
IIIe

siècle,Farge
(ed.),M

arginaux

etexculsifs
de
l’histoire,C

ahiers,Jussieu
no.5,Paris,U

G
E
1979,pp.312-328

M
arie

V
incent-C

assy,Prison
etchatim

entsà
la
fin

du
M
oyen

Â
ge,Farge(ed.),M

arginaux
etexculsifsde

l’histoire,C
ahiers,Jussieu

no.

5,Paris,U
G
E
1979,pp.262-274

M
icheline

B
aulant,G

roupes
m
obiles

dans
une

société
sédentaire;la

société
rurale

auto urde
M
eaux

au
X
V
IIe

etX
V
IIIe

siècles,Farge

(ed.),M
arginaux

etexculsifs
de
l’histoire,C

ahiers,Jussieu
no.5,Paris,U

G
E
1979,pp.78-120

A
lan

Forrest,French
Revolution

&
the

Poor,O
xford,1981

Thom
as

M
cstay

A
dam

s,Bureaucrats
and

Beggars:
French

socialpolicy
in
the

Age
ofEnlightenm

ent,O
xford,1990

O
lw
en

H
ufton,The

poor
ofthe

Eighteenth-
century

France,1750-1789,O
xford,1974

O
lw
en

H
ufton,B

egging,V
agrancy,V

agabondage
and

the
Law

,A
n
aspectofthe

problem
ofpoverty

in
Eighteenth-century

France,

European
Studies

Review
,1972,pp.97-123

G
.V

alran,M
isère

etcharité
en
Provence

au
XVIIIe

siècle,Paris,1899

G
.Saunois

de
C
hevert,L’Indigence

etl’Assistance
dans

les
cam

pagnes,Paris,1889

H
enriSauval,H

istoire
etRecherche

des
antiquités

de
la
Ville

de
Paris,3

vols,Paris,1724

Jean
Sandrin,Enfants

trouvés,enfants
ouvriers

17e-19e
siècle,Paris,1982

A
ntoinette

C
ham

oux,Enfants
illégitim

es
etenfants

trouvés,An nales
de
D
ém
ographie

historique,1973,pp.422-429

Jean-Pierre
B
ardet,Enfantsabandonnésetenfantsassistésà

R
ouen

dansla
seconde

m
oitié

du
X
V
IIIe

siècle,Annalesde
D
ém
ographie

historique,1973,H
om

m
age

à
M
arcelR

einhard,pp.19-47

Jean-C
laude

Peyrronet,
Les

enfants
abandonnés

et
leurs

nourrices
à
Lim

oges
au

X
V
IIIe

siècle,
Revue

d’histoire
m
oderne

et

パリのオピタル・ジェネラル

─ø0ø(66)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ø00(67)─



contem
poraine,tom

e
23,no.3

1976,pp.418-441

C
laude

D
elassel,Les

enfants
abandonnés

à
Paris

au
X
V
IIIe

siècle,Annales,Ecom
om
ies,Sociétés,C

ivilisations
,no.1,1975,pp.187-

218

D
r.D

um
esnil,L’industrie

desnourricesetla
m
ortalité

desnourrissons,Annalesd’H
ygiène

Publique
etM

édcine
Légale,1867,II,pp.5-

87

Fanny
Faÿ-Sallois,Les

nourrices
à
Paris

au
XIXe

siècle,Paris,1997

Jean-N
oëlLuc

&
Frédéric

M
édard

(dir.)
H
istoire

etD
ictionnaire

de
la
G
endarm

e rie
de
la
M
aréchaussée

à
nos

jours,Paris,2013

PasalB
rouillet,La

m
aréchaussée

etla
gendarm

erie
à
l’épreuvre

des
siècles,J.N

oël&
Frédéric

M
édard

(dir.)H
istoire

etD
ictionnaire

de
la
G
endarm

erie
de
la
M
aréchaussée

à
nos

jours,Paris,2013

Iain
A
.C

am
eron,C

rim
e
and

Repression
in
the

Auvergne
and

the
G
uyenne,1720-1790,C

am
bridge

U
niv.Press,1981

M
artin

D
aniel,La

m
aréchaussée

au
X
V
IIIe

siècle,les
H
om

m
es

etl’institution
en

A
uvergne,Annales

historiques
de
la
Rév olution

Française,no.239,1980,pp.91-117

Jacques
Largnier&

R
enée

M
artinage,L’activité

judiciaire
de

la
M
aréchaussée

de
Flandre

(1679-1790),Revue
du
N
ord,tom

e
61,no.

242,1979
pp.593-608

P.C
répillon,U

n
«
G
ibier

des
Prévots

»:m
endiants

etvagabonds
au

X
V
IIIe

siècle
entre

la
V
ire

etla
D
ives,1720-1789,Annales

de

N
orm

andie,no.17,1967,pp.233-252

A
ndré

G
arnier,

H
istoire

de
la

M
aréchaussée

de
Langres

de
1720

à
1789,

M
ém
oires

de
la
Société

pour
l’histoire

de
dro it

et
des

institutions
des

anciens
pays

bourguignons,com
tois

etrom
ands,1950-1951,t.13,pp.211-275,t.14,pp.35-129

Joseph
Plique,H

istoire
de
la
M
aréchaussée

de
G
évaudan,M

ende,1912

Julian
G
om

ez
Pardo,La

M
aréchaussée

etle
crim

e
en
Ile-de-France

sous
Louis

XIV
etLouis

XV,Paris,2012

正
本
忍
『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構
造
再
考
：
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
に
見
る
治
安
・
裁
判
・
官
僚
制
』
刀
水
書
房

二
〇
一
九

二
宮
宏
之
「
七
千
人
の
捨
児
─
一
八
世
紀
パ
リ
考
現
学
─
｣
『全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社

一
九
八
六

中
田
元
子
『
乳
母
の
文
化
史
─
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
関
す
る
一
考
察
』
人
文
書
院

二
〇
一
九

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
著
／
桑
原
武
夫
訳
『
告
白
』
上
中
下

岩
波
文
庫

一
九
八
七

田
中
拓
道
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貧
困
史
・
福
祉
史
研
究
の
方
法
と
課
題
｣
『歴
史
学
研
究
』
八
八
七
号

一
-二
九
頁

二
〇
一
一

河
原
温
「
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
都
市
の
慈
善
と
救
貧
｣
『史
学
』
第
八
七
巻
第
三
号

一
二
一
-一
四
〇
頁

Ｎ
・
Ｚ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
著
／
成
瀬
駒
男
ほ
か
訳
『
愚
者
の
王
国
・
異
端
の
都
市
』
平
凡
社

一
九
八
七

千
葉
治
男
「
フ
ラ
ン
ス
近
世
都
市
と
貧
民
｣
吉
岡
昭
彦
編
著
『
政
治
権
力
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房

一
九
七
五

千
葉
治
男
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
貧
民
｣
木
村
尚
三
郎
・
佐
々
木
潤
之
介
ほ
か
編
著
『
中
世
史
講
座
』
第
七
巻

学
生
社

一
九
八
五

千
葉
治
男
『
義
賊
マ
ン
ド
ラ
ン
─
伝
説
と
近
世
フ
ラ
ン
ス
社
会
─
』
平
凡
社

一
九
八
七

蔵
持
不
三
也
『
英
雄
の
表
徴
─
大
盗
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
と
民
衆
文
化
─
』
新
評
論

二
〇
一
一

高
澤
紀
恵
「
近
隣
関
係
・
都
市
・
王
権
─
一
六
～
一
八
世
紀
パ
リ
｣
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
ø6

『主
権
国
家
と
啓
蒙
』
岩
波
書
店

一

九
九
九

高
澤
紀
恵
『
近
世
パ
リ
に
生
き
る
─
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
秩
序
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
八

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ゲ
レ
メ
ク
著
／
早
坂
真
理
訳
『
憐
れ
み
か
縛
り
首
か
』
平
凡
社

一
九
九
三

ピ
エ
ー
ル
・
デ
イ
ヨ
ン
著
／
福
井
憲
彦
訳
『
監
獄
の
時
代
─
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
犯
罪
の
歴
史
と
懲
治
監
獄
体
制
の
起
源
に
関
す
る
試
論

─
』
新
評
論
、
一
九
八
二

大
森
弘
喜
「
一
九
世
紀
初
頭
パ
リ
の
救
貧
行
政
｣
関
東
学
院
大
学
『
経
済
系
』
二
三
八
集

一
六
-二
九
頁

二
〇
〇
九

パリのオピタル・ジェネラル

─ 99 (68)─

成城・経済研究 第 ùûø 号（ù0ùú 年 7 月）

─ 98 (69)─



contem
poraine,tom

e
23,no.3

1976,pp.418-441

C
laude

D
elassel,Les

enfants
abandonnés

à
Paris

au
X
V
IIIe

siècle,Annales,Ecom
om
ies,Sociétés,C

ivilisations
,no.1,1975,pp.187-

218

D
r.D

um
esnil,L’industrie

desnourricesetla
m
ortalité

desnourrissons,Annalesd’H
ygiène

Publique
etM

édcine
Légale,1867,II,pp.5-

87

Fanny
Faÿ-Sallois,Les

nourrices
à
Paris

au
XIXe

siècle,Paris,1997

Jean-N
oëlLuc

&
Frédéric

M
édard

(dir.)
H
istoire

etD
ictionnaire

de
la
G
endarm

erie
de
la
M
aréchaussée

à
nos

jours,Paris,2013

PasalB
rouillet,La

m
aréchaussée

etla
gendarm

erie
à
l’épreuvre

des
siècles,J.N

oël&
Frédéric

M
édard

(dir.)H
istoire

etD
ictionnaire

de
la
G
endarm

erie
de
la
M
aréchaussée

à
nos

jours,Paris,2013

Iain
A
.C

am
eron,C

rim
e
and

Repression
in
the

Auvergne
and

the
G
uyenne,1720-1790,C

am
bridge

U
niv.Press,1981

M
artin

D
aniel,La

m
aréchaussée

au
X
V
IIIe

siècle,les
H
om

m
es

etl’institution
en

A
uvergne,Annales

historiques
de
la
Révolution

Française,no.239,1980,pp.91-117

Jacques
Largnier&

R
enée

M
artinage,L’activité

judiciaire
de

la
M
aréchaussée

de
Flandre

(1679-1790),Revue
du
N
ord,tom

e
61,no.

242,1979
pp.593-608

P.C
répillon,U

n
«
G
ibier

des
Prévots

»:m
endiants

etvagabonds
au

X
V
IIIe

siècle
entre

la
V
ire

etla
D
ives,1720-1789,Annales

de

N
orm

andie,no.17,1967,pp.233-252

A
ndré

G
arnier,

H
istoire

de
la

M
aréchaussée

de
Langres

de
1720

à
1789,

M
ém
oires

de
la
Société

pour
l’histoire

de
droit

et
des

institutions
des

anciens
pays

bourguignons,com
tois

etrom
ands,1950-1951,t.13,pp.211-275,t.14,pp.35-129

Joseph
Plique,H

istoire
de
la
M
aréchaussée

de
G
évaudan,M

ende,1912

Julian
G
om

ez
Pardo,La

M
aréchaussée

etle
crim

e
en
Ile-de-France

sous
Louis

XIV
etLouis

XV,Paris,2012

正
本
忍
『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構
造
再
考
：
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
に
見
る
治
安
・
裁
判
・
官
僚
制
』
刀
水
書
房

二
〇
一
九

二
宮
宏
之
「
七
千
人
の
捨
児
─
一
八
世
紀
パ
リ
考
現
学
─
｣
『全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社

一
九
八
六

中
田
元
子
『
乳
母
の
文
化
史
─
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
関
す
る
一
考
察
』
人
文
書
院

二
〇
一
九

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
著
／
桑
原
武
夫
訳
『
告
白
』
上
中
下

岩
波
文
庫

一
九
八
七

田
中
拓
道
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貧
困
史
・
福
祉
史
研
究
の
方
法
と
課
題
｣
『歴
史
学
研
究
』
八
八
七
号

一
-二
九
頁

二
〇
一
一

河
原
温
「
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
都
市
の
慈
善
と
救
貧
｣
『史
学
』
第
八
七
巻
第
三
号

一
二
一
-一
四
〇
頁

Ｎ
・
Ｚ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
著
／
成
瀬
駒
男
ほ
か
訳
『
愚
者
の
王
国
・
異
端
の
都
市
』
平
凡
社

一
九
八
七

千
葉
治
男
「
フ
ラ
ン
ス
近
世
都
市
と
貧
民
｣
吉
岡
昭
彦
編
著
『
政
治
権
力
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房

一
九
七
五

千
葉
治
男
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
貧
民
｣
木
村
尚
三
郎
・
佐
々
木
潤
之
介
ほ
か
編
著
『
中
世
史
講
座
』
第
七
巻

学
生
社

一
九
八
五

千
葉
治
男
『
義
賊
マ
ン
ド
ラ
ン
─
伝
説
と
近
世
フ
ラ
ン
ス
社
会
─
』
平
凡
社

一
九
八
七

蔵
持
不
三
也
『
英
雄
の
表
徴
─
大
盗
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
と
民
衆
文
化
─
』
新
評
論

二
〇
一
一

高
澤
紀
恵
「
近
隣
関
係
・
都
市
・
王
権
─
一
六
～
一
八
世
紀
パ
リ
｣
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
ø6

『主
権
国
家
と
啓
蒙
』
岩
波
書
店

一

九
九
九

高
澤
紀
恵
『
近
世
パ
リ
に
生
き
る
─
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
秩
序
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
八

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ゲ
レ
メ
ク
著
／
早
坂
真
理
訳
『
憐
れ
み
か
縛
り
首
か
』
平
凡
社

一
九
九
三

ピ
エ
ー
ル
・
デ
イ
ヨ
ン
著
／
福
井
憲
彦
訳
『
監
獄
の
時
代
─
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
犯
罪
の
歴
史
と
懲
治
監
獄
体
制
の
起
源
に
関
す
る
試
論

─
』
新
評
論
、
一
九
八
二

大
森
弘
喜
「
一
九
世
紀
初
頭
パ
リ
の
救
貧
行
政
｣
関
東
学
院
大
学
『
経
済
系
』
二
三
八
集

一
六
-二
九
頁

二
〇
〇
九
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Ⅴ

資
料
・
事
典
類

D
éclaration

du
roi,pourl’établissem

entd’un
H
ôpitalgénéralen

toutes
les

villes
etgros

bourgs
du

royaum
e,suivantles

ordonnances

des
rois

C
ahrles

IX
etH

enriIII,A
.Fantanon

(ed),C
ode

du
L’H

ôpitalG
énéralde

Paris,Paris,1786

M
auger,Sim

ples
notes

sur
l’O
rganisations

des
secours

publics
à
Paris,Paris,1905

A
lfred

Fierro,H
istoire

etD
ictonnaire

de
Paris,Paris,1996

鹿
島
茂
監
訳
『
パ
リ

歴
史
事
典
』
白
水
社
、
二
〇
一
一
（
こ
れ
は
フ
ラ
ン

ス
語
版
の
後
半
に
あ
る
事
典
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。）

A
lain

D
ecaux

&
A
ndré

C
astelot,D

ictionnaire
d’H

istoire
de
France;

Perrin,Paris,1981

J.L.Pinol(ed.),Atlas
historique

des
villes

de
France,Paris,1996

N
om
enclature

des
C
om
m
unes

etPrincipaux
lieux-dits

de
France,R

ennes,1974

浜
林
正
夫
ほ
か
編
訳
『
原
典
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
』
御
茶
ノ
水
書
房

一
九
七
二

［
資
料
］
高
橋
清
徳
訳
「
パ
リ
市
の
一
般
警
察
お
よ
び
諸
職
に
関
す
る
国
王
ジ
ャ
ン
二
世
の
勅
令
」(1351.1.30)

千
葉
大
学
『
法
学
論
集
』

一
-二

一
九
八
七

六
一
-一
二
七
頁

Ｅ
・
Ａ
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
編
／
木
寺
廉
太
訳
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』
教
文
館

二
〇
一
七

ジ
ャ
ン
=ロ
ベ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
編
／
木
村
尚
三
郎
監
訳
『
パ
リ

歴
史
地
図
』
東
京
書
籍

二
〇
〇
〇

『
ラ
ル
ー
ス
医
学
大
辞
典
』
朝
倉
書
房

一
九
八
五

（
二
〇
二
三
年
三
月
一
五
日

脱
稿
)
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